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第1章 : OMi Management Pack for SAP
HP OMi Management Pack for SAP (OMi MP for SAP)では、HP Operations Manager i (OMi)と連携

し、SAP環境内の主要および詳細コンポーネントと基盤インフラストラクチャを監視できます。

本製品は、SAP構成アイテム (CI)で発生するイベントを分析し、SAP環境の状況ステータスをレポート

する状況インジケータ (HI)およびイベント タイプインジケータ (ETI)を備えています。また、SAPランドス

ケープ内のABAPおよび Javaアプリケーションサーバの可用性、状況、およびパフォーマンスを監視する

ための2セットの標準設定の管理テンプレートもあります。これらの管理テンプレートは異なる 2つのアス

ペクトのセットから構成され、SAPランドスケープ内のABAP とJavaの両方のアプリケーションサーバを容

易に監視できます。管理テンプレートは、管理者がSAPランドスケープを監視するためにデプロイできま

す。また管理テンプレートは簡単にカスタマイズできるので、領域専門家 (SME)と開発者はニーズに合っ

た監視を実行できます。

SAP ABAP監視テンプレートには、リモート監視機能があります。これは、Operations Agentがインストー

ルされていないノード上のSAP ABAPアプリケーションサーバの監視を可能にすることで、ABAPアプリ

ケーションサーバの監視の範囲を拡大するものです。ABAPアプリケーションサーバのリモート監視のセッ

トアップと実行は、Operations Agentがインストールされ、OMi MP for SAP管理テンプレートがデプロイさ

れているSAP CIから行います。

OMi MP for SAPには、SAP環境の監視のための次のアーティファクトが備わっています。

l ABAPおよび Javaアプリケーションサーバ用の管理テンプレートの2つの異なるセット

l ABAPおよび Javaアプリケーションサーバ用の別々のアスペクト

l ABAP監視テンプレート

l J2EEポリシーテンプレート

l インストルメンテーション

OMi MP for SAPはOMiと連携し、主に次のような特徴を備えています。

l さまざまな監視要件に合わせてすぐにデプロイできる管理ソリューション

l カスタマイズしたソリューションの作成のための、ABAPおよび Javaアプリケーションサーバを対象とする

管理テンプレートとアスペクトの別々のセット

l ABAPアプリケーションサーバ用のリモート監視ソリューション
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第2章 :作業の開始
ABAP とJavaアプリケーションサーバインスタンスで構成されるビジネスクリティカルな SAP環境を監視し

たいと考えています。

SAP環境には、ABAPまたは Java、あるいはその両方のアプリケーションサーバインスタンスを持つことが

できます。ABAPまたは Java、あるいはその両方のアプリケーションサーバの可用性とパフォーマンスを

チェックし、さらに、SAP環境の基本的な機能も監視したいと考えています。

詳細については、「BSMコンソールでの作業の開始」を参照してください。

詳細については、「OMiコンソールでの作業の開始」を参照してください。

OMiコンソールでの作業の開始
ABAPおよび Javaアプリケーションサーバインスタンスで構成されるビジネスクリティカルな SAP環境を監

視したいと考えています。

SAP環境には、ABAPまたは Java、あるいはその両方のアプリケーションサーバインスタンスを持つことが

できます。ABAPまたは Java、あるいはその両方のアプリケーションサーバの可用性とパフォーマンスを

チェックし、さらに、SAP環境の基本的な機能も監視したいと考えています。

タスク1: OMiコンソールへのノードの追加

監視を始める前に、OMiコンソールにSAP ノードを追加する必要があります。

1. [管理 ]から [モニタ対象ノード ]マネージャを開きます。

[管理 ] > [セットアップと保守 ] > [モニタ対象ノード ]

2. [ノード ビュー]ペインで [事前定義済みのノード フィルタ] > [モニタ対象ノード ]をクリックし、 をク

リックしてから、[Computer] > [Windows]または [UNIX]を選択します。 [モニタ対象ノードの新規

作成 ]ダイアログボックスが表示されます。

3. ノードの [プライマリDNS名 ]、 [IPアドレス]、 [オペレーティングシステム]、 [プロセッサアーキテクチャ]、
およびノードの説明を指定します。リストにない IPアドレスを含めたい場合は、新しい IPアドレスを

追加できます。

a. [IPアドレス]ツールバーで をクリックします。 [新規 IPアドレスの作成 ]ダイアログボックスが開

きます。

b. IPアドレスとルーティングドメインを入力します。
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c. IPアドレスがDHCPサーバによって割り当てられている場合は、[DHCP]チェックボックスをクリッ

クします。

d. [OK]をクリックします。

4. [モニタ対象ノード ]ダイアログボックスで [OK]をクリックします。

タスク2: SAP検出アスペクトのデプロイ

追加した SAP管理対象ノード上のSAP CIを検出するには、SAP検出アスペクトをデプロイする必要

があります。OMi MP for SAPには ABAP とJ2EEアプリケーションサーバ用の2つの検出アスペクト セット

があります。検出するCIのタイプに対応する検出アスペクトをデプロイできます。

SAP J2EE 検出アスペクトのデプロイ

SAP ランドスケープ内のJ2EEアプリケーションサーバを検出するには、以下の手順を実行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [JAVA アスペクト ]

3. [Java アスペクト ] フォルダで SAP J2EE 検出アスペクトを選択し、 をクリックして [割り当てとデプロ

イ]ウィザードを開きます。

4. [構成アイテム]タブで、SAP J2EE検出アスペクトをデプロイするSAP管理対象ノードを選択しま

す。

5. [次へ]をクリックして [必要なパラメータ]タブに進みます。

注 :この割り当ての編集にパラメータの指定は不要です。

6. [次へ]をクリックして [パラメータ サマリ]タブに進みます。

注 :この割り当てに使用できるパラメータはありません。

7. [次へ]をクリックします。

8. オプション:割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当ての有効化 ]チェックボックスを外しま

す。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できます。

9. [完了 ]をクリックします。

SAP ABAP 検出アスペクトのデプロイ
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SAP ランドスケープ内のSAP ABAPアプリケーションサーバを検出するには、以下の手順を実行しま

す。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [ABAP アスペクト ]

3. [ABAPアスペクト ] フォルダで SAP ABAP 検出アスペクトを選択し、 をクリックして [割り当てとデ

プロイ]ウィザードを開きます。

4. [構成アイテム]タブで、SAP ABAP検出アスペクトをデプロイするSAP管理対象ノードをクリックしま

す。

5. [次へ]をクリックして [必要なパラメータ]タブに進みます。

注 :この割り当ての編集にパラメータの指定は不要です。

6. [次へ]をクリックして [パラメータ サマリ]に進みます。

注 :この割り当てに使用できるパラメータはありません。

7. [次へ]をクリックします。

8. オプション:割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当ての有効化 ]チェックボックスを外しま

す。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できます。

9. [完了 ]をクリックします。

SAP ABAP リモート構成アスペクトのデプロイ

Operations Agent (OA)をインストールしていないノード上で SAP ABAP アプリケーションサーバを監視す

る場合は、SAP ABAP リモート構成アスペクトをデプロイできます。

SAP ABAP リモート構成アスペクトをデプロイするには、以下の手順を実行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [ABAP アスペクト ]
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3. [ABAPアスペクト ] フォルダで SAP ABAP リモート構成アスペクトを選択し、 をクリックして [割り当

てとデプロイ]ウィザードを開きます。

4. [構成アイテム]タブで監視ホスト (エージェントをインストールしているホスト )として使用するSAP管

理対象ノードをクリックして [次へ]をクリックします。[必要なパラメータ] タブが開きます。

5. [必要なパラメータ]タブで、OMi MP for SAPを使用して監視するリモート SAPセントラルインスタン

スノードの詳細を指定する必要があります。

a. リストの [ホスト名と SID 付きの SAP ABAP アプリケーション サーバインスタンス]パラメータを

選択して、 をクリックします。 [パラメータの編集 :ホスト名とSID付きのSAP ABAPアプリケー

ションサーバのインスタンス番号 ]ダイアログボックスが開きます。

b. 次の例で示すように、リモート SAP ABAP アプリケーションサーバのホスト名とSID付きで

[SAP ABAP アプリケーション サーバのセントラルインスタンス]を指定します。

例 :

testnode.hp.com_T01_00

ここで、testnode.hp.comは完全修飾された SAP リモート ホスト名で、T01は SAP リモート ホ

ストのSID、00は SAPインスタンス番号です。

c. [OK]をクリックします。

d. リストの [SAP ABAP アプリケーション サーバクライアント ]パラメータを選択して、 をクリックし

ます。 [パラメータの編集 : SAP ABAP アプリケーションサーバクライアント ]が開きます。

e. [値 ]をクリックし、リモート SAP ABAP アプリケーションサーバのクライアント番号を指定して、

[OK]をクリックします。

6. [次へ]をクリックして [パラメータ サマリ]に進みます。パラメータのデフォルト値を変更するには、パラ

メータを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。[値 ]をクリッ

クして値を指定し、[OK]をクリックします。たとえば、 [インスタンスパラメータの編集 ]ペインから、リ

モート SAP ABAP アプリケーションサーバのデフォルトのユーザ名とパスワードを変更できます。 [インス

タンスパラメータの編集 ]ペインから、監視するリモート ホストを複数追加することもできます。

[インスタンスパラメータの編集 ]ペインからSAP リモート ノードを追加するには、以下の手順を実行

します。

a. [インスタンス値 ]ペインで、 をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きま

す。

b. 次の例で示すように、リモート SAP ABAPアプリケーションサーバのホスト名とSIDを付けて

SAP ABAPアプリケーションサーバインスタンスを指定します。
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例 :

testnode.hp.com_T01_00

ここで、testnode.hp.comは完全修飾された SAP リモート ホスト名で、T01は SAP リモート ホ

ストのSID、00は SAPインスタンス番号です。

OMi MP for SAPでは、リモート SAP ABAP アプリケーションサーバの資格情報を以下の組み

合わせで提供します。

i. リモート ホスト名 (完全修飾ホスト名 )、単一のSAP SID、および複数のABAPアプリ

ケーションサーバインスタンス。

例 :

testnode.hp.com_T01_00

testnode.hp.com_T01_01

testnode.hp.com_T01_03

ii. リモート ホスト名 (完全修飾ホスト名 )、複数のSAP SIDおよびABAPアプリケーション

サーバインスタンス。

例 :

testnode.hp.com_T01_00

testnode.hp.com_T02_00

testnode.hp.com_T03_00

iii. 複数のリモート ホスト名 (完全修飾ホスト名 )、SAP SIDおよびABAPアプリケーション

サーバインスタンス。

例 :

testnode.hp.com_T01_00

testnode01.hp.com_T01_00

testnode02.hp.com_T01.3_00

注 :[パラメータ サマリ]タブでは、パラメータのデフォルト値を上書きできます。各パラメータの値

は、管理テンプレート レベルで指定できます。デフォルトでは、エキスパート パラメータとして定義

されているパラメータは表示されません。エキスパート パラメータを表示するには、 [エキスパー

ト パラメータの表示 ]をクリックします。

7. [次へ]をクリックします。
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8. オプション:割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当ての有効化 ]チェックボックスを外しま

す。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できます。

9. [完了 ]をクリックします。

注 :SAP検出アスペクトをデプロイした後、OMiコンソールにSAP CIが表示されていることを確認す

る必要があります。検出されたCIを表示するには、[ワークスペース] > [ダッシュボード ] > [360o View]
に移動します。SAP_Deploymentビューを選択します。トップビューにSAP CIが表示されていま

す。SAP_ABAP_DeploymentとSAP_J2EE_Deploymentビューを選択し、それぞれのSAPアプ

リケーションサーバCIを表示します。

タスク3: ABAPアプリケーションサーバの監視用のSAPノードの設

定

SAP ABAPアプリケーションサーバを監視するためにOMi MP for SAPを有効にするには、次のタスクを

実行する必要があります。

1. OMi MP for SAP 移送を適用する

OMi MP for SAP移送ファイルをインストルメンテーションフォルダから、各 SAP NetWeaverセントラ

ルインスタンスのSAP移送ディレクトリにコピーし、これらのファイルを適用する必要があります。

2. OMi 用の SAP ユーザを設定する

OMi MP for SAPアプリケーション、モニタ、アクションがSAPにアクセスする必要がある場合にOMi
MP for SAPがSAPにログオンできるように、OMi用のSAPユーザを設定する必要があります。

3. lib ファイルをインストルメンテーション フォルダにコピーする

SAP RFC ライブラリファイルをSAP管理対象ノード上のインストルメンテーションフォルダにコピーす

る必要があります。

4. Solaris管理対象ノードの場合、LD_LIBRARY_PATH を 32 ビットの libgcc_s.so パスに設定す

る

Solaris管理対象ノードを監視する場合、LD_LIBRARY_PATHを 32ビットのlibgcc_s.soパス

に設定する必要があります。

ABAPアプリケーションサーバの監視用のSAP ノードの設定の詳細については、『OMi MP for SAPイン

ストールガイド』を参照してください。

タスク4: SAP ABAP構成アスペクトのデプロイ

注 :SAP ABAP管理テンプレートをデプロイする前に、SAP ABAP 構成アスペクトをデプロイする必

要があります。
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SAP ABAP アプリケーションサーバにSAP ABAP構成アスペクトをデプロイするには、以下の手順を実

行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [SAP ABAP アスペク

ト ]

3. [ABAPアスペクト ] フォルダで SAP ABAP 構成アスペクトを選択し、 をクリックして [割り当てとデ

プロイ]ウィザードを開きます。

4. [構成アイテム]タブで、SAPアスペクトをデプロイするSAP ABAPアプリケーションサーバセントラル

インスタンスをクリックします。SAPセントラルインスタンスとアプリケーションサーバをサポートするSAP
ABAPアスペクトの詳細については、「デプロイメント シナリオ」の「OMi MP for SAP ABAP監視テン

プレート設定ファイル」の表を参照してください。

注 :SAP ABAP リモート構成アスペクトの一部として設定されるSAP ABAP アプリケーション

サーバを選択しないでください。詳細については、「SAP ABAP リモート構成アスペクトのデプロ

イ 」を参照してください。

5. [次へ]をクリックします。[必要なパラメータ] タブが開きます。

6. [SAP ABAP アプリケーション サーバクライアント ]パラメータを選択し、 をクリックします。 [パラメー

タの編集 : SAP ABAP アプリケーションサーバクライアント ]が開きます。

7. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

8. [次へ]をクリックして [パラメータ サマリ]タブに進みます。[パラメータ サマリ]タブでパラメータのデフォル

ト値を編集できます。

注 :SAP ABAPアプリケーションサーバの必須パラメータのデフォルト値を変更するには、パラメー

タを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。[値 ]をクリッ

クして値を指定し、[OK]をクリックします。

9. [次へ]をクリックします。

10. オプション:割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当ての有効化 ]チェックボックスを外しま

す。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できます。

11. [完了 ]をクリックします。
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タスク5: SAP管理テンプレートの特定とデプロイ

Monitoring Automation for Composite Applicationsライセンスを使用している場合、OMi MP for
SAP管理テンプレートをSAP CIにデプロイできます。Monitoring Automation for Serversライセンスを

使用している場合、スキップして「タスク 6: SAPアスペクトのデプロイ 」に進みます。

注 :CIがSiteScopeやDDMなどの他のソースによって既に設定されていても、SAP検出アスペクト

のデプロイは必要です。詳細については、「タスク 2: SAP検出アスペクトのデプロイ」を参照してくだ

さい。

OMi MP for SAPには、お使いのSAPランドスケープ内で ABAP とJ2EEアプリケーションサーバを監視

するための2つの管理テンプレートとアスペクト セットがあります。OMi MP for SAPには SAP ABAP監視

テンプレート セットも含まれています。これらのテンプレートを設定して、お使いのSAP環境内のABAPア

プリケーションサーバのさまざまな機能に関する情報を収集するために定期的に実行します。ABAP監

視テンプレートについての詳細は、オンラインヘルプを参照してください。OMi MP for SAP

SAP 管理テンプレートのデプロイ

SAP管理テンプレートをデプロイする前に、以下の推奨事項に従って、SAP環境に適したテンプレート

を特定する必要があります。

l 状況、ダンプステータス、バッチジョブ状況、移送、ユーザ状況、プロセスとディスパッチャ、ワークプロ

セス、セキュリティ、RFC宛先といったコンポーネントで構成されるSAP ABAP アプリケーションサーバ

の基本的な機能を監視する場合、基本 SAP ABAP 管理テンプレートをデプロイできます。

l SAP ABAPアプリケーションサーバ環境の詳細な監視を行う場合は、詳細 SAP ABAP 管理テン

プレートをデプロイできます。

l SAP J2EE要求、システムとアプリケーションスレッド プール、メモリとトランザクションステータスといった

コンポーネントで構成されるSAP J2EEアプリケーションサーバの基本的な機能を監視する場合、基

本 SAP J2EE 管理テンプレートをデプロイできます。

l SAP J2EEアプリケーションサーバ環境の詳細な監視を行う場合は、詳細 SAP J2EE 管理テンプ

レートをデプロイできます。

OMi MP for SAP管理テンプレートをデプロイするには、以下の手順に従います。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

ABAPアプリケーションサーバの場合 :

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [ABAP 管理テンプ

レート ]
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J2EEアプリケーションサーバの場合 :

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [JAVA 管理テンプ

レート ]

3. [SAP管理テンプレート ] フォルダでデプロイする管理テンプレートをクリックし、 をクリックします。 [割
り当てとデプロイ]ウィザードが開きます。

4. [構成アイテム]タブで管理テンプレートを割り当てるSAPシステムまたは SIDをクリックし、[次へ]を
クリックします。アイテムを複数選択するには、[CTRL]キーや [SHIFT]キーを押しながらアイテムを選

択してください。[次へ]をクリックして CIを確認し、[必要なパラメータ]に進みます。

5. [必要なパラメータ]タブで、必須パラメータを指定する必要があります。

J2EE の場合 :

a. リストの [Java インストールディレクトリ]パラメータを選択して、 をクリックします。 [パラメータの

編集 : Javaインストールディレクトリ]ダイアログボックスが開きます。

b. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

c. リストの [SAP J2EE アプリケーション サーバインスタンスユーザ名 ]パラメータを選択して、 を

クリックします。 [パラメータの編集 : SAP J2EE アプリケーションサーバインスタンスユーザ名 ]ダイ

アログボックスが開きます。

d. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

e. リストの [SAP J2EE アプリケーション サーバのインスタンスパスワード ]パラメータを選択して、

をクリックします。 [パラメータの編集 : SAP J2EE アプリケーションサーバのインスタンスパス

ワード ]ダイアログボックスが開きます。

f. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

ABAP の場合 :

注 :この割り当ての編集にパラメータの指定は不要です。

6. [次へ]をクリックして [パラメータ サマリ]タブに進みます。パラメータのデフォルト値を変更するには、パ

ラメータを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。[値 ]をク

リックして値を指定し、[OK]をクリックします。

注 :[パラメータ サマリ]タブでは、パラメータのデフォルト値を上書きできます。各パラメータの値

は、管理テンプレート レベルで指定できます。デフォルトでは、エキスパート パラメータとして定義
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されているパラメータは表示されません。エキスパート パラメータを表示するには、 [エキスパー

ト パラメータの表示 ]をクリックします。

7. [次へ]をクリックします。

8. オプション:[構成オプション]タブで、割り当てを直ちに有効化しない場合は [割り当ての有効化 ]
チェックボックスを外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できま

す。

9. [完了 ]をクリックします。

注 :管理テンプレートのデプロイ時に指定するユーザ名には、OMi MP for SAPのデータ収集権

限が必要です。ABAPおよび J2EEアプリケーションサーバ用に別々のユーザを作成できます。

ABAP とJ2EEアプリケーションサーバのデータ収集権限を持つSAPユーザを 1つ作成すること

もできます。

注 :SAP ABAP アプリケーションサーバに対するデータロギングは、デフォルトで無効になっていま

す。SAP ABAP データロギングを有効にするには、SAP ABAP アプリケーション サーバ - パ

フォーマンス エージェントの開始ツールを実行する必要があります。

タスク6: SAPアスペクトのデプロイ

注 : Monitoring Automation for Composite Applicationライセンスを使用し、既にSAP管理テ

ンプレートをデプロイしている場合は、このタスクをスキップしてください。

Monitoring Automation for Serversライセンスを使用している場合、OMi MP for SAPアスペクトを

SAP CIにデプロイする必要があります。

注 :CIがSiteScopeやDDMなどの他のソースによって既に設定されていても、SAP検出アスペクト

のデプロイは必要です。詳細については、「タスク 2: SAP検出アスペクトのデプロイ」を参照してくだ

さい。

注 :他のSAP ABAP アスペクトをデプロイする前に、SAP ABAP 構成アスペクトをデプロイする必要

があります。

SAP 管理対象ノードへの SAP ABAP 構成アスペクトのデプロイ

SAP管理対象ノードにSAP ABAP構成アスペクトをデプロイするには、以下の手順を実行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]
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2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [ABAP アスペクト ]

3. [SAP ABAPアスペクト ] フォルダで SAP ABAP 構成アスペクトを選択し、 [項目の割り当てとデプ

ロイ]をクリックして [割り当てとデプロイ]ウィザードを開きます。

4. [構成アイテム]タブで、SAP ABAP構成アスペクトをデプロイするSAP管理対象ノードをクリックしま

す。[次へ]をクリックして CIを確認し、[必要なパラメータ]に進みます。

5. [必要なパラメータ]タブで、必須パラメータを指定する必要があります。

a. [SAP ABAP アプリケーション サーバインスタンス名 ]パラメータを選択し、 をクリックします。

[パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。

b. [インスタンスパラメータの編集 ]ペインで、[SAP ABAP アプリケーション サーバインスタンス名 ]

パラメータを選択し、 をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。

c. [値 ]をクリックして、以下の形式で値を指定します。

ShortHostName_SAPSID_SAPInstNum_ABAP

例 :

TestNode_W09_00_ABAP

d. [OK]をクリックします。

e. リストの [SAP ABAP アプリケーション サーバクライアント ]パラメータを選択して、 をクリックし

ます。 [パラメータの編集 : SAP ABAP アプリケーションサーバクライアント ]ダイアログボックスが開

きます。

f. [値 ]をクリックし、SAP ABAP サーバのクライアント番号を指定して、[OK]をクリックします。

例 :

001

g. [SAP ABAP アプリケーション サーバのインスタンス番号 ]パラメータを選択し、 をクリックしま

す。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。

h. [値 ]をクリックし、SAP ABAP サーバのインスタンス番号を指定して、[OK]をクリックします。

例 :

00
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i. [SAP ABAP ホスト名 ]パラメータを選択し、 をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログ

ボックスが開きます。

j. [値 ]をクリックし、SAP管理対象ノード名 (完全修飾名 )をかっこで囲んで指定します。

例 :

(TestNode.hp.com)

k. [OK]をクリックします。

6. [次へ]をクリックして [パラメータ サマリ]に進みます。パラメータのデフォルト値を変更するには、パラ

メータを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。[値 ]をクリッ

クして値を指定し、[OK]をクリックします。

注 :SAP ABAPアプリケーションサーバの必須パラメータのデフォルト値を変更するには、パラメー

タを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。[値 ]をクリッ

クして値を指定し、[OK]をクリックします。

7. [完了 ]をクリックします。

OMi MP for SAP アスペクトのデプロイ

SAP管理対象ノードにOMi MP for SAPアスペクトをデプロイするには、以下の手順を実行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

ABAPアプリケーションサーバの場合 :

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [ABAP アスペクト ]

J2EEアプリケーションサーバの場合 :

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [JAVA アスペクト ]

3. 特定のSAPアスペクト フォルダでデプロイするSAP アスペクトを選択し、 [項目の割り当てとデプ

ロイ]をクリックして [割り当てとデプロイ]ウィザードを開きます。

4. [構成アイテム]ページで、SAP アスペクトをデプロイするSAP 管理対象ノードをクリックします。[Ctrl]
キーまたは [Shift]キーを押しながら選択すると、複数のアイテムを選択できます。[次へ]をクリックし

て CIを確認し、[必要なパラメータ]に進みます。

5. [必要なパラメータ]タブで、必須パラメータを指定する必要があります。
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J2EE の場合 :

a. リストの [Java インストールディレクトリ]パラメータを選択して、 をクリックします。 [パラメータの

編集 : Javaインストールディレクトリ]ダイアログボックスが開きます。

b. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

c. リストの [SAP J2EE アプリケーション サーバインスタンスユーザ名 ]パラメータを選択して、 を

クリックします。 [パラメータの編集 : SAP J2EE アプリケーションサーバインスタンスユーザ名 ]ダイ

アログボックスが開きます。

d. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

e. リストの [SAP J2EE アプリケーション サーバのインスタンスパスワード ]パラメータを選択して、

をクリックします。 [パラメータの編集 : SAP J2EE アプリケーションサーバのインスタンスパス

ワード ]ダイアログボックスが開きます。

f. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

ABAP の場合 :

注 :この割り当ての編集にパラメータの指定は不要です。

6. [次へ]をクリックして [パラメータ サマリ]に進みます。パラメータのデフォルト値を変更するには、パラ

メータを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。[値 ]をクリッ

クして値を指定し、[OK]をクリックします。

J2EE の場合 :

[SAP J2EE アプリケーションサーバのインスタンス名 ]パラメータのデフォルト値を変更するには、パラ

メータを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。[値 ]をクリッ

クして値を指定し、[OK]をクリックします。

ABAP の場合 :

[SAP ABAPアプリケーションサーバの必須パラメータ]のデフォルト値を変更するには、パラメータを

選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。[値 ]をクリックして値

を指定し、[OK]をクリックします。

7. [次へ]をクリックします。

8. オプション:割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当ての有効化 ]チェックボックスを外しま

す。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できます。

9. [完了 ]をクリックします。
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タスク7: SAP ABAP監視テンプレートの構成

OMi MP for SAPには、SAP ABAPアプリケーションサーバの特定の機能を監視できるSAP ABAP監

視テンプレートが含まれています。OMi MP for SAPに備えられているSAP ABAP監視テンプレート セット

には、手動で設定せずにそのままデプロイできる、標準設定の構成が含まれています。OMi MP for SAP
を使用すると、SAP環境固有の機能を監視するためのSAP ABAP監視テンプレートを設定できます。

以下の表は、標準設定の構成を持つSAP ABAP 監視テンプレートの一覧です。

SAP ABAP 監視テンプレート 説明

SAPABAP_CCMSIntegrationMon SAP CCMS監視インフラストラクチャの出力を監視する

SAP ABAP 監視テンプレート。

SAPABAP_DispMon さまざまな種類のSAPワークプロセスに対する各種のキューのサ

イズ、内容、ステータスを監視するSAP ABAP監視テンプレー

ト。

SAPABAP_DumpMon SAP ABAPシステムで発生するランタイムエラーを監視する

SAP ABAP 監視テンプレート。

SAPABAP_LckChkMon 各種のSAP トランザクションとSAPレポートのSAP ABAP論理

ロックを管理するEnqueueプロセスを監視するSAP ABAP監視

テンプレート。

SAPABAP_Perfmon 各種のOMi MP for SAPパフォーマンスモニタからSAPパフォー

マンスメトリックを収集するSAP ABAP 監視テンプレート。

SAPABAP_SplMon SAP ABAPスプーラエントリの数、エラー生成スプール要求、印

刷要求の誤ったスプーラエントリの数を監視するSAP ABAP監

視テンプレート。

SAPABAP_StatusMon SAP ABAPアプリケーションサーバの可用性ステータスを監視す

るSAP ABAP 監視テンプレート。

SAPABAP_TraceMon すべてのSAP トレースとログファイルにおいて "ERROR"を監視

するSAP ABAP 監視テンプレート。

SAPABAP_TransMon 正常にインポート /エクスポートされた SAP ABAPの移送、失敗

したインポート /エクスポート、確認済み/未確認の修復の可用

性、設定システムとの接続 /TPテストを監視するSAP ABAP 監
視テンプレート。

SAPABAP_UpdProcMon 非アクティブのステータスとエラーなどのSAP ABAP更新プロセス

のさまざまな状態を監視するSAP ABAP 監視テンプレート。

SAPABAP_WPMon 作業プロセスの実行、作業プロセスの待機、Debug/Private/No
Restartなどのワークプロセスの各種のステータスの確認を監視

するSAP ABAP 監視テンプレート。
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SAP ABAP 監視テンプレートの設定の詳細については、「SAP ABAP監視テンプレート」を参照してくだ

さい。

SAP環境の監視

管理テンプレートとアスペクトをデプロイした後、次のパースペクティブからイベントのステータスを解析できま

す。

l イベント パースペクティブ

l 状況パースペクティブ

l パフォーマンスパースペクティブ

イベント パースペクティブ

イベント パースペクティブには、イベント パースペクティブからの完全なイベント情報が表示されます。イベン

ト パースペクティブでは、OMi MP for SAPで監視しているSAPアプリケーションサーバCIのイベント情報

を表示できます。

SAPアプリケーションサーバCIのイベント パースペクティブを表示するには、次の手順を実行します。

1. [操作コンソール]ウィンドウを開きます。

[ワークスペース] > [操作コンソール] > [Event Perspective]をクリックします。

[View Explorer]ペインが表示されます。

2. [ビューの参照 ]タブで、イベントを表示する、それぞれのSAPアプリケーションサーバCIを含む

SAP_Deployment、SAP_ABAP_Deployment、SAP_J2EE_Deploymentのいずれかのビューを

選択します。または、[検索 ]タブでアプリケーションサーバCIを見つけます。

3. イベント パースペクティブを表示するSAPアプリケーションサーバCIをクリックします。選択した SAP
アプリケーションサーバCIのイベントのリストが [Event Browser]ペインに表示されます。

[Event Browser]でイベントをクリックすると、 [イベント詳細 ]ペインが開き、次の内容が表示されま

す。

n 一般 -重要度、ライフサイクル状態、優先度、関連 CIなど、選択したイベントに関する詳細

情報が表示されます。

n 追加情報 :選択したイベントの属性に関する詳細情報が表示されます。

n ソース情報 :選択したイベントのソースに関する情報の概要が表示されます。

n アクション:選択したイベントで使用できるアクションのリストが表示されます。使用できるアクション

には、ユーザアクションと自動アクションの2タイプがあります。

n 注釈 :選択したイベントにアタッチされている注釈が表示されます。
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n カスタム属性 :管理者または担当ユーザが手動で設定し、選択したイベントに追加した属性の

リストが表示されます。

n 関連イベント : イベント ブラウザで選択したイベントに関連するすべてのイベントが表示されます。

n 履歴 :選択したイベントの履歴が表示されます。

n 解決ヒント : イベントに関連付けられているノードとCIを特定する情報が表示されます。

n 説明 :関連イベントの処理に役立つ情報が表示されます。

n 転送 : イベントの所有者に関する転送の詳細情報が表示されます。

状況パースペクティブ

状況パースペクティブには、イベントのコンテキストの関連 CI全体の状況の概要情報が表示されます。

状況パースペクティブでは、OMi MP for SAPで監視しているSAPアプリケーションサーバCIの状況情

報を表示できます。

SAPアプリケーションサーバCIの状況パースペクティブを表示するには、次の手順を実行します。

1. [操作コンソール]ウィンドウを開きます。

[ワークスペース] > [操作コンソール] > [Health Perspective]をクリックします。

[View Explorer]ペインが表示されます。

2. [ビューの参照 ]タブで、状況関連イベントを表示する、それぞれのSAPアプリケーションサーバCIを
含むSAP_Deployment、SAP_ABAP_Deployment、SAP_J2EE_Deploymentのいずれかの

ビューを選択します。または、[検索 ]タブで SAPアプリケーションサーバCIを見つけます。

3. 状況パースペクティブを表示するSAPアプリケーションサーバCIをクリックします。選択した SAPアプ

リケーションサーバCIの状況関連イベントのリストが [Event Browser]ペインに表示されます。

[Event Browser]ペインからイベントをクリックすると、次のペインが表示されます。

n Health Top View:選択したイベントのヘルストップビューが表示されます。

n Health Indicators: [Health Top View]ペインで選択したCIに関連する主要業績評価指標

(KPI)およびHIが表示されます。

n Actions:選択したイベントで使用できるアクションのリストが表示されます。

パフォーマンスパースペクティブ

パフォーマンスパースペクティブでは、既存のグラフテンプレートからグラフを作成できます。また、選択した

CIに必要なメトリックを選択して、カスタマイズされたグラフを作成することもできます。

グラフを使用して SAPアプリケーションサーバCIのパフォーマンスパースペクティブを表示するには、次の

手順を実行します。
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1. [操作コンソール]ウィンドウを開きます。

[ワークスペース] > [操作コンソール] > [Performance Perspective]をクリックします。

[View Explorer]ペインが表示されます。

2. [ビューの参照 ]タブで、SAP_Deployment、SAP_ABAP_Deployment、SAP_J2EE_
Deploymentのいずれかのビューを選択します。パフォーマンスペインに、それぞれのビューで使用で

きるデフォルトのグラフが表示されます。

注 : イベントの管理の詳細は、『Operations Manager iコンセプト・ガイド』を参照してください。

BSMコンソールでの作業の開始
ABAP とJavaアプリケーションサーバインスタンスで構成されるビジネスクリティカルな SAP環境を監視し

たいと考えています。

SAP環境には、ABAPまたは Java、あるいはその両方のアプリケーションサーバインスタンスを持つことが

できます。ABAPまたは Java、あるいはその両方のアプリケーションサーバの可用性とパフォーマンスを

チェックし、さらに、SAP環境の基本的な機能も監視したいと考えています。

タスク1: BSMコンソールへのノードの追加

監視を始める前に、BSMコンソールにSAP ノードを追加する必要があります。

1. [オペレーション管理の管理 ]から [モニタ対象ノード ]マネージャを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [セットアップ] > [モニタ対象ノード ]

2. [ノード ビュー]ペインで [事前定義済みのノード フィルタ] > [モニタ対象ノード ]をクリックし、 をク

リックしてから、[Computer] > [Windows]または [UNIX]を選択します。 [モニタ対象ノードの新規

作成 ]ダイアログボックスが表示されます。

3. ノードの [プライマリDNS名 ]、 [IPアドレス]、 [オペレーティングシステム]、 [プロセッサアーキテクチャ]を
指定し、[OK]をクリックします。

タスク2: SAP検出アスペクトのデプロイ

追加した SAP管理対象ノード上のSAP CIを検出するには、SAP検出アスペクトをデプロイする必要

があります。OMi MP for SAPには ABAP とJ2EEアプリケーションサーバ用の2つの検出アスペクト セット

があります。検出するCIのタイプに対応する検出アスペクトをデプロイできます。

SAP J2EE 検出アスペクトのデプロイ

SAP ランドスケープ内のJ2EEアプリケーションサーバを検出するには、以下の手順を実行します。
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1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [JAVA アスペクト ]

3. [Java アスペクト ] フォルダで SAP J2EE 検出アスペクトを選択し、 をクリックして [割り当てとデプロ

イ]ウィザードを開きます。

4. [構成アイテム]タブで、SAP J2EE検出アスペクトをデプロイするSAP管理対象ノードを選択しま

す。

5. [次へ]をクリックして [必要なパラメータ]タブに進みます。

注 :この割り当ての編集にパラメータの指定は不要です。

6. [次へ]をクリックして [すべてのパラメータ]に進みます。

注 :この割り当てに使用できるパラメータはありません。

7. [次へ]をクリックします。

8. オプション:割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当てオブジェクトの有効化 ]チェックボックス

を外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できます。

9. [完了 ]をクリックします。

SAP ABAP 検出アスペクトのデプロイ

SAP ランドスケープ内のSAP ABAPアプリケーションサーバを検出するには、以下の手順を実行しま

す。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [ABAP アスペクト ]

3. [ABAPアスペクト ] フォルダで SAP ABAP 検出アスペクトを選択し、 をクリックして [割り当てとデ

プロイ]ウィザードを開きます。

4. [構成アイテム]タブで、SAP ABAP検出アスペクトをデプロイするSAP管理対象ノードをクリックしま

す。
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5. [次へ]をクリックして [必要なパラメータ]タブに進みます。

注 :この割り当ての編集にパラメータの指定は不要です。

6. [次へ]をクリックして [すべてのパラメータ]に進みます。

注 :この割り当てに使用できるパラメータはありません。

7. [次へ]をクリックします。

8. オプション:割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当てオブジェクトの有効化 ]チェックボックス

を外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できます。

9. [完了 ]をクリックします。

SAP ABAP リモート構成アスペクトのデプロイ

Operations Agent (OA)をインストールしていないノード上で SAP ABAP アプリケーションサーバを監視す

る場合は、SAP ABAP リモート構成アスペクトをデプロイできます。

SAP ABAP リモート構成アスペクトをデプロイするには、以下の手順を実行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [ABAP アスペクト ]

3. [ABAPアスペクト ] フォルダで SAP ABAP リモート構成アスペクトを選択し、 をクリックして [割り当

てとデプロイ]ウィザードを開きます。

4. [構成アイテム]タブで監視ホスト (エージェントをインストールしているホスト )として使用するSAP管

理対象ノードをクリックして [次へ]をクリックします。[必要なパラメータ] タブが開きます。

5. [必要なパラメータ]タブで、OMi MP for SAPを使用して監視するリモート SAPセントラルインスタン

スノードの詳細を指定する必要があります。

a. リストの [ホスト名と SID 付きの SAP ABAP アプリケーション サーバインスタンス]パラメータを

選択して、 をクリックします。 [パラメータの編集 :ホスト名とSID付きのSAP ABAPアプリケー

ションサーバのインスタンス番号 ]ダイアログボックスが開きます。

b. 次の例で示すように、リモート SAP ABAP アプリケーションサーバのホスト名とSID付きで

[SAP ABAP アプリケーション サーバのセントラルインスタンス]を指定します。

例 :
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testnode.hp.com_T01_00

ここで、testnode.hp.comは完全修飾された SAP リモート ホスト名で、T01は SAP リモート ホ

ストのSID、00は SAPインスタンス番号です。

c. [OK]をクリックします。

d. リストの [SAP ABAP アプリケーション サーバクライアント ]パラメータを選択して、 をクリックし

ます。 [パラメータの編集 : SAP ABAP アプリケーションサーバクライアント ]が開きます。

e. [値 ]をクリックし、リモート SAP ABAP アプリケーションサーバのクライアント番号を指定して、

[OK]をクリックします。

6. [次へ]をクリックして [すべてのパラメータ]に進みます。パラメータのデフォルト値を変更するには、パラ

メータを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。[値 ]をクリッ

クして値を指定し、[OK]をクリックします。たとえば、 [インスタンスパラメータの編集 ]ペインから、リ

モート SAP ABAP アプリケーションサーバのデフォルトのユーザ名とパスワードを変更できます。 [インス

タンスパラメータの編集 ]ペインから、監視するリモート ホストを複数追加することもできます。

[インスタンスパラメータの編集 ]ペインからSAP リモート ノードを追加するには、以下の手順を実行

します。

a. [インスタンス値 ]ペインで、 をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きま

す。

b. 次の例で示すように、リモート SAP ABAPアプリケーションサーバのホスト名とSIDを付けて

SAP ABAPアプリケーションサーバインスタンスを指定します。

例 :

testnode.hp.com_T01_00

ここで、testnode.hp.comは完全修飾された SAP リモート ホスト名で、T01は SAP リモート ホ

ストのSID、00は SAPインスタンス番号です。

OMi MP for SAPでは、リモート SAP ABAP アプリケーションサーバの資格情報を以下の組み

合わせで提供します。

i. リモート ホスト名 (完全修飾ホスト名 )、単一のSAP SID、および複数のABAPアプリ

ケーションサーバインスタンス。

例 :

testnode.hp.com_T01_00

testnode.hp.com_T01_01
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testnode.hp.com_T01_03

ii. リモート ホスト名 (完全修飾ホスト名 )、複数のSAP SIDおよびABAPアプリケーション

サーバインスタンス。

例 :

testnode.hp.com_T01_00

testnode.hp.com_T02_00

testnode.hp.com_T03_00

iii. 複数のリモート ホスト名 (完全修飾ホスト名 )、SAP SIDおよびABAPアプリケーション

サーバインスタンス。

例 :

testnode.hp.com_T01_00

testnode01.hp.com_T01_00

testnode02.hp.com_T01.3_00

注 :[すべてのパラメータ]ペインでは、パラメータのデフォルト値を上書きできます。各パラメータの

値は、管理テンプレート レベルで指定できます。デフォルトでは、エキスパート パラメータとして定

義されているパラメータは表示されません。エキスパート パラメータを表示するには、 [エキス

パート パラメータの表示 ]をクリックします。

7. [次へ]をクリックします。

8. オプション:割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当てオブジェクトの有効化 ]チェックボックス

を外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できます。

9. [完了 ]をクリックします。

注 :SAP検出アスペクトをデプロイした後、BSMコンソールにSAP CIが表示されていることを確認す

る必要があります。検出されたCIを表示するには、[BSM コンソール] > [MyBSM] > [トップビュー]
(メニューバーのドロップダウンリストから)に移動します。SAP_Deploymentビューを選択します。トッ

プビューにSAP CIが表示されています。SAP_ABAP_DeploymentとSAP_J2EE_Deployment
ビューを選択し、それぞれのSAPアプリケーションサーバCIを表示します。
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タスク3: ABAPアプリケーションサーバの監視用のSAPノードの設

定

SAP ABAPアプリケーションサーバを監視するためにOMi MP for SAPを有効にするには、次のタスクを

実行する必要があります。

1. OMi MP for SAP 移送を適用する

OMi MP for SAP移送ファイルをインストルメンテーションフォルダから、各 SAP NetWeaverセントラ

ルインスタンスのSAP移送ディレクトリにコピーし、これらのファイルを適用する必要があります。

2. OMi 用の SAP ユーザを設定する

OMi MP for SAPアプリケーション、モニタ、アクションがSAPにアクセスする必要がある場合にOMi
MP for SAPがSAPにログオンできるように、OMi用のSAPユーザを設定する必要があります。

3. lib ファイルをインストルメンテーション フォルダにコピーする

SAP RFC ライブラリファイルをSAP管理対象ノード上のインストルメンテーションフォルダにコピーす

る必要があります。

4. Solaris管理対象ノードの場合、LD_LIBRARY_PATH を 32 ビットの libgcc_s.so パスに設定す

る

Solaris管理対象ノードを監視する場合、LD_LIBRARY_PATHを 32ビットのlibgcc_s.soパス

に設定する必要があります。

ABAPアプリケーションサーバの監視用のSAP ノードの設定の詳細については、『OMi MP for SAPイン

ストールガイド』を参照してください。

タスク4: SAP ABAP構成アスペクトのデプロイ

注 :SAP ABAP管理テンプレートをデプロイする前に、SAP ABAP 構成アスペクトをデプロイする必

要があります。

SAP ABAP アプリケーションサーバにSAP ABAP構成アスペクトをデプロイするには、以下の手順を実

行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [SAP ABAP アスペク

ト ]
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3. [ABAPアスペクト ] フォルダで SAP ABAP 構成アスペクトを選択し、 をクリックして [割り当てとデ

プロイ]ウィザードを開きます。

4. [構成アイテム]タブで、SAPアスペクトをデプロイするSAP ABAPアプリケーションサーバセントラル

インスタンスをクリックします。SAPセントラルインスタンスとアプリケーションサーバをサポートするSAP
ABAPアスペクトの詳細については、「デプロイメント シナリオ」の「OMi MP for SAP ABAP監視テン

プレート設定ファイル」の表を参照してください。

注 :SAP ABAP リモート構成アスペクトの一部として設定されるSAP ABAP アプリケーション

サーバを選択しないでください。詳細については、「SAP ABAP リモート構成アスペクトのデプロ

イ 」を参照してください。

5. [次へ]をクリックします。[必要なパラメータ] タブが開きます。

6. [SAP ABAP アプリケーション サーバクライアント ]パラメータを選択し、 をクリックします。 [パラメー

タの編集 : SAP ABAP アプリケーションサーバクライアント ]が開きます。

7. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

8. [次へ]をクリックして [すべてのパラメータ]に進みます。[すべてのパラメータ]タブでパラメータのデフォル

ト値を編集できます。

注 :SAP ABAPアプリケーションサーバの必須パラメータのデフォルト値を変更するには、パラメー

タを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。[値 ]をクリッ

クして値を指定し、[OK]をクリックします。

9. [次へ]をクリックします。

10. オプション:割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当てオブジェクトの有効化 ]チェックボックス

を外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できます。

11. [完了 ]をクリックします。

タスク5: SAP管理テンプレートの特定とデプロイ

Monitoring Automation for Composite Applicationsライセンスを使用している場合、OMi MP for
SAP管理テンプレートをSAP CIにデプロイできます。Monitoring Automation for Serversライセンスを

使用している場合、スキップして「タスク 6: SAPアスペクトのデプロイ 」に進みます。

注 :CIがSiteScopeやDDMなどの他のソースによって既に設定されていても、SAP検出アスペクト

のデプロイは必要です。詳細については、「タスク 2: SAP検出アスペクトのデプロイ」を参照してくだ

さい。

OMi MP for SAPには、お使いのSAPランドスケープ内で ABAP とJ2EEアプリケーションサーバを監視

するための2つの管理テンプレートとアスペクト セットがあります。OMi MP for SAPには SAP ABAP監視
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テンプレート セットも含まれています。これらのテンプレートを設定して、お使いのSAP環境内のABAPア

プリケーションサーバのさまざまな機能に関する情報を収集するために定期的に実行します。ABAP監

視テンプレートについての詳細は、オンラインヘルプを参照してください。OMi MP for SAP

SAP 管理テンプレートのデプロイ

SAP管理テンプレートをデプロイする前に、以下の推奨事項に従って、SAP環境に適したテンプレート

を特定する必要があります。

l 状況、ダンプステータス、バッチジョブ状況、移送、ユーザ状況、プロセスとディスパッチャ、ワークプロ

セス、セキュリティ、RFC宛先といったコンポーネントで構成されるSAP ABAP アプリケーションサーバ

の基本的な機能を監視する場合、基本 SAP ABAP 管理テンプレートをデプロイできます。

l SAP ABAPアプリケーションサーバ環境の詳細な監視を行う場合は、詳細 SAP ABAP 管理テン

プレートをデプロイできます。

l SAP J2EE要求、システムとアプリケーションスレッド プール、メモリとトランザクションステータスといった

コンポーネントで構成されるSAP J2EEアプリケーションサーバの基本的な機能を監視する場合、基

本 SAP J2EE 管理テンプレートをデプロイできます。

l SAP J2EEアプリケーションサーバ環境の詳細な監視を行う場合は、詳細 SAP J2EE 管理テンプ

レートをデプロイできます。

OMi MP for SAP管理テンプレートをデプロイするには、以下の手順に従います。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

ABAPアプリケーションサーバの場合 :

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [ABAP 管理テンプ

レート ]

J2EEアプリケーションサーバの場合 :

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [JAVA 管理テンプ

レート ]

3. [SAP 管理テンプレート ]フォルダでデプロイする管理テンプレートをクリックし、 をクリックします。 [割
り当てとデプロイ]ウィザードが開きます。

4. [構成アイテム]タブで管理テンプレートを割り当てるSAPシステムまたは SIDをクリックし、[次へ]を
クリックします。[Ctrl]キーまたは [Shift]キーを押しながら選択すると、複数のアイテムを選択できま

す。[次へ]をクリックして CIを確認し、[必要なパラメータ]に進みます。

5. [必要なパラメータ]タブで、必須パラメータを指定する必要があります。

J2EE の場合 :
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a. リストの [Java インストールディレクトリ]パラメータを選択して、 をクリックします。 [パラメータの

編集 : Javaインストールディレクトリ]ダイアログボックスが開きます。

b. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

c. リストの [SAP J2EE アプリケーション サーバインスタンスユーザ名 ]パラメータを選択して、 を

クリックします。 [パラメータの編集 : SAP J2EE アプリケーションサーバインスタンスユーザ名 ]ダイ

アログボックスが開きます。

d. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

e. リストの [SAP J2EE アプリケーション サーバのインスタンスパスワード ]パラメータを選択して、

をクリックします。 [パラメータの編集 : SAP J2EE アプリケーションサーバのインスタンスパス

ワード ]ダイアログボックスが開きます。

f. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

ABAP の場合 :

注 :この割り当ての編集にパラメータの指定は不要です。

6. [次へ]をクリックして [すべてのパラメータ]に進みます。パラメータのデフォルト値を変更するには、パラ

メータを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。[値 ]をクリッ

クして値を指定し、[OK]をクリックします。

注 :[すべてのパラメータ]ペインでは、パラメータのデフォルト値を上書きできます。各パラメータの

値は、管理テンプレート レベルで指定できます。デフォルトでは、エキスパート パラメータとして定

義されているパラメータは表示されません。エキスパート パラメータを表示するには、 [エキス

パート パラメータの表示 ]をクリックします。

7. [次へ]をクリックします。

8. オプション:[構成オプション]タブで、割り当てを直ちに有効化しない場合は [割り当てオブジェクトの

有効化 ]チェックボックスを外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有

効化できます。

9. [完了 ]をクリックします。

注 :管理テンプレートのデプロイ時に与えられるユーザ名には、OMi MP for SAPのデータ収集

権限が必要です。ABAP とJ2EEアプリケーションサーバ用に別々のユーザを作成できます。

ABAP とJ2EEアプリケーションサーバのデータ収集権限を持つSAPユーザを 1つ作成すること

もできます。
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注 :SAP ABAP アプリケーションサーバに対するデータロギングは、デフォルトで無効になっていま

す。SAP ABAP データロギングを有効にするには、SAP ABAP アプリケーション サーバ - パ

フォーマンス エージェントの開始ツールを実行する必要があります。

タスク6: SAPアスペクトのデプロイ

注 : Monitoring Automation for Composite Applicationsライセンスを使用し、既にSAP管理

テンプレートをデプロイしている場合は、このタスクをスキップしてください。

Monitoring Automation for Serversライセンスを使用している場合、OMi MP for SAPアスペクトを

SAP CIにデプロイする必要があります。

注 :CIがSiteScopeやDDMなどの他のソースによって既に設定されていても、SAP検出アスペクト

のデプロイは必要です。詳細については、「タスク 2: SAP検出アスペクトのデプロイ」を参照してくだ

さい。

注 :他のSAP ABAP アスペクトをデプロイする前に、SAP ABAP 構成アスペクトをデプロイする必要

があります。

SAP 管理対象ノードへの SAP ABAP 構成アスペクトのデプロイ

SAP管理対象ノードにSAP ABAP構成アスペクトをデプロイするには、以下の手順を実行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [ABAP アスペクト ]

3. [SAP ABAPアスペクト ] フォルダで SAP ABAP 構成アスペクトを選択し、 [項目の割り当てとデプ

ロイ]をクリックして [割り当てとデプロイ]ウィザードを開きます。

4. [構成アイテム]タブで、SAP ABAP構成アスペクトをデプロイするSAP管理対象ノードをクリックしま

す。[次へ]をクリックして CIを確認し、[必要なパラメータ]に進みます。

5. [必要なパラメータ]タブで、必須パラメータを指定する必要があります。

a. [SAP ABAP アプリケーション サーバインスタンス名 ]パラメータを選択し、 をクリックします。

[パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。
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b. [インスタンスパラメータの編集 ]ペインで、[SAP ABAP アプリケーション サーバインスタンス名 ]

パラメータを選択し、 をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。

c. [値 ]をクリックして、以下の形式で値を指定します。

ShortHostName_SAPSID_SAPInstNum_ABAP

例 :

TestNode_W09_00_ABAP

d. [OK]をクリックします。

e. リストの [SAP ABAP アプリケーション サーバクライアント ]パラメータを選択して、 をクリックし

ます。 [パラメータの編集 : SAP ABAP アプリケーションサーバクライアント ]ダイアログボックスが開

きます。

f. [値 ]をクリックし、SAP ABAP サーバのクライアント番号を指定して、[OK]をクリックします。

例 :

001

g. [SAP ABAP アプリケーション サーバのインスタンス番号 ]パラメータを選択し、 をクリックしま

す。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。

h. [値 ]をクリックし、SAP ABAP サーバのインスタンス番号を指定して、[OK]をクリックします。

例 :

00

i. [SAP ABAP ホスト名 ]パラメータを選択し、 をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログ

ボックスが開きます。

j. [値 ]をクリックし、SAP管理対象ノード名 (完全修飾名 )をかっこで囲んで指定します。

例 :

(TestNode.hp.com)

k. [OK]をクリックします。

6. [次へ]をクリックして [すべてのパラメータ]に進みます。パラメータのデフォルト値を変更するには、パラ

メータを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。[値 ]をクリッ

クして値を指定し、[OK]をクリックします。
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注 :SAP ABAPアプリケーションサーバの必須パラメータのデフォルト値を変更するには、パラメー

タを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。[値 ]をクリッ

クして値を指定し、[OK]をクリックします。

7. [完了 ]をクリックします。

OMi MP for SAP アスペクトのデプロイ

SAP管理対象ノードにOMi MP for SAPアスペクトをデプロイするには、以下の手順を実行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

ABAPアプリケーションサーバの場合 :

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [ABAP アスペクト ]

J2EEアプリケーションサーバの場合 :

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [JAVA アスペクト ]

3. 特定のSAPアスペクト フォルダでデプロイするSAP アスペクトを選択し、 [項目の割り当てとデプ

ロイ]をクリックして [割り当てとデプロイ]ウィザードを開きます。

4. [構成アイテム]タブで、SAPアスペクトをデプロイするSAP管理対象ノードをクリックします。[Ctrl]
キーまたは [Shift]キーを押しながら選択すると、複数のアイテムを選択できます。[次へ]をクリックし

て CIを確認し、[必要なパラメータ]に進みます。

5. [必要なパラメータ]タブで、必須パラメータを指定する必要があります。

J2EE の場合 :

a. リストの [Java インストールディレクトリ]パラメータを選択して、 をクリックします。 [パラメータの

編集 : Javaインストールディレクトリ]ダイアログボックスが開きます。

b. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

c. リストの [SAP J2EE アプリケーション サーバインスタンスユーザ名 ]パラメータを選択して、 を

クリックします。 [パラメータの編集 : SAP J2EE アプリケーションサーバインスタンスユーザ名 ]ダイ

アログボックスが開きます。

d. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。
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e. リストの [SAP J2EE アプリケーション サーバのインスタンスパスワード ]パラメータを選択して、

をクリックします。 [パラメータの編集 : SAP J2EE アプリケーションサーバのインスタンスパス

ワード ]ダイアログボックスが開きます。

f. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

ABAP の場合 :

注 :この割り当ての編集にパラメータの指定は不要です。

6. [次へ]をクリックして [すべてのパラメータ]に進みます。パラメータのデフォルト値を変更するには、パラ

メータを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。[値 ]をクリッ

クして値を指定し、[OK]をクリックします。

J2EE の場合 :

[SAP J2EE アプリケーションサーバのインスタンス名 ]パラメータのデフォルト値を変更するには、パラ

メータを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。[値 ]をクリッ

クして値を指定し、[OK]をクリックします。

ABAP の場合 :

[SAP ABAPアプリケーションサーバの必須パラメータ]のデフォルト値を変更するには、パラメータを

選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。[値 ]をクリックして値

を指定し、[OK]をクリックします。

7. [次へ]をクリックします。

8. オプション:割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当てオブジェクトの有効化 ]チェックボックス

を外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できます。

9. [完了 ]をクリックします。

タスク7: SAP ABAP監視テンプレートの構成

OMi MP for SAPには、SAP ABAPアプリケーションサーバの特定の機能を監視できるSAP ABAP監

視テンプレートが含まれています。OMi MP for SAPに備えられているSAP ABAP監視テンプレート セット

には、手動で設定せずにそのままデプロイできる、標準設定の構成が含まれています。OMi MP for SAP
を使用すると、SAP環境固有の機能を監視するためのSAP ABAP監視テンプレートを設定できます。

以下の表は、標準設定の構成を持つSAP ABAP 監視テンプレートの一覧です。

SAP ABAP 監視テンプレート 説明
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SAPABAP_CCMSIntegrationMon SAP CCMS監視インフラストラクチャの出力を監視する

SAP ABAP 監視テンプレート。

SAPABAP_DispMon さまざまな種類のSAPワークプロセスに対する各種のキューのサ

イズ、内容、ステータスを監視するSAP ABAP監視テンプレー

ト。

SAPABAP_DumpMon SAP ABAPシステムで発生するランタイムエラーを監視する

SAP ABAP 監視テンプレート。

SAPABAP_LckChkMon 各種のSAP トランザクションとSAPレポートのSAP ABAP論理

ロックを管理するEnqueueプロセスを監視するSAP ABAP監視

テンプレート。

SAPABAP_Perfmon 各種のOMi MP for SAPパフォーマンスモニタからSAPパフォー

マンスメトリックを収集するSAP ABAP 監視テンプレート。

SAPABAP_SplMon SAP ABAPスプーラエントリの数、エラー生成スプール要求、印

刷要求の誤ったスプーラエントリの数を監視するSAP ABAP監

視テンプレート。

SAPABAP_StatusMon SAP ABAPアプリケーションサーバの可用性ステータスを監視す

るSAP ABAP 監視テンプレート。

SAPABAP_TraceMon すべてのSAP トレースとログファイルにおいて "ERROR"を監視

するSAP ABAP 監視テンプレート。

SAPABAP_TransMon 正常にインポート /エクスポートされた SAP ABAPの移送、失敗

したインポート /エクスポート、確認済み/未確認の修復の可用

性、設定システムとの接続 /TPテストを監視するSAP ABAP 監
視テンプレート。

SAPABAP_UpdProcMon 非アクティブのステータスとエラーなどのSAP ABAP更新プロセス

のさまざまな状態を監視するSAP ABAP 監視テンプレート。

SAPABAP_WPMon 作業プロセスの実行、作業プロセスの待機、Debug/Private/No
Restartなどのワークプロセスの各種のステータスの確認を監視

するSAP ABAP 監視テンプレート。

SAP ABAP 監視テンプレートの設定の詳細については、「SAP ABAP監視テンプレート」を参照してくだ

さい。

SAP環境の監視

管理テンプレートとアスペクトをデプロイした後、次のパースペクティブからイベントのステータスを解析できま

す。

l イベント パースペクティブ

l 状況パースペクティブ
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l パフォーマンスパースペクティブ

イベント パースペクティブ

イベント パースペクティブには、イベント パースペクティブからの完全なイベント情報が表示されます。イベン

ト パースペクティブでは、OMi MP for SAPで監視しているSAPアプリケーションサーバCIのイベント情報

を表示できます。

SAPアプリケーションサーバCIのイベント パースペクティブを表示するには、次の手順を実行します。

1. [オペレーション管理 ]ウィンドウを開きます。

[アプリケーション] > [オペレーション管理 ]

2. [オペレーション管理 ]ウィンドウで [Event Perspective] タブをクリックします。 [View Explorer]ペインが

表示されます。

3. [ビューの参照 ]タブで、イベントを表示する、それぞれのSAPアプリケーションサーバCIを含む

SAP_Deployment、SAP_ABAP_Deployment、SAP_J2EE_Deploymentのいずれかのビューを

選択します。または、[検索 ]タブでアプリケーションサーバCIを見つけます。

4. イベント パースペクティブを表示するSAPアプリケーションサーバCIをクリックします。選択した SAP
アプリケーションサーバCIのイベントのリストが [Event Browser]ペインに表示されます。

[Event Browser]でイベントをクリックすると、 [イベント詳細 ]ペインが開き、次の内容が表示されま

す。

n 一般 -重要度、ライフサイクル状態、優先度、関連 CIなど、選択したイベントに関する詳細

情報が表示されます。

n 追加情報 :選択したイベントの属性に関する詳細情報が表示されます。

n ソース情報 :選択したイベントのソースに関する情報の概要が表示されます。

n アクション:選択したイベントで使用できるアクションのリストが表示されます。使用できるアクション

には、ユーザアクションと自動アクションの2タイプがあります。

n 注釈 :選択したイベントにアタッチされている注釈が表示されます。

n カスタム属性 :管理者または担当ユーザが手動で設定し、選択したイベントに追加した属性の

リストが表示されます。

n 関連イベント : イベント ブラウザで選択したイベントに関連するすべてのイベントが表示されます。

n 履歴 :選択したイベントの履歴が表示されます。

n 解決ヒント : イベントに関連付けられているノードとCIを特定する情報が表示されます。

n 説明 :関連イベントの処理に役立つ情報が表示されます。

n 転送 : イベントの所有者に関する転送の詳細情報が表示されます。
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注 : イベントの管理の詳細は、『Operations Manager iコンセプト・ガイド』を参照してください。

状況パースペクティブ

状況パースペクティブには、イベントのコンテキストの関連 CI全体の状況の概要情報が表示されます。

状況パースペクティブでは、OMi MP for SAPで監視しているSAPアプリケーションサーバCIの状況情

報を表示できます。

SAPアプリケーションサーバCIの状況パースペクティブを表示するには、次の手順を実行します。

1. [オペレーション管理 ]ウィンドウを開きます。

[アプリケーション] > [オペレーション管理 ]

2. [オペレーション管理 ]ウィンドウで [Health Perspective]タブをクリックします。 [View Explorer]ペイン

が表示されます。

3. [ビューの参照 ]タブで、状況関連イベントを表示する、それぞれのSAPアプリケーションサーバCIを
含むSAP_Deployment、SAP_ABAP_Deployment、SAP_J2EE_Deploymentのいずれかの

ビューを選択します。または、[検索 ]タブで SAPアプリケーションサーバCIを見つけます。

4. 状況パースペクティブを表示するSAPアプリケーションサーバCIをクリックします。選択した SAPアプ

リケーションサーバCIの状況関連イベントのリストが [Event Browser]ペインに表示されます。

[Event Browser]ペインからイベントをクリックすると、次のペインが表示されます。

n Health Top View:選択したイベントのヘルストップビューが表示されます。

n Health Indicators: [Health Top View]ペインで選択したCIに関連する主要業績評価指標

(KPI)およびHIが表示されます。

n Actions:選択したイベントで使用できるアクションのリストが表示されます。

注 : イベントの管理の詳細は、『Operations Manager iコンセプト・ガイド』を参照してください。

パフォーマンスパースペクティブ

パフォーマンスパースペクティブでは、既存のグラフテンプレートからグラフを作成できます。また、選択した

CIに必要なメトリックを選択して、カスタマイズされたグラフを作成することもできます。

グラフを使用して SAPアプリケーションサーバCIのパフォーマンスパースペクティブを表示するには、次の

手順を実行します。

1. [オペレーション管理 ]ウィンドウを開きます。

[アプリケーション] > [オペレーション管理 ]

2. [オペレーション管理 ]ウィンドウで、[Performance Perspective]タブをクリックします。 [View Explorer]
ペインが表示されます。
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3. [ビューの参照 ]タブで、SAP_Deployment、SAP_ABAP_Deployment、SAP_J2EE_
Deploymentのいずれかのビューを選択します。パフォーマンスペインに、それぞれのビューで使用で

きるデフォルトのグラフが表示されます。
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第3章 :コンポーネント
OMi MP for SAPには、SAP環境の監視のための次のコンポーネントが備わっています。

l SAP 管理テンプレート

l SAP アスペクト

l 「SAP ABAP監視テンプレート」

l 「SAPパラメータ」

l 「ランタイムサービスモデル (RTSM)のビュー」

l 「イベント タイプインジケータ (ETI)」

l 「状況インジケータ (HI)」

l 「構成アイテム (CI)と構成アイテムタイプ (CIT)」

l 「トポロジベースのイベント相関処理 (TBEC)ルール」

l 「ツール」

SAP管理テンプレート
SAP管理テンプレートは、SAPランドスケープ内にある各種のシステムとアプリケーションの状況およびパ

フォーマンスを監視する完全な管理ソリューションです。

OMi MP for SAPには、デフォルトで 2つのSAP管理テンプレート セットが付属しており、テンプレートでは

環境内のABAP とJavaアプリケーションサーバを監視するための設定が事前に定義されています。

SAP管理テンプレートをデフォルト パラメータを設定した状態でデプロイすると、環境内のシステムをシー

ムレスに監視できます。これらのSAP管理テンプレートには、ABAP とJavaアプリケーションサーバを監

視可能なアスペクトが複数含まれています。

監視の要件に基づいて SAP管理テンプレートをカスタマイズするか、または SAP管理テンプレートを新

規に作成して、環境内のシステムを監視できます。

SAP管理テンプレートの概要
OMi MP for SAPは、SAP環境内のABAP とJavaスタックを監視するために次の2つの管理テンプレー

ト セットで構成されています。

SAP ABAP 監視

OMi MP for SAPには、ABAPアプリケーションサーバを監視するために次の管理テンプレートがあります。
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l 「基本 SAP ABAP管理テンプレート」

l 「詳細 SAP ABAP管理テンプレート」

SAP J2EE 監視

OMi MP for SAPでは、Javaアプリケーションサーバを監視するために次の管理テンプレートを使用できま

す。

l 「基本 SAP J2EE管理テンプレート 」

l 「詳細 SAP J2EE管理テンプレート」

管理テンプレートにアクセスする方法

1. ABAPアプリケーションサーバの場合 :
BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、 [管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [ABAP 管理テンプ

レート ]

3. J2EEアプリケーションサーバの場合 :
BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、 [管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

4. [構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [JAVA 管理テンプ

レート ]

タスク
OMi MP for SAP管理テンプレートをデプロイする方法

詳細については、「タスク 5:SAP管理テンプレートの特定とデプロイ」(BSM)および「タスク 5: SAP管理テ

ンプレートの特定とデプロイ」(OMi)を参照してください。

OMi MP for SAP管理テンプレートとOMi MP for SAPアスペクトを自動的に割り当てる方法

OMi MP for SAP管理テンプレートまたはアスペクトを自動的に割り当てるには、以下の手順を実行しま

す。

1. [自動割り当てルール]を開くには、次を選択します。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [自動割り当てルール]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [自動割り当てルール]をクリックします。
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[自動割り当てルール]ウィンドウは、 [自動割り当てルール]ペイン (上部 )と [パラメータ]ペイン (下
部 )で構成されます。

2. [自動割り当てルール]ペインで [新規割り当て]をクリックし、オプションを選択します。 [自動割り

当てルールの作成 ]ウィザードが開きます。

3. [ターゲット ビューの選択 ]タブで、自動割り当てルールを作成するビューを選択し、[次へ]をクリックし

ます。

4. [割り当てる項目の選択 ]タブで、すべてのCIに自動的に割り当てる管理テンプレートまたはアスペ

クトをクリックして [次へ]をクリックします。

デフォルトでは、管理テンプレートまたはアスペクトの最新バージョンが選択されます。[次へ]をクリック

します。

5. [必要なパラメータ]タブで、[次へ]をクリックします。

注 : この割り当ての編集にパラメータの指定は不要です。

6. オプション:[すべてのパラメータ]および[パラメータ サマリ]タブでは、次の手順でパラメータのデフォルト

値を変更できます。

a. パラメータを編集するには、ダブルクリックするか、リストで選択してから [編集 ]をクリックしま

す。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。

b. デフォルト値を変更して [OK]をクリックします。

7. [次へ]をクリックします。

8. オプション: [構成オプション]タブでは、割り当てルールをすぐにアクティブにしない場合は [自動割り当

てルールのアクティブ化 ]チェックボックスを外します。後になって自動割り当てルールを有効にする場

合は、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [自動割り当てルール] (BSM)および[管理 ]
> [監視 ] > [自動割り当てルール] (OMi)を選択し、 [自動割り当てルール]ウィンドウを開いてくださ

い。

9. [完了 ]をクリックして変更を保存します。割り当てルールが、自動割り当てルールのリストに追加さ

れます。

次のいずれかの条件を満たすと、BSMまたはOMiに送信するイベントがトリガされます。

l デプロイメント ジョブが失敗する。

l 自動割り当てが失敗する。

l 自動割り当てが成功する。

自動割り当てルールによって割り当てが問題なく作成されたかどうかを確認するには、次の手順を実行

します。
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1. 次の手順で [割り当ておよび調整 ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [割り当ておよび調整 ]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [割り当ておよび調整 ]をクリックします。

2. [ビューの参照 ]タブで、自動割り当てルールの作成に使用したビューを選択します。

3. ビューを展開し、割り当て項目のルート CI タイプを示すノードを選択します。右のペインの上に割り

当てが一覧表示されます。自動割り当てルールによって作成された割り当てには、 [割り当て実行

者 ]列に「自動割り当て」と表示されます。

割り当ては、次のオプションで調整できます。

l [自動割り当てルール]ペインでは、自動割り当てルールがトリガするすべての割り当てのパラメータ値

を調整できます。

l [割り当て]ペインでは、各割り当ての再デプロイ、削除、有効化または無効化を実行できます。

OMi MP for SAP管理テンプレートのインベントリレポートを表示する方法

インベントリレポートには、サーバ上で利用可能な管理テンプレート、アスペクト、ポリシーテンプレートが

表示されます。OMi MP for SAP管理テンプレートのインベントリレポートを表示するには、次の手順を実

行します。

1. レポートを作成する管理テンプレートを選択します。

2. [構成フォルダ]ペインで [インベントリレポートの生成 ]をクリックします。

インベントリレポートには、サーバ上で利用可能な管理テンプレート、アスペクト、ポリシーテンプレー

トが表示されます。

[割り当ておよび調整 ]ペインでは、他のタイプのレポートも表示できます。

タスク

OMi MP for SAP管理テンプレートに対して次のタスクを実行できます。

OMi MP for SAP管理テンプレートをデプロイする方法

詳細については、「SAP管理テンプレートの特定とデプロイ」(BSM)または「SAP管理テンプレートの特

定とデプロイ」(OMi)を参照してください。

OMi MP for SAP管理テンプレートとOMi MP for SAPアスペクトを自動的に割り当てる方法

OMi MP for SAP管理テンプレートまたはアスペクトを自動的に割り当てるには、以下の手順を実行しま

す。

1. [自動割り当てルール]を開くには、次を選択します。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [自動割り当てルール]をクリックします。
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OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [自動割り当てルール]をクリックします。

自動割り当てルールには、上部に [自動割り当てルール]ペイン、下部に [パラメータ]ペインがありま

す。

2. [自動割り当てルール]ペインで、 [新規割り当て]をクリックし、オプションを選択します。 [自動割

り当てルールの作成 ]ウィザードが開きます。

3. [ターゲット ビューの選択 ]タブで、自動割り当てルールを作成するビューを選択し、[次へ]をクリックし

ます。

4. [割り当てる項目の選択 ]タブで、すべてのCIに自動的に割り当てる管理テンプレートまたはアスペ

クトをクリックして [次へ]をクリックします。

デフォルトでは、管理テンプレートまたはアスペクトの最新バージョンが選択されます。[次へ]をクリック

します。

5. [必要なパラメータ]タブで、[次へ]をクリックします。

注 : この割り当ての編集にパラメータの指定は不要です。

6. オプション:[すべてのパラメータ]タブ (BSM)または [パラメータ サマリ]タブ (OMi)では、次の手順でパラ

メータのデフォルト値を変更できます。

a. パラメータを編集するには、ダブルクリックするか、リストで選択してから [編集 ]をクリックしま

す。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。

b. デフォルト値を変更して [OK]をクリックします。

7. [次へ]をクリックします。

8. オプション: [構成オプション]タブでは、割り当てルールをすぐにアクティブにしない場合は [自動割り当

てルールのアクティブ化 ]チェックボックスをオフにします。後になって自動割り当てルールを有効にする

場合は、[管理 ] > [監視 ] > [自動割り当てルール]を選択し、 [自動割り当てルール]ペインを開い

てください。

9. [完了 ]をクリックして変更を保存します。割り当てルールが、自動割り当てルールのリストに追加さ

れます。

次のいずれかの条件を満たすと、OMiに送信するイベントがトリガされます。

l デプロイメント ジョブが失敗する。

l 自動割り当てが失敗する。

l 自動割り当てが成功する。

自動割り当てルールによって割り当てが問題なく作成されたかどうかを確認するには、次の手順を実行

します。
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1. 次の手順で [割り当ておよび調整 ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [割り当ておよび調整 ]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [割り当ておよび調整 ]をクリックします。

2. [ビューの参照 ]タブで、自動割り当てルールの作成に使用したビューを選択します。

3. ビューを展開し、割り当て項目のルート CI タイプを示すノードを選択します。右のペインの上に割り

当てが一覧表示されます。自動割り当てルールによって作成された割り当てには、 [割り当て実行

者 ]列に「自動割り当て」と表示されます。

割り当ては、次のオプションで調整できます。

l [自動割り当てルール]ペインでは、自動割り当てルールがトリガするすべての割り当てのパラメータ値

を調整できます。

l [割り当て]ペインでは、各割り当ての再デプロイ、削除、有効化または無効化を実行できます。

OMi MP for SAP管理テンプレートのインベントリレポートを表示する方法

インベントリレポートには、サーバ上で利用可能な管理テンプレート、アスペクト、ポリシーテンプレートが

表示されます。OMi MP for SAP管理テンプレートのインベントリレポートを表示するには、次の手順を実

行します。

1. レポートを作成する管理テンプレートを選択します。

2. [構成フォルダ]ペインで [インベントリレポートの生成 ]をクリックします。

インベントリレポートには、サーバ上で利用可能な管理テンプレート、アスペクト、ポリシーテンプレー

トが表示されます。

[割り当ておよび調整 ]ペインでは、他のタイプのレポートも表示できます。

基本 SAP ABAP管理テンプレート

基本 SAP ABAP管理テンプレートは、SAPランドスケープ内のSAP ABAPシステムを監視します。次の

システムの状況と可用性を監視できます。

SAP ABAP アプリケーション サーバ

基本 SAP ABAP管理テンプレートにアクセスする方法

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。
BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、 [管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。
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2. [構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [ABAP 管理テンプ

レート ] > [基本 SAP ABAP 管理テンプレート ]をクリックします。

ユーザインターフェイスの参照情報

管理テンプレート -一般

管理テンプレートの属性の概要。

UI 要素 説明

名前 ABAP管理テンプレートの名前。

説明 管理テンプレートの説明。

ID GUIバージョンを一意に特定する ID。

バージョン ID このバージョンの管理テンプレートの一意の ID。

バージョン 管理テンプレートの現在のバージョン。このインスタンスでは、管理テンプレート

のバージョンは 1.0。

変更ログ このバージョンの管理テンプレートで行われた新規追加または変更の内容を示

すテキスト。

管理テンプレート -トポロジビュー

管理テンプレートに割り当てるCI タイプの概要です。

UI 要素 説明

トポロジ ビュー 基本 SAP ABAP管理テンプレートは、トポロジビューにSAP_ABAP_
Deploymentを使用します。このビューには、管理テンプレートを使用して管理す

るCI タイプが含まれます。

CI タイプ 基本 SAP ABAP管理テンプレートで管理するCIのタイプ。これは、管理テンプ

レートの割り当てが可能な CIのタイプです。基本 SAP ABAP管理テンプレートに

は、SAP System CI タイプが含まれます。

管理テンプレート -アスペクト

基本 SAP ABAP管理テンプレートには、次のアスペクトが含まれます。

SAP ABAPベース

SAP ABAPランドスケープを監視するためのベースアスペクトで、構成、スケジューラ、ロガーを含みます。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
High

なし 選択したメトリッ

クで SAP ABAP
コレクタ/アナライ

ザを 15分ごとに

実行します。

スケジュールされ

たタスク

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
Messages

なし SAP MP メッ

セージテンプ

レート (メッセージ

インターセプタ

用 )。

オープンメッセー

ジインターフェイ

ス

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_Low なし SAP ABAPコレ

クタ/アナライザを

Lowスケジュー

ルで実行しま

す。

スケジュールされ

たタスク

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
Medium

なし SAP ABAPコレ

クタ/アナライザを

Mediumスケ

ジュールで実行

します。

スケジュールされ

たタスク

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
VeryHigh

なし SAP ABAPコレ

クタ/アナライザを

VeryHighスケ

ジュールで実行

します。

スケジュールされ

たタスク

SAP ABAPダンプステータス

SAP ABAP環境で実行時エラーを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
DmpMon

なし SAP ABAPシス

テム上で発生す

る実行時エラー

を監視するため

の設定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP設定

SAP ABAPアプリケーションサーバCIに対する設定情報を収集します。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
Configuration

なし SAP ABAP構

成の詳細。

ConfigFile

SAP ABAPバッチジョブ状況

SAPシステムで実行中のバッチジョブのステータスを監視してパフォーマンスを収集します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
BatJobMon

なし 定義された時

間間隔を超過

するSAP ABAP
バッチジョブ、定

義された時間

間隔よりも前に

終了するSAP
ABAPバッチジョ

ブ、およびスケ

ジュールされた

時刻に開始さ

れないSAP
ABAPバッチジョ

ブを監視するた

めの設定ファイ

ル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP移送ステータス

SAPシステムで移送のインポート /エクスポートのステータスを監視します。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
TransMon

なし 正常にインポー

ト /エクスポートさ

れた SAP ABAP
移送、失敗した

インポート /エクス

ポート、確認済

み/未確認の修

復の可用性、

設定システムと

の接続 /TPテス

トを監視するた

めの設定ファイ

ル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAPユーザ状況

ログインしているユーザのステータスを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
UsrMon

なし SAP ABAPのロ

グインしている

ユーザを監視す

るための設定

ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAPシステム状況

SAPシステムの可用性ステータスとトレースファイル/ログファイルのステータスを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
TraceMon

なし すべてのSAP ト

レースファイルと

ログファイルで

"ERROR"を監

視するための設

定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
StatusMon

なし SAP ABAPアプ

リケーションサー

バの可用性ス

テータスを監視

するための設定

ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP CCMS統合

SAP CCMSモニタセットの出力を監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプレー

ト インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationSer
ver

SAPABAP_
CCMSIntegrationM
on

なし SAP CCMS監

視インフラストラ

クチャの出力を

監視するための

設定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAPプロセスおよびディスパッチャステータス

各種 SAPワークプロセスおよびABAPディスパッチャのステータスを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
ProcMon

なし SAP ABAPプロ

セスの数を監視

するための設定

ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
DispMon

なし さまざまなタイプ

のSAPワークプ

ロセスに対する

各種キューのサ

イズ、内容、ス

テータスを監視

するための設定

ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

基本 SAP ABAP管理テンプレートは、インフラストラクチャ要素を監視するために次のOMi MP for
Infrastructureアスペクトを使用します。

リソースボトルネック診断

リソースボトルネック診断アスペクトは、CPU、メモリ、ネットワークおよびディスクなどのシステムリソースの

混雑やボトルネックとなっている状態を特定します。CPUのボトルネック監視は、グローバルCPU使用率
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と負荷平均 (実行キューの長さ)に基づいて行われます。メモリボトルネックの監視は、メモリ使用率、使

用可能な空き容量、メモリスワップアウト率に基づいて行われます。ファイルシステムの監視は、ノード上

の最もビジーなファイルシステムの領域使用率に基づいて行われます。ネットワークの監視は、パケット衝

突率、パケット エラー率、送信キューの長さに基づいて行われます。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_CPUBottleneckDiagnosis CPU使用率のしきい値

超過、プロセッサのキュー

の長さ、オペレーティング

システムで稼働するCPU
の合計数などのCPUボ

トルネックを検出します。

たとえば、キューで CPU
時間を待っているプロセス

数がしきい値を超え、

CPU使用率もしきい値

を超えた場合、ポリシー

はアラートを送信します。

メッセージには、CPU使

用率が高い上位 10位ま

でのプロセスの一覧も表

示されます。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_DiskPeakUtilMonitor このポリシーテンプレート

は、システムのディスク使

用率レベルを監視しま

す。使用率レベルが最大

かどうかをチェックします。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_
MemoryBottleneckDiagnosis

このポリシーテンプレート

は、物理メモリの使用率

とボトルネックを監視しま

す。メモリ使用率が高く、

使用可能なメモリ容量が

非常に少なくなると、メモ

リボトルネックの状態にな

ります。メモリボトルネック

が発生すると、システムの

処理速度が低下し、全

体的なパフォーマンスに影

響を与えます。メモリ消費

量が高いとページアウトが

過剰に発生し、ページ走

査率やスワップアウト バイ

ト率、ページの要求率が

高くなります。最終的に

測定値しきい値

テンプレート
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

は、システムの処理速度

が低下します。メッセージ

には、メモリ使用率が高

い上位 10位までのプロセ

スの一覧も表示されま

す。

Computer Sys_
NetworkInterfaceErrorDiagnosis

システムのネットワーク使

用率を監視し、潜在的

なネットワークのボトルネッ

クまたはエラーをチェックし

ます。

測定値しきい値

テンプレート

システムフォールト分析

システムフォールト分析アスペクトは、クリティカルなエラー条件とその説明が記録されたカーネルログファ

イル、ブート ログファイル、イベント ログファイルを監視します。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_LinuxKernelLog カーネルログファイル/var/log/を監

視し、カーネルサービスに障害が発生

した場合に警告を送信します。カーネ

ルログファイルで、<*>
kernel:<@.service>:<*.msg>
failed のパターンと一致するエラー条

件をチェックします。一致するものが見

つかった場合、この条件から重大度が

警戒域の警告が送信されます。

ログファイルエ

ントリテンプレー

ト

Computer Sys_LinuxBootLog ブート ログファイル

/var/log/boot.logを監視し、システ

ムブート エラーが発生した場合に警

告を送信します。以下の条件をチェッ

クします。

l サービスの開始失敗 -ブート ログ

ファイルで、<*>
<@.service>:<@.daemon>
startup failed のパターンと一

致するエラー条件をチェックします。

一致するものが見つかった場合、こ

の条件から重大度が警戒域の警

告が送信されます。

l サービスの失敗 -ログファイルで、

<*> <@.service>:<*.msg>

ログファイルエ

ントリテンプレー

ト
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

failed のパターンと一致するエ

ラー条件をチェックします。一致する

ものが見つかった場合、この条件か

ら重大度が危険域の警告が送信

されます。

Computer Sys_LinuxSecureLog セキュリティで保護されたログインが失

敗した場合、ユーザにアラートを送信

します。<*> sshd :Failed password
for <@.user> from <*.host> port
<#> ssh2と一致するエラー状態がな

いかチェックします。一致するものが見

つかった場合、この条件から重大度が

注意域の警告が送信されます。

ログファイルエ

ントリテンプレー

ト

Computer Sys_AIXErrptLog errptログファイル

/var/opt/OV/tmp/sispi/errpt.log
を監視し、エラーログのエントリからエ

ラーレポートを作成します。errptログ

ファイルの列ごとに、<@.errcode>
<2#.mo><2#.dd><2#.hh><2#.mm><2#
.yy> <@> <@> <@.object>
<*.msgtext>と一致するエラー状態が

ないかチェックします。一致するものが

見つかった場合、この条件から重大度

が注意域の警告が送信されます。

ログファイルエ

ントリテンプレー

ト

Computer Sys_
MSWindowsServer_
DNSWarnError

Microsoft DNSサーバサービスと関連

プロセスのログファイルを監視し、重大

度が注意域またはエラーのログエントリ

を転送します。このポリシーは、DNSロ

グファイルに記録された以下のエラーを

検索します。

l DNSサーバは、リソースレコード用

にメモリを割り当てることができませ

んでした。

l DNSサーバは、利用可能なメモリ

が不足していたためクライアント要

求を処理できませんでした。

l DNSサーバは、ゾーン転送スレッド

を作成できませんでした。

l DNSサーバにファイル書き込みエ

Windows イベ

ント ログテンプ

レート
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

ラーが発生しました。

l DNSサーバは、リモート プロシー

ジャコール (RPC)サービスを初期

化できませんでした。

Computer Sys_
MSWindowsServer_
DHCPWarnError

DHCPイベント ログを監視し、重大度

が注意域またはエラーのイベント ログ

エントリを転送します。このポリシーは、

次のエラーを検索します。

l IashlprがNPSサービスと通信でき

ません。

l スコープまたはスーパースコープの

BOOTPクライアントに使用できる

IPアドレスはありません。

l DHCPサーバが、クライアントの

NAPアクセス状態を判定するため

にNPSサーバにアクセスできませ

ん。

l スコープまたはスーパースコープの

リースに使用できる IPアドレスはあ

りません。

l DHCPサービスは監査ログの初期

化に失敗しました。

l ローカルコンピュータの

DHCP/BINLサービスは、開始権

限がないと判断しました。

l このワークグループサーバの

DHCP/BINLサービスは、 IPアドレ

スを持つ別のサーバを検出しまし

た。

l DHCPサービスはDHCPのレジス

トリ構成の復元に失敗しました。

l DHCPサービスはレジストリからグ

ローバルBOOTPファイル名を読み

取ることができませんでした。

l アクティブなインターフェイスがないた

Windows イベ

ント ログテンプ
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

め、DHCPサービスはクライアントに

サービスを提供していません。

l DHCPサーバにバインドされた静

的 IPアドレスがありません。

l DHCPサーバサービスはサービスコ

ントローラへの登録に失敗しまし

た。

l DHCPサーバサービスはレジストリ

パラメータの初期化に失敗しまし

た。

Computer Sys_
MSWindowsServer_
NFSWarnError

NFSイベント ログを監視し、重大度が

注意域またはエラーのイベント ログエ

ントリを転送します。このポリシーは、

次のエラーを検索します。

l ディスクの空き領域が少ないことを

検出し、NFSサーバは監査の記

録を停止しました。

l 監査ログが最大ファイルサイズに

達しました。

l NFS用サーバをRPCポート マッパ

に登録できませんでした。

l NFS用サーバはフェーズ2の初期

化中にNFS ドライバからエラーを

受信しました。

Windows イベ

ント ログテンプ

レート

Computer Sys_
MSWindowsServer_
TerminalServiceWarnE
rror

ターミナルサービスのイベント ログで、

重大度が注意域またはエラーのエント

リを転送します。このポリシーは、次の

エラーを検索します。

l ターミナルサーバは現在接続を受

け入れないように構成されているた

め、接続要求が拒否されました。

l 認証が失敗したので自動接続は

失敗し、ユーザはセッションに再接

続できませんでした。

Windows イベ

ント ログテンプ

レート
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

l ターミナルサービスの開始に失敗し

ました。

l ターミナルサーバは多数の不完全

な接続を受信しました。

Computer Sys_
MSWindowsServer_
WindowsLogonWarnEr
ror

Windowsログオンと初期化のイベント

ログを監視し、重大度が注意域また

はエラーのエラーログエントリを転送し

ます。このポリシーは、Windowsログ

ファイルに記録された以下のエラーを

検索します。

l Windowsのライセンスが無効で

す。

l Windowsのライセンス認証の手続

きが失敗しました。

l Windowsのログオンプロセスによっ

て、デスクトップを切り替えることが

できませんでした。

l Windowsのログオンプロセスは予

期せぬ原因により終了しました。

l Windowsのログオンプロセスによっ

て、ユーザアプリケーションを起動で

きませんでした。

l Windowsのログオンプロセスによっ

て、現在ログオンしているユーザの

プロセスを終了できませんでした。

l Windowsのログオンプロセスによっ

て、ユーザセッションを切断できませ

んでした。

Windows イベ

ント ログテンプ

レート

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 59 / 416ページ



システムインフラストラクチャ検出

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer OPC_PERL_
INCLUDE_ INSTR_
DIR

Operations Agentのxpl configネーム

スペースでのOPC_PERL_
INCLUDE_INSTR_DIRの設定に使

用されます。インフラストラクチャSPI
ポリシーでは値を TRUEに設定してく

ださい。

ノード情報テンプ

レート

Computer SISystemDiscovery ポリシーテンプレートは、ハードウェア

リソース、オペレーティングシステムの

属性、アプリケーションなどのサービス

情報を管理対象ノードから収集しま

す。

サービス自動検

出テンプレート

詳細 SAP ABAP管理テンプレート

詳細 SAP ABAP管理テンプレートは、SAP環境内のSAP ABAPシステムを監視します。次のシステム

の状況と可用性を監視できます。

SAP ABAP アプリケーション サーバ

詳細 SAP ABAP管理テンプレートにアクセスする方法

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。
BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、 [管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [ABAP 管理テンプ

レート ] > [詳細 SAP ABAP 管理テンプレート ]をクリックします。

ユーザインターフェイスの参照情報

管理テンプレート -一般

管理テンプレートの属性の概要。

UI 要素 説明

名前 ABAP管理テンプレートの名前。

説明 管理テンプレートの説明。

ID GUIバージョンを一意に特定する ID。

バージョン ID このバージョンの管理テンプレートの一意の ID。
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UI 要素 説明

バージョン 管理テンプレートの現在のバージョン。このインスタンスでは、管理テンプレート

のバージョンは 1.0。

変更ログ このバージョンの管理テンプレートで行われた新規追加または変更の内容を示

すテキスト。

管理テンプレート -トポロジビュー

管理テンプレートに割り当てるCI タイプの概要です。

UI 要素 説明

トポロジ ビュー 基本 SAP ABAP管理テンプレートは、トポロジビューにSAP_ABAP_
Deploymentを使用します。このビューには、管理テンプレートを使用して管理す

るCI タイプが含まれます。

CI タイプ 基本 SAP ABAP管理テンプレートで管理するCIのタイプ。これは、管理テンプ

レートの割り当てが可能な CIのタイプです。基本 SAP ABAP管理テンプレートに

は、SAP System CI タイプが含まれます。

管理テンプレート -アスペクト

詳細 SAP ABAP管理テンプレートには、次のアスペクトが含まれます。

SAP ABAPベース

SAP ABAPランドスケープを監視するためのベースアスペクトで、構成、スケジューラ、ロガーを含みます。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
High

なし 選択したメトリッ

クで SAP ABAP
コレクタ/アナライ

ザを 15分ごとに

実行します。

スケジュールされ

たタスク

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
Messages

なし SAP MP メッ

セージテンプ

レート (メッセージ

インターセプタ

用 )。

オープンメッセー

ジインターフェイ

ス

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_Low なし SAP ABAPコレ

クタ/アナライザを

Lowスケジュー

ルで実行しま

す。

スケジュールされ

たタスク
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
Medium

なし SAP ABAPコレ

クタ/アナライザを

Mediumスケ

ジュールで実行

します。

スケジュールされ

たタスク

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
VeryHigh

なし SAP ABAPコレ

クタ/アナライザを

VeryHighスケ

ジュールで実行

します。

スケジュールされ

たタスク

SAP ABAPバッチジョブ状況

SAPシステムで実行中のバッチジョブのステータスを監視してパフォーマンスを収集します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
BatJobMon

なし 定義された時

間間隔を超過

するSAP ABAP
バッチジョブ、定

義された時間

間隔よりも前に

終了するSAP
ABAPバッチジョ

ブ、およびスケ

ジュールされた

時刻に開始さ

れないSAP
ABAPバッチジョ

ブを監視するた

めの設定ファイ

ル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP移送 /修正システムステータス

SAP移送 /修正システムの各種パラメータを監視します。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
CTSMon

なし SAP移送 /修正

システムで各種

移送要求、タス

ク、オブジェクトを

監視するための

設定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAPダンプステータス

SAP ABAP環境で実行時エラーを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
DmpMon

なし SAP ABAPシス

テム上で発生す

る実行時エラー

を監視するため

の設定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP Idocステータス

受信および送信 Idocのステータスを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
IdocStatusMon

なし SAP ABAPシス

テム上の各種

Idocの現在のス

テータスを監視

するための設定

ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAPロックステータス

SAPシステムでデータベースロックを監視します。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
LckChkMon

なし 各種 SAP トラン

ザクションおよび

SAPレポート用

のSAP ABAP
論理ロックを管

理するエンキュー

プロセスを監視

するための設定

ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAPパフォーマンスモニタ

Oracleデータベース、ドキュメント統計、エンタープライズポータル、 ICM統計、バッチジョブ、バッファ、メモ

リ、スプール、更新ジョブ、ユーザ、統計レコード、ワークロード統計、およびワークプロセスに関するSAP
パフォーマンスメトリックを収集します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
StatRecMon

なし SAP ABAP統

計レコード パ

フォーマンスモニ

タに対するSAP
トランザクションを

指定するための

設定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
PerfMon

なし 各種 SAP MP
パフォーマンスモ

ニタからSAPパ

フォーマンスメト

リックを収集する

ための設定ファ

イル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAPプロセスおよびディスパッチャステータス

各種 SAPワークプロセスおよびABAPディスパッチャのステータスを監視します。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
ProcMon

なし SAP ABAPプロ

セスの数を監視

するための設定

ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
DispMon

なし さまざまなタイプ

のSAPワークプ

ロセスに対する

各種キューのサ

イズ、内容、ス

テータスを監視

するための設定

ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP RFC宛先ステータス

失敗した SAP RFC宛先を監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
RFCDestMon

なし SAP RFC宛先

の接続タイプや

名前に基づいて

失敗した SAP
RFC宛先を監

視するための設

定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAPセキュリティステータス

重要な SAPユーザ、SAPシステムパラメータ、セキュリティイベントのセキュリティステータスを監視しま

す。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
SecMon

なし SAP全体に影

響を及ぼす、主

要な SAPユー

ザの権限や認

可などのSAP
ABAPセキュリ

ティパラメータを

監視するための

設定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート
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SAP ABAPスプール状況

SAPシステム内の各種スプール要求のステータスを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
SplMon

なし SAP ABAPス

プーラエントリ、

エラーになったス

プール要求、印

刷要求の誤った

スプーラエントリ

の数を監視する

ための設定ファ

イル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAPシステム変更オプションステータス

SAPシステム変更オプションを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
SysChgOptMon

なし グローバル編集

ステータスフラ

グ、名前空間、

およびソフトウェ

アコンポーネント

に基づいて SAP
ABAPシステム

変更オプションを

監視するための

設定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP移送ステータス

SAPシステムで移送のインポート /エクスポートのステータスを監視します。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
TransMon

なし 正常にインポー

ト /エクスポートさ

れた SAP ABAP
移送、失敗した

インポート /エクス

ポート、確認済

み/未確認の修

復の可用性、

設定システムと

の接続 /TPテス

トを監視するた

めの設定ファイ

ル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP更新タスク状況

SAPシステム上で実行されている更新タスクのステータスを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
UpdProcMon

なし 非アクティブ状

態やエラーなど

のSAP ABAP
更新プロセスの

状態を監視する

ための設定ファ

イル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAPユーザ状況

ログインしているユーザのステータスを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
UsrMon

なし SAP ABAPのロ

グインしている

ユーザを監視す

るための設定

ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAPワークプロセス状況

SAPワークプロセスのステータスを監視します。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
WPMon

なし 実行中のワーク

プロセスや待機

中のワークプロセ

スを監視し、

Debug/Private/
No Restartなど

のワークプロセス

の各種ステータス

を確認するため

の設定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP CCMS統合

SAP CCMSモニタセットの出力を監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプレー

ト インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationSer
ver

SAPABAP_
CCMSIntegrationM
on

なし SAP CCMS監

視インフラストラ

クチャの出力を

監視するための

設定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP一時シーケンシャルファイル監視

一時シーケンシャルオブジェクトの不整合を監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
TempSeqFileMo
n

なし SAP ABAPの

一時順次オブ

ジェクトで見つ

かった不整合を

監視するための

設定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP システム状況

SAPシステムの可用性ステータスとトレースファイル/ログファイルのステータスを監視します。

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 68 / 416ページ



CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
TraceMon

なし すべてのSAP ト

レースファイルと

ログファイルで

"ERROR"を監

視するための設

定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
StatusMon

なし SAP ABAPアプ

リケーションサー

バの可用性ス

テータスを監視

するための設定

ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

インフラストラクチャのアスペクト

詳細 SAP ABAP管理テンプレートは、インフラストラクチャ要素を監視するために次のOMi MP for
Infrastructureアスペクトを使用します。

帯域幅使用量とネットワーク IOPS
帯域幅使用量とネットワーク IOPSアスペクトは、 ネットワーク内のシステムの I/O操作とパフォーマンスを

監視します。使用中の帯域幅、送信キューの長さ、平均転送バイト数 /秒に基づいて、ネットワークの

I/Oオペレーションおよびパフォーマンスを監視します。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
NetworkUsageAndPerformance

システムのネットワーク使

用率を監視し、エラー

レートと競合を表示しま

す。これにより、ネットワー

クに潜在的なボトルネック

があるかどうかを判断でき

ます。このポリシーテンプ

レートは、vMAマシンだけ

の物理 NICを監視しま

す。Windowsオペレーティ

ングシステムでは、

BYNETIF_COLLISION メ

トリックを使用できないの

で、パッケージ競合に関す

るパフォーマンスデータは

監視しません。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_PerNetifOutbyteBaseline-
AT

このポリシーは、所定の間

隔でのネットワークインター

測定値しきい値

テンプレート

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 69 / 416ページ



CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

フェイスの送信バイト率を

監視します。管理対象

ノード上の各ネットワーク

インターフェイスで発信バ

イト数を個別に監視しま

す。すべての間隔でネット

ワークインターフェイスの各

インスタンスを個別に処理

します。

Computer Sys_PerNetifInbyteBaseline-
AT

所定の間隔における個別

のネットワークインターフェ

イスの着信バイト レートを

監視します。管理対象

ノード上の各ネットワーク

インターフェイスで着信バ

イト数を個別に監視しま

す。すべての間隔でネット

ワークインターフェイスの各

インスタンスを個別に処理

します。

測定値しきい値

テンプレート

CPU パフォーマンス

CPUパフォーマンスアスペクトは、CPU使用率やCPU使用率のスパイクなど、全体的な CPUパフォー

マンスを監視します。CPUパフォーマンスの監視には、合計 CPU使用率、ユーザモードでのCPU使用

率、システムモードでのCPU使用率、割り込み率が使用されます。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_CPUSpikeCheck プロセッサパ

フォーマンスのばら

つきを監視しま

す。CPUスパイク

とは、CPU使用

率が急増した直

後に低減する現

象です。このポリ

シーテンプレート

は、ユーザモード

とシステムモード

で消費したCPU
時間を監視しま

す。また、CPUが

ビジー状態の

CPU時間の合

計も監視します。

測定値しきい値

テンプレート
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_GlobalCPUUtilization-AT 管理対象ノード

上のCPUのパ

フォーマンスを監

視し、すべての

CPUの使用率

がしきい値に違

反している場

合、アラートを送

信します。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_PerCPUUtilization-AT 管理対象ノード

上の各 CPUの

使用率を監視し

ます。すべての間

隔で各 CPU イン

スタンスを個別に

処理します。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_RunQueueLengthMonitor-AT CPUの実行

キューで待機中

のプロセス数を監

視し、実行キュー

内のプロセス数が

しきい値レベルに

違反している場

合にアラートを送

信します。

測定値しきい値

テンプレート

メモリとスワップの使用量

メモリとスワップの使用量アスペクトは、システムのメモリパフォーマンスを監視します。メモリパフォーマンス

の監視は、メモリ使用率 (割合 )、スワップ領域使用率 (割合 )、使用可能な空きメモリ (MB)、使用可

能な空きスワップ領域 (MB)に基づき行われます。
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
MSWindowsNonPagedPoolUtilization-
AT

非ページプールの

メモリを監視しま

す。非ページプー

ルは、ディスクが使

用中ではない場合

でも書き込むことが

できないオブジェク

トのための物理シ

ステムメモリの領域

です。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_
MSWindowsPagedPoolUtilization-AT

ページプールのメモ

リを監視します。

ページプールは、

ディスクが使用中で

はない場合に書き

込むことができるオ

ブジェクトのための

物理システムメモリ

の領域です。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_MemoryUsageAndPerformance このポリシーテンプ

レートはシステムの

メモリ使用率を監

視し、メモリにボト

ルネックがあるかどう

かを判断するため

のエラーレートと競

合を表示します。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_MemoryUtilization-AT グローバルメモリ使

用率を監視しま

す。メモリ使用率

は、当該間隔にお

ける使用中の物理

メモリの割合です。

これには、カーネル

によって占有される

システムメモリ、バッ

ファキャッシュ、ユー

ザメモリが含まれま

す。

測定値しきい値

テンプレート
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_SwapCapacityMonitor このポリシーテンプ

レートは、システム

のスワップ領域使

用率を監視しま

す。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_SwapUtilization-AT 管理対象ノードで

システムによって使

用されるグローバル

スワップ領域を監

視します。

測定値しきい値

テンプレート

リモート ディスク領域使用量

リモート ディスク領域使用量アスペクトは、リモート ディスク領域の使用率を監視します。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer、
FileSystem

Sys_
LinuxCifsUtilizationMonitor

このポリシーテンプレートは、

Linuxプラットフォーム上の

CIFS リモート ファイルシステム

の領域使用率レベルを監視し

ます。

測定値しきい値

テンプレート

Computer、
FileSystem

Sys_
LinuxNfsUtilizationMonitor

このポリシーテンプレートは、

Linuxプラットフォーム上のNFS
リモート ファイルシステムの領

域使用率レベルを監視しま

す。

測定値しきい値

テンプレート

空き領域とディスク IOPS
空き領域とディスク IOPSアスペクトは、システムのディスク I/O操作と領域使用率を監視します。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
FileSystemUtilizationMonitor

ノード上のファイルシステムの

使用率を監視します。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_
PerDiskAvgServiceTime-AT

ディスク I/Oサービス時間を監

視します。ディスク平均サービ

ス時間は、所定の時間内に

各ディスク要求の処理にディ

スクが費やした時間です。こ

のポリシーでは、ノードのHP
Performance Agentが必要

測定値しきい値

テンプレート
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

です。

Computer Sys_PerDiskUtilization-AT ディスクのマルチインスタンス

ベースラインを決定します。

ディスク使用率は、システム

でディスクが要求処理中状

態だった時間の割合です。

測定値しきい値

テンプレート

システムインフラストラクチャ検出

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer OPC_PERL_
INCLUDE_ INSTR_
DIR

Operations Agentのxpl configネーム

スペースでのOPC_PERL_
INCLUDE_INSTR_DIRの設定に使

用されます。インフラストラクチャSPI
ポリシーでは値を TRUEに設定してく

ださい。

ノード情報テンプ

レート

Computer SISystemDiscovery ポリシーテンプレートは、ハードウェア

リソース、オペレーティングシステムの

属性、アプリケーションなどのサービス

情報を管理対象ノードから収集しま

す。

サービス自動検

出テンプレート

OMi MP for Infrastructureアスペクトについての詳細は、OMi MP for Infrastructure Aspects Online Help
を参照してください。

基本 SAP J2EE管理テンプレート

基本 SAP J2EE管理テンプレートは、SAP J2EE要求、システムとアプリケーションスレッド プール、メモ

リ、トランザクションステータスを監視します。SAP J2EEアプリケーションサーバの状況と可用性を監視で

きます。

基本 SAP J2EE管理テンプレートにアクセスする方法

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。
BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、 [管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [JAVA 管理テンプ

レート ] > [基本 SAP J2EE 管理テンプレート ]
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ユーザインターフェイスの参照情報

管理テンプレート -一般

管理テンプレートの属性の概要。

UI 要素 説明

トポロジ ビュー 基本 SAP ABAP管理テンプレートは、トポロジビューにSAP_ABAP_
Deploymentを使用します。このビューには、管理テンプレートを使用して管理す

るCI タイプが含まれます。

CI タイプ 基本 SAP ABAP管理テンプレートで管理するCIのタイプ。これは、管理テンプ

レートの割り当てが可能な CIのタイプです。基本 SAP ABAP管理テンプレートに

は、SAP System CI タイプが含まれます。

管理テンプレート -トポロジビュー

管理テンプレートに割り当てるCI タイプの概要です。

UI 要素 説明

トポロジ ビュー SAP_Deploymentは、基本 SAP J2EE管理テンプレートのトポロジビューです。

このビューには、管理テンプレートを使用して管理するCI タイプが含まれます。

CI タイプ 基本 SAP J2EE管理テンプレートで管理するCIのタイプ。これは、管理テンプ

レートの割り当てが可能な CIのタイプです。基本 SAP J2EE管理テンプレートに

は、SAP System CI タイプが含まれます。

管理テンプレート -アスペクト

基本 SAP J2EE管理テンプレートには、次のアスペクトが含まれます。

SAP J2EEアプリケーションスレッド プールパフォーマンス

SAP J2EEシステムのアプリケーションスレッド プールのパフォーマンスを監視します。このアスペクトは SAP
のバージョンによって異なるメトリックをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0226

なし スレッド プール

の最小サイ

ズ。

ConfigFile
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CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0219

ApplicationThreadPoolUtili
zation:高 /
ApplicationThreadPoolUtili
zation:正常域

アプリケーショ

ンスレッド

プール -スレッ

ド プールの使

用率

測定値しきい

値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0229

なし 待機中のタス

クキューオー

バーフロー。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0031

なし アプリケーショ

ンスレッド

プールの最大

サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0227

ApplicationThreadPoolUtili
zation:高 /
ApplicationThreadPoolUtili
zation:正常域

アプリケーショ

ンスレッド

プール -スレッ

ド プールの収

容率

測定値しきい

値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0221

なし アクティブなス

レッド数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0034

なし アクティブなア

プリケーション

スレッド プール

サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0033

なし 現在のアプリ

ケーションス

レッド プール

サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0036

なし アプリケーショ

ンスレッド

プールの待機

中のタスク

キューサイ

ズ。

ConfigFile
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CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0032

なし 初期のアプリ

ケーションス

レッド プール

サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0223

なし 初期のスレッ

ド プールサイ

ズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0225

なし 待機中のタス

クキューの最

大サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0220

ApplicationThreadPoolUtili
zation:高 /
ApplicationThreadPoolUtili
zation:正常域

アプリケーショ

ンスレッド

プール -待機

中のタスクの

使用率

測定値しきい

値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0228

なし 待機中のタス

ク数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0222

なし 現在のスレッ

ド プールサイ

ズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0224

なし スレッド プール

の最大サイ

ズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0218

ApplicationThreadPoolUtili
zation:高 /
ApplicationThreadPoolUtili
zation:正常域

アプリケーショ

ンスレッド

プール -使用

率

測定値しきい

値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0030

なし アプリケーショ

ンスレッド

プールの最小

サイズ。

ConfigFile
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CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0035

なし アプリケーショ

ンスレッド

プールの待機

中のタスク

数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0037

なし アプリケーショ

ンスレッド

プールの待機

中のタスク

キューオー

バーフロー。

ConfigFile

SAP J2EE ベース

SAPランドスケープを監視するためのベースアスペクトで、設定、スケジューラ、ロガーを含みます。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
VeryHigh

なし SAP J2EEコレ

クタ/アナライザを

VeryHighスケ

ジュールごとに実

行します。

スケジュールされ

たタスク

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_Low なし SAP J2EEコレ

クタ/アナライザを

Lowスケジュー

ルごとに実行し

ます。

スケジュールされ

たタスク

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
Medium

なし SAP J2EEコレ

クタ/アナライザを

Mediumスケ

ジュールごとに実

行します。

スケジュールされ

たタスク

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_High なし 選択したメトリッ

クで SAP J2EE
コレクタ/アナライ

ザを 15分ごとに

実行します。

スケジュールされ

たタスク
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
Messages

なし SAP MP メッ

セージテンプ

レート (メッセージ

インターセプタ

用 )。

オープンメッセー

ジインターフェイ

ス

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
NWStatus

なし SAP J2EEアプ

リケーションサー

バのステータスと

可用性。

スケジュールされ

たタスク

SAP J2EE 構成

J2EEアプリケーションサーバCIに対する設定を収集します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
Configuration

なし SAP J2EE構

成の詳細。

ConfigFile

SAP J2EE Http プロバイダパフォーマンス

HTTPプロバイダでの要求のパフォーマンスを監視します。このアスペクトは SAPのバージョンによって異な

るメトリックをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2014 なし HTTPプロバイダ

でのオープン接

続の要求スキッ

プ数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2215 なし すべての要求数 ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2216 なし HTTPプロバイダ

-アクティブなス

レッド数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2018 なし HTTPプロバイダ

の要求応答時

間の平均

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2186 なし HTTPプロバイダ

のすべての要求

数の合計

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2017 なし HTTPプロバイダ

の要求数の合

計

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2217 なし HTTPプロバイダ

-スレッド インプ

ロセス率

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2012 なし HTTPプロバイダ

でのオープン接

続の要求読み

取り数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2011 なし HTTPプロバイダ

のオープン接続

数の合計

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2013 なし HTTPプロバイダ

でのオープン接

続の応答読み

取り数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2016 なし HTTPプロバイダ

の接続あたりの

要求数の平均

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2015 なし HTTPプロバイダ

のキープアライブ

待機接続数

測定値しきい値

SAP J2EE メモリステータス

J2EE メモリのステータスとSAPシステムのタイムアウト パラメータを監視します。このアスペクトは SAPの

バージョンによって異なるメトリックをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2010 なし 使用済みメモ

リ。

ConfigFile
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2201 なし 割り当て済みメ

モリ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2203 なし 使用済みメモ

リ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2202 なし 空きメモリ。 ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2008 なし 割り当て済みメ

モリ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2204 なし タイムアウト - 1
分あたりの推定

頻度

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2009 なし 空きメモリ。 ConfigFile

SAP J2EE システムスレッド プールパフォーマンス

Javaアプリケーション応答時間測定要求のパフォーマンスを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0215

SystemThreadPoolUtiliz
ation:高 /
SystemThreadPoolUtiliz
ation:正常域

システムスレッ

ド プール -ス
レッド プールの

収容率。

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0024

なし 初期のシステ

ムスレッド プー

ルサイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0027

なし システムスレッ

ド プールの待

機中のタスク

数。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0028

なし システムスレッ

ド プールの待

機中のタスク

キューサイズ。

ConfigFile
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0025

なし 現在のシステ

ムスレッド プー

ルサイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0214

なし スレッド プール

の最小サイ

ズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0022

なし システムスレッ

ド プールの最

小サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0208

なし システムスレッ

ド プール -待
機中のタスク

の使用率。

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0206

SystemThreadPoolUtiliz
ation:高 /
SystemThreadPoolUtiliz
ation:正常域

システムスレッ

ド プール -使
用率。

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0207

なし システムスレッ

ド プール -ス
レッド プールの

使用率。

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0211

なし 初期のスレッド

プールサイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0023

なし システムスレッ

ド プールの最

大サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0029

なし システムスレッ

ド プールの待

機中のタスク

キューオー

バーフロー。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0209

なし アクティブなス

レッド数。

ConfigFile
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0026

なし システムスレッ

ド プールのアク

ティブスレッド

数。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0212

なし スレッド プール

の最大サイ

ズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0213

なし 待機中のタス

クキューの最

大サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0217

なし 待機中のタス

クキューオー

バーフロー。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0210

なし 現在のスレッド

プールサイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0216

なし 待機中のタス

ク数。

ConfigFile

SAP J2EE トランザクション ステータス

各種トランザクションのステータスを監視します。このアスペクトは SAP 7.1以降のバージョンをサポートしま

す。

CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplicatio
nServer

SAPJ2EE_
2221

なし CommittedTransaction
sCount。

ConfigFile

SapJ2eeApplicatio
nServer

SAPJ2EE_
2223

なし RolledBackTransaction
sCount。

ConfigFile

SapJ2eeApplicatio
nServer

SAPJ2EE_
2224

なし SuspendedTransaction
sCount。

ConfigFile

SapJ2eeApplicatio
nServer

SAPJ2EE_
2222

なし OpenTransactionsCou
nt。

ConfigFile
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CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplicatio
nServer

SAPJ2EE_
2226

J2EETransactionSucc
essRate:低 /
J2EETransactionSucc
essRate:正常域

トランザクション -成功

率

測定値しき

い値

SapJ2eeApplicatio
nServer

SAPJ2EE_
2225

なし TimedOutTransactions
Count。

ConfigFile

SAP J2EE Web コンテナ パフォーマンス

Webコンテナのパフォーマンスを監視します。このアスペクトは SAPのバージョンによって異なるメトリックを

サポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2188

なし Webコンテナ内

の現在のセキュリ

ティセッション数

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2190

なし Webコンテナ内

のタイムアウトし

たセキュリティセッ

ション数

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2189

なし Webコンテナ内

のタイムアウトし

たHTTPセッショ

ン数

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2187

なし Webコンテナ内

の現在のHTTP
セッション数

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2206

なし AllRequestsCou
nt

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2191

なし Webコンテナ内

のすべての要求

数の合計

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2205

なし Webコンテナ -処
理時間の平均

測定値しきい

値

SAP JARM 要求パフォーマンス

Javaアプリケーション応答時間測定要求のパフォーマンスを監視します。
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CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4001

なし JARM要求

数

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4005

JARMRequestsAverageCPUT
ime:高 /
JARMRequestsAverageCPUT
ime:正常域

JARM要求

に対する

CPU時間の

平均

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4206

なし 要求数 測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4002

なし 1秒あたりの

JARM要求

数

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4003

なし すべての

JARM要求

によるコン

ポーネント呼

び出し数

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4004

JARMRequestsAverageResp
onseTime:高 /
JARMRequestsAverageResp
onseTime:正常域

JARM要求

の応答時間

の平均

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4205

なし コンポーネン

ト呼び出し

数

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4201

JARMRequestsAverageResp
onseTime:高 /
JARMRequestsAverageResp
onseTime:正常域

J2EEエンジ

ンの応答時

間の平均

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4204

なし 送信データ

の平均

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4202

なし 1秒あたりの

要求数

測定値しき

い値
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CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4006

なし JARM要求

に対する送

信データの

平均

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4203

JARMRequestsAverageCPUT
ime:高 /
JARMRequestsAverageCPUT
ime:正常域

CPU時間の

平均

測定値しき

い値

基本 SAP J2EE管理テンプレートは、インフラストラクチャ要素を監視するために次のOMi MP for
Infrastructureアスペクトを使用します。

リソースボトルネック診断

リソースボトルネック診断アスペクトは、CPU、メモリ、ネットワークおよびディスクなどのシステムリソースの

混雑やボトルネックとなっている状態を特定します。CPUのボトルネック監視は、グローバルCPU使用率

と負荷平均 (実行キューの長さ)に基づいて行われます。メモリボトルネックの監視は、メモリ使用率、使

用可能な空き容量、メモリスワップアウト率に基づいて行われます。ファイルシステムの監視は、ノード上

の最もビジーなファイルシステムの領域使用率に基づいて行われます。ネットワークの監視は、パケット衝

突率、パケット エラー率、送信キューの長さに基づいて行われます。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_CPUBottleneckDiagnosis CPU使用率のしきい値

超過、プロセッサのキュー

の長さ、オペレーティング

システムで稼働するCPU
の合計数などのCPUボ

トルネックを検出します。

たとえば、キューで CPU
時間を待っているプロセス

数がしきい値を超え、

CPU使用率もしきい値

を超えた場合、ポリシー

はアラートを送信します。

メッセージには、CPU使

用率が高い上位 10位ま

でのプロセスの一覧も表

示されます。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_DiskPeakUtilMonitor このポリシーテンプレート

は、システムのディスク使

用率レベルを監視しま

す。使用率レベルが最大

かどうかをチェックします。

測定値しきい値

テンプレート
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
MemoryBottleneckDiagnosis

このポリシーテンプレート

は、物理メモリの使用率

とボトルネックを監視しま

す。メモリ使用率が高く、

使用可能なメモリ容量が

非常に少なくなると、メモ

リボトルネックの状態にな

ります。メモリボトルネック

が発生すると、システムの

処理速度が低下し、全

体的なパフォーマンスに影

響を与えます。メモリ消費

量が高いとページアウトが

過剰に発生し、ページ走

査率やスワップアウト バイ

ト率、ページの要求率が

高くなります。最終的に

は、システムの処理速度

が低下します。メッセージ

には、メモリ使用率が高

い上位 10位までのプロセ

スの一覧も表示されま

す。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_
NetworkInterfaceErrorDiagnosis

システムのネットワーク使

用率を監視し、潜在的

なネットワークのボトルネッ

クまたはエラーをチェックし

ます。

測定値しきい値

テンプレート

システムフォールト分析

システムフォールト分析アスペクトは、クリティカルなエラー条件とその説明が記録されたカーネルログファ

イル、ブート ログファイル、イベント ログファイルを監視します。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_LinuxKernelLog カーネルログファイル/var/log/を監

視し、カーネルサービスに障害が発生

した場合に警告を送信します。カーネ

ルログファイルで、<*>
kernel:<@.service>:<*.msg>
failed のパターンと一致するエラー条

件をチェックします。一致するものが見

つかった場合、この条件から重大度が

警戒域の警告が送信されます。

ログファイルエ

ントリテンプレー

ト
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_LinuxBootLog ブート ログファイル

/var/log/boot.logを監視し、システ

ムブート エラーが発生した場合に警

告を送信します。以下の条件をチェッ

クします。

l サービスの開始失敗 -ブート ログ

ファイルで、<*>
<@.service>:<@.daemon>
startup failed のパターンと一

致するエラー条件をチェックします。

一致するものが見つかった場合、こ

の条件から重大度が警戒域の警

告が送信されます。

l サービスの失敗 -ログファイルで、

<*> <@.service>:<*.msg>
failed のパターンと一致するエ

ラー条件をチェックします。一致する

ものが見つかった場合、この条件か

ら重大度が危険域の警告が送信

されます。

ログファイルエ

ントリテンプレー

ト

Computer Sys_LinuxSecureLog セキュリティで保護されたログインが失

敗した場合、ユーザにアラートを送信

します。<*> sshd :Failed password
for <@.user> from <*.host> port
<#> ssh2と一致するエラー状態がな

いかチェックします。一致するものが見

つかった場合、この条件から重大度が

注意域の警告が送信されます。

ログファイルエ

ントリテンプレー

ト

Computer Sys_AIXErrptLog errptログファイル

/var/opt/OV/tmp/sispi/errpt.log
を監視し、エラーログのエントリからエ

ラーレポートを作成します。errptログ

ファイルの列ごとに、<@.errcode>
<2#.mo><2#.dd><2#.hh><2#.mm><2#
.yy> <@> <@> <@.object>
<*.msgtext>と一致するエラー状態が

ないかチェックします。一致するものが

見つかった場合、この条件から重大度

が注意域の警告が送信されます。

ログファイルエ

ントリテンプレー

ト

Computer Sys_
MSWindowsServer_

Microsoft DNSサーバサービスと関連 Windows イベ

ント ログテンプ
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

DNSWarnError プロセスのログファイルを監視し、重大

度が注意域またはエラーのログエントリ

を転送します。このポリシーは、DNSロ

グファイルに記録された以下のエラーを

検索します。

l DNSサーバは、リソースレコード用

にメモリを割り当てることができませ

んでした。

l DNSサーバは、利用可能なメモリ

が不足していたためクライアント要

求を処理できませんでした。

l DNSサーバは、ゾーン転送スレッド

を作成できませんでした。

l DNSサーバにファイル書き込みエ

ラーが発生しました。

l DNSサーバは、リモート プロシー

ジャコール (RPC)サービスを初期

化できませんでした。

レート

Computer Sys_
MSWindowsServer_
DHCPWarnError

DHCPイベント ログを監視し、重大度

が注意域またはエラーのイベント ログ

エントリを転送します。このポリシーは、

次のエラーを検索します。

l IashlprがNPSサービスと通信でき

ません。

l スコープまたはスーパースコープの

BOOTPクライアントに使用できる

IPアドレスはありません。

l DHCPサーバが、クライアントの

NAPアクセス状態を判定するため

にNPSサーバにアクセスできませ

ん。

l スコープまたはスーパースコープの

リースに使用できる IPアドレスはあ

りません。

l DHCPサービスは監査ログの初期

化に失敗しました。

Windows イベ

ント ログテンプ

レート
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

l ローカルコンピュータの

DHCP/BINLサービスは、開始権

限がないと判断しました。

l このワークグループサーバの

DHCP/BINLサービスは、 IPアドレ

スを持つ別のサーバを検出しまし

た。

l DHCPサービスはDHCPのレジス

トリ構成の復元に失敗しました。

l DHCPサービスはレジストリからグ

ローバルBOOTPファイル名を読み

取ることができませんでした。

l アクティブなインターフェイスがないた

め、DHCPサービスはクライアントに

サービスを提供していません。

l DHCPサーバにバインドされた静

的 IPアドレスがありません。

l DHCPサーバサービスはサービスコ

ントローラへの登録に失敗しまし

た。

l DHCPサーバサービスはレジストリ

パラメータの初期化に失敗しまし

た。

Computer Sys_
MSWindowsServer_
NFSWarnError

NFSイベント ログを監視し、重大度が

注意域またはエラーのイベント ログエ

ントリを転送します。このポリシーは、

次のエラーを検索します。

l ディスクの空き領域が少ないことを

検出し、NFSサーバは監査の記

録を停止しました。

l 監査ログが最大ファイルサイズに

達しました。

l NFS用サーバをRPCポート マッパ

に登録できませんでした。

l NFS用サーバはフェーズ2の初期

Windows イベ

ント ログテンプ

レート
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

化中にNFS ドライバからエラーを

受信しました。

Computer Sys_
MSWindowsServer_
TerminalServiceWarnE
rror

ターミナルサービスのイベント ログで、

重大度が注意域またはエラーのエント

リを転送します。このポリシーは、次の

エラーを検索します。

l ターミナルサーバは現在接続を受

け入れないように構成されているた

め、接続要求が拒否されました。

l 認証が失敗したので自動接続は

失敗し、ユーザはセッションに再接

続できませんでした。

l ターミナルサービスの開始に失敗し

ました。

l ターミナルサーバは多数の不完全

な接続を受信しました。

Windows イベ

ント ログテンプ

レート

Computer Sys_
MSWindowsServer_
WindowsLogonWarnEr
ror

Windowsログオンと初期化のイベント

ログを監視し、重大度が注意域また

はエラーのエラーログエントリを転送し

ます。このポリシーは、Windowsログ

ファイルに記録された以下のエラーを

検索します。

l Windowsのライセンスが無効で

す。

l Windowsのライセンス認証の手続

きが失敗しました。

l Windowsのログオンプロセスによっ

て、デスクトップを切り替えることが

できませんでした。

l Windowsのログオンプロセスは予

期せぬ原因により終了しました。

l Windowsのログオンプロセスによっ

て、ユーザアプリケーションを起動で

きませんでした。

Windows イベ

ント ログテンプ

レート
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

l Windowsのログオンプロセスによっ

て、現在ログオンしているユーザの

プロセスを終了できませんでした。

l Windowsのログオンプロセスによっ

て、ユーザセッションを切断できませ

んでした。

システムインフラストラクチャ検出

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer OPC_PERL_
INCLUDE_ INSTR_
DIR

Operations Agentのxpl configネーム

スペースでのOPC_PERL_
INCLUDE_INSTR_DIRの設定に使

用されます。インフラストラクチャSPI
ポリシーでは値を TRUEに設定してく

ださい。

ノード情報テンプ

レート

Computer SISystemDiscovery ポリシーテンプレートは、ハードウェア

リソース、オペレーティングシステムの

属性、アプリケーションなどのサービス

情報を管理対象ノードから収集しま

す。

サービス自動検

出テンプレート

OMi MP for Infrastructureアスペクトについての詳細は、OMi MP for Infrastructure Aspects Online Help
を参照してください。

詳細 SAP J2EE管理テンプレート

詳細 SAP J2EE管理テンプレートは、SAP J2EEアプリケーションサーバの可用性、SAP J2EE要求、

システムとアプリケーションスレッド プール、メモリ、トランザクション、ポート、JMX、EJB、セッション、コネクタ

サービスを監視します。

SAP J2EEアプリケーションサーバの状況と可用性を監視できます。

詳細 SAP J2EE管理テンプレートにアクセスする方法

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。
BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、 [管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [JAVA 管理テンプ

レート ] > [詳細 SAP J2EE 管理テンプレート ]をクリックします。
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ユーザインターフェイスの参照情報

管理テンプレート -一般

管理テンプレートの属性の概要。

UI 要素 説明

トポロジ ビュー 基本 SAP ABAP管理テンプレートは、トポロジビューにSAP_ABAP_
Deploymentを使用します。このビューには、管理テンプレートを使用して管理す

るCI タイプが含まれます。

CI タイプ 基本 SAP ABAP管理テンプレートで管理するCIのタイプ。これは、管理テンプ

レートの割り当てが可能な CIのタイプです。基本 SAP ABAP管理テンプレートに

は、SAP System CI タイプが含まれます。

管理テンプレート -トポロジビュー

管理テンプレートに割り当てるCI タイプの概要です。

UI 要素 説明

トポロジ ビュー SAP_Deploymentは、基本 SAP J2EE管理テンプレートのトポロジビューです。

このビューには、管理テンプレートを使用して管理するCI タイプが含まれます。

CI タイプ 基本 SAP J2EE管理テンプレートで管理するCIのタイプ。これは、管理テンプ

レートの割り当てが可能な CIのタイプです。基本 SAP J2EE管理テンプレートに

は、SAP System CI タイプが含まれます。

管理テンプレート -アスペクト

詳細 SAP J2EE管理テンプレートには、次のアスペクトが含まれます。

SAP J2EEアプリケーションスレッド プールパフォーマンス

SAP J2EEシステムのアプリケーションスレッド プールのパフォーマンスを監視します。このアスペクトは SAP
のバージョンによって異なるメトリックをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0226

なし スレッド プール

の最小サイ

ズ。

ConfigFile
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CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0219

ApplicationThreadPoolUtili
zation:高 /
ApplicationThreadPoolUtili
zation:正常域

アプリケーショ

ンスレッド

プール -スレッ

ド プールの使

用率

測定値しきい

値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0229

なし 待機中のタス

クキューオー

バーフロー。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0031

なし アプリケーショ

ンスレッド

プールの最大

サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0227

ApplicationThreadPoolUtili
zation:高 /
ApplicationThreadPoolUtili
zation:正常域

アプリケーショ

ンスレッド

プール -スレッ

ド プールの収

容率

測定値しきい

値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0221

なし アクティブなス

レッド数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0034

なし アクティブなア

プリケーション

スレッド プール

サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0033

なし 現在のアプリ

ケーションス

レッド プール

サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0036

なし アプリケーショ

ンスレッド

プールの待機

中のタスク

キューサイ

ズ。

ConfigFile
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CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0032

なし 初期のアプリ

ケーションス

レッド プール

サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0223

なし 初期のスレッ

ド プールサイ

ズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0225

なし 待機中のタス

クキューの最

大サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0220

ApplicationThreadPoolUtili
zation:高 /
ApplicationThreadPoolUtili
zation:正常域

アプリケーショ

ンスレッド

プール -待機

中のタスクの

使用率

測定値しきい

値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0228

なし 待機中のタス

ク数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0222

なし 現在のスレッ

ド プールサイ

ズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0224

なし スレッド プール

の最大サイ

ズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0218

ApplicationThreadPoolUtili
zation:高 /
ApplicationThreadPoolUtili
zation:正常域

アプリケーショ

ンスレッド

プール -使用

率

測定値しきい

値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0030

なし アプリケーショ

ンスレッド

プールの最小

サイズ。

ConfigFile

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 95 / 416ページ



CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0035

なし アプリケーショ

ンスレッド

プールの待機

中のタスク

数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0037

なし アプリケーショ

ンスレッド

プールの待機

中のタスク

キューオー

バーフロー。

ConfigFile

SAP J2EEベース

SAPランドスケープを監視するためのベースアスペクトで、設定、スケジューラ、ロガーを含みます。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
VeryHigh

なし SAP J2EEコレ

クタ/アナライザを

VeryHighスケ

ジュールごとに実

行します。

スケジュールされ

たタスク

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_Low なし SAP J2EEコレ

クタ/アナライザを

Lowスケジュー

ルごとに実行し

ます。

スケジュールされ

たタスク

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
Medium

なし SAP J2EEコレ

クタ/アナライザを

Mediumスケ

ジュールごとに実

行します。

スケジュールされ

たタスク

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_High なし 選択したメトリッ

クで SAP J2EE
コレクタ/アナライ

ザを 15分ごとに

実行します。

スケジュールされ

たタスク
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
Messages

なし SAP MP メッ

セージテンプ

レート (メッセージ

インターセプタ

用 )。

オープンメッセー

ジインターフェイ

ス

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
NWStatus

なし SAP J2EEアプ

リケーションサー

バのステータスと

可用性。

スケジュールされ

たタスク

SAP J2EEクラスタマネージャ -メッセージサーバ通信レイヤパフォーマンス

クラスタマネージャでメッセージサーバの通信レイヤを監視します。このアスペクトは SAPのバージョンに

よって異なるメトリックをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0066 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて設定マ

ネージャから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0230 なし メッセージ処理

時間の平均

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0081 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてデプロイメ

ント サービスから

受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0041 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてキャッシュ

マネージャから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0062 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて Servlet
JSPサービスか

ら送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0038 なし J2EEクラスタの

現在のメッセー

ジコンテキストの

プールサイズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0051 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて Telnet
サービスから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0071 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて IIOP
ポートから受信

した合計バイト

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0053 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて JMSプロ

バイダから送信

された合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0069 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてサービス

マネージャの内

部接続から受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0045 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて IIOP
ポートから送信

された合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0087 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてWeb
Dynproサービス

から受信した合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0057 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてコネクタ

サービスから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0074 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてWeb
サービスから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0070 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて P4ポート

から受信した合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0084 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて指定され

たサービスから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0043 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてサービス

マネージャの内

部接続から送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0078 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて JMX
サービスから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0047 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてシェル

サービスから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0076 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて JMX通

知サービスから

受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0086 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてセキュリ

ティサービスから

受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0083 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてコネクタ

サービスから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0050 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて JMX通

知サービスから

送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0079 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて JMSプロ

バイダから受信

した合計バイト

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0056 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてネーミング

サービスから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0085 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて SAPセ

キュリティコア

ユーザ管理エン

ジンサービスから

受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0068 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてサービス

マネージャのデプ

ロイメント ディス

トリビュータから

受信した合計

バイト数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0088 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて Servlet
JSPサービスか

ら受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0080 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて HTTP
ポートから受信

した合計バイト

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0072 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて SLDサー

ビスから受信し

た合計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0042 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてサービス

マネージャのデプ

ロイメント ディス

トリビュータから

送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0054 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて HTTP
ポートから送信

された合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0075 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて Log
Configuratorか
ら受信した合計

バイト数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0089 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて RFCエン

ジンサービスから

受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0049 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて Log
Configuratorか
ら送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0044 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて P4ポート

から送信された

合計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0040 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて設定マ

ネージャから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0090 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてアプリケー

ショントレース

サービスから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0060 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてセキュリ

ティサービスから

送信された合

計バイト数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0055 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてデプロイメ

ント サービスから

送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0048 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてWeb
サービスから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0061 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてWeb
Dynproサービス

から送信された

合計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0059 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて SAPセ

キュリティコア

ユーザ管理エン

ジンサービスから

送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0067 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてキャッシュ

マネージャから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0052 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて JMX
サービスから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0058 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて指定され

たサービスから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0046 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて SLDサー

ビスから送信さ

れた合計バイト

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0091 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて

PRTBridgeサー

ビスから受信し

た合計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0082 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてネーミング

サービスから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0073 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてシェル

サービスから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0077 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて Telnet
サービスから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0065 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて

PRTBridgeサー

ビスから送信さ

れた合計バイト

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0064 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてアプリケー

ショントレース

サービスから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0039 なし J2EEクラスタの

メッセージコンテ

キストの処理時

間の平均

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0063 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて RFCエン

ジンサービスから

送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SAP J2EEクラスタマネージャ -セッション通信レイヤパフォーマンス

クラスタマネージャでセッション通信レイヤを監視します。このアスペクトは SAPのバージョンによって異なる

メトリックをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0106 なし セッション通信レ

イヤを通じて

IIOPサービスか

ら送信された合

計バイト数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0096 なし セッション通信レ

イヤ内のHTTP
メッセージキュー

の現在のサイズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0104 なし セッション通信レ

イヤを通じて

JMSプロバイダ

サービスから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0103 なし セッション通信レ

イヤを通じて

HTTPサービス

から送信された

合計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0111 なし セッション通信レ

イヤを通じて

JMSプロバイダ

サービスから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0097 なし セッション通信レ

イヤ内のJMSプ

ロバイダメッセー

ジキューの現在

のサイズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0109 なし セッション通信レ

イヤを通じて

Telnetサービス

から受信した合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0110 なし セッション通信レ

イヤを通じて

HTTPサービス

から受信した合

計バイト数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0231 なし セッション処理

時間の平均

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0095 なし セッション通信レ

イヤ内のTelnet
メッセージキュー

の現在のサイズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0102 なし セッション通信レ

イヤを通じて

Telnetサービス

から送信された

合計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0105 なし セッション通信レ

イヤを通じて

Webサービスか

ら送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0094 なし セッション通信レ

イヤ内の内部

メッセージキュー

の現在のサイズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0092 なし セッションキュー

の最大サイズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0100 なし セッション通信レ

イヤを通じて P4
ポート サービスか

ら送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0093 なし セッション通信レ

イヤ内のP4メッ
セージキューの

現在のサイズ

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0098 なし セッション通信レ

イヤ内のWeb
サービスメッセー

ジキューの現在

のサイズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0108 なし セッション通信レ

イヤを通じて内

部サービスから

受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0101 なし セッション通信レ

イヤを通じて内

部サービスから

送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0099 なし セッション通信レ

イヤ内の IIOP
メッセージキュー

の現在のサイズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0113 なし セッション通信レ

イヤを通じて

IIOPサービスか

ら受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0107 なし セッション通信レ

イヤを通じて P4
ポート サービスか

ら受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0112 なし セッション通信レ

イヤを通じて

Webサービスか

ら受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SAP J2EE構成

J2EEアプリケーションサーバCIに対する設定を収集します。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
Configuration

なし SAP J2EE構

成の詳細。

ConfigFile

SAP J2EE設定マネージャおよびクラスローダパフォーマンス

設定マネージャのキャッシュヒット率とコミット期間のパラメータおよびクラスローダ数を監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0002 なし コミット期間 測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0233 CacheHitRate:
高 /
CacheHitRate:
正常域

設定マネージャ -
キャッシュヒット

率

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0234 なし 設定マネージャ -
コミット期間

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0232 なし クラスローダ数 測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0001 CacheHitRate:
高 /
CacheHitRate:
正常域、

CacheHitRate:
高 /
CacheHitRate:
正常域

キャッシュヒット

率

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0012 なし クラスローダ数 測定値しきい値

SAP J2EE接続マニピュレータパフォーマンス

接続マニピュレータの各種ポートでの接続数を監視します。このアスペクトは SAPバージョン 7.0および

SAP 7.0xのみをサポートします。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0021 なし 接続マニピュ

レータの可能な

最大接続数

(ディスパッチャ)。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0015 なし 接続マニピュ

レータのP4接
続数 (ディスパッ

チャ)。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0016 なし 接続マニピュ

レータの IIOP接

続数 (ディスパッ

チャ)。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0020 なし 接続マニピュ

レータのプール

内の空き接続

数 (ディスパッ

チャ)。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0013 なし 接続マニピュ

レータの接続数

の合計 (ディス

パッチャ)。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0018 なし 接続マニピュ

レータのTelnet
接続数 (ディス

パッチャ)。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0014 なし 接続マニピュ

レータのHTTP
接続数 (ディス

パッチャ)。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0017 なし 接続マニピュ

レータのJMS接

続数 (ディスパッ

チャ)。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0019 なし 接続マニピュ

レータのその他

の接続数 (ディ

スパッチャ)。

ConfigFile
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SAP J2EEコネクタサービスパフォーマンス

各種リソースアダプタの管理対象接続を監視します。このアスペクトは SAPバージョン 7.0およびSAP
7.0xのみをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2116 なし ADS リソースア

ダプタでの管理

対象接続の空

き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2063 なし SAP/BC_FOリ

ソースアダプタで

の同時に開かれ

ている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2077 なし SAP/CAF_
EUP_ER リソー

スアダプタでの

管理対象接続

の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2093 なし SAP/BC_SLM
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2127 なし SDK_SAPQリ

ソースアダプタで

の同時に開かれ

ている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2075 なし SAP/CAF_
EUP_ER リソー

スアダプタでの

同時に開かれて

いる管理対象

接続の最大数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2021 なし SAPSR3DB リ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の使用数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2131 なし SDK_XMLA リ

ソースアダプタで

の同時に開かれ

ている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2040 なし SAP/CAF_RT
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2128 なし SDK_SAPQリ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2092 なし SAP/BC_SLM
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2130 なし SDK_SAPQリ

ソースアダプタで

のプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2028 なし SAP/BC_
MIGSERVICE
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2024 なし SAP/EP_PRT
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2129 なし SDK_SAPQリ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2094 なし SAP/BC_SLM
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2096 なし SAP/LOCAL_
MAINFRAME_
POOLリソース

アダプタでの管

理対象接続の

空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2115 なし ADS リソースア

ダプタでの同時

に開かれている

管理対象接続

の最大数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2103 なし SAP/BC_JDO
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2039 なし SAP/CAF_RT
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2110 なし SAP/BC_UDDI
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2109 なし SAP/BC_UDDI
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2126 なし SDK_CAFリ

ソースアダプタで

のプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2053 なし SAP/CAF/EU
P_GP/MAIL_
CFリソースアダ

プタでの管理対

象接続の使用

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2056 なし SAP/BC_UME
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2105 なし SAP/BC_JDO
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2023 なし SAP/EP_PRT
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2135 なし SDK_ODBOリ

ソースアダプタで

の同時に開かれ

ている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2133 なし SDK_XMLA リ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2068 なし SAP/BC_XMLA
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2120 なし SDK_JDBC リ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2019 なし SAPSR3DB リ

ソースアダプタで

の同時に開かれ

ている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2027 なし SAP/BC_
MIGSERVICE
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2091 なし SAP/BC_SLM
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 116 / 416ページ



CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2104 なし SAP/BC_JDO
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2035 なし SAP/BC_
WDRR リソース

アダプタでの同

時に開かれてい

る管理対象接

続の最大数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2038 なし SAP/BC_
WDRR リソース

アダプタでのプー

ルされた管理対

象接続を待機

中のクライアント

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2044 なし SAP/BW_MMR
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2042 なし SAP/CAF_RT
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2034 なし SAP/CAF_
EUP_GP リソー

スアダプタでの

プールされた管

理対象接続を

待機中のクライ

アント数

測定値しきい値
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ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2138 なし SDK_ODBOリ

ソースアダプタで

のプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2049 なし SAP/EP_DQE
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2051 なし SAP/CAF/EU
P_GP/MAIL_
CFリソースアダ

プタでの同時に

開かれている管

理対象接続の

最大数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2057 なし SAP/BC_UME
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2052 なし SAP/CAF/EU
P_GP/MAIL_
CFリソースアダ

プタでの管理対

象接続の空き

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2085 なし SAP/BC_ADM
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2025 なし SAP/EP_PRT
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値
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ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2061 なし SAP/BC_JMS
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2098 なし SAP/LOCAL_
MAINFRAME_
POOLリソース

アダプタでのプー

ルされた管理対

象接続を待機

中のクライアント

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2108 なし SAP/BC_UDDI
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2066 なし SAP/BC_FOリ

ソースアダプタで

のプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2058 なし SAP/BC_UME
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2050 なし SAP/EP_DQE
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値
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レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2113 なし UTDB リソース

アダプタでの管

理対象接続の

使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2031 なし SAP/CAF_
EUP_GP リソー

スアダプタでの

同時に開かれて

いる管理対象

接続の最大数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2132 なし SDK_XMLA リ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2036 なし SAP/BC_
WDRR リソース

アダプタでの管

理対象接続の

空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2082 なし SAP/EP_PCD
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2100 なし SAP/BC_SLD
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2074 なし SAP/BC_MON
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値
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ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2073 なし SAP/BC_MON
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2043 なし SAP/BW_MMR
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2055 なし SAP/BC_UME
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2102 なし SAP/BC_SLD
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2097 なし SAP/LOCAL_
MAINFRAME_
POOLリソース

アダプタでの管

理対象接続の

使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2095 なし SAP/LOCAL_
MAINFRAME_
POOLリソース

アダプタでの同

時に開かれてい

る管理対象接

続の最大数

測定値しきい値
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ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2121 なし SDK_JDBC リ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2125 なし SDK_CAFリ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2048 なし SAP/EP_DQE
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2122 なし SDK_JDBC リ

ソースアダプタで

のプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2020 なし SAPSR3DB リ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2029 なし SAP/BC_
MIGSERVICE
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2076 なし SAP/CAF_
EUP_ER リソー

スアダプタでの

管理対象接続

の空き数

測定値しきい値
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ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2047 なし SAP/EP_DQE
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2037 なし SAP/BC_
WDRR リソース

アダプタでの管

理対象接続の

使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2032 なし SAP/CAF_
EUP_GP リソー

スアダプタでの

管理対象接続

の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2078 なし SAP/CAF_
EUP_ER リソー

スアダプタでの

プールされた管

理対象接続を

待機中のクライ

アント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2088 なし SAP/CAF_BW_
RTリソースアダ

プタでの管理対

象接続の空き

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2041 なし SAP/CAF_RT
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2124 なし SDK_CAFリ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の空き数

測定値しきい値
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ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2080 なし SAP/EP_PCD
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2112 なし UTDB リソース

アダプタでの管

理対象接続の

空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2062 なし SAP/BC_JMS
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2123 なし SDK_CAFリ

ソースアダプタで

の同時に開かれ

ている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2099 なし SAP/BC_SLD
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2059 なし SAP/BC_JMS
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値
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レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2054 なし SAP/CAF/EU
P_GP/MAIL_
CFリソースアダ

プタでのプールさ

れた管理対象

接続を待機中

のクライアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2106 なし SAP/BC_JDO
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2046 なし SAP/BW_MMR
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2111 なし UTDB リソース

アダプタでの同

時に開かれてい

る管理対象接

続の最大数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2136 なし SDK_ODBOリ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2134 なし SDK_XMLA リ

ソースアダプタで

のプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値
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レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2119 なし SDK_JDBC リ

ソースアダプタで

の同時に開かれ

ている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2030 なし SAP/BC_
MIGSERVICE
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2071 なし SAP/BC_MON
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2060 なし SAP/BC_JMS
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2064 なし SAP/BC_FOリ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2026 なし SAP/EP_PRT
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2084 なし SAP/BC_ADM
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値
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SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2118 なし ADS リソースア

ダプタでのプール

された管理対

象接続を待機

中のクライアント

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2069 なし SAP/BC_XMLA
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2065 なし SAP/BC_FOリ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2067 なし SAP/BC_XMLA
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2045 なし SAP/BW_MMR
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2033 なし SAP/CAF_
EUP_GP リソー

スアダプタでの

管理対象接続

の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2101 なし SAP/BC_SLD
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値
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SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2070 なし SAP/BC_XMLA
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2022 なし SAPSR3DB リ

ソースアダプタで

のプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2079 なし SAP/EP_PCD
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2081 なし SAP/EP_PCD
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2137 なし SDK_ODBOリ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2090 なし SAP/CAF_BW_
RTリソースアダ

プタでのプールさ

れた管理対象

接続を待機中

のクライアント数

測定値しきい値
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SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2086 なし SAP/BC_ADM
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2114 なし UTDB リソース

アダプタでのプー

ルされた管理対

象接続を待機

中のクライアント

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2089 なし SAP/CAF_BW_
RTリソースアダ

プタでの管理対

象接続の使用

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2072 なし SAP/BC_MON
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2107 なし SAP/BC_UDDI
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2117 なし ADS リソースア

ダプタでの管理

対象接続の使

用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2087 なし SAP/CAF_BW_
RTリソースアダ

プタでの同時に

開かれている管

理対象接続の

最大数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2083 なし SAP/BC_ADM
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SAP J2EE EJBパフォーマンス

セッションステートフルBean、ステートレスBean、メッセージ駆動型 Bean、エンティティBeanのパフォーマ

ンスを監視します。このアスペクトは SAPバージョン 7.0およびSAP 7.0xのみをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2159 なし プール内に作成

される初期の

Beanインスタン

スの数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2151 なし このプールで保

持できるBean
インスタンスの数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2164 なし アプリケーション

で現在使用さ

れているかプー

ル内に格納され

ている、このプー

ルによって提供

されるBeanイン

スタンスの数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2147 なし Beanインスタン

スがアクティベー

トされた回数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2146 なし Beanインスタン

スがパッシベート

された回数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2169 なし Beanインスタン

スがパッシベート

された回数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2148 なし Beanが作成さ

れた回数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2167 なし 新しいインスタン

スが要求され、

プール内にアイ

ドル状態のイン

スタンスが存在

しないときに、

プール内のイン

スタンスの合計

数が増加する

数。この要素の

値は正の数であ

る必要がありま

す。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2157 なし アプリケーション

で現在使用さ

れているかプー

ル内に格納され

ている、このプー

ルによって提供

されるBeanイン

スタンスの数。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2161 なし このアプリケー

ションで現在使

用されている、こ

のプールによって

提供される

Beanインスタン

スの数。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2142 なし 現在パッシベー

トされている

Beanセッション

の数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2154 なし このアプリケー

ションで現在使

用されている、こ

のプールによって

提供される

Beanインスタン

スの数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2170 なし Beanインスタン

スがアクティベー

トされた回数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2139 なし アイドル状態の

アクティブセッショ

ンがパッシベート

されるまでの時

間 (秒 )

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2166 なし プール内に作成

される初期の

Beanインスタン

スの数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2155 なし Beanが作成さ

れた回数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2163 なし Beanおよび

Beanセッション

が削除された回

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2149 なし Beanおよび

Beanセッション

が削除された回

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2165 なし このプールで保

持できるBean
インスタンスの数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2145 なし Beanおよび

Beanセッション

が削除された回

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2140 なし Beanがパッシ

ベートされてか

ら、EJBコンテナ

によりセッション

Beanのインスタ

ンスがスワップか

ら消去され、セッ

ションが破棄さ

れるまでの時間

(秒 )。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2158 なし このプールで保

持できるBean
インスタンスの

数。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2168 なし このアプリケー

ションで現在使

用されている、こ

のプールによって

提供される

Beanインスタン

スの数。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2150 なし アプリケーション

で現在使用さ

れているかプー

ル内に格納され

ている、このプー

ルによって提供

されるBeanイン

スタンスの数。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2152 なし プール内に作成

される初期の

Beanインスタン

スの数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2143 なし 完了したセッショ

ン数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2141 なし アクティブな

Beanセッション

の数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2156 なし Beanおよび

Beanセッション

が削除された回

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2153 なし 新しいインスタン

スが要求され、

プール内にアイ

ドル状態のイン

スタンスが存在

しないときに、

プール内のイン

スタンスの合計

数が増加する

数。この要素の

値は正の数であ

る必要がありま

す。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2162 なし Beanが作成さ

れた回数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2160 なし 新しいインスタン

スが要求され、

プール内にアイ

ドル状態のイン

スタンスが存在

しないときに、

プール内のイン

スタンスの合計

数が増加する

数。この要素の

値は正の数であ

る必要がありま

す。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2144 なし Beanが作成さ

れた回数。

測定値しきい値
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SAP J2EE Httpプロバイダパフォーマンス

HTTPプロバイダでの要求のパフォーマンスを監視します。このアスペクトは SAPのバージョンによって異な

るメトリックをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2014 なし HTTPプロバイダ

でのオープン接

続の要求スキッ

プ数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2215 なし すべての要求数 ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2216 なし HTTPプロバイダ

-アクティブなス

レッド数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2018 なし HTTPプロバイダ

の要求応答時

間の平均

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2186 なし HTTPプロバイダ

のすべての要求

数の合計

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2017 なし HTTPプロバイダ

の要求数の合

計

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2217 なし HTTPプロバイダ

-スレッド インプ

ロセス率

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2012 なし HTTPプロバイダ

でのオープン接

続の要求読み

取り数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2011 なし HTTPプロバイダ

のオープン接続

数の合計

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2013 なし HTTPプロバイダ

でのオープン接

続の応答読み

取り数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2016 なし HTTPプロバイダ

の接続あたりの

要求数の平均

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2015 なし HTTPプロバイダ

のキープアライブ

待機接続数

測定値しきい値

SAP J2EE JMSパフォーマンス

JMSセッションコンテナを監視します。このアスペクトは SAP 7.1以降のバージョンをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2207 なし JMSセッションコ

ンテナ -接続数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2208 なし JMSセッションコ

ンテナ -コン

シューマの数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2209 なし JMSセッションコ

ンテナ -プロ

デューサの数

測定値しきい値

SAP J2EE JMXアダプタパフォーマンス

JMXアダプタプロトコルを監視します。このアスペクトは SAPのバージョンによって異なるメトリックをサポー

トします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2229 なし JMXアダプタ -
JMXアダプタの

ローカルMBean
リポジトリのサイ

ズ

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2001 なし JMXアダプタ

キャッシュ内の最

大エントリ数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2228 なし JMXアダプタ -ク
ラスタワイド通

知リスナ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2006 なし JMXアダプタの

通知キュー内の

アクティブなスレッ

ド数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2002 なし JMXアダプタ

キャッシュ内の現

在のエントリ数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2003 なし JMXアダプタ

キャッシュ内の置

換済みエントリ

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2004 なし JMXアダプタの

キャッシュヒット

率

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2005 なし JMXアダプタの

通知キューサイ

ズ

測定値しきい値

SAP J2EE JNDIレジストリステータス

JNDIレジストリを監視します。このアスペクトは SAP 7.1以降のバージョンをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2231 なし JNDIレジストリ -
バイト アレイの

キャッシュサイズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2230 なし JNDIレジストリ -
バインドされたオ

ブジェクトの数

測定値しきい値
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SAP J2EE Log Configuratorパフォーマンス

Log Configuratorのログファイルサイズとメッセージのステータスを監視します。このアスペクトは SAPの

バージョンによって異なるメトリックをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2213 なし Log
Configuratorの
エラーメッセージ

の数。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2211 なし Log
Configuratorの
ログ記録された

すべてのメッセー

ジの数。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2007 なし Log
Configuratorの
ログファイルサイ

ズの合計。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2210 なし Log
Configurator -ロ
グファイルサイズ

の合計。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2214 なし Log
Configuratorの
致命的メッセー

ジの数。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2212 なし Log
Configuratorの
警告メッセージ

の数。

ConfigFile

SAP J2EE メモリステータス

J2EE メモリのステータスとSAPシステムのタイムアウト パラメータを監視します。このアスペクトは SAPの

バージョンによって異なるメトリックをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2010 なし 使用済みメモ

リ。

ConfigFile
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2201 なし 割り当て済みメ

モリ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2203 なし 使用済みメモ

リ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2202 なし 空きメモリ。 ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2008 なし 割り当て済みメ

モリ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2204 なし タイムアウト - 1
分あたりの推定

頻度

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2009 なし 空きメモリ。 ConfigFile

SAP J2EE P4および IIOPプロバイダパフォーマンス

P4および IIOPサービスプロバイダのパフォーマンスを監視します。このアスペクトは SAPのバージョンによっ

て異なるメトリックをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2227 なし IIOPプロバイダ -
スレッド使用率

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2218 なし P4プロバイダ -
要求失敗数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2219 なし P4プロバイダ -
スレッド使用率

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2220 なし RequestsCoun
t。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2185 なし P4プロバイダの

要求数。

ConfigFile

SAP J2EEポート マネージャパフォーマンス

各種ポートの許容スレッド使用率を監視します。このアスペクトは SAPバージョン 7.0およびSAP 7.0xの
みをサポートします。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0007 なし P4ポートの許

容スレッド使用

率。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0006 なし IIOP (SSL)ポー

トの許容スレッド

使用率。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0011 なし JMSプロバイダ

の許容スレッド

使用率。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0009 なし P4 (SSL)ポート

の許容スレッド

使用率。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0005 なし IIOPポートの許

容スレッド使用

率。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0003 なし HTTPポートの

許容スレッド使

用率。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0010 なし Telnetの許容ス

レッド使用率。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0004 なし HTTP (SSL)
ポートの許容ス

レッド使用率。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0008 なし P4 (HTTP トンネ

リング)ポートの

許容スレッド使

用率。

ConfigFile

SAP J2EEセッションマネージャパフォーマンス

セッションおよびセッション集計データのステータスとパフォーマンスを監視します。このアスペクトは SAPの

バージョンによって異なるメトリックをサポートします。
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CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
2232

UnsuccessfulLogonAttemp
tsRate:高 /
UnsuccessfulLogonAttemp
tsRate:正常域

セキュリティ -
失敗したログ

オン試行回

数。

測定値しきい

値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
2182

なし セキュリティ

サーバのタイ

ムアウトした

セッション数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0204

なし セッションマ

ネージャ -アク

ティブな Web
セッション数。

測定値しきい

値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
2184

なし セキュリティ

サーバのログ

オフ済みセッ

ション数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0202

なし 開いている

Webセッショ

ン数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
2180

なし セキュリティ

サーバのアク

ティブなセッ

ション数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
2183

なし セキュリティ

サーバの無効

なセッション

数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
2181

なし セキュリティ

サーバのセッ

ション数の合

計。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0205

なし セッションマ

ネージャ -ログ

インしている

ユーザ数。

測定値しきい

値
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CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0201

なし 開いているセ

キュリティセッ

ション数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0203

なし 開いている

EJBセッション

数。

ConfigFile

SAP J2EEシステムスレッド プールパフォーマンス

Javaアプリケーション応答時間測定要求のパフォーマンスを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0215

SystemThreadPoolUtiliz
ation:高 /
SystemThreadPoolUtiliz
ation:正常域

システムスレッ

ド プール -ス
レッド プールの

収容率。

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0024

なし 初期のシステ

ムスレッド プー

ルサイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0027

なし システムスレッ

ド プールの待

機中のタスク

数。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0028

なし システムスレッ

ド プールの待

機中のタスク

キューサイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0025

なし 現在のシステ

ムスレッド プー

ルサイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0214

なし スレッド プール

の最小サイ

ズ。

ConfigFile
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0022

なし システムスレッ

ド プールの最

小サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0208

なし システムスレッ

ド プール -待
機中のタスク

の使用率。

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0206

SystemThreadPoolUtiliz
ation:高 /
SystemThreadPoolUtiliz
ation:正常域

システムスレッ

ド プール -使
用率。

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0207

なし システムスレッ

ド プール -ス
レッド プールの

使用率。

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0211

なし 初期のスレッド

プールサイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0023

なし システムスレッ

ド プールの最

大サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0029

なし システムスレッ

ド プールの待

機中のタスク

キューオー

バーフロー。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0209

なし アクティブなス

レッド数。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0026

なし システムスレッ

ド プールのアク

ティブスレッド

数。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0212

なし スレッド プール

の最大サイ

ズ。

ConfigFile
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0213

なし 待機中のタス

クキューの最

大サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0217

なし 待機中のタス

クキューオー

バーフロー。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0210

なし 現在のスレッド

プールサイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0216

なし 待機中のタス

ク数。

ConfigFile

SAP J2EE トランザクションステータス

各種トランザクションのステータスを監視します。このアスペクトは SAP 7.1以降のバージョンをサポートしま

す。

CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplicatio
nServer

SAPJ2EE_
2221

なし CommittedTransaction
sCount。

ConfigFile

SapJ2eeApplicatio
nServer

SAPJ2EE_
2223

なし RolledBackTransaction
sCount。

ConfigFile

SapJ2eeApplicatio
nServer

SAPJ2EE_
2224

なし SuspendedTransaction
sCount。

ConfigFile

SapJ2eeApplicatio
nServer

SAPJ2EE_
2222

なし OpenTransactionsCou
nt。

ConfigFile

SapJ2eeApplicatio
nServer

SAPJ2EE_
2226

J2EETransactionSucc
essRate:低 /
J2EETransactionSucc
essRate:正常域

トランザクション -成功

率

測定値しき

い値

SapJ2eeApplicatio
nServer

SAPJ2EE_
2225

なし TimedOutTransactions
Count。

ConfigFile

SAP J2EEWebコンテナパフォーマンス

Webコンテナのパフォーマンスを監視します。このアスペクトは SAPのバージョンによって異なるメトリックを

サポートします。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2188

なし Webコンテナ内

の現在のセキュリ

ティセッション数

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2190

なし Webコンテナ内

のタイムアウトし

たセキュリティセッ

ション数

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2189

なし Webコンテナ内

のタイムアウトし

たHTTPセッショ

ン数

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2187

なし Webコンテナ内

の現在のHTTP
セッション数

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2206

なし AllRequestsCou
nt

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2191

なし Webコンテナ内

のすべての要求

数の合計

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2205

なし Webコンテナ -処
理時間の平均

測定値しきい

値

SAP J2EEWebサービスパフォーマンス

各種サービスに対する要求のパフォーマンスを監視します。このアスペクトは SAPバージョン 7.0および

SAP 7.0xのみをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2172 なし 何らかの理由で

失敗した要求

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2175 なし サービスの実装

時間

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2178 なし サービスの実装

時間

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2174 なし サービスの前処

理時間

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2179 なし サービスの後処

理時間

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2177 なし サービスの前処

理時間

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2171 なし 要求成功数 測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2176 なし サービスの後処

理時間

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2173 なし 現在処理済み

の要求数

測定値しきい値

SAP JARM要求パフォーマンス

Javaアプリケーション応答時間測定要求のパフォーマンスを監視します。

CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4001

なし JARM要求

数

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4005

JARMRequestsAverageCPUT
ime:高 /
JARMRequestsAverageCPUT
ime:正常域

JARM要求

に対する

CPU時間の

平均

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4206

なし 要求数 測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4002

なし 1秒あたりの

JARM要求

数

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4003

なし すべての

JARM要求

によるコン

ポーネント呼

び出し数

測定値しき

い値
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CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4004

JARMRequestsAverageResp
onseTime:高 /
JARMRequestsAverageResp
onseTime:正常域

JARM要求

の応答時間

の平均

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4205

なし コンポーネン

ト呼び出し

数

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4201

JARMRequestsAverageResp
onseTime:高 /
JARMRequestsAverageResp
onseTime:正常域

J2EEエンジ

ンの応答時

間の平均

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4204

なし 送信データ

の平均

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4202

なし 1秒あたりの

要求数

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4006

なし JARM要求

に対する送

信データの

平均

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4203

JARMRequestsAverageCPUT
ime:高 /
JARMRequestsAverageCPUT
ime:正常域

CPU時間の

平均

測定値しき

い値

詳細 SAP J2EE管理テンプレートは、インフラストラクチャ要素を監視するために次のOMi MP for
Infrastructureアスペクトを使用します。

帯域幅使用量とネットワーク IOPS

帯域幅使用量とネットワーク IOPSアスペクトは、 ネットワーク内のシステムの I/O操作とパフォーマンスを

監視します。使用中の帯域幅、送信キューの長さ、平均転送バイト数 /秒に基づいて、ネットワークの

I/Oオペレーションおよびパフォーマンスを監視します。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
NetworkUsageAndPerformance

システムのネットワーク使

用率を監視し、エラー

レートと競合を表示しま

す。これにより、ネットワー

測定値しきい値

テンプレート

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 147 / 416ページ



CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

クに潜在的なボトルネック

があるかどうかを判断でき

ます。このポリシーテンプ

レートは、vMAマシンだけ

の物理 NICを監視しま

す。Windowsオペレーティ

ングシステムでは、

BYNETIF_COLLISION メ

トリックを使用できないの

で、パッケージ競合に関す

るパフォーマンスデータは

監視しません。

Computer Sys_PerNetifOutbyteBaseline-
AT

このポリシーは、所定の間

隔でのネットワークインター

フェイスの送信バイト率を

監視します。管理対象

ノード上の各ネットワーク

インターフェイスで発信バ

イト数を個別に監視しま

す。すべての間隔でネット

ワークインターフェイスの各

インスタンスを個別に処理

します。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_PerNetifInbyteBaseline-
AT

所定の間隔における個別

のネットワークインターフェ

イスの着信バイト レートを

監視します。管理対象

ノード上の各ネットワーク

インターフェイスで着信バ

イト数を個別に監視しま

す。すべての間隔でネット

ワークインターフェイスの各

インスタンスを個別に処理

します。

測定値しきい値

テンプレート

CPUパフォーマンス

CPUパフォーマンスアスペクトは、CPU使用率やCPU使用率のスパイクなど、全体的な CPUパフォー

マンスを監視します。CPUパフォーマンスの監視には、合計 CPU使用率、ユーザモードでのCPU使用

率、システムモードでのCPU使用率、割り込み率が使用されます。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_CPUSpikeCheck プロセッサパ 測定値しきい値

テンプレート
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

フォーマンスのばら

つきを監視しま

す。CPUスパイク

とは、CPU使用

率が急増した直

後に低減する現

象です。このポリ

シーテンプレート

は、ユーザモード

とシステムモード

で消費したCPU
時間を監視しま

す。また、CPUが

ビジー状態の

CPU時間の合

計も監視します。

Computer Sys_GlobalCPUUtilization-AT 管理対象ノード

上のCPUのパ

フォーマンスを監

視し、すべての

CPUの使用率

がしきい値に違

反している場

合、アラートを送

信します。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_PerCPUUtilization-AT 管理対象ノード

上の各 CPUの

使用率を監視し

ます。すべての間

隔で各 CPU イン

スタンスを個別に

処理します。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_RunQueueLengthMonitor-AT CPUの実行

キューで待機中

のプロセス数を監

視し、実行キュー

内のプロセス数が

しきい値レベルに

違反している場

合にアラートを送

信します。

測定値しきい値

テンプレート
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メモリとスワップの使用量

メモリとスワップの使用量アスペクトは、システムのメモリパフォーマンスを監視します。メモリパフォーマンス

の監視は、メモリ使用率 (割合 )、スワップ領域使用率 (割合 )、使用可能な空きメモリ (MB)、使用可

能な空きスワップ領域 (MB)に基づき行われます。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
MSWindowsNonPagedPoolUtilization-
AT

非ページプールの

メモリを監視しま

す。非ページプー

ルは、ディスクが使

用中ではない場合

でも書き込むことが

できないオブジェク

トのための物理シ

ステムメモリの領域

です。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_
MSWindowsPagedPoolUtilization-AT

ページプールのメモ

リを監視します。

ページプールは、

ディスクが使用中で

はない場合に書き

込むことができるオ

ブジェクトのための

物理システムメモリ

の領域です。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_MemoryUsageAndPerformance このポリシーテンプ

レートはシステムの

メモリ使用率を監

視し、メモリにボト

ルネックがあるかどう

かを判断するため

のエラーレートと競

合を表示します。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_MemoryUtilization-AT グローバルメモリ使

用率を監視しま

す。メモリ使用率

は、当該間隔にお

ける使用中の物理

メモリの割合です。

これには、カーネル

によって占有される

システムメモリ、バッ

ファキャッシュ、ユー

ザメモリが含まれま

測定値しきい値

テンプレート
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

す。

Computer Sys_SwapCapacityMonitor このポリシーテンプ

レートは、システム

のスワップ領域使

用率を監視しま

す。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_SwapUtilization-AT 管理対象ノードで

システムによって使

用されるグローバル

スワップ領域を監

視します。

測定値しきい値

テンプレート

リモート ディスク領域使用量

リモート ディスク領域使用量アスペクトは、リモート ディスク領域の使用率を監視します。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer、
FileSystem

Sys_
LinuxCifsUtilizationMonitor

このポリシーテンプレートは、

Linuxプラットフォーム上の

CIFS リモート ファイルシステム

の領域使用率レベルを監視し

ます。

測定値しきい値

テンプレート

Computer、
FileSystem

Sys_
LinuxNfsUtilizationMonitor

このポリシーテンプレートは、

Linuxプラットフォーム上のNFS
リモート ファイルシステムの領

域使用率レベルを監視しま

す。

測定値しきい値

テンプレート

空き領域とディスク IOPS

空き領域とディスク IOPSアスペクトは、システムのディスク I/O操作と領域使用率を監視します。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
FileSystemUtilizationMonitor

ノード上のファイルシステムの

使用率を監視します。

測定値しきい値

テンプレート

Computer Sys_
PerDiskAvgServiceTime-AT

ディスク I/Oサービス時間を監

視します。ディスク平均サービ

ス時間は、所定の時間内に

各ディスク要求の処理にディ

スクが費やした時間です。こ

のポリシーでは、ノードのHP

測定値しきい値

テンプレート
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Performance Agentが必要

です。

Computer Sys_PerDiskUtilization-AT ディスクのマルチインスタンス

ベースラインを決定します。

ディスク使用率は、システム

でディスクが要求処理中状

態だった時間の割合です。

測定値しきい値

テンプレート

システムインフラストラクチャ検出

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer OPC_PERL_
INCLUDE_ INSTR_
DIR

Operations Agentのxpl configネーム

スペースでのOPC_PERL_
INCLUDE_INSTR_DIRの設定に使

用されます。インフラストラクチャSPI
ポリシーでは値を TRUEに設定してく

ださい。

ノード情報テンプ

レート

Computer SISystemDiscovery ポリシーテンプレートは、ハードウェア

リソース、オペレーティングシステムの

属性、アプリケーションなどのサービス

情報を管理対象ノードから収集しま

す。

サービス自動検

出テンプレート

OMi MP for Infrastructureアスペクトについての詳細は、OMi MP for Infrastructure Aspects Online Help
を参照してください。

SAPアスペクト
SAPアスペクトは、SAPランドスケープ内のアプリケーションおよびシステム操作の特定の機能を監視する

ために使用します。監視対象のシステムには、個別のシステムやクラスタ化されたシステムがあります。各

SAPアスペクトは、SAPシステムの状況とパフォーマンスの監視に使用するポリシーテンプレート、インスト

ルメンテーション、パラメータで構成されます。各アスペクトには、構成済みのアプリケーションサーバCIを
監視するための機能が備えられています。

SAPアスペクトのタイプ
OMi MP for SAPは、SAP環境内のABAPおよび Javaスタックを監視するために次の2つのアスペクト

セットで構成されています。

l SAP ABAP監視 : 「SAP ABAPアスペクト」(156ページ)

l SAP J2EE監視 : SAP J2EEアスペクト
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SAPアスペクトにアクセスする方法

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。
BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、 [管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ]をクリックします。

タスク
OMi MP for SAPアスペクトをデプロイする方法

詳細については、「タスク 6:SAPアスペクトのデプロイ」(BSM)および「タスク 6: SAPアスペクトのデプロイ」

(OMi)を参照してください。

OMi MP for SAPアスペクトを作成する方法

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、 [管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [ABAP アスペクト ]をク

リックします。

3. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインで、 をクリックしてから、 [アスペクトの作成 ]をクリックし

ます。 [新規アスペクトの追加 ]ダイアログボックスが開きます。

4. [一般 ]タブで、新しいアスペクトの名前を指定して [次へ]をクリックします。

5. [CI タイプ]タブで、 [利用可能な CI タイプ]ペインからアスペクトに関連付けるCITを 1つ以上選択

し、 をクリックして [割り当て対象のCI タイプ]ペインに追加し、[次へ]をクリックします。

注 :複数のCITを選択する場合は、CTRLキーまたは SHIFTキーを使用してください。

6. [インストルメンテーション]タブで [インストルメンテーションの追加 ]をクリックして、インストルメンテー

ションカテゴリをアスペクトに追加します。 [インストルメンテーションの追加 ]ダイアログボックスが開き、

追加するインストルメンテーションが一覧されます。インストルメンテーションを選択して [OK]をクリック

します。[次へ]をクリックします。

注 :要件に基づいてインストルメンテーションを追加できます。インストルメンテーションをアスペク

トに追加しない場合は、このステップをスキップできます。
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7. [アスペクト ]タブで、 [既存アスペクトの追加 ]をクリックします。 [既存アスペクトの追加 ]ダイアログ

ボックスが開き、アスペクト内に追加する既存アスペクトを選択できます。アスペクトをクリックし、[OK]
をクリックします。複数のアスペクトを選択するには、[Ctrl]キーまたは [Shift]キーを使用します。[次
へ]をクリックします。

注 :アスペクト内に既存のアスペクトを追加する場合は、追加するアスペクトのCITの少なくとも

1つがCITまたは既存のアスペクトの親 CITである必要があります。

8. オプション: [ポリシーテンプレート ]タブで、 [ポリシーテンプレートの追加 ] (BSM)または [ポリシーテ

ンプレートをリストから追加 ] (OMi) をクリックします。 [ポリシーテンプレートをリストから追加 ]ダイアログ

ボックスが開きます。追加するポリシーテンプレートを選択し、[OK]をクリックします。

9. 適切なポリシーテンプレートがない場合は、次の手順を実行して新規のポリシーテンプレートを追

加します。

a. をクリックします。続いて、 [新規ポリシーテンプレートの追加 ]をクリックしてポリシーテンプ

レートを作成します。 [新規ポリシーテンプレートのタイプを選択 ]ダイアログボックスが開きます。

b. [タイプ]ドロップダウンリストからタイプを選択して [OK]をクリックします。 [ポリシー関連情報 ]ダイ

アログボックスが開きます。

c. [ポリシー関連情報 ]ダイアログボックスが開いたら、ポリシーに一意の名前を指定し、[OK]をク

リックします。新規のポリシーテンプレートが追加されます。

10. [次へ]をクリックします。

11. [パラメータ]タブで、このアスペクトに追加したポリシーテンプレートにあるすべてのパラメータの一覧を

参照できます。

パラメータを編集するには、次の手順を実行します。

a. パラメータをダブルクリックするか、リストからパラメータを選択して、 [編集 ]をクリックします。 [パ
ラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。

b. デフォルトのパラメータ値を変更して [OK]をクリックします。

12. [新規アスペクトの追加 ]ダイアログボックスで、[完了 ]をクリックしてアスペクトを保存します。新しいア

スペクトが、 [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインに表示されます。

タスク

この項では以下のタスクについて説明します。

OMi MP for SAPアスペクトをデプロイする方法

OMi MP for SAPのデプロイの詳細は、「タスク 6: SAPアスペクトのデプロイ」(BSM)または「タスク 6: SAP
アスペクトのデプロイ」(OMi)を参照してください。
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OMi MP for SAPアスペクトを作成する方法

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [ABAP アスペクト ]をク

リックします。

3. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインで、 をクリックしてから、 [アスペクトの作成 ]をクリックし

ます。 [新規アスペクトの追加 ]ダイアログボックスが開きます。

4. [一般 ]タブで、新しいアスペクトの名前を指定して [次へ]をクリックします。

5. [CI タイプ]タブで、 [利用可能な CI タイプ]ペインからアスペクトに関連付けるCITを 1つ以上選択

し、 をクリックして [割り当て対象のCI タイプ]ペインに追加し、[次へ]をクリックします。

注 :複数のCITを選択する場合は、CTRLキーまたは SHIFTキーを使用してください。

6. [インストルメンテーション]タブで [インストルメンテーションの追加 ]をクリックして、インストルメンテー

ションカテゴリをアスペクトに追加します。 [インストルメンテーションの追加 ]ウィンドウが開き、追加す

るインストルメンテーションが一覧されます。インストルメンテーションを選択して [OK]をクリックします。

[次へ]をクリックします。

注 :要件に基づいてインストルメンテーションを追加できます。インストルメンテーションをアスペク

トに追加しない場合は、このステップをスキップできます。

7. オプション: [アスペクト ]タブで、[既存アスペクトの追加 ]をクリックします。 [既存アスペクトの追加 ]ダイ

アログボックスが開き、アスペクト内に追加する既存アスペクトを選択できます。アスペクトをクリック

し、[OK]をクリックします。複数のアスペクトを選択するには、[Ctrl]キーまたは [Shift]キーを使用し

ます。[次へ]をクリックします。

注 :アスペクト内に既存のアスペクトを追加する場合は、追加するアスペクトのCITの少なくとも

1つがCITまたは既存のアスペクトの親 CITである必要があります。

8. オプション: [ポリシーテンプレート ]タブで、 [ポリシーテンプレートの追加 ] (BSM)または [ポリシーテ

ンプレートをリストから追加 ] (OMi)をクリックします。 [新規ポリシーテンプレートをリストからアスペクト

に追加 ]ダイアログボックスが開きます。追加するポリシーテンプレートを選択し、[OK]をクリックしま

す。

9. 適切なポリシーテンプレートがない場合は、次の手順を実行して新規のポリシーテンプレートを追
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加します。

a. をクリックします。続いて、 [新規ポリシーテンプレートの追加 ]をクリックしてポリシーテンプ

レートを作成します。 [新規ポリシーテンプレートのタイプを選択 ]ダイアログボックスが開きます。

b. [タイプ]ドロップダウンリストからタイプを選択して [OK]をクリックします。 [ポリシー関連情報 ]ダイ

アログボックスが開きます。

c. [ポリシー関連情報 ]ウィンドウが開いたら、ポリシーに一意の [名前 ]を指定し、[OK]をクリックし

ます。新規のポリシーテンプレートが追加されます。

10. [次へ]をクリックします。

11. [パラメータ]タブで、このアスペクトに追加したポリシーテンプレートにあるすべてのパラメータの一覧を

参照できます。

パラメータを編集するには、次の手順を実行します。

a. パラメータをダブルクリックするか、リストからパラメータを選択して、 [編集 ]をクリックします。 [パ
ラメータの編集 ]ウィンドウが開きます。

b. デフォルトのパラメータ値を変更して [OK]をクリックします。

12. [新規アスペクトの追加 ]ウィンドウで、[完了 ]をクリックしてアスペクトを保存します。新しいアスペクト

が、 [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインに表示されます。

OMi MP for SAP アスペクトをデプロイする方法

詳細については、「タスク 6:SAPアスペクトのデプロイ」(BSM)または「タスク 6: SAPアスペクトのデプロイ」

(OMi)を参照してください。

SAP ABAPアスペクト

SAP ABAPアスペクトは、SAP環境内のABAPアプリケーションおよびシステム処理を監視するのに使

用します。これらのシステムには、個別のシステムやクラスタ化されたシステムがあります。各 SAP ABAPア

スペクトは、SAPシステムの状況とパフォーマンスの監視に使用するポリシーテンプレート、インストルメン

テーション、パラメータで構成されます。各アスペクトには、Computer CIを監視するための機能が備えら

れています。

ユーザインターフェイスの参照情報

一般 SAPアスペクトの一般的な属性情報の概要。

CI タイプ アスペクトの割り当てが可能な構成アイテムのタイプ。これは、管理テンプレートの

割り当てが可能な CIのタイプです。SAPアスペクトには、ComputerおよびSAP
ABAP Application ServerのCI タイプが含まれます。
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インストルメンテー

ション

検出、収集、データログのバイナリを含むシングルパッケージを提供します。

アスペクト SAPのアスペクトに含まれるすべてのアスペクトの概要。リストの各項目を展開す

ると、ネストされたアスペクトの詳細を参照できます。SAPベースアスペクトは、他

のすべてのアスペクトの一部となっています。

ポリシーテンプ

レート

SAPアスペクトに含まれるポリシーテンプレートの概要。リストの各項目を展開し

て、ポリシーテンプレートの詳細を参照できます。

OMi MP for SAPには、ABAPアプリケーションサーバを監視するために次のアスペクトが含まれます。

SAP ABAP バッチ ジョブ状況

SAPシステムで実行中のバッチジョブのステータスを監視してパフォーマンスを収集します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
BatJobMon

なし 定義された時

間間隔を超過

するSAP ABAP
バッチジョブ、定

義された時間

間隔よりも前に

終了するSAP
ABAPバッチジョ

ブ、およびスケ

ジュールされた

時刻に開始さ

れないSAP
ABAPバッチジョ

ブを監視するた

めの設定ファイ

ル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP ベース

SAP ABAPランドスケープを監視するためのベースアスペクトで、構成、スケジューラ、ロガーを含みます。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
High

なし 選択したメトリッ

クで SAP ABAP
コレクタ/アナライ

ザを 15分ごとに

実行します。

スケジュールされ

たタスク
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
Messages

なし SAP MP メッ

セージテンプ

レート (メッセージ

インターセプタ

用 )。

オープンメッセー

ジインターフェイ

ス

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_Low なし SAP ABAPコレ

クタ/アナライザを

Lowスケジュー

ルで実行しま

す。

スケジュールされ

たタスク

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
Medium

なし SAP ABAPコレ

クタ/アナライザを

Mediumスケ

ジュールで実行

します。

スケジュールされ

たタスク

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
VeryHigh

なし SAP ABAPコレ

クタ/アナライザを

VeryHighスケ

ジュールで実行

します。

スケジュールされ

たタスク

SAP ABAP 設定

SAP ABAPアプリケーションサーバCIに対する設定情報を収集します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
Configuration

なし SAP ABAP構

成の詳細。

ConfigFile

SAP ABAP 移送 /修正システムステータス

SAP移送 /修正システムの各種パラメータを監視します。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
CTSMon

なし SAP移送 /修正

システムで各種

移送要求、タス

ク、オブジェクトを

監視するための

設定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP 検出

SAPランドスケープ内の各種 ABAPインスタンスを検出します。

CI タイプ

ポリシーテンプレー

ト インジケータ 説明 ポリシータイプ

Computer SAPABAP_
Discovery

なし SAP ABAP検出ポ

リシー。

サービス自動検

出

SAP ABAP ダンプステータス

SAP ABAP環境で実行時エラーを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
DmpMon

なし SAP ABAPシス

テム上で発生す

る実行時エラー

を監視するため

の設定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP Idocステータス

受信および送信 Idocのステータスを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
IdocStatusMon

なし SAP ABAPシス

テム上の各種

Idocの現在のス

テータスを監視

するための設定

ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP ロックステータス

SAPシステムでデータベースロックを監視します。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
LckChkMon

なし 各種 SAP トラン

ザクションおよび

SAPレポート用

のSAP ABAP
論理ロックを管

理するエンキュー

プロセスを監視

するための設定

ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP パフォーマンスモニタ

Oracleデータベース、ドキュメント統計、エンタープライズポータル、 ICM統計、バッチジョブ、バッファ、メモ

リ、スプール、更新ジョブ、ユーザ、統計レコード、ワークロード統計、およびワークプロセスに関するSAP
パフォーマンスメトリックを収集します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
StatRecMon

なし SAP ABAP統

計レコード パ

フォーマンスモニ

タに対するSAP
トランザクションを

指定するための

設定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
PerfMon

なし 各種 SAP MP
パフォーマンスモ

ニタからSAPパ

フォーマンスメト

リックを収集する

ための設定ファ

イル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP プロセスおよびディスパッチャステータス

各種 SAPワークプロセスおよびABAPディスパッチャのステータスを監視します。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
ProcMon

なし SAP ABAPプロ

セスの数を監視

するための設定

ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
DispMon

なし さまざまなタイプ

のSAPワークプ

ロセスに対する

各種キューのサ

イズ、内容、ス

テータスを監視

するための設定

ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP RFC 宛先ステータス

失敗した SAP RFC宛先を監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
RFCDestMon

なし SAP RFC宛先

の接続タイプや

名前に基づいて

失敗した SAP
RFC宛先を監

視するための設

定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP リモート設定

SAP ABAPのリモート監視対象ノードの設定入力です。

CI タイプ ポリシーテンプレート インジケータ 説明 ポリシータイプ

Computer SAPABAP_
RemoteDiscovery

なし SAPシステムおよ

びインスタンス番

号とともにSAP
ABAP リモート

ノードを検出しま

す。

サービス自動検

出

Computer SAPABAP_
RemoteConfiguratio
n

なし SAP ABAP リ

モート構成の詳

細。

ConfigFile
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SAP ABAP セキュリティ ステータス

重要な SAPユーザ、SAPシステムパラメータ、セキュリティイベントのセキュリティステータスを監視しま

す。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
SecMon

なし SAP全体に影

響を及ぼす、主

要な SAPユー

ザの権限や認

可などのSAP
ABAPセキュリ

ティパラメータを

監視するための

設定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP スプール状況

SAPシステム内の各種スプール要求のステータスを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
SplMon

なし SAP ABAPス

プーラエントリ、

エラーになったス

プール要求、印

刷要求の誤った

スプーラエントリ

の数を監視する

ための設定ファ

イル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP システム変更オプション ステータス

SAPシステム変更オプションを監視します。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
SysChgOptMon

なし グローバル編集

ステータスフラ

グ、名前空間、

およびソフトウェ

アコンポーネント

に基づいて SAP
ABAPシステム

変更オプションを

監視するための

設定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP 移送ステータス

SAPシステムで移送のインポート /エクスポートのステータスを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
TransMon

なし 正常にインポー

ト /エクスポートさ

れた SAP ABAP
移送、失敗した

インポート /エクス

ポート、確認済

み/未確認の修

復の可用性、

設定システムと

の接続 /TPテス

トを監視するた

めの設定ファイ

ル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP 更新タスク状況

SAPシステム上で実行されている更新タスクのステータスを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
UpdProcMon

なし 非アクティブ状

態やエラーなど

のSAP ABAP
更新プロセスの

状態を監視する

ための設定ファ

イル。

SAP ABAP監

視テンプレート
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SAP ABAP ユーザ状況

ログインしているユーザのステータスを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
UsrMon

なし SAP ABAPのロ

グインしている

ユーザを監視す

るための設定

ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP ABAP ワークプロセス状況

SAPワークプロセスのステータスを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
WPMon

なし 実行中のワーク

プロセスや待機

中のワークプロセ

スを監視し、

Debug/Private/
No Restartなど

のワークプロセス

の各種ステータス

を確認するため

の設定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP CCMS 統合

SAP CCMSモニタセットの出力を監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプレー

ト インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationSer
ver

SAPABAP_
CCMSIntegrationM
on

なし SAP CCMS監

視インフラストラ

クチャの出力を

監視するための

設定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP システム状況

SAPシステムの可用性ステータスとトレースファイル/ログファイルのステータスを監視します。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
TraceMon

なし すべてのSAP ト

レースファイルと

ログファイルで

"ERROR"を監

視するための設

定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
StatusMon

なし SAP ABAPアプ

リケーションサー

バの可用性ス

テータスを監視

するための設定

ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP 一時シーケンシャルファイル監視

一時シーケンシャルオブジェクトの不整合を監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapAbapApplicationServ
er

SAPABAP_
TempSeqFileMo
n

なし SAP ABAPの

一時順次オブ

ジェクトで見つ

かった不整合を

監視するための

設定ファイル。

SAP ABAP監

視テンプレート

SAP J2EEアスペクト

SAP J2EEアスペクトは、SAPランドスケープ内のJavaアプリケーションおよびシステム処理を監視するの

に使用します。監視対象のシステムには、個別のシステムやクラスタ化されたシステムがあります。各

SAP J2EEアスペクトは、SAPシステムの状況とパフォーマンスの監視に使用するポリシーテンプレート、

インストルメンテーション、パラメータで構成されます。各アスペクトを使用すると、Computer CIを監視でき

ます。

ユーザインターフェイスの参照情報

一般 SAPアスペクトの一般的な属性情報の概要。

CI タイプ アスペクトの割り当てが可能な構成アイテムのタイプ。これは、管理テンプレートの

割り当てが可能な CIのタイプです。SAPアスペクトには、ComputerおよびSAP
J2EE Application ServerのCI タイプが含まれます。
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インストルメンテー

ション

検出、収集、データログのバイナリを含むパッケージを提供します。

アスペクト SAPアスペクトの概要です。リストの各項目を展開すると、アスペクトの詳細を参

照できます。SAPベースアスペクトは、他のすべてのアスペクトの一部となっていま

す。

ポリシーテンプ

レート

SAPアスペクトに含まれるポリシーテンプレートの概要。リストの各項目を展開し

て、ポリシーテンプレートの詳細を参照できます。

OMi MP for SAPには、J2EEアプリケーションサーバを監視するために次のアスペクトが含まれます。

SAP J2EE ベース

SAPランドスケープを監視するためのベースアスペクトで、設定、スケジューラ、ロガーを含みます。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
VeryHigh

なし SAP J2EEコレ

クタ/アナライザを

VeryHighスケ

ジュールごとに実

行します。

スケジュールされ

たタスク

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_Low なし SAP J2EEコレ

クタ/アナライザを

Lowスケジュー

ルごとに実行し

ます。

スケジュールされ

たタスク

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
Medium

なし SAP J2EEコレ

クタ/アナライザを

Mediumスケ

ジュールごとに実

行します。

スケジュールされ

たタスク

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_High なし 選択したメトリッ

クで SAP J2EE
コレクタ/アナライ

ザを 15分ごとに

実行します。

スケジュールされ

たタスク

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
Messages

なし SAP MP メッ

セージテンプ

レート (メッセージ

インターセプタ

用 )。

オープンメッセー

ジインターフェイ

ス
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
NWStatus

なし SAP J2EEアプ

リケーションサー

バのステータスと

可用性。

スケジュールされ

たタスク

SAP J2EEアプリケーションスレッド プールパフォーマンス

SAP J2EEシステムのアプリケーションスレッド プールのパフォーマンスを監視します。このアスペクトは SAP
のバージョンによって異なるメトリックをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0226

なし スレッド プール

の最小サイ

ズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0219

ApplicationThreadPoolUtili
zation:高 /
ApplicationThreadPoolUtili
zation:正常域

アプリケーショ

ンスレッド

プール -スレッ

ド プールの使

用率

測定値しきい

値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0229

なし 待機中のタス

クキューオー

バーフロー。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0031

なし アプリケーショ

ンスレッド

プールの最大

サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0227

ApplicationThreadPoolUtili
zation:高 /
ApplicationThreadPoolUtili
zation:正常域

アプリケーショ

ンスレッド

プール -スレッ

ド プールの収

容率

測定値しきい

値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0221

なし アクティブなス

レッド数。

ConfigFile
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CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0034

なし アクティブなア

プリケーション

スレッド プール

サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0033

なし 現在のアプリ

ケーションス

レッド プール

サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0036

なし アプリケーショ

ンスレッド

プールの待機

中のタスク

キューサイ

ズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0032

なし 初期のアプリ

ケーションス

レッド プール

サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0223

なし 初期のスレッ

ド プールサイ

ズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0225

なし 待機中のタス

クキューの最

大サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0220

ApplicationThreadPoolUtili
zation:高 /
ApplicationThreadPoolUtili
zation:正常域

アプリケーショ

ンスレッド

プール -待機

中のタスクの

使用率

測定値しきい

値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0228

なし 待機中のタス

ク数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0222

なし 現在のスレッ

ド プールサイ

ズ。

ConfigFile
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CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0224

なし スレッド プール

の最大サイ

ズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0218

ApplicationThreadPoolUtili
zation:高 /
ApplicationThreadPoolUtili
zation:正常域

アプリケーショ

ンスレッド

プール -使用

率

測定値しきい

値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0030

なし アプリケーショ

ンスレッド

プールの最小

サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0035

なし アプリケーショ

ンスレッド

プールの待機

中のタスク

数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0037

なし アプリケーショ

ンスレッド

プールの待機

中のタスク

キューオー

バーフロー。

ConfigFile

SAP J2EE クラスタ マネージャ - メッセージ サーバ通信レイヤパフォーマンス

クラスタマネージャでメッセージサーバの通信レイヤを監視します。このアスペクトは SAPのバージョンに

よって異なるメトリックをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0066 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて設定マ

ネージャから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0230 なし メッセージ処理

時間の平均

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0081 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてデプロイメ

ント サービスから

受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0041 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてキャッシュ

マネージャから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0062 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて Servlet
JSPサービスか

ら送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0038 なし J2EEクラスタの

現在のメッセー

ジコンテキストの

プールサイズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0051 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて Telnet
サービスから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0071 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて IIOP
ポートから受信

した合計バイト

数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0053 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて JMSプロ

バイダから送信

された合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0069 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてサービス

マネージャの内

部接続から受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0045 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて IIOP
ポートから送信

された合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0087 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてWeb
Dynproサービス

から受信した合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0057 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてコネクタ

サービスから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0074 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてWeb
サービスから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0070 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて P4ポート

から受信した合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0084 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて指定され

たサービスから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0043 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてサービス

マネージャの内

部接続から送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0078 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて JMX
サービスから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0047 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてシェル

サービスから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0076 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて JMX通

知サービスから

受信した合計

バイト数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0086 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてセキュリ

ティサービスから

受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0083 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてコネクタ

サービスから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0050 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて JMX通

知サービスから

送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0079 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて JMSプロ

バイダから受信

した合計バイト

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0056 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてネーミング

サービスから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0085 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて SAPセ

キュリティコア

ユーザ管理エン

ジンサービスから

受信した合計

バイト数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0068 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてサービス

マネージャのデプ

ロイメント ディス

トリビュータから

受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0088 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて Servlet
JSPサービスか

ら受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0080 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて HTTP
ポートから受信

した合計バイト

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0072 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて SLDサー

ビスから受信し

た合計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0042 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてサービス

マネージャのデプ

ロイメント ディス

トリビュータから

送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0054 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて HTTP
ポートから送信

された合計バイ

ト数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0075 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて Log
Configuratorか
ら受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0089 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて RFCエン

ジンサービスから

受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0049 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて Log
Configuratorか
ら送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0044 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて P4ポート

から送信された

合計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0040 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて設定マ

ネージャから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0090 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてアプリケー

ショントレース

サービスから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0060 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてセキュリ

ティサービスから

送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0055 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてデプロイメ

ント サービスから

送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0048 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてWeb
サービスから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0061 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてWeb
Dynproサービス

から送信された

合計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0059 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて SAPセ

キュリティコア

ユーザ管理エン

ジンサービスから

送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0067 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてキャッシュ

マネージャから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 176 / 416ページ



CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0052 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて JMX
サービスから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0058 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて指定され

たサービスから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0046 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて SLDサー

ビスから送信さ

れた合計バイト

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0091 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて

PRTBridgeサー

ビスから受信し

た合計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0082 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてネーミング

サービスから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0073 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてシェル

サービスから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0077 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて Telnet
サービスから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0065 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて

PRTBridgeサー

ビスから送信さ

れた合計バイト

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0064 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じてアプリケー

ショントレース

サービスから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0039 なし J2EEクラスタの

メッセージコンテ

キストの処理時

間の平均

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0063 なし メッセージサーバ

の通信レイヤを

通じて RFCエン

ジンサービスから

送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SAP J2EE クラスタ マネージャ -セッション通信レイヤパフォーマンス

クラスタマネージャでセッション通信レイヤを監視します。このアスペクトは SAPのバージョンによって異なる

メトリックをサポートします。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0106 なし セッション通信レ

イヤを通じて

IIOPサービスか

ら送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0096 なし セッション通信レ

イヤ内のHTTP
メッセージキュー

の現在のサイズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0104 なし セッション通信レ

イヤを通じて

JMSプロバイダ

サービスから送

信された合計バ

イト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0103 なし セッション通信レ

イヤを通じて

HTTPサービス

から送信された

合計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0111 なし セッション通信レ

イヤを通じて

JMSプロバイダ

サービスから受

信した合計バイ

ト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0097 なし セッション通信レ

イヤ内のJMSプ

ロバイダメッセー

ジキューの現在

のサイズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0109 なし セッション通信レ

イヤを通じて

Telnetサービス

から受信した合

計バイト数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0110 なし セッション通信レ

イヤを通じて

HTTPサービス

から受信した合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0231 なし セッション処理

時間の平均

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0095 なし セッション通信レ

イヤ内のTelnet
メッセージキュー

の現在のサイズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0102 なし セッション通信レ

イヤを通じて

Telnetサービス

から送信された

合計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0105 なし セッション通信レ

イヤを通じて

Webサービスか

ら送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0094 なし セッション通信レ

イヤ内の内部

メッセージキュー

の現在のサイズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0092 なし セッションキュー

の最大サイズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0100 なし セッション通信レ

イヤを通じて P4
ポート サービスか

ら送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0093 なし セッション通信レ

イヤ内のP4メッ
セージキューの

現在のサイズ

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0098 なし セッション通信レ

イヤ内のWeb
サービスメッセー

ジキューの現在

のサイズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0108 なし セッション通信レ

イヤを通じて内

部サービスから

受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0101 なし セッション通信レ

イヤを通じて内

部サービスから

送信された合

計バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0099 なし セッション通信レ

イヤ内の IIOP
メッセージキュー

の現在のサイズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0113 なし セッション通信レ

イヤを通じて

IIOPサービスか

ら受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0107 なし セッション通信レ

イヤを通じて P4
ポート サービスか

ら受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0112 なし セッション通信レ

イヤを通じて

Webサービスか

ら受信した合計

バイト数

測定値しきい値

SAP J2EE 構成

J2EEアプリケーションサーバCIに対する設定を収集します。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
Configuration

なし SAP J2EE構

成の詳細。

ConfigFile

SAP J2EE 設定マネージャおよびクラスローダパフォーマンス

設定マネージャのキャッシュヒット率とコミット期間のパラメータおよびクラスローダ数を監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0002 なし コミット期間 測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0233 CacheHitRate:
高 /
CacheHitRate:
正常域

設定マネージャ -
キャッシュヒット

率

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0234 なし 設定マネージャ -
コミット期間

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0232 なし クラスローダ数 測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0001 CacheHitRate:
高 /
CacheHitRate:
正常域、

CacheHitRate:
高 /
CacheHitRate:
正常域

キャッシュヒット

率

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0012 なし クラスローダ数 測定値しきい値

SAP J2EE 接続マニピュレータ パフォーマンス

接続マニピュレータの各種ポートでの接続数を監視します。このアスペクトは SAPバージョン 7.0および

SAP 7.0xのみをサポートします。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0021 なし 接続マニピュ

レータの可能な

最大接続数

(ディスパッチャ)。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0015 なし 接続マニピュ

レータのP4接
続数 (ディスパッ

チャ)。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0016 なし 接続マニピュ

レータの IIOP接

続数 (ディスパッ

チャ)。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0020 なし 接続マニピュ

レータのプール

内の空き接続

数 (ディスパッ

チャ)。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0013 なし 接続マニピュ

レータの接続数

の合計 (ディス

パッチャ)。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0018 なし 接続マニピュ

レータのTelnet
接続数 (ディス

パッチャ)。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0014 なし 接続マニピュ

レータのHTTP
接続数 (ディス

パッチャ)。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0017 なし 接続マニピュ

レータのJMS接

続数 (ディスパッ

チャ)。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0019 なし 接続マニピュ

レータのその他

の接続数 (ディ

スパッチャ)。

ConfigFile
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SAP J2EE コネクタ サービスパフォーマンス

各種リソースアダプタの管理対象接続を監視します。このアスペクトは SAPバージョン 7.0およびSAP
7.0xのみをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2116 なし ADS リソースア

ダプタでの管理

対象接続の空

き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2063 なし SAP/BC_FOリ

ソースアダプタで

の同時に開かれ

ている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2077 なし SAP/CAF_
EUP_ER リソー

スアダプタでの

管理対象接続

の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2093 なし SAP/BC_SLM
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2127 なし SDK_SAPQリ

ソースアダプタで

の同時に開かれ

ている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2075 なし SAP/CAF_
EUP_ER リソー

スアダプタでの

同時に開かれて

いる管理対象

接続の最大数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2021 なし SAPSR3DB リ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2131 なし SDK_XMLA リ

ソースアダプタで

の同時に開かれ

ている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2040 なし SAP/CAF_RT
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2128 なし SDK_SAPQリ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2092 なし SAP/BC_SLM
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2130 なし SDK_SAPQリ

ソースアダプタで

のプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2028 なし SAP/BC_
MIGSERVICE
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2024 なし SAP/EP_PRT
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2129 なし SDK_SAPQリ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2094 なし SAP/BC_SLM
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2096 なし SAP/LOCAL_
MAINFRAME_
POOLリソース

アダプタでの管

理対象接続の

空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2115 なし ADS リソースア

ダプタでの同時

に開かれている

管理対象接続

の最大数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2103 なし SAP/BC_JDO
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2039 なし SAP/CAF_RT
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2110 なし SAP/BC_UDDI
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2109 なし SAP/BC_UDDI
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2126 なし SDK_CAFリ

ソースアダプタで

のプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2053 なし SAP/CAF/EU
P_GP/MAIL_
CFリソースアダ

プタでの管理対

象接続の使用

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2056 なし SAP/BC_UME
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2105 なし SAP/BC_JDO
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2023 なし SAP/EP_PRT
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2135 なし SDK_ODBOリ

ソースアダプタで

の同時に開かれ

ている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2133 なし SDK_XMLA リ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2068 なし SAP/BC_XMLA
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2120 なし SDK_JDBC リ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2019 なし SAPSR3DB リ

ソースアダプタで

の同時に開かれ

ている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2027 なし SAP/BC_
MIGSERVICE
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2091 なし SAP/BC_SLM
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2104 なし SAP/BC_JDO
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2035 なし SAP/BC_
WDRR リソース

アダプタでの同

時に開かれてい

る管理対象接

続の最大数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2038 なし SAP/BC_
WDRR リソース

アダプタでのプー

ルされた管理対

象接続を待機

中のクライアント

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2044 なし SAP/BW_MMR
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2042 なし SAP/CAF_RT
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2034 なし SAP/CAF_
EUP_GP リソー

スアダプタでの

プールされた管

理対象接続を

待機中のクライ

アント数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2138 なし SDK_ODBOリ

ソースアダプタで

のプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2049 なし SAP/EP_DQE
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2051 なし SAP/CAF/EU
P_GP/MAIL_
CFリソースアダ

プタでの同時に

開かれている管

理対象接続の

最大数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2057 なし SAP/BC_UME
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2052 なし SAP/CAF/EU
P_GP/MAIL_
CFリソースアダ

プタでの管理対

象接続の空き

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2085 なし SAP/BC_ADM
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2025 なし SAP/EP_PRT
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2061 なし SAP/BC_JMS
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2098 なし SAP/LOCAL_
MAINFRAME_
POOLリソース

アダプタでのプー

ルされた管理対

象接続を待機

中のクライアント

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2108 なし SAP/BC_UDDI
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2066 なし SAP/BC_FOリ

ソースアダプタで

のプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2058 なし SAP/BC_UME
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2050 なし SAP/EP_DQE
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2113 なし UTDB リソース

アダプタでの管

理対象接続の

使用数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2031 なし SAP/CAF_
EUP_GP リソー

スアダプタでの

同時に開かれて

いる管理対象

接続の最大数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2132 なし SDK_XMLA リ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2036 なし SAP/BC_
WDRR リソース

アダプタでの管

理対象接続の

空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2082 なし SAP/EP_PCD
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2100 なし SAP/BC_SLD
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2074 なし SAP/BC_MON
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2073 なし SAP/BC_MON
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2043 なし SAP/BW_MMR
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2055 なし SAP/BC_UME
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2102 なし SAP/BC_SLD
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2097 なし SAP/LOCAL_
MAINFRAME_
POOLリソース

アダプタでの管

理対象接続の

使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2095 なし SAP/LOCAL_
MAINFRAME_
POOLリソース

アダプタでの同

時に開かれてい

る管理対象接

続の最大数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2121 なし SDK_JDBC リ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の使用数

測定値しきい値

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 193 / 416ページ



CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2125 なし SDK_CAFリ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2048 なし SAP/EP_DQE
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2122 なし SDK_JDBC リ

ソースアダプタで

のプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2020 なし SAPSR3DB リ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2029 なし SAP/BC_
MIGSERVICE
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2076 なし SAP/CAF_
EUP_ER リソー

スアダプタでの

管理対象接続

の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2047 なし SAP/EP_DQE
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2037 なし SAP/BC_
WDRR リソース

アダプタでの管

理対象接続の

使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2032 なし SAP/CAF_
EUP_GP リソー

スアダプタでの

管理対象接続

の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2078 なし SAP/CAF_
EUP_ER リソー

スアダプタでの

プールされた管

理対象接続を

待機中のクライ

アント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2088 なし SAP/CAF_BW_
RTリソースアダ

プタでの管理対

象接続の空き

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2041 なし SAP/CAF_RT
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2124 なし SDK_CAFリ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2080 なし SAP/EP_PCD
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2112 なし UTDB リソース

アダプタでの管

理対象接続の

空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2062 なし SAP/BC_JMS
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2123 なし SDK_CAFリ

ソースアダプタで

の同時に開かれ

ている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2099 なし SAP/BC_SLD
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2059 なし SAP/BC_JMS
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2054 なし SAP/CAF/EU
P_GP/MAIL_
CFリソースアダ

プタでのプールさ

れた管理対象

接続を待機中

のクライアント数

測定値しきい値
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ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2106 なし SAP/BC_JDO
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2046 なし SAP/BW_MMR
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2111 なし UTDB リソース

アダプタでの同

時に開かれてい

る管理対象接

続の最大数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2136 なし SDK_ODBOリ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2134 なし SDK_XMLA リ

ソースアダプタで

のプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2119 なし SDK_JDBC リ

ソースアダプタで

の同時に開かれ

ている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値
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ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2030 なし SAP/BC_
MIGSERVICE
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2071 なし SAP/BC_MON
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2060 なし SAP/BC_JMS
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2064 なし SAP/BC_FOリ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2026 なし SAP/EP_PRT
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2084 なし SAP/BC_ADM
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2118 なし ADS リソースア

ダプタでのプール

された管理対

象接続を待機

中のクライアント

数

測定値しきい値
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ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2069 なし SAP/BC_XMLA
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2065 なし SAP/BC_FOリ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2067 なし SAP/BC_XMLA
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2045 なし SAP/BW_MMR
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2033 なし SAP/CAF_
EUP_GP リソー

スアダプタでの

管理対象接続

の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2101 なし SAP/BC_SLD
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2070 なし SAP/BC_XMLA
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値
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ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2022 なし SAPSR3DB リ

ソースアダプタで

のプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2079 なし SAP/EP_PCD
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2081 なし SAP/EP_PCD
リソースアダプタ

での管理対象

接続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2137 なし SDK_ODBOリ

ソースアダプタで

の管理対象接

続の使用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2090 なし SAP/CAF_BW_
RTリソースアダ

プタでのプールさ

れた管理対象

接続を待機中

のクライアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2086 なし SAP/BC_ADM
リソースアダプタ

でのプールされた

管理対象接続

を待機中のクラ

イアント数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2114 なし UTDB リソース

アダプタでのプー

ルされた管理対

象接続を待機

中のクライアント

数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2089 なし SAP/CAF_BW_
RTリソースアダ

プタでの管理対

象接続の使用

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2072 なし SAP/BC_MON
リソースアダプタ

での管理対象

接続の空き数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2107 なし SAP/BC_UDDI
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2117 なし ADS リソースア

ダプタでの管理

対象接続の使

用数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2087 なし SAP/CAF_BW_
RTリソースアダ

プタでの同時に

開かれている管

理対象接続の

最大数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2083 なし SAP/BC_ADM
リソースアダプタ

での同時に開か

れている管理対

象接続の最大

数

測定値しきい値

SAP J2EE 検出

SAPランドスケープ内の各種 Javaインスタンスを検出します。

CI タイプ

ポリシーテンプレー

ト インジケータ 説明 ポリシータイプ

Computer SAPJ2EE_
Discovery

なし SAPMP J2EE検

出ポリシー。

サービス自動検

出
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SAP J2EE EJB パフォーマンス

セッションステートフルBean、ステートレスBean、メッセージ駆動型 Bean、エンティティBeanのパフォーマ

ンスを監視します。このアスペクトは SAPバージョン 7.0およびSAP 7.0xのみをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2159 なし プール内に作成

される初期の

Beanインスタン

スの数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2151 なし このプールで保

持できるBean
インスタンスの数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2164 なし アプリケーション

で現在使用さ

れているかプー

ル内に格納され

ている、このプー

ルによって提供

されるBeanイン

スタンスの数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2147 なし Beanインスタン

スがアクティベー

トされた回数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2146 なし Beanインスタン

スがパッシベート

された回数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2169 なし Beanインスタン

スがパッシベート

された回数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2148 なし Beanが作成さ

れた回数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2167 なし 新しいインスタン

スが要求され、

プール内にアイ

ドル状態のイン

スタンスが存在

しないときに、

プール内のイン

スタンスの合計

数が増加する

数。この要素の

値は正の数であ

る必要がありま

す。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2157 なし アプリケーション

で現在使用さ

れているかプー

ル内に格納され

ている、このプー

ルによって提供

されるBeanイン

スタンスの数。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2161 なし このアプリケー

ションで現在使

用されている、こ

のプールによって

提供される

Beanインスタン

スの数。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2142 なし 現在パッシベー

トされている

Beanセッション

の数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2154 なし このアプリケー

ションで現在使

用されている、こ

のプールによって

提供される

Beanインスタン

スの数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2170 なし Beanインスタン

スがアクティベー

トされた回数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2139 なし アイドル状態の

アクティブセッショ

ンがパッシベート

されるまでの時

間 (秒 )

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2166 なし プール内に作成

される初期の

Beanインスタン

スの数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2155 なし Beanが作成さ

れた回数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2163 なし Beanおよび

Beanセッション

が削除された回

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2149 なし Beanおよび

Beanセッション

が削除された回

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2165 なし このプールで保

持できるBean
インスタンスの数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2145 なし Beanおよび

Beanセッション

が削除された回

数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2140 なし Beanがパッシ

ベートされてか

ら、EJBコンテナ

によりセッション

Beanのインスタ

ンスがスワップか

ら消去され、セッ

ションが破棄さ

れるまでの時間

(秒 )。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2158 なし このプールで保

持できるBean
インスタンスの

数。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2168 なし このアプリケー

ションで現在使

用されている、こ

のプールによって

提供される

Beanインスタン

スの数。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2150 なし アプリケーション

で現在使用さ

れているかプー

ル内に格納され

ている、このプー

ルによって提供

されるBeanイン

スタンスの数。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2152 なし プール内に作成

される初期の

Beanインスタン

スの数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2143 なし 完了したセッショ

ン数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2141 なし アクティブな

Beanセッション

の数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2156 なし Beanおよび

Beanセッション

が削除された回

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2153 なし 新しいインスタン

スが要求され、

プール内にアイ

ドル状態のイン

スタンスが存在

しないときに、

プール内のイン

スタンスの合計

数が増加する

数。この要素の

値は正の数であ

る必要がありま

す。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2162 なし Beanが作成さ

れた回数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2160 なし 新しいインスタン

スが要求され、

プール内にアイ

ドル状態のイン

スタンスが存在

しないときに、

プール内のイン

スタンスの合計

数が増加する

数。この要素の

値は正の数であ

る必要がありま

す。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2144 なし Beanが作成さ

れた回数。

測定値しきい値

SAP J2EE Http プロバイダパフォーマンス

HTTPプロバイダでの要求のパフォーマンスを監視します。このアスペクトは SAPのバージョンによって異な

るメトリックをサポートします。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2014 なし HTTPプロバイダ

でのオープン接

続の要求スキッ

プ数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2215 なし すべての要求数 ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2216 なし HTTPプロバイダ

-アクティブなス

レッド数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2018 なし HTTPプロバイダ

の要求応答時

間の平均

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2186 なし HTTPプロバイダ

のすべての要求

数の合計

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2017 なし HTTPプロバイダ

の要求数の合

計

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2217 なし HTTPプロバイダ

-スレッド インプ

ロセス率

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2012 なし HTTPプロバイダ

でのオープン接

続の要求読み

取り数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2011 なし HTTPプロバイダ

のオープン接続

数の合計

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2013 なし HTTPプロバイダ

でのオープン接

続の応答読み

取り数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2016 なし HTTPプロバイダ

の接続あたりの

要求数の平均

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2015 なし HTTPプロバイダ

のキープアライブ

待機接続数

測定値しきい値

SAP J2EE JMS パフォーマンス

JMSセッションコンテナを監視します。このアスペクトは SAP 7.1以降のバージョンをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2207 なし JMSセッションコ

ンテナ -接続数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2208 なし JMSセッションコ

ンテナ -コン

シューマの数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2209 なし JMSセッションコ

ンテナ -プロ

デューサの数

測定値しきい値

SAP J2EE JMX アダプタ パフォーマンス

JMXアダプタプロトコルを監視します。このアスペクトは SAPのバージョンによって異なるメトリックをサポー

トします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2229 なし JMXアダプタ -
JMXアダプタの

ローカルMBean
リポジトリのサイ

ズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2001 なし JMXアダプタ

キャッシュ内の最

大エントリ数

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2228 なし JMXアダプタ -ク
ラスタワイド通

知リスナ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2006 なし JMXアダプタの

通知キュー内の

アクティブなスレッ

ド数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2002 なし JMXアダプタ

キャッシュ内の現

在のエントリ数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2003 なし JMXアダプタ

キャッシュ内の置

換済みエントリ

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2004 なし JMXアダプタの

キャッシュヒット

率

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2005 なし JMXアダプタの

通知キューサイ

ズ

測定値しきい値

SAP J2EE JNDI レジストリステータス

JNDIレジストリを監視します。このアスペクトは SAP 7.1以降のバージョンをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2231 なし JNDIレジストリ -
バイト アレイの

キャッシュサイズ

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2230 なし JNDIレジストリ -
バインドされたオ

ブジェクトの数

測定値しきい値

SAP J2EE Log Configurator パフォーマンス

Log Configuratorのログファイルサイズとメッセージのステータスを監視します。このアスペクトは SAPの

バージョンによって異なるメトリックをサポートします。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2213 なし Log
Configuratorの
エラーメッセージ

の数。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2211 なし Log
Configuratorの
ログ記録された

すべてのメッセー

ジの数。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2007 なし Log
Configuratorの
ログファイルサイ

ズの合計。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2210 なし Log
Configurator -ロ
グファイルサイズ

の合計。

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2214 なし Log
Configuratorの
致命的メッセー

ジの数。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2212 なし Log
Configuratorの
警告メッセージ

の数。

ConfigFile

SAP J2EE メモリステータス

J2EE メモリのステータスとSAPシステムのタイムアウト パラメータを監視します。このアスペクトは SAPの

バージョンによって異なるメトリックをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2010 なし 使用済みメモ

リ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2201 なし 割り当て済みメ

モリ。

ConfigFile
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2203 なし 使用済みメモ

リ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2202 なし 空きメモリ。 ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2008 なし 割り当て済みメ

モリ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2204 なし タイムアウト - 1
分あたりの推定

頻度

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2009 なし 空きメモリ。 ConfigFile

SAP J2EE P4および IIOP プロバイダパフォーマンス

P4および IIOPサービスプロバイダのパフォーマンスを監視します。このアスペクトは SAPのバージョンによっ

て異なるメトリックをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2227 なし IIOPプロバイダ -
スレッド使用率

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2218 なし P4プロバイダ -
要求失敗数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2219 なし P4プロバイダ -
スレッド使用率

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2220 なし RequestsCoun
t。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2185 なし P4プロバイダの

要求数。

ConfigFile

SAP J2EE ポート マネージャパフォーマンス

各種ポートの許容スレッド使用率を監視します。このアスペクトは SAPバージョン 7.0およびSAP 7.0xの
みをサポートします。

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 211 / 416ページ



CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0007 なし P4ポートの許

容スレッド使用

率。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0006 なし IIOP (SSL)ポー

トの許容スレッド

使用率。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0011 なし JMSプロバイダ

の許容スレッド

使用率。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0009 なし P4 (SSL)ポート

の許容スレッド

使用率。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0005 なし IIOPポートの許

容スレッド使用

率。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0003 なし HTTPポートの

許容スレッド使

用率。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0010 なし Telnetの許容ス

レッド使用率。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0004 なし HTTP (SSL)
ポートの許容ス

レッド使用率。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_0008 なし P4 (HTTP トンネ

リング)ポートの

許容スレッド使

用率。

ConfigFile

SAP J2EE セッション マネージャパフォーマンス

セッションおよびセッション集計データのステータスとパフォーマンスを監視します。このアスペクトは SAPの

バージョンによって異なるメトリックをサポートします。
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CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
2232

UnsuccessfulLogonAttemp
tsRate:高 /
UnsuccessfulLogonAttemp
tsRate:正常域

セキュリティ -
失敗したログ

オン試行回

数。

測定値しきい

値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
2182

なし セキュリティ

サーバのタイ

ムアウトした

セッション数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0204

なし セッションマ

ネージャ -アク

ティブな Web
セッション数。

測定値しきい

値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
2184

なし セキュリティ

サーバのログ

オフ済みセッ

ション数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0202

なし 開いている

Webセッショ

ン数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
2180

なし セキュリティ

サーバのアク

ティブなセッ

ション数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
2183

なし セキュリティ

サーバの無効

なセッション

数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
2181

なし セキュリティ

サーバのセッ

ション数の合

計。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0205

なし セッションマ

ネージャ -ログ

インしている

ユーザ数。

測定値しきい

値
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CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0201

なし 開いているセ

キュリティセッ

ション数。

ConfigFile

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
0203

なし 開いている

EJBセッション

数。

ConfigFile

SAP J2EE システムスレッド プールパフォーマンス

Javaアプリケーション応答時間測定要求のパフォーマンスを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0215

SystemThreadPoolUtiliz
ation:高 /
SystemThreadPoolUtiliz
ation:正常域

システムスレッ

ド プール -ス
レッド プールの

収容率。

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0024

なし 初期のシステ

ムスレッド プー

ルサイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0027

なし システムスレッ

ド プールの待

機中のタスク

数。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0028

なし システムスレッ

ド プールの待

機中のタスク

キューサイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0025

なし 現在のシステ

ムスレッド プー

ルサイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0214

なし スレッド プール

の最小サイ

ズ。

ConfigFile
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0022

なし システムスレッ

ド プールの最

小サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0208

なし システムスレッ

ド プール -待
機中のタスク

の使用率。

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0206

SystemThreadPoolUtiliz
ation:高 /
SystemThreadPoolUtiliz
ation:正常域

システムスレッ

ド プール -使
用率。

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0207

なし システムスレッ

ド プール -ス
レッド プールの

使用率。

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0211

なし 初期のスレッド

プールサイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0023

なし システムスレッ

ド プールの最

大サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0029

なし システムスレッ

ド プールの待

機中のタスク

キューオー

バーフロー。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0209

なし アクティブなス

レッド数。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0026

なし システムスレッ

ド プールのアク

ティブスレッド

数。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0212

なし スレッド プール

の最大サイ

ズ。

ConfigFile
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0213

なし 待機中のタス

クキューの最

大サイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0217

なし 待機中のタス

クキューオー

バーフロー。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0210

なし 現在のスレッド

プールサイズ。

ConfigFile

SapJ2eeApplicationS
erver

SAPJ2EE_
0216

なし 待機中のタス

ク数。

ConfigFile

SAP J2EE トランザクション ステータス

各種トランザクションのステータスを監視します。このアスペクトは SAP 7.1以降のバージョンをサポートしま

す。

CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplicatio
nServer

SAPJ2EE_
2221

なし CommittedTransaction
sCount。

ConfigFile

SapJ2eeApplicatio
nServer

SAPJ2EE_
2223

なし RolledBackTransaction
sCount。

ConfigFile

SapJ2eeApplicatio
nServer

SAPJ2EE_
2224

なし SuspendedTransaction
sCount。

ConfigFile

SapJ2eeApplicatio
nServer

SAPJ2EE_
2222

なし OpenTransactionsCou
nt。

ConfigFile

SapJ2eeApplicatio
nServer

SAPJ2EE_
2226

J2EETransactionSucc
essRate:低 /
J2EETransactionSucc
essRate:正常域

トランザクション -成功

率

測定値しき

い値

SapJ2eeApplicatio
nServer

SAPJ2EE_
2225

なし TimedOutTransactions
Count。

ConfigFile

SAP J2EE Web コンテナ パフォーマンス

Webコンテナのパフォーマンスを監視します。このアスペクトは SAPのバージョンによって異なるメトリックを

サポートします。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2188

なし Webコンテナ内

の現在のセキュリ

ティセッション数

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2190

なし Webコンテナ内

のタイムアウトし

たセキュリティセッ

ション数

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2189

なし Webコンテナ内

のタイムアウトし

たHTTPセッショ

ン数

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2187

なし Webコンテナ内

の現在のHTTP
セッション数

測定値しきい

値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2206

なし AllRequestsCou
nt

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2191

なし Webコンテナ内

のすべての要求

数の合計

ConfigFile

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_
2205

なし Webコンテナ -処
理時間の平均

測定値しきい

値

SAP J2EE Web サービスパフォーマンス

各種サービスに対する要求のパフォーマンスを監視します。このアスペクトは SAPバージョン 7.0および

SAP 7.0xのみをサポートします。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2172 なし 何らかの理由で

失敗した要求

数

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2175 なし サービスの実装

時間

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2178 なし サービスの実装

時間

測定値しきい値
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート インジケータ 説明 ポリシータイプ

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2174 なし サービスの前処

理時間

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2179 なし サービスの後処

理時間

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2177 なし サービスの前処

理時間

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2171 なし 要求成功数 測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2176 なし サービスの後処

理時間

測定値しきい値

SapJ2eeApplicationServ
er

SAPJ2EE_2173 なし 現在処理済み

の要求数

測定値しきい値

SAP JARM 要求パフォーマンス

Javaアプリケーション応答時間測定要求のパフォーマンスを監視します。

CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4001

なし JARM要求

数

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4005

JARMRequestsAverageCPUT
ime:高 /
JARMRequestsAverageCPUT
ime:正常域

JARM要求

に対する

CPU時間の

平均

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4206

なし 要求数 測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4002

なし 1秒あたりの

JARM要求

数

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4003

なし すべての

JARM要求

によるコン

ポーネント呼

び出し数

測定値しき

い値
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CI タイプ

ポリシーテン

プレート インジケータ 説明

ポリシータイ

プ

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4004

JARMRequestsAverageResp
onseTime:高 /
JARMRequestsAverageResp
onseTime:正常域

JARM要求

の応答時間

の平均

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4205

なし コンポーネン

ト呼び出し

数

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4201

JARMRequestsAverageResp
onseTime:高 /
JARMRequestsAverageResp
onseTime:正常域

J2EEエンジ

ンの応答時

間の平均

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4204

なし 送信データ

の平均

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4202

なし 1秒あたりの

要求数

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4006

なし JARM要求

に対する送

信データの

平均

測定値しき

い値

SapJ2eeApplication
Server

SAPJ2EE_
4203

JARMRequestsAverageCPUT
ime:高 /
JARMRequestsAverageCPUT
ime:正常域

CPU時間の

平均

測定値しき

い値

SAP ABAP監視テンプレート
OMi MP for SAPでは、一連のSAP ABAP監視テンプレートがSAP環境内のABAPアプリケーション

サーバのさまざまなアスペクトに関する情報を定期的に収集する間隔を設定できます。

OMi MP for SAPでは、監視要件に合わせて SAP ABAP監視テンプレートを大きくカスタマイズできま

す。SAP ABAP監視テンプレートを使用して、ABAPアプリケーションサーバの一連の機能を監視できま

す。キーワードを設定すれば、特定の機能を監視することもできます。

OMi MP for SAPに付属している各監視テンプレートには、キーワードを使用したデフォルト設定がありま

す。一部のキーワードは、特定のSAP ABAP監視テンプレートでのみ使用できます。

SAP ABAP監視テンプレートにアクセスする方法

1. SAP ABAP監視テンプレートを開きます。
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BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [ポリシーテンプレート ]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [ポリシーテンプレート ]をクリックします。

2. [ポリシーテンプレート グループ]ペインで、以下のとおり選択します。

BSMでは、[グループ別ポリシーテンプレート ] > [SAP ABAP 監視テンプレート ]をクリックします。

OMiでは、[ポリシー管理 ] > [タイプ別にグループ化されたテンプレート ] > [SAP ABAP 監視テンプ

レート ]をクリックします。

SAP ABAP監視テンプレートによるリモート監視

SAP ABAP監視テンプレートは、Operations Agentがインストールされていないノードで SAP ABAPアプ

リケーションサーバを監視できるようにすることで、ABAPアプリケーションサーバの監視範囲を拡張しま

す。ABAPアプリケーションサーバのリモート監視は、Operations Agentがインストールされ、OMi MP for
SAP管理テンプレートがデプロイされているノードから設定し、実行する必要があります。

OMi MP for SAPのリモート監視機能を使用して、たとえばOMi MP for SAPでサポートされていない環

境で実行されているSAPシステムを監視するには、次の手順を実行する必要があります。「監視する

個々のリモート サーバの指定」で示すように、リモート監視の対象とする追加のSAPサーバを 1行ずつ

指定する必要があります。

l 各モニタの設定ファイルの先頭のハッシュ記号「#」を削除することで、RemoteMonitoringキーワード

を有効にします。

l 監視を実行するローカルホストの名前を定義します。リモート ホストと関連付けるローカルホストを 1
行ずつ指定する必要があります。

l 監視するリモート SAPサーバ (RemoteHost)の名前を定義します。

l リモート ホストにSAP ABAP設定アスペクトが設定されていることを確認します。

RemoteMonitoringキーワードでは、次のパラメータを使用できます。

l LocalHost

Agentがインストールされ、パラメータ「RemoteHost」で定義されているSAPサーバをリモート監視する

ために使用する、ローカルのOMi MP for SAP管理対象ノードの名前。

l RemoteHost

パラメータ「LocalHost」に定義されているホストから監視するリモート SAPサーバの名前。

l SAP システムおよび SAP 番号 (SAPABAP_CCMSIntegrationMon のみ)

SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレートでは、パラメータ「RemoteHost」で定義されてい

るSAPサーバで実行されるSAPシステムの ID と番号の両方を認識している必要があります。
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監視する個々のリモート サーバの指定

#------------------------------------------------------------

# Remote LocalHost RemoteHost

# Monitoring

RemoteMonitoring =sap1 =sdsap1

RemoteMonitoring =sap1 =sdsap2

RemoteMonitoring =sap2 =sdsap3

#------------------------------------------------------------

SAPABAP_CCMSIntegrationMonのリモート監視の設定の詳細は、「SAPABAP_
CCMSIntegrationMon」を参照してください。

SAPABAP_BatJobMon

SAPABAP_BatJobMonでは、定義された時間間隔を超過するSAP ABAPバッチジョブ、定義された

時間間隔よりも前に終了するSAP ABAPバッチジョブ、およびスケジュールされた時刻に開始されない

SAP ABAPバッチジョブを監視できます。

ジョブレポート アラート モニタ SAPABAP_BatJobMonは、次の条件のバッチジョブを識別し、レポートし

ます。

l バッチジョブの実行時間が指定されている制限より短い、または長い。

l バッチジョブのスケジュールされている開始日時と実際の開始日時の間で、指定されている時間が

過ぎた。

l バッチジョブが中止された。

注 : SAPABAP_BatJobMonが複数のメッセージを送信するように設定することはできません。たとえ

ば、まずバッチジョブの実行時間が5分を超えた場合に注意域メッセージを送信し、同じバッチジョ

ブの実行時間が10分を超えた場合に危険域メッセージを送信することはできません。

SAP ABAP監視テンプレート SAPABAP_BatJobMonは次を参照します。

l SAP NetWeaverトランザクション SM36または SM38を使用して作成されたレポート

l SAP NetWeaverトランザクション SM37を使用したジョブの詳細 (ID番号を含む)

モニタ タイプ

SAPABAP_BatJobMon監視テンプレートは期間タイプです。1回の実行で収集されるのは 1つの値セッ

トのみです。
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アラート タイプ

SAPABAP_BatJobMon監視テンプレートには次のアラート タイプがあります。SAPABAP_BatJobMon監視

テンプレートを使用する場合、次に示すアラート タイプを設定する必要があります。

l JOB_MAX_RUN_TIME

ジョブに対して許容する最大実行時間を定義します。SAPABAP_BatJobMon監視テンプレートは、

定義済みジョブの実行時間が定義されている最大時間 (分単位 )より長い場合にアラートを送信し

ます。

l JOB_MIN_RUN_TIME

ジョブに対して許容する最小実行時間を定義します。SAPABAP_BatJobMon監視テンプレートは、

定義済みジョブの実行時間が定義されている時間 (分単位 )より短い場合にアラートを送信します。

l START_PASSED

定義済みジョブのスケジュールされている開始時刻と実際の開始時刻の間で許容する最大遅延で

す。SAPABAP_BatJobMon監視テンプレートは、ジョブが定義されている時間内 (分単位 )に開始され

ない場合にアラートをトリガします。

l JOB_ABORTED

SAPABAP_BatJobMon監視テンプレートは、設定で指定されているジョブが正常に完了しない場合に

アラートを送信します。

初めて監視する場合

特定のアラート タイプのバッチジョブアラートを初めて監視するとき、ジョブレポート モニタ SAPABAP_
BatJobMon監視テンプレートは SAPで次の条件をチェックします。

l まだ実行がスケジュールされていないジョブ

l 過去 2日以内に終了したジョブ

l まだ実行中のジョブ

パフォーマンスアスペクト

実稼働システムでは通常、SAP標準テーブルtbtcoは非常に大容量です。データベース選択を迅速

化するには、ジョブ名をできるだけ詳細に指定します。SAP ABAP監視テンプレートのクエリ条件の意味

の詳細は、「監視テンプレートのクエリ条件」を参照してください。

ジョブ選択の実行時のコストは、次の表に示す順序で大きくなります。

指定されたジョブ名 サイン オプション 選択

JOBNAME I EQ Z5_CRITICAL_JOB_1>インデックスを介して選択
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JOBNAME I CP Z5_CRITICAL_JOB*>インデックスを介して選択

JOBNAME E CP Z5_CRITICAL_JOB*>順次スキャン

注 : 除外オプションは含めるオプションよりもパフォーマンス面でのコストが高い傾向があります。一般

的なデータベースクエリでの「*」などのワイルドカードの使用は、明示的なクエリでの使用よりも高コ

ストです。

ファイルの場所

次の表に、SAPABAP_BatJobMon監視テンプレートが使用するファイルを示します。

ファイル 説明

r3moncol(.exe) バッチジョブモニタのコレクタ実行可能ファイル。

r3monjob.cfg 監視対象ジョブおよびジョブ条件の設定ファイル。

r3monjob.log トレースデータ格納のためのトレースファイル。

SAPABAP_BatJobMon監視テンプレートは、特定の履歴ファイルに履歴情報を書き込みません。詳細に

ついては、「SAP ABAP監視テンプレート、監視テンプレートの設定ファイル、履歴ファイル」を参照してく

ださい。

環境変数

SAPABAP_BatJobMon監視テンプレートが使用する環境変数については、「環境変数」を参照してく

ださい。

コマンドライン パラメータ

SAPABAP_BatJobMon監視テンプレートが使用するコマンドラインパラメータについては、「コマンドライン

パラメータ」を参照してください。

リモート監視

別のSAPシステムをリモートで監視するためのSAPABAP_BatJobMon監視テンプレートの設定の詳細

は、「SAP ABAP監視テンプレートによるリモート監視 」を参照してください。

ジョブレポート モニタのアラート タイプの設定

ジョブレポート モニタであるSAPABAP_BatJobMon監視テンプレートを、特定のジョブ、ジョブの組み合わ

せ、またはすべてのジョブのアラート タイプに対して設定できます。また、異なる監視条件を必要とするジョ

ブについて例外を定義することもできます。 [除外 ]および [含める]パラメータの値を使用する場合の一般

ルールは、これらのアラート タイプでは特に重要です。

CPは選択プロセスの速度を低下させるため、JOBNAMEパラメータでは選択オプションCPを使用しな

いようにしてください。CPを使用する場合、範囲を制限します。たとえば、「CP *」と指定する代わりに、

「CP SAP*」と指定します。
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パラメータの値

この項では、OMi MP for SAPがアラート タイプエントリに対して [含める]および [除外 ]パラメータをどのよ

うに解釈するかを説明します。異なるパラメータでは「and」を使用して、同じパラメータでは次の方法で

値が比較されます。

l 含める: 「or」を使用してパラメータを比較します。

l 除外 : 「and」を使用してパラメータを比較します。

OMi MP for SAPでは、次の表に示すように、 [除外 ]の値より前に [含める]の値が評価されます。

選択オプション

アラート タイプ:JOB_MAX_RUN_
TIME 選択オプションの設定例 比較

1 =JOBNAME =I =CP =ZREP* =
=MAX_RUNTIME =I =GT =10 =

OR

2 =JOBNAME =I =CP =SAP* =
=MAX_RUNTIME =I =GT =20 =

OR

3 =JOBNAME =E =CP =SAP_ZREP*
=

AND

JOB_MAX_RUN_TIME
JOB_MAX_RUN_TIMEアラート タイプは、ジョブに対して許容する最大実行時間を定義します。JOB_
MAX_RUN_TIMEアラート タイプを使用して、ジョブの実行時間がパラメータMAX_RUNTIMEで設定さ

れている値を超えた場合にアラートを生成するようにジョブレポート監視テンプレート SAPABAP_
BatJobMonを設定します。

次の表に、JOB_MAX_RUN_TIMEアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラメータにデ

フォルトで割り当てられる値を示します。この表に示されているパラメータの設定はオプションです。両方の

パラメータを省略すると、指定した時刻に実行中のすべてのジョブがレポートされます。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

JOBNAME 監視するジョブの名前 = Sign:I, E I

= Opt:EQ, CP, BT CP

= Low <ジョブ名> *

= High (範囲とともにのみ使

用 )
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パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

MAX_RUNTIME ジョブの実行時間。これを

超えるとアラートを生成しま

す。

= Sign I, E I

= Opt:EQ, GE, GT, BT GT

= Low (このパラメータは数

値として指定します。数値

以外で指定した場合、モニ

タはダンプして終了します)

5

= High (範囲とともにのみ使

用 )

次の例は、JOB_MAX_RUN_TIMEアラート タイプのデフォルト設定とカスタマイズ設定を示します。

l JOB_MAX_RUN_TIME のデフォルト設定

「JOB_MAX_RUN_TIMEのデフォルト設定」では、<ジョブ名>*レポートの実行時間が5分を超えた

場合にアラートを生成するイベントが発生します。

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =JOBREPORT =1 \

=WARNING =MaxRunTime =R3_Jobs\

=JOB_MAX_RUN_TIME =JOBNAME =I =CP =<ジョブ名>* =\

=MAX_RUNTIME =I =GT =5 =

l JOB_MAX_RUN_TIME のカスタマイズ設定

「JOB_MAX_RUN_TIMEのカスタマイズ設定」では、すべてのSAP*レポート (ただし SAPZ*レポート

を除く)の実行時間が10分を超えた場合にアラートを生成するイベントが発生します。

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =JOBREPORT =1\

=WARNING =MaxRunTime =R3_Jobs \

=JOB_MAX_RUN_TIME =JOBNAME =I =CP =SAP* = \

=MAX_RUNTIME =I =GT =10 =

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =JOBREPORT =1\

=WARNING =MaxRunTime =R3_Jobs \

=JOB_MAX_RUN_TIME =JOBNAME =E =CP =SAPZ* = \

=MAX_RUNTIME =I =GT =10 =

OMi MP for SAPのオプションのテスト移送に含まれるプログラムで、実行時間の長いジョブを開始できま
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す。このジョブを使用して、ジョブの実行時間が定義されている時間より長い場合に SAPABAP_
BatJobMon監視テンプレートがメッセージをOMiに送信するよう正しく設定されているかどうかを検証でき

ます。テストが正常に完了した場合、テスト ジョブに関するメッセージがOMi メッセージブラウザに表示さ

れます。移送の詳細は、OMi管理対象ノードで移送に関する readmeファイルを参照してください。OMi
MP for SAP移送のインポートおよび適用の詳細は、『OMi MP for SAPインストールガイド』を参照してく

ださい。

移送をインポートした後、SAP ABAP Object Navigatorトランザクション SE80を使用してインストール済

みのテスト プログラム /HPOV/YSPI0002を表示できます。

JOB_MIN_RUN_TIME
JOB_MIN_RUN_TIMEアラート タイプは、ジョブに対して許容する最小実行時間を定義します。JOB_
MIN_RUN_TIMEアラート タイプを使用して、ジョブの実行時間がパラメータMIN_RUNTIMEで指定さ

れている時間より短い場合にアラートを生成するようにジョブレポート監視テンプレート SAPABAP_
BatJobMonを設定します。

次の表に、JOB_MAX_RUN_TIMEアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラメータにデ

フォルトで割り当てられる値を示します。

次のパラメータの設定はオプションです。両方のパラメータを省略すると、指定した期間に実行中のすべ

てのジョブがレポートされます。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

JOBNAME 監視するジョブの名前 = Sign:I, E I

= Opt:EQ, CP, BT CP

= Low <ジョブ名> *

= High:a

MIN_
RUNTIME

許容する最小実行時間を定義しま

す。実行時間が指定されている時間

(分単位 )より短いと、アラートがトリガさ

れます。

= Sign I, E I

= Opt:EQ,LE, LT, BT LT

=Low <最小値 (分単位 )> b 1

= High

a範囲とともにのみ使用します。

bこのパラメータは数値として指定します。数値以外で指定した場合、モニタはダンプして終了します。

次の例は、JOB_MIN_RUN_TIMEアラート タイプのデフォルト設定とカスタマイズ設定を示します。

l JOB_MIN_RUN_TIME のデフォルト設定

「JOB_MIN_RUN_TIMEのデフォルト設定」では、<ジョブ名>*というレポートの実行時間が1分に満

たない場合にアラートを生成するイベントが発生します。

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 226 / 416ページ



AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =JOBREPORT =1 \

=WARNING =MinRunTime =R3_Jobs\

=JOB_MIN_RUN_TIME =JOBNAME =I =CP =<ジョブ名>* = \

=MIN_RUNTIME =I =LT =1 =

l JOB_MIN_RUN_TIME のカスタマイズ設定

「JOB_MIN_RUN_TIMEのカスタマイズ設定」では、すべてのSAP*レポート (ただし SAPZ*レポート

を除く)の実行時間が2分に満たない場合にアラートを生成するイベントが発生します。

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =JOBREPORT =1 \

=WARNING =MinRunTime =R3_Jobs \

=JOB_MIN_RUN_TIME =JOBNAME =I =CP =SAP* = \

=MIN_RUNTIME =I =LT =2 =

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =JOBREPORT =1 \

=WARNING =MinRunTime =R3_Jobs \

=JOB_MIN_RUN_TIME =JOBNAME =E =CP =SAPZ* = \

=MIN_RUNTIME =I =LT =2 =

OMi MP for SAPのオプションのテスト移送に含まれるプログラムで、実行時間の短いジョブを開始できま

す。このジョブを使用して、ジョブの実行時間が定義されている時間より短い場合にSAPABAP_
BatJobMon監視テンプレートがメッセージをOMiに送信するよう正しく設定されているかどうかを検証でき

ます。テストが正常に完了した場合、テスト ジョブに関するメッセージがOMi メッセージブラウザに表示さ

れます。移送の詳細は、OMi管理対象ノードで移送に関する readmeファイルを参照してください。OMi
MP for SAP移送のインポートおよび適用の詳細は、『OMi MP for SAPインストールガイド』を参照してく

ださい。

移送をインポートした後、SAP ABAP Object Navigatorトランザクション SE80を使用してインストール済

みのテスト プログラム /HPOV/YSPI0005を表示できます。

START_PASSED
START_PASSEDアラート タイプは、ジョブのスケジュールされている開始時刻と実際の開始時刻の間

で許容する最大遅延を定義します。START_PASSEDアラート タイプを使用して、指定したジョブがス

ケジュールされている開始時刻の後、TIME_SPANに設定されている時間内に開始しない場合にア

ラートを生成するようにSAPABAP_BatJobMon監視テンプレートを設定できます。次の表に、START_
PASSEDアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラメータにデフォルトで割り当てられる値を

示します。

ジョブがスケジュールされていても開始時刻がない場合、SAPデータベースで割り当てられた開始時刻

が認識されるまで、SAPABAP_BatJobMonは監視を行うことができません。開始時刻がジョブと関連付

けられるのは、ジョブが特定のステータスを持つ場合のみです。SAPジョブステータス [リリース済み]、 [準
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備完了 ]、 [アクティブ]、 [完了 ]、 [キャンセル済み]には開始時刻があり、SAPABAP_BatJobMon監視テンプ

レートで監視できます。

次のパラメータの設定はオプションです。両方のパラメータを省略すると、指定した期間に実行中のすべ

てのジョブがレポートされます。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

JOBNAME 監視するジョブの名前 = Sign:I, E I

= Opt:EQ, CP, BT CP

= Low <ジョブ名> *

= High 1

TIME_
SPAN

アラートを生成するときを指定する、ジョブ

の実行時間 (分単位 )。時間範囲を使

用する必要はありません。特定の時刻を

指定できます。

= Sign I, E I

= Opt:EQ, GT, GE, BT GT

=Low 2 <過去にスケ

ジュールされた開始時刻

の範囲の下限値 (分単

位)>

1

=High <過去にスケ

ジュールされた開始時刻

の範囲の上限値 (分単

位)>

1. 範囲とともにのみ使用します。

2. このパラメータは数値として指定します。数値以外で指定した場合、モニタはダンプして終了しま

す。

START_PASSED のデフォルト設定

「START_PASSEDのデフォルト設定」では、スケジュールされている開始時刻から 1分以上経っても<
ジョブ名>*レポートが開始されない場合にアラートを生成するイベントが発生します。

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =JOBREPORT =1\

=WARNING =StartPassed =R3_Jobs \

=START_PASSED =JOBNAME =I =CP =<jobname>* =\

=TIME_SPAN =I =GT =1 =

JOB_ABORTED
JOB_ABORTEDアラート タイプは、正常に完了していないジョブ名を定義します。JOB_ABORTEDア

ラート タイプを使用して、設定で指定されているジョブが失敗した場合にアラートを生成するように

SAPABAP_BatJobMon監視テンプレートを設定します。次の表に、JOB_ABORTEDアラート タイプの
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設定に使用できるパラメータと、各パラメータにデフォルトで割り当てられる値を示します。

注 :次のパラメータの設定はオプションです。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

JOBNAME 監視するジョブの名前 = Sign:I, E I

= Opt:EQ, CP, BT CP

= Low <ジョブ名> *

= High 1

1. 範囲を使用する場合のみ使用します。

l JOB_ABORTED のデフォルト設定

「JOB_ABORTEDのデフォルト設定」では、<ジョブ名>*レポートが中止された場合にイベントによっ

てアラートが生成されます。

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =JOBREPORT =1\

=WARNING =Aborted =R3_Jobs \

=JOB_ABORTED =JOBNAME =I =CP = <ジョブ名>*

l JOB_ABORTED のカスタマイズ設定

「JOB_ABORTEDのカスタマイズ設定」では、SAP_REORG_ABAPDUMPSまたは ITOTESTレ

ポートが中止された場合にイベントによってアラートが生成されます。

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =JOBREPORT =1\

=WARNING =Aborted =R3_Jobs \

=JOB_ABORTED =JOBNAME =I =EQ =SAP_REORG_ABAPDUMPS =

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =JOBREPORT =1 \

=WARNING =Aborted =R3_Jobs\

=JOB_ABORTED =JOBNAME =I =EQ =ITOTEST =

OMi MP for SAPのオプションのテスト移送に含まれるプログラムで、ABAPダンプを生成できます。生成さ

れたダンプを使用して、ジョブが中止された場合にSAPABAP_BatJobMon監視テンプレートがメッセージ

をOMiに送信するよう正しく設定されているかどうかを検証できます。OMi MP for SAP移送の詳細は、

OMi管理対象ノードの移送に関する readmeファイルを参照してください。OMi MP for SAP移送のイン

ポートおよび適用の詳細は、『OMi MP for SAPインストールガイド』を参照してください。
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移送をインポートした後、SAP ABAP Object Navigatorトランザクション SE80を使用してインストール済

みのテスト プログラム/HPOV/YSPI0004を表示できます。

SAPABAP_CCMSIntegrationMon

SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレートでは、SAP CCMS監視インフラストラクチャの出力

を監視できます。

この項では、SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレートの内容について詳しく説明します。

監視条件

Severity<レベル>、RFCTimeOut、CCMSMonitorSet、CCMSAcknowledgeMessageといったキーワード

を定義し、有効化する必要があります。SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレートでは、他のす

べてのキーワードはオプションです。

CCMS モニタ セット

OMi MP for SAPは XALインターフェイスを使用して、CCMSアラートの読み取り、書き込み、リセットを

CCMSアラート モニタツリーで直接行うことができます。この機能の最も明らかな利点は、既存の

CCMSモニタセットをテンプレートとして使用して、OMi MP for SAPで監視するCCMSアラートのみを含

む独自のモニタセットを定義できることです。

SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレートの設定を開始する前に、SAPにログオンして、OMi
MP for SAPがメッセージを生成するのに使用する新しいCCMSモニタセットを定義してください。

注 : CCMSモニタツリーで項目を作成または変更するには、CCMSモニタセットの[Maintenance
Function]がオンになっていることを確認する必要があります。[Maintenance function]オプション

は [Extras]メニューにあります (例 : [Extras] > [Activate Maintenance Function])。

デフォルトのモニタセット (OperatingSystem、DatabaseClientなど)に存在するすべてのアラートに関す

るメッセージを受信するには、個々のアプリケーションサーバ項目を展開し、OMiに送信するメッセージの

生成に使用するアラートのみを選択します。

OMi MP for SAPに対して定義する新しいモニタセットを、OMiユーザが認識でき、使用できることを確

認します。定義済みのOMiユーザとして SAPにログインしている場合、「公開」のマークが付いたCCMS
モニタセットのみが表示されます。管理者として SAPにログインしている場合、使用可能なすべてのモニ

タセットが表示されます。 [公開 ]オプションを使用することで、OMi MP for SAPに対して定義した新しい

モニタセットが定義済みのOMiユーザまたはすべてのユーザに認識されることを確認する必要がありま

す。

注 :現時点では、OMi MP for SAPはモニタセット名で非 ASCII文字を解釈できないため、CCMS
モニタセットの名前を定義するときには ASCII文字のみ使用します。

1つのSAPシステム/SIDは複数のモニタセットを持つことができます。SAPシステム/SIDに対して複数の

モニタセットを定義する必要がある場合、SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレートの設定のモ

ニタセットのセクションに新規モニタセットを 1行ずつ指定します。モニタパラメータで定義する名前は、

CCMSアラート モニタツリーに表示されるモニタセットの名前と一致する必要があります。「複数のモニタ

セットの設定」で示すように、設定のモニタ名は、スラッシュ (/)なども含めて、SAPで表示されている名前

と正確に一致する必要があります。
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「複数のモニタセットの設定」の設定例では、従来の長いSAP名と改行を使用してモニタ名を表してい

ます。最後のモニタの完全な名前は =System / All Monitoring Segments / All Monitoring Contextsで
す。使用する名前は、このように長い名前である必要はありません。また、複数のモニタを 1つのモニタ

セットと関連付けるには、「複数のモニタセットの設定」の最初の2つのエントリのように、モニタを 1行ずつ

指定する必要があります。ここでは、OMi MP for SAPモニタセットには 2つのモニタ (SystemとDB_
ALERT)があります。

複数のモニタ セットの設定

#----------------------------------------------------------------------------

--

# Monitor Set SAP SAP Monitor Set Monitor

# System Number

CCMSMonitorSet =WA1 =33 =MPSAP =System

CCMSMonitorSet =WA1 =33 =MPSAP =DB_ALE

RT

CCMSMonitorSet =SP6 =00 =SAP CCMS Technical Expert Monitors =System

/\

All Monitoring Segments / All Monitoring

Contexts

#----------------------------------------------------------------------------

--

個々のCCMSアラート モニタのデフォルト設定で環境のニーズを常に満たせるとは限りません。場合に

よっては、設定を変更する必要があります。[Monitor: Properties and Methods]ウィンドウの

[Performance Attribute]タブで、モニタのプロパティを確認し、必要に応じて変更します。モニタのプロパ

ティを変更する場合、次の点を考慮する必要があります。

l CCMSアラートの重大度レベルと、CCMSアラートによって生成されるOMi メッセージの重大度レベ

ルが一致するようにします。

l 特定のCCMSアラートに設定されている重大度レベルのしきい値がニーズに適合するようにします。

特定のCCMSモニタの [モニタ: プロパティとメソッド ]ウィンドウを開くには、モニタセット ツリーで目的のモニ

タを参照し、[プロパティ]ボタンをクリックするか、表示するモニタをダブルクリックします。

CCMS アラート モニタ

アラートは、SAPがSAPランドスケープの状況を監視するために使用する方法の最も基本的な要素で

す。アラートはディスクやCPUなどのオブジェクトと関連付けられており、オブジェクトには応答時間や使

用統計などの属性があります。オブジェクトの経過時間ごとのステータス、パフォーマンス、可用性は、

SAPシステム管理者にとって重要な意味を持っています。SAP NetWeaver CCMSアラート モニタは、設

定済みのアラート (および関連付けられているオブジェクト、属性 )を参照可能なモニタツリーにCCMSモ

ニタとして表示します。
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注 :公開モニタセットは、すべてのSAPユーザが表示 (および使用 )できます。

CCMSモニタは操作しやすいようにあらかじめ定義されたモニタセット グループ (SAP CCMS Technical
Expert Monitors、SAP CCMS Admin Workplaceなど)に分けられます。定義済みモニタセットには多

数のサブセットおよびモニタが含まれます。生成可能なアラートは数千ありますが、中には必要のないもの

も含まれています。

CCMSモニタセットの保守機能をオンにすると、定期的に把握するアラートのモニタのみを含む独自の

CCMSモニタセットを作成できます。独自のモニタセットを作成した後、モニタセット ツリーに追加して、

OMi MP for SAPで監視するように設定できます。このように受け取るアラートや情報を減らすことで、管

理が容易になります。SAP NetWeaver CCMSモニタで条件がレポートされると、監視オブジェクトとその

属性を含めてアラートが生成されます。

CCMS 確認メッセージ

CCMSAcknowledgeMessage機能は、SAPが定義済みの条件に一致するCCMSアラートを自動的

に確認 (完了 )するかどうかを決定します。SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレートの

CCMSAutoAcknowledge機能を有効化することは、SAP CCMSでアラートを選択し、 [完了警告 ]ボタ

ンをクリックすることと同じです。

CCMS アラートの自動確認

# Triggers auto-acknowledge of CCMS alerts

#------------------------------------------------------------

# CCMSAcknowledgeMessage SAP Ack. filtered Enable=1

# System Messages Disable=0

CCMSAcknowledgeMessage =ALL =0 =0

CCMSAcknowledgeMessage =SP6 =0 =0

#------------------------------------------------------------

SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレートの設定で、各行に定義されている特定のSAPシ

ステムの自動確認機能を有効化または無効化できます。ただし、特定のSAPシステムに対して自動

確認機能を無効化 (=0)すると、同じ行に定義されているAck. Filtered Messagesの設定は無視され

ます。

Ack. Filtered Messagesキーワードを有効化すると、AlerMonSyslogの指定 (該当する行での

Disabled=0の設定 )によって除外された (Operations Agentに送信されない)メッセージがCCMSで確

認されます。そのため、これらのアラートはOMi メッセージブラウザやSAP CCMSでは表示されなくなりま

す。

注 : CCMSAcknowledgeMessageキーワードを有効化する場合、Severity<レベル>キーワードも

有効化する必要があります。Severity<レベル>キーワードでは、重大度に基づいて CCMSアラート

をフィルタリングできます。

環境変数

次の表に、SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレートの設定に使用できる環境変数を示しま

す。
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環境変数 説明

SAPOPC_DRIVE HP Operations Agentが動作するWindows ドライブ (例 :
E:\usr\...)

SAPOPC_HISTORYPATH r3monal履歴ファイルのパス

SAPOPC_R3MONAL_CONFIGFILE r3monal設定ファイルの名前

SAPOPC_SAPDIR SAP NetWeaverが動作するWindows ドライブ (例 :
E:\usr\sap)

SAPOPC_TRACEPATH r3monal トレースファイルのパス

ファイルの場所

次の表に、SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレートが使用するデフォルトのファイルを示しま

す。

ファイル名 説明

r3monal(.exe) SAP NetWeaver CCMSアラート モニタの実行可能ファイ

ル。

r3monal.cfg CCMSアラート モニタの設定ファイル。

r3monal.his モニタ実行後にデータを格納するための履歴ファイル。

リモート監視

RemoteMonitoringキーワードでは、ローカルホスト上のOMi MP for SAPがリモート ホスト上のSAPイン

スタンスを監視するように設定できます。SAPシステムとSAP番号は、SAPABAP_CCMSIntegrationMon
監視テンプレートでのみ必要です。

リモート監視の有効化

#---------------------------------------------------------

# Remote Host Localhost Remotehost SAP System SAP Number

RemoteMonitoring =hpspi003 =ovsdsap6 =SP6 =00

#-------------------------------------------------------

RFC タイムアウト

RFCTimeOutキーワードでは、RFC XAL関数呼び出しがキャンセルされるまでの最大時間を秒単位で

定義します (例 : =120)。SAPが実行されている環境を考慮に入れてタイムアウトを設定する必要があり

ます。たとえば、RFC呼び出しの完了に (つまり、初期要求への応答を受け取るまでに)予想以上の時

間がかかる場合、SAPシステムが停止し、重大なパフォーマンスの問題が発生している可能性がありま

す。RFC呼び出しが完了し、SAPが空きダイアログプロセスを割り当てた後、時間制限が解除されま

す。

XAL 関数呼び出しのタイムアウト時間の設定
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#------------------------------------------------------------

# Max. time in sec. before a RFC XAL function call is

# canceled.If the RFC call takes longer than expected, the

# system is probably down or has a major performance problem.

RFCTimeOut = 120

#------------------------------------------------------------

重大度レベル

SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレートの重大度のセクションでは、SAPABAP_
CCMSIntegrationMon監視テンプレートで管理しているCCMSモニタツリーのCCMSアラートをどのよう

にフィルタリングし、フィルタリングされたCCMSアラートの重大度レベルを対応するOMi メッセージの目的

の重大度レベルにどのようにマッピングするかを定義します。SeverityWarningおよびSeverityCriticalキー

ワードは、 CCMSAcknowledgeMessageキーワード (「CCMS確認メッセージ」を参照 )と組み合わせて

使用できます。

SAPシステム ID とSAP番号の組み合わせを 1行ずつ追加することで、CCMSアラートとOMi メッセージ

の重大度のマッピングを特定のSAPシステム IDおよびSAP番号に制限できます。

次に、SAPABAP_CCMSIntegrationMonの重大度レベルのデフォルト設定を示します。

#---------------------------------------------------------

#Severity SAP SAP Enabled=1 OpCSeverity

#Values System Number Disabled=0

SeverityWarning =ALL =ALL =0 =WARNING

SeverityCritical =ALL =ALL =1 =CRITICAL

#-------------------------------------------------------------

SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレートの重大度レベルを編集するには、次のいずれかの

方法を使用します。

l 重大度レベルの有効化または無効化

重大度が注意域のCCMSアラートのメッセージ生成を無効化 (=0)する場合、次のように

SeverityWarningの行を新しく追加 (または既存のSeverityWarningの行を変更 )します。

SeverityWarning =ALL =ALL =0 =WARNING

l OMi MP for SAP でのCCMS の重大度レベルとOMi のメッセージの重大度レベルのマッピングの変

更

OMi MP for SAPですべてのSeverityWarningイベントを危険域としてレポートするには、次のように

SeverityWarningの定義を新しく追加 (または既存のSeverityWarning行を変更 )します。

SeverityWarning =ALL =ALL =1 =CRITICAL
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l SID 固有の例外の定義

OMi MP for SAPで SAPシステムLP2で発生するすべてのSeverityWarningイベントを危険域として

レポートするには、すべてのシステムのデフォルト設定をそのまま使用し、次の行を追加します。

SeverityWarning =LP2 =ALL =1 =CRITICAL

SAPABAP_CCMSIntegrationMon 監視テンプレートでの重大度レベルの設定例を示します。

# A Monitor Set defines the messages you want to forward to OMi.

#------------------------------------------------------------------------

# Monitor Set SAP SAP Monitor Set Monitor

# System Number

#CCMSMonitorSet =WA1 =33 =MPSAP =System

#CCMSMonitorSet =WA1 =33 =MPSAP=DB_ALERT

#CCMSMonitorSet =SP6 =00 =SAP CCMS Technical Expert Monitors

=System / All Monitoring Segments / All Monitoring Contexts

#------------------------------------------------------------------------

# Remote Host Localhost Remotehost SAP SAP

# System Number

#RemoteMonitoring =hpspi003 =ovsdsap6 =SP6 =00

#------------------------------------------------------------------------

# CCMSAcknowledgeMessage SAP Ack. filtered Enable=1

# System Messages Disable=0

CCMSAcknowledgeMessage =ALL =0 =0

CCMSAcknowledgeMessage =SP6 =0 =0

# XMI compatibility mode

# makes the r3monal send syslog messages r3monxmi style

#------------------------------------------------------------------------

# XmiSyslogMode Enabled =1

# Disabled =0

XmiSyslogMode =0

# Syslog filtering

#------------------------------------------------------------------------

# Alert Classes SAP SAP SyslogId Enabled=1
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# System Number From To Disabled=0

AlerMonSyslog =ALL =ALL =A00 =MZZ =1

AlerMonSyslog =ALL =ALL =N00 =ZZZ =0

AlerMonSyslog =LPO =01 =A00 =ZZZ =1

トレースレベル

アラート モニタが使用するトレースレベル (特にSAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレートで使

用できるトレースレベル)の詳細は、「TraceLevel」を参照してください。

アラート クラス

SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレート設定のアラート クラスのセクションでは、OMi MP for
SAPのCCMSアラート モニタで SAPシステムのsyslogイベントをどのようにフィルタリングするかを定義し

ます。フィルタリングメカニズムにより、関心のある syslogイベントのみを抽出して表示できます。監視対

象のsyslogイベントをフィルタリングするには、メッセージ番号 (syslog ID)の範囲を指定します。

SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレート設定のアラート クラスのセクションでは、特定の方法

で各行を設定します。それぞれのエントリは syslogイベントの指定範囲の監視を定義します。監視対

象のsyslogイベントを指定するには、グローバルに、または指定した SAPシステムおよびインスタンスに

対して、syslog IDの範囲を有効化または無効化します。

「SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレート設定でのsyslogイベント」では、すべてのSAPシ

ステムおよびSAP番号の ID A00からMZZまでのsyslogイベントを監視対象としています。すべての

SAPシステムおよびSAP番号の ID N00からZZZまでのsyslogイベントは監視対象外です。SAPシス

テムLPOの ID A00からZZZに対して syslogイベント監視を有効化しています。

SAPABAP_CCMSIntegrationMon 監視テンプレート設定での syslog イベント

# Syslog filtering

#-------------------------------------------------------------

# Alert Classes SAP SAP SyslogId Enabled=1

# System Number From To Disabled=0

AlerMonSyslog =ALL =ALL =A00 =MZZ =1

AlerMonSyslog =ALL =ALL =N00 =ZZZ =0

AlerMonSyslog =LPO =01 =A00 =ZZZ =1

#--------------------------------------------------------------

CEN の監視

中央監視システム (CEN)は、監視対象のSAPランドスケープ全体から生成されるCCMSアラートの

中央制御点として指定した単一のSAPシステムです。問題を知らせる重要なアラート情報を 1箇所に

まとめるCENの概念により、複数のSAPシステムの監視および管理の負担を軽減できます。CENで

CCMSアラートを一元管理するようにSAPを設定すると、SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テン

プレートを使用して CEN宛のCCMSアラートを捕捉し、そのアラートを使用してメッセージを生成して

OMi メッセージブラウザに転送できます。

設定のテスト
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OMi MP for SAPのオプションのテスト移送に含まれるプログラムで、ABAPダンプを生成できます。このダ

ンプを使用して、SAPシステムでダンプが発生した場合に、SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テン

プレートがsyslogをチェックし、メッセージをOMiに送信するかどうかを検証できます。テストが正常に完

了した場合、テスト ダンプについてのメッセージがOMi メッセージブラウザに表示されます。このテストを行

えるのは、適切な SAP CCMSモニタセット (例 : <SAPSID>/R3Abap/Shortdumps)を監視するように

SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレートが設定されている場合のみです。

OMi MP for SAP移送の詳細は、OMi管理対象ノードで移送に関する readmeファイルを参照してくだ

さい。OMi MP for SAP移送のインポートおよび適用の詳細は、『OMi Management Pack for SAPインス

トールガイド』を参照してください。移送をインポートした後、SAP トランザクションSE80を使用して

ABAP Object Navigatorを開き、レポート (またはプログラム) /HPOV/YSPI0004を参照して、インストール

済みのテスト プログラムを表示できます。

SAPABAP_CTSMon

SAPABAP_CTSMon監視テンプレートでは、SAP移送 /修正システムでさまざまな移送要求、タスク、オ

ブジェクトを監視できます。データ収集はアプリケーションサーバに依存しません。

SAPABAP_CTSMon監視テンプレートは参照として次のSAP要素を使用します。

l SAP NetWeaverトランザクション SE01を使用して作成された移送要求およびオブジェクト リスト

l SAP NetWeaverトランザクション SE09を使用して作成されたタスク

モニタタイプ

SAPABAP_CTSMon監視テンプレートは期間タイプです。1回のモニタ実行で収集されるのは 1つの値

セットのみです。

アラート タイプ

CTSモニタには次のアラート タイプがあります。

l REQUEST_CREATED

新規の要求についてどのようなときにアラートを生成するかを定義します。

l REQUEST_RELEASED

リリースされた要求についてアラートを生成するかどうかを定義します。

l TASK_CREATED

新規のタスクについてアラートを生成するかどうかを定義します。

l TASK_RELEASED

リリースされたタスクについてアラートを生成するかどうかを定義します。
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l OBJECT_USED

タスクまたは要求が使用するオブジェクトについてアラートを生成するかどうかを定義します。

l OBJECT_RELEASED

要求またはタスクがオブジェクトをリリースしたときにアラートを生成するかどうかを定義します。

ファイルの場所

次の表に、SAPABAP_CTSMon監視テンプレートが使用するファイルを示します。

ファイル 説明

r3moncol(.exe) CTSモニタのコレクタ実行可能ファイル。

r3moncts.cfg CTSモニタの設定ファイル。

r3moncts.log トレースデータ格納のためのトレースファイル。

SAPABAP_CTSMon監視テンプレートは、特定の履歴ファイルに履歴情報を書き込みません。

環境変数

SAPABAP_CTSMon監視テンプレートが使用する環境変数については、「環境変数」を参照してくださ

い。

コマンドラインパラメータ

SAPABAP_CTSMon監視テンプレートが使用するコマンドラインパラメータについては、「コマンドラインパ

ラメータ」を参照してください。

リモート監視

別のSAPシステムをリモートで監視するためのSAPABAP_CTSMon監視テンプレートの設定の詳細

は、「SAP ABAP監視テンプレートによるリモート監視 」を参照してください。

SAPABAP_CTSMon監視テンプレートのアラート タイプの設定

SAPABAP_CTSMon監視テンプレートのアラート タイプパラメータを設定するときには、次のルールに注

意してください。
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l デフォルトでは、各パラメータに対してすべてのデータが選択されます。

l データを制限するには、アラート タイプに対して一部またはすべてのパラメータを指定します。

l SAPABAP_CTSMon監視テンプレートでは、デフォルト値を変更し、未指定のパラメータに対するデ

フォルト値 ALLを上書きした場合のみ、指定したパラメータが考慮されます。

REQUEST_CREATED、REQUEST_RELEASED、TASK_CREATED、TASK_RELEASEDアラート

タイプを設定するには、パラメータ TRFUNCTIONを使用します。

次の表に示す文字コードを使用して、TRFUNCTIONの要求機能を指定できます。

文字コード 機能の説明

A 要求 :未分類の要求を最初のオブジェクトとともにK、L、Wにする

C 変更許可のある移送

D パッチ

K 要求 :宛先の統合レイヤを指定した変更要求

L 要求 :移送を行わないローカル要求

R タスク:修復

S タスク:開発 /修正

T 要求 :オリジナルなしの移送

U ダミー

W 要求 :宛先の統合レイヤを指定したカスタマイズ要求

X タスク:未分類のタスクを最初のオブジェクトとともにSまたはRにする

Z (要求なしのタスク) SE09メモリ使用率

注 :各 CTSアラート タイプでのこのパラメータの使用に関する説明では、文字コードのみ示していま

す。

REQUEST_CREATED

REQUEST_CREATEDアラート タイプでは、最後に指定した期間内に作成された新規の要求につい

てメッセージを生成するように、移送 /修正システム (CTS)アラート モニタであるSAPABAP_CTSMon監
視テンプレートを設定します。たとえば、新規の機能モジュールの追加 (または既存の機能モジュールの
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変更 )には変更要求が必要です。次の表に、REQUEST_CREATEDアラート タイプの設定に使用で

きるパラメータと、各パラメータにデフォルトで割り当てられる値を示します。

これらのパラメータの設定はオプションです。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

TRFUNCTION 要求機能。 = Sign:I, E I

Opt:CP, EQ CP

= Low:A,K,L,W,C,T, U, D a *

= High:

TARGET 作成した要求のターゲット シ

ステム。

注 : これは SIDである必要

があります。

= Sign I, E

= Opt:EQ, CP

= Low:<システム名>

= High

USERNAME 要求を作成した SAP
NetWeaverユーザのログイン

名。

= Sign I

= Opt:EQ, CP

= Low:<この要求を作成したユー

ザの名前>

= High

aリストされている機能のみ指定できます (*はすべてを意味します)。

「REQUEST_CREATEDのデフォルト設定」では、最後の期間内に新規の要求が発生するとメッセージ

が生成されます。

REQUEST_CREATED のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =CTS =1\

=WARNING =Request =R3_CTS\

=REQUEST_CREATED =USERNAME =I =CP =* =

REQUEST_RELEASED

REQUEST_RELEASEDアラート タイプでは、最後に指定した期間内にリリースされた新規の要求につ

いてメッセージを生成するように、移送 /修正システム (CTS)監視テンプレートであるSAPABAP_
CTSMonを設定します。次の表に、REQUEST_RELEASEDアラート タイプの設定に使用できるパラ

メータと、各パラメータにデフォルトで割り当てられる値を示します。

注 :次のパラメータの設定はオプションです。
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パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

TRKORR 要求 ID = Sign:I, E

= Opt:EQ

= Low:<要求 ID>

= High:

TRFUNCTION 要求機能。 = Sign:I, E

= Opt:EQ

= Low:K,L, W,C,T, U, D (リ
ストされている機能のみ指

定できます (*はすべてを意

味します))。

= High:

TARGET 作成した要求のターゲット システ

ム。これは SIDである必要がありま

す。

= Sign I, E I

= Opt:EQ, CP CP

= Low:<システム名> *

= High

USERNAME 要求を作成した SAP NetWeaver
ユーザのログイン名。

= Sign I

= Opt:EQ,CP

= Low:<この要求を作成し

たユーザの名前>

= High

CUSTOMIZING カスタマイズ要求 = Sign I,E

= Opt:EQ

= Low (「X」以外のすべての

エントリはスペースとして扱わ

れます)

= High
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パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

WORKBENCH ワークベンチ要求 = Sign I, E

= Opt:EQ

= Low (「X」以外のすべての

エントリはスペースとして扱わ

れます)

= High

「REQUEST_RELEASEDのデフォルト設定」では、最後に指定した期間にカスタマイズ要求がリリース

された場合にアラートを生成するイベントが発生します。

REQUEST_RELEASED のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =CTS =1\

=WARNING =Request =R3_CTS\

=REQUEST_RELEASED =CUSTOMIZING =I =EQ =X

TASK_CREATED

TASK_CREATEDアラート タイプでは、最後に指定した期間内に作成された新規のタスクについてメッ

セージを生成するように、移送 /修正システム (CTS)監視テンプレートであるSAPABAP_CTSMonを設

定します。次の表に、TASK_CREATEDアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラメータに

デフォルトで割り当てられる値を示します。

これらのパラメータの設定はオプションです。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

TRFUNCTION 要求機能。 = Sign:I, E I

= Opt:CP, EQ CP

= Low:X, S, R, Z a *

= High:

USERNAME 要求を作成した SAP
NetWeaverユーザのログイ

ン名。

= Sign:I

= Opt:EQ, CP

= Low:<この要求を作

成したユーザの名前>

= High:
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「TASK_CREATEDのデフォルト設定」では、最後に指定した期間内に新規のタスクが作成された場

合にメッセージが生成されます。

TASK_CREATED のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =CTS =1\

=WARNING =Task =R3_CTS \

=TASK_CREATED =TRFUNCTION =I =CP =* =

TASK_RELEASED

TASK_RELEASEDアラート タイプでは、最後の期間内にリリースされた新規のタスクについてメッセージ

を生成するように、移送 /修正システム (CTS)監視テンプレートであるSAPABAP_CTSMonを設定しま

す。次の表に、TASK_RELEASEDアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラメータにデフォ

ルトで割り当てられる値を示します。

次のパラメータの設定はオプションです。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

TRKORR 要求 ID = Sign:I, E

= Opt:EQ

= Low:<要求 ID>

= High:

TRFUNCTION 要求機能。 = Sign:I, E I

= Opt:CP, EQ CP

= Low:R, S, Z a *

= High:

USERNAME 要求を作成した SAP
NetWeaverユーザのロ

グイン名。

= Sign:I

= Opt:EQ, CP

= Low:<この要求を作成したユー

ザの名前>

= High

「TASK_RELEASEDのデフォルト設定」では、最後の期間に新規のタスクがリリースされた場合にメッ

セージが生成されます。

TASK_RELEASED のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =CTS =1\

=WARNING =Task =R3_CTS\
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=TASK_RELEASED =TRFUNCTION =I =CP =* =

OBJECT_USED

OBJECT_USEDアラート タイプでは、最後の期間内にタスクまたは要求が定義済みの設定と一致する

オブジェクトを使用した場合にメッセージを生成するように、移送 /修正システム (CTS)監視テンプレート

であるSAPABAP_CTSMonを設定します。次の表に、OBJECT_USEDアラート タイプの設定に使用

できるパラメータと、各パラメータにデフォルトで割り当てられる値を示します。

次のパラメータの設定はオプションです。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

PGMID プログラム ID = Sign:I, E

= Opt:EQ, CP

= Low:<プログラム ID>

= High:

OBJECT 要素のオブジェクト タイプ = Sign I, E

= Opt:EQ, CP

= Low:<オブジェクト タイプ>

= High

OBJ_NAME オブジェクト ディレクトリでのオブ

ジェクト名

= Sign I, E I

= Opt:EQ, CP CP

= Low:<オブジェクト名> *

= High

OBJ_FUNC オブジェクト エントリに対する特

別な機能 : D =削除、M =削

除して再作成

= Sign I, E

= Opt:EQ, CP

= Low

= High

IN_REQUEST オブジェクト コンテナが要求で

ある場合にアラートを生成しま

す。

= Sign I,E

= Opt:EQ

= Low

= High

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 244 / 416ページ



パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

IN_TASK オブジェクト コンテナがタスクで

ある場合にアラートを生成しま

す。

= Sign I, E

= Opt:EQ

= Low

= High

「OBJECT_USEDのデフォルト設定」では、オブジェクト タイプがLIMUであるオブジェクトをタスクまたは要

求が使用した場合にアラートを生成するイベントが発生します。

OBJECT_USED のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =SD1 =ALL =ALL =CTS =1\

=WARNING =Object =R3_CTS\

=OBJECT_USED =PGMID =I =EQ =LIMU =

OBJECT_RELEASED

OBJECT_RELEASEDアラート タイプでは、要求またはタスクが指定したオブジェクトをリリースした場合

にメッセージを生成するように、移送 /修正システム (CTS)監視テンプレートであるSAPABAP_CTSMon
を設定します。次の表に、OBJECT_RELEASEDアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パ

ラメータにデフォルトで割り当てられる値を示します。

次のパラメータの設定はオプションです。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

TRKORR 要求 ID = Sign:I, E

= Opt:EQ, CP

= Low:<要求 ID>

= High:

PGMID プログラム ID = Sign:I, E

= Opt:EQ, CP

= Low:<プログラム ID>

= High:
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パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

OBJECT 要素のオブジェクト タイプ = Sign I, E

= Opt:EQ, CP

= Low:<オブジェクト タイプ>

= High

OBJ_NAME オブジェクト ディレクトリでのオブ

ジェクト名

= Sign I I

= Opt:EQ, CP CP

= Low:<オブジェクト名> *

= High

IN_REQUEST オブジェクト コンテナが要求であ

る場合にアラートを生成しま

す。

= Sign I,E

= Opt:EQ

= Low (「X」以外のすべてのエン

トリはスペースとして扱われます)

= High

IN_TASK オブジェクト コンテナがタスクであ

る場合にアラートを生成しま

す。

= Sign I, E

= Opt:EQ

= Low (「X」以外のすべてのエン

トリはスペースとして扱われます)

= High

「OBJECT_RELEASEDのデフォルト設定」では、タスクがオブジェクトをリリースした場合にアラートを生

成するイベントが発生します。

OBJECT_RELEASED のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =AL =ALL =CTS =1\

=WARNING =Object =R3_CTS\

=IN_TASK =I =EQ =X =

SAPABAP_DispMon

SAPABAP_DispMon監視テンプレートでは、さまざまなタイプのSAPワークプロセスに対する各種キュー

のサイズ、内容、ステータスを監視できます。SAPABAP_DispMon監視テンプレートはOMi MP for SAP
で定義されているSAPインスタンスのキューを監視し、ボトルネックを回避し、負荷が非常に高いときでも
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ユーザが要求を満たせる十分なワークプロセスが監視対象のSAPシステムにあることを確認することで、

SAPのパフォーマンスの問題をより積極的に管理できるようにします。

この項では、次のトピックについて説明します。

l 前提条件

l ファイルの場所

l SAPABAP_DispMon監視テンプレートとOMi MP for SAPモニタの統合

l SAPABAP_DispMon監視テンプレートの設定

前提条件

適切なバージョンのSAP実行可能ファイルdpmonまたは監視するキューを持つSAPインスタンスのプロ

ファイルが見つからない場合、SAPABAP_DispMon監視テンプレートは実行を中止し、ログファイルにエ

ントリを書き込み、メッセージブラウザにメッセージを送信します。SAPABAP_DispMon監視テンプレート

では、-s[snapshot]オプションを認識するバージョンのdpmon実行可能ファイルが必要です。

SAPABAP_DispMon監視テンプレートで監視するSAPサーバに適切なバージョンのdpmon実行可能

ファイルがあるかどうかをチェックするには、ユーザ<SID>admとして SAPサーバにログオンし、dpmonコマン

ドに -helpオプションを付けて実行します。「スナップショット オプションの確認」に示すように、コマンド出力

で -s[snapshot]オプションがオンになっている場合、SAPABAP_DispMon監視テンプレートを設定して

使用できます。

スナップショット オプションの確認

$>dpmon -help

Usage:dpmon <オプション>

次のオプションを使用:

-p[ing] check dispatcher with NI ping

-i[nfo] retrieve dispatcher info

-s[snapshot] show info and terminate

-t <トレース レベル> tracelevel (デフォルト:1)

-f <トレース ファイル>] トレースファイルの名前 (デフォルト: dev_dpmon)

-T <タイムアウト> ネットワークのタイムアウト値 (ミり秒単位) (デフォルト: 500)

UNIXオペレーティングシステムでもWindowsオペレーティングシステムでも、SAPABAP_DispMon監視

テンプレートは環境変数 SAPOPC_DPMON_PATH_ <SID>およびSAPOPC_PROFILE_<SID>_
<InstNr>を使用して、dpmonおよびSAPインスタンスプロファイルのそれぞれの場所を判断します。環

境変数が設定されていない場合は、Windowsオペレーティングシステムのレジストリを使用して dpmon
および監視対象のSAPインスタンスのプロファイルファイルのパスを判断します。
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UNIXオペレーティングシステムでは、特別なインターフェイスなしで dpmonおよび監視対象のSAPインス

タンスのプロファイルファイルの場所を判断します (デフォルトのSAPの場所を想定します)。プロファイル

ファイルがデフォルトの場所にない、またはプロファイル名がSAPの標準の命名規則に従っていないこと

がわかっている場合、SAPABAP_DispMon監視テンプレートの設定で適切に指定する必要があります。

SAPプロファイルの標準の命名規則は次のとおりです。

<SID>_[D|DVEBMGS]<システム番号>_<ホスト名>

SAPABAP_DispMon監視テンプレートの設定の詳細は、「SAPABAP_DispMon監視テンプレートの設

定」を参照してください。

ファイルの場所

次の表に、SAPシステムセキュリティに関するSAPABAP_DispMon監視テンプレートが使用するファイル

を示します。

ファイル 説明

r3mondisp(.exe) ABAPディスパッチャキューモニタの実行可能ファ

イル

r3mondisp.cfg ABAPディスパッチャキューモニタの設定ファイル

r3mondisp.log ABAPディスパッチャキューモニタが収集したトレー

スデータの格納に使用するファイル

SAPABAP_DispMon監視テンプレートとOMi MP for SAPモニタの統合

OMi MP for SAPが重要な時にSAPシステムに過剰で無用な負荷をかけることのないよう、

SAPABAP_DispMon監視テンプレートが他のOMi MP for SAPモニタと連携するように設定できます。

連携することで、モニタがABAPディスパッチャのステータスをチェックし、ワークプロセスを要求する前にディ

スパッチャキューの状態を把握できるようになります。OMi MP for SAPモニタがSAPにログオンするために

は、ダイアログワークプロセスが必要です。この統合機能を有効化するには、SAPABAP_DispMon監
視テンプレートの設定で EnableDPQueueCheckキーワードを使用し、開始前にディスパッチャのステータス

をチェックします。

たとえば、SAPABAP_CCMSIntegrationMonがモニタ実行を開始する前に、SAPABAP_DispMon監視

テンプレートがABAPディスパッチャのステータスをチェックするようにするには、「開始前のABAPディスパッ

チャのチェック」に示すように、SAPABAP_DispMon監視テンプレートに EnableDPQueueCheckキーワード

を設定します。SAPABAP_CCMSIntegrationMonのワークプロセス要求が監視テンプレートの設定に定

義されているダイアログワークプロセスのしきい値に違反する場合、SAPABAP_DispMon監視テンプレート

はモニタ実行を開始せず、開始しない理由を示すメッセージをメッセージブラウザに送信します。OMi MP
for SAPモニタによる追加のダイアログワークプロセスの要求の結果、SAPシステムのパフォーマンスがさら

に低下する可能性がある場合、この機能の使用を検討してください。

注 : EnableDPQueueCheckキーワードに定義されているしきい値は、SAPABAP_DispMon監視テン

プレートに影響しません。使用可能なダイアログワークプロセスが不足した結果、他のモニタが開始

されなくても、この監視テンプレートは通常どおり動作し続けます。
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開始前のABAP ディスパッチャのチェック

# EnableDPQueueCheck hostname SAP SAP Enable =1

# System Number Disable=0

#

EnableDPQueueCheck =ALL =ALL =ALL =1

EnableDPQueueCheckキーワードの詳細は、「EnableDPQueueCheck」を参照してください。

SAPABAP_DispMon監視テンプレートの設定

SAPABAP_DispMon監視テンプレートでは、特定のSAP環境の要件に合わせて、この項に示すキー

ワードを使用して監視テンプレートを設定できます。「SAPABAP_DispMon監視テンプレートの設定から

の抜粋」に、この監視テンプレートのデフォルト設定の一部を示します。

注 :モニタ実行の開始前にABAPディスパッチャのステータスをチェックするようにOMi MP for SAP監

視テンプレートを設定する場合、監視テンプレートへのアクセスと読み取りに必要な権限を持ってい

ることを確認してください。

SAPABAP_DispMon監視テンプレートの設定では、次のキーワードを使用できます。詳細については、

次のリストに示すパラメータの使用可能な値を参照してください。

l TraceLevel

指定した SAPサーバで実行する場合のSAPABAP_DispMon監視テンプレートのトレースレベルを

設定します。TraceLevelキーワードでは、次のパラメータを使用できます。

TraceLevel =<ホスト名> =<トレース レベル>

l TraceFile

SAPABAP_DispMon監視テンプレートがエントリをログに記録するために使用するトレースファイルの

名前を設定します。TraceFileキーワードでは、次のパラメータを使用できます。

TraceFile =<ホスト名> =<ファイル名> =<トレース モード> =<トレース期間>

l DPQueueCheck

ABAPディスパッチャの積極的な監視を管理します。同じ管理対象ノードや同じワークプロセスで複

数のしきい値が一致した場合、SAPABAP_DispMon監視テンプレートは重大度が最も高いメッ

セージのみを送信します。DPQueueCheckキーワードでは、次のパラメータを使用できます。

DPQueueCheck =<ホスト名> =<SID> =<インスタンス番号> \ =<無効化/有効化>\ =<OVO メッ

セージ グループ> =<OVO メッセージ オブジェクト> =<OVO重大度> \ =<ワーク プロセス タイプ> =<
アイドル/キュー> =<アイドルの割合/フル>
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一般的に、キューに配置されているワークプロセスのステータスは、同じワークプロセスタイプのアイド

ルワークプロセスのステータスより重要であるため、アイドルワークプロセスに関するメッセージの重大

度レベルよりも、キューに配置されているワークプロセスに関するメッセージに割り当てる重大度レベル

を高くすることをお勧めします。たとえば、アイドルワークプロセスに関するメッセージの重大度レベルを

注意域に、キューに配置されているワークプロセスに関するメッセージの重大度レベルを危険域にし

ます。

l DisableMonitoringWithSeverity

統合されているOMi MP for SAPモニタの無効化をトリガする、SAPABAP_DispMon監視テンプレー

トのメッセージ重大度を指定します。これは、OMi MP for SAPで監視しているディスパッチャを持つ

SAPシステムからの追加のダイアログワークプロセスの要求により、モニタの負荷が無用に高くならな

いようにするためです。DisableMonitoringWithSeverityキーワードでは、次のパラメータを使用で

きます。

DisableMonitoringWithSeverity =<ホスト名> =<SID> \ =<インスタンス番号> =<重大度>

DisableMonitoringWithSeverityキーワードは、DPQueueCheckキーワード (SAPABAP_
DispMon監視テンプレートで設定 )、EnableDPQueueCheckキーワード (SAPABAP_DispMon監視

テンプレートと統合する監視テンプレートの設定で定義 )と組み合わせて使用する必要があります。

EnableDPQueueCheckキーワードの詳細は、「EnableDPQueueCheck」を参照してください。

l InstanceProfilePath

監視するディスパッチャを持つSAPインスタンスのプロファイル設定ファイルのパス。

InstanceProfilePathキーワードでは、次のパラメータを使用できます。

InstanceProfilePath =<ホスト名> =<SID> =<インスタンス番号> \ =<パス>

「SAPABAP_DispMon監視テンプレートの設定からの抜粋」では、OMi MP for SAPで監視するすべて

のSAPインスタンスのすべてのSAPクライアントに割り当てられているダイアログワークプロセス全体

の15%未満がアイドルである場合、メッセージブラウザに注意域メッセージが送信されます。

SAPABAP_DispMon 監視テンプレートの設定からの抜粋

#------------------------------------------------------------

# TraceLevel hostname only error messages=1 info messages=2 debug

messages=3

# Disable=0

TraceLevel =ALL =0

#------------------------------------------------------------------------

# TraceFile hostname filename TraceMode TracePeriod

# (a=append/w=create(default)) (in mins)
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TraceFile =ALL =r3mondisp.log =w =60

#------------------------------------------------------------------------

#InstanceProfilePath =<ホスト名> =<SID> =<インスタンス番号> =<パス>

#

InstanceProfilePath =ALL =ALL =ALL =default

#------------------------------------------------------------

#DisableMonitoringWithSeverity=<ホスト>=<SID>=<インスタンス番号>=<重大度>

#

DisableMonitoringWithSeverity=ALL=ALL=ALL=WARNING

#------------------------------------------------------------

また、「SAPABAP_DispMon監視テンプレートの設定からの抜粋」では、キーワード

DisableMonitoringWithSeverityを使用して、開始にダイアログワークプロセスが必要で (SAPへ

のログオンなどのため)、そのワークプロセスの割り当てが設定ファイルに定義されているアイドルダイア

ログワークプロセスのしきい値に違反する場合にOMi MP for SAPモニタを開始せず、重大度が注

意域以上のメッセージを生成するようにSAPABAP_DispMon監視テンプレートを設定しています。

EnableDPQueueCheckキーワードは、実行を開始する前にダイアログワークプロセスキューをチェック

するためにSAPにログオンするOMi MP for SAPモニタごとに使用する必要があります。

EnableDPQueueCheckキーワードの詳細は、「EnableDPQueueCheck」を参照してください。

SAPABAP_DmpMon

SAPABAP_DmpMon監視テンプレートでは、SAP ABAPシステム上で発生する実行時エラーを監視で

きます。すべてのアプリケーションサーバに対するモニタ実行ごとに 1回のチェックが行われます。

通常、ダンプは実行時エラーであるため、静的な構文チェックで検知できるとは限りません。発生する理

由はさまざまで、重大な問題を示していることもあります。実稼働システムでダンプが発生することは好ま

しくありません。

ここで、ダンプを発生させるアクションの例を 2つ挙げます。

l ゼロで除算

l 呼び出した関数モデルが有効化されていない

一般的に、システム管理者は ABAPダンプに関連する問題の解決に取り組む必要があります。

SAPABAP_DmpMon監視テンプレートにより生成されるメッセージには、ダンプの詳細を表示するために

ABAPプログラムを呼び出すオペレータ開始アクションが含まれています。

SAPABAP_DmpMon監視テンプレートは、SAP NetWeaverトランザクション ST22を参照します。
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モニタタイプ

SAPABAP_DmpMon監視テンプレートは期間タイプです。1回のモニタ実行で収集されるのは 1つの値

セットのみです。

アラート タイプ

SAPABAP_DmpMon監視テンプレートには次のアラート タイプがあります。

l ABAP4_ERROR_EXIST

ABAPダンプごとに 1件のアラートを生成します。

ファイルの場所

次の表に、SAPABAP_DmpMon監視テンプレートが使用するファイルを示します。

ファイル 説明

r3moncol(.exe) ABAPダンプモニタのコレクタ実行可能ファイル

r3mondmp.cfg 監視対象のアプリケーションサーバの設定ファイル。

r3mondmp.log トレースデータ格納のためのトレースファイル。

アラート コレクタモニタは、特定の履歴ファイルに履歴情報を書き込みません。

環境変数

SAPABAP_DmpMon監視テンプレートが使用する環境変数については、「環境変数」を参照してくださ

い。

コマンドラインパラメータ

SAPABAP_DmpMon監視テンプレートが使用するコマンドラインパラメータについては、「コマンドライン

パラメータ」を参照してください。

リモート監視

別のSAPシステムをリモートで監視するためのSAPABAP_DmpMon監視テンプレートの設定の詳細

は、「SAP ABAP監視テンプレートによるリモート監視 」を参照してください。
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ABAP4_ERROR_EXIST

ABAP4_ERROR_EXISTアラート タイプでは、最後の期間に発生したダンプごとにアラートを生成するよ

うにSAPABAP_DmpMon監視テンプレートを設定します。「ABAP4_ERROR_EXISTのデフォルト設

定」に示すように、=MAX_ENTRIESを使用して、OMi MP for SAPがメッセージを生成する前に発生する

必要のあるダンプ回数をカウントできます。また、 (=TIME_LIMIT)で、定義したダンプ回数が発生する

必要がある時間を時間単位で指定できます。この例では、24時間以内にダンプが10回発生した場

合にメッセージが生成されます。

ABAP4_ERROR_EXIST のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =ABAP4 =1\

=WARNING =ABAP_Dump =R3_ABAP-4\

=ABAP4_ERROR_EXIST

#AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =ABAP4 =1 \

=WARNING =ABAP_Dump =R3_ABAP-4 =ABAP4_ERROR_EXIST\

=MAX_ENTRIES =I =GT =10 = \

=TIME_LIMIT =I =LT =24 =

OMi MP for SAPのオプションのテスト移送に含まれるプログラムで、ABAPダンプを生成できます。このダ

ンプを使用して、SAPABAP_DmpMon監視テンプレートがメッセージ形式でダンプを適切にOMiにレ

ポートするかどうかを検証できます。テストが正常に完了した場合、テスト ダンプについてのメッセージが

OMi メッセージブラウザに表示されます。OMi MP for SAP移送の詳細は、OMi管理対象ノードの移送

に関する readmeファイル (/usr/sap/trans/readme)を参照してください。OMi MP for SAP移送のインポー

トと適用の詳細は、『OMi Management Pack for SAPインストールガイド』を参照してください。移送をイ

ンポートした後、SAP トランザクションSE80を使用して ABAP Object Navigatorを開き、レポート (または

プログラム) /HPOV/YSPI0004を参照して、インストール済みのテスト プログラムを表示できます。

SAPABAP_IdocStatusMon

SAPABAP_IdocStatusMon監視テンプレートでは、SAP ABAPシステム上の各種 IDocの現在のステー

タスを監視できます。SAPABAP_IdocStatusMon監視テンプレートは期間ベースであり、トランザクション

WE02をデータソースとして使用して、既存の IDocにエラーがないかどうかステータスをチェックします。この

監視テンプレートはアプリケーションサーバに依存せず、グローバルに (SAP NetWeaverシステム全体で)
使用できます。

モニタタイプ

SAPABAP_IdocStatusMon監視テンプレートは期間タイプです。1回のモニタ実行で収集されるのは 1
つの値セットのみです。
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アラート タイプ

SAPABAP_IdocStatusMon監視テンプレートには次のアラート タイプがあります。

「IDOC_CURRENT_STATUS」

IDocの現在の状態に関するアラートをどのようなときに生成するかを定義します。

ファイルの場所

次の表に、SAPABAP_IdocStatusMon監視テンプレートが使用するファイルを示します。

ファイル 説明

r3moncol(.exe) IDocステータスモニタのコレクタ実行可能ファイル。

r3monale.cfg IDocステータスモニタの設定ファイル。

r3monale.log トレースデータ格納のためのトレースファイル。

アラート コレクタモニタは、特定の履歴ファイルに履歴情報を書き込みません。

環境変数

SAPABAP_IdocStatusMon監視テンプレートが使用する環境変数については、「環境変数」を参照し

てください。環境変数の書式はすべてのアラート コレクタモニタに共通です。「環境変数」に示すように、

監視テンプレートの名前のみが個々のモニタごとに異なります。

コマンドラインパラメータ

SAPABAP_IdocStatusMon監視テンプレートが使用するコマンドラインパラメータについては、「コマンドラ

インパラメータ」を参照してください。コマンドラインパラメータの書式はすべてのアラート コレクタモニタに共

通です。「コマンドラインパラメータ」に示すように、-cfgfileおよび -traceの監視テンプレートの名前の

みが個々のモニタごとに異なります。

リモート監視

別のSAPシステムをリモートで監視するためのSAPABAP_IdocStatusMon監視テンプレートの設定の

詳細は、「SAP ABAP監視テンプレートによるリモート監視 」を参照してください。

SAPABAP_IdocStatusMon監視テンプレートのアラート タイプの設定

SAPABAP_IdocStatusMon監視テンプレートの IDOC_CURRENT_STATUSアラート タイプを設定する

場合、「IDOC_CURRENT_STATUS設定パラメータ」の表に示すパラメータを 1つ以上定義する必要
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があります。

IDOC_CURRENT_STATUS

IDOC_CURRENT_STATUSアラート タイプは、監視する IDocの現在のステータスを定義します。

IDOC_CURRENT_STATUSアラート タイプを使用して、 IDocのステータスがSTATUSパラメータで定

義されているステータスと一致する場合にアラートを生成するように IDocステータスアラート モニタである

SAPABAP_IdocStatusMon監視テンプレートを設定します。次の表に、 IDOC_CURRENT_STATUS
アラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラメータにデフォルトで割り当てられる値を示します。

デフォルト値の列の ' 'は、空の文字列を意味します。

IDOC_CURRENT_STATUS 設定パラメータ

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

DOCNUM IDoc番号 (例 : 「05」(変換時エ

ラー))
= Sign:I, E ‘ ‘

= Opt:GE, GT, LE, LT, BT ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High: ‘ ‘

DOCTYP 基本 IDoc タイプ (例 :
DOCMAS01)

= Sign:I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

MESCOD 論理メッセージコード = Sign I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

MESFCT 論理メッセージ関数 = Sign:I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘
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パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

MESTYP 論理メッセージタイプ = Sign:I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

RCVPFC 受信側のパートナ関数 = Sign:I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

RCVPRN 受信側のパートナ番号 = Sign:I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

RCVPRT 受信側のパートナタイプ = Sign:I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

SNDPFC 送信側のパートナ関数 = Sign:I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

SNDPRN 送信側のパートナ番号 = Sign:I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘
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パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

SNDPRT 送信側のパートナタイプ = Sign:I ‘ ‘

= Opt:CP, EQ ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

STATUS * IDocのステータス = Sign:I, E ‘ ‘

= Opt:GE, GT, LE, LT, BT ‘ ‘

= Low ‘ ‘

= High ‘ ‘

*取り得る値 : CHECK_INBOUND、CHECK_OUTBOUND、MAX_ENTRIES、TIME_LIMIT

リモート監視では、SAPABAP_IdocStatusMon監視テンプレートは受信 IDocのステータスをチェックしま

す。 IDOC_CURRENT_STATUSで指定されている受信 IDocの数がMAX_ENTRIESで定義されてい

る値 4より大きい (GT)場合、アラートを生成するイベントが発生します。

IDOC_CURRENT_STATUS の設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =ALL =1 \

=WARNING =ALE =R3_IDOC_STATUS \

=IDOC_CURRENT_STATUS =STATUS =I =EQ =CHECK_INBOUND \

=MAX_ENTRIES =I =GT =4

IDocステータスのチェック

IDOC_CURRENT_STATUSアラート タイプとSTATUSパラメータを組み合わせることで、SAP
NetWeaverに登録されているさまざまな IDocステータスやグループに定義されている幅広いステータスを

チェックできます。

また、OMi MP for SAPの2つの定義済みグループを使用して、受信または送信 IDocに関するさまざま

なエラーをチェックできます。たとえば、値 CHECK_INBOUNDおよび CHECK_OUTBOUNDを使用してさまざまな

範囲の値を監視できます。

l CHECK_OUTBOUND

ステータス02、04、05、25、26、29、30、32の IDocを監視します。 02, 04, 05, 25, 26, 29, 30, 32

l CHECK_INBOUND
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ステータス51、56、60、61、62、63、64、65、66、69の IDocを監視します。 51, 56, 60, 61, 62, 63,
64, 65, 66, 69

SAPABAP_IdocStatusMon監視テンプレートで特定の IDocステータスをチェックするには、「IDOC_
CURRENT_STATUSの設定」の値 =CHECK_INBOUNDを、監視する IDocステータスに対応する IDocス
テータス番号 (「IDocステータスが取り得る値」の表を参照 )に置き換えます。たとえば、既存の IDocの
数を監視するには、=01を使用します。現時点では、あらかじめ定義されている範囲 CHECK_INDOUND
および CHECK_OUTBOUNDに類似する範囲を独自に定義することはできません。監視する追加の値ごとに

AlertMonFunエントリを別に定義する必要があります。

次の表に、OMi MP for SAPで認識されるすべてのステータスを示します。

IDocステータスが取り得る値

IDocステータス 説明 受信チェック 送信チェック

00 未使用。R/2のみ

01 作成済みの iDoc

02 データをポートに渡す処理中にエラー発

生

✓

03 データをポートに渡す処理が正常に完了

04 EDIサブシステムの制御情報内にエラー ✓

05 変換中にエラー ✓

06 変換が正常に完了

07 構文チェック中にエラー

08 構文チェックが正常に完了

09 交換処理中にエラー

10 交換処理が正常に完了

11 ディスパッチ中にエラー

12 ディスパッチが正常に完了

13 再送が正常に完了

14 肯定の交換確認

15 否定の交換確認
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IDocステータス 説明 受信チェック 送信チェック

16 肯定の機能確認

17 否定の機能確認

18 EDIサブシステムのトリガが正常に完了

19 テスト用データ転送が正常に完了

20 EDIサブシステムのトリガ中にエラー

21 テスト用データを渡す処理中にエラー

22 ディスパッチが正常に完了、確認が必要

23 再送中にエラー

24 EDIサブシステムの制御情報が正常に

完了

25 構文エラーを無視して処理中 (送信 ) ✓

26 iDocの構文チェック中にエラー (送信 ) ✓

27 ディスパッチレベルでエラー (ALEサービス)

28 未使用

29 ALEサービスでエラー ✓

30 iDocのディスパッチ準備完了 (ALEサー

ビス)
✓

31 エラー -処理中断

32 iDocの編集が完了 ✓

33 編集済み iDocのオリジナル

34 iDocの制御レコードにエラー

35 アーカイブからの iDocの再読み込みが完

了

36 電子署名が未実行 (タイムアウト )

37 iDocの追加が不適切
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IDocステータス 説明 受信チェック 送信チェック

38 iDocのアーカイブが完了

39 iDocが受信システムに存在 (ALEサービ

ス)

40 受信側システムでアプリケーションドキュ

メントが未作成

41 受信側システムでアプリケーションドキュ

メントの作成が完了

42 テスト トランザクションによる iDocの作成

が完了

50 iDocの追加が完了

51 エラー:アプリケーションドキュメントが未

投稿

✓

52 アプリケーションドキュメントの投稿が不

完全

53 アプリケーションドキュメントの投稿が完

了

54 正式なアプリケーションチェック中にエラー

55 正式なアプリケーションチェックが正常に

完了

56 エラーを含む iDocを追加 ✓

57 iDocテスト :アプリケーションチェック中に

エラー

58 R/2接続からの iDocのコピー

59 未使用

60 iDocの構文チェック中にエラー (受信 ) ✓

61 構文エラーを無視して処理中 (受信 ) ✓

62 iDocをアプリケーションに渡す処理が完

了

✓

63 iDocをアプリケーションに渡す処理中にエ

ラー発生

✓
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IDocステータス 説明 受信チェック 送信チェック

64 iDocをアプリケーションに転送する準備

完了

✓

65 ALEサービスでエラー

66 iDocが先行する iDocを待機中 (シリアラ

イゼーション)

67 未使用

68 エラー -処理中断

69 iDocの編集が完了 ✓

70 編集済み iDocのオリジナル

71 アーカイブからの iDocの再読み込みが完

了

72 未使用。R/2のみ

73 iDocのアーカイブが完了

74 テスト トランザクションによる iDocの作成

が完了

SAPABAP_LckChkMon

SAPABAP_LckChkMon監視テンプレートでは、各種 SAP トランザクションおよびSAPレポート用の

SAP ABAP論理ロックを管理するエンキュープロセスを監視できます。廃止されたロックは、指定した期

間より古いロックとして定義されます。すべてのアプリケーションサーバに対するモニタ実行ごとに 1回の

チェックが行われます。

ロックされたオブジェクトは、そのオブジェクトに関連付けられているユーザ以外は変更できないため、深刻

な問題を引き起こす可能性があります。オペレータは SM12で特定のインスタンスに設定されているロック

を確認できます。ここで、ロックを発生させるアクションの例を 2つ挙げます。

l ユーザが最初にSAP NetWeaverシステムをログオフしないままコンピュータの電源を切る (オブジェクト

ロックの最多原因 )

l SAPインスタンス全体が失敗する

SAPABAP_LckChkMon監視テンプレートは、SAP NetWeaverトランザクション SM12を参照します。

このアラート モニタが生成するメッセージには、SM12ロック概要モジュールを呼び出すオペレータ開始アク

ションが含まれています。オペレータは後で SM12で特定のインスタンスに設定されているロックを確認でき

ます。

モニタ タイプ
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SAPABAP_LckChkMon監視テンプレートはスナップショット タイプで、アラート タイプやパラメータを使用し

ません。1回のモニタ実行で収集されるのは 1つの値セットのみです。

アラート タイプ

SAPABAP_LckChkMon監視テンプレートのアラート タイプは次の1つのみです。

「OLD_LOCKS」

パラメータ LOCK_TIMEに指定した期間を使用して、どのようなときにロックを古いと定義するかを指定し

ます。

ファイルの場所

次の表に、SAPABAP_LckChkMon監視テンプレートが使用するファイルを示します。

ファイル 説明

r3moncol(.exe) ロックチェックモニタのコレクタ実行可能ファイル。

r3monlck.cfg ロックチェックモニタの設定ファイル。

r3monlck.log トレースデータ格納のためのトレースファイル。

環境変数

SAPABAP_LckChkMon監視テンプレートが使用する環境変数については、「環境変数」を参照してく

ださい。

コマンドライン パラメータ

SAPABAP_LckChkMon監視テンプレートが使用するコマンドラインパラメータについては、「コマンドライ

ンパラメータ」を参照してください。

リモート監視

別のSAPシステムをリモートで監視するためのアラート コレクタモニタの設定の詳細は、「SAP ABAP監

視テンプレートによるリモート監視 」を参照してください。

OLD_LOCKS

LOCK_TIMEアラート タイプは、パラメータ LOCK_TIMEに指定した期間を使用して、どのようなときに

ロックを「古い」と定義するかを指定します。LOCK_TIMEアラート タイプを使用して、ジョブの実行時間が

パラメータ LOCK_TIMEで定義されている期間を超えた場合にアラートを生成するようにSAPABAP_
LckChkMon監視テンプレートを設定します。

次の表に、LOCK_TIMEアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラメータにデフォルトで割り

当てられる値を示します。

注 :次のパラメータの設定は必須です。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値
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LOCK_TIME ロックが古いと見なされるまでの期間 (時
間単位 )。これを超えると、ロックは古いと

見なされます。

= Sign:I,E I

= Opt:EQ, GT, GE,
LE, LT, BT

GT

= Low:<時間 (時間

単位 )> 1

= High:2

1. このパラメータは数値として指定します。数値以外で指定した場合、モニタはダンプして終了しま

す。

2. 範囲を使用する場合のみ使用します。

「OLD_LOCKSのデフォルト設定」では、ロックの時間が24時間を超えた場合にアラートを生成するイベ

ントが発生します。

OLD_LOCKS のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =LOCK_CHECK =1\

=WARNING =Enqueue =R3_Enqueue\

=OLD_LOCKS =LOCK_TIME =I =GT =24 =

SAPABAP_PerfMon

SAPABAP_PerfMon監視テンプレートでは、OMi MP for SAPのさまざまなパフォーマンスモニタからSAP
パフォーマンスメトリックを収集できます。

概要

OMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェントはさまざまなパフォーマンスモニタを使用して SAPパ

フォーマンスデータを収集し、そのデータをHP Software Embedded Performance Component (CODA)ま
たはパフォーマンスエージェント (Unix/Windows)に格納します。パフォーマンスエージェントでは、データの

ほか、他のアプリケーション、データベース、システム、ネットワークパフォーマンスエージェントで収集した

データの監視、管理、相関処理を行うことができます。このデータを使用して、SAPビジネストランザク

ションと他のシステムメトリック間でトレンドも比較できます。この項では、次のトピックについて説明しま

す。

l OMi MP for SAPを使用したパフォーマンス監視

l OMiを使用したOMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェントのインストール

l パフォーマンスモニタの設定

SAP NetWeaver内に実装されているABAP機能モジュールには、RFC呼び出しを使用してアクセスし

ます。パフォーマンスモニタは、SAP実行時パフォーマンスデータのスナップショットを収集します。
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OMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェントでは、SAP NetWeaver CCMSサブシステムの一部であ

るSAP NetWeaver Performanceアラート モニタ (ST03)に加え、130以上のメトリックの収集が可能で

す。

OMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェントの設定により、指定した SAP NetWeaverインスタンスで

実行するモニタとその頻度を指定できます。

パフォーマンスエージェントはOMiエージェント プロセスとは別に、Windowsオペレーティングシステムでは

サービスとして、UNIXオペレーティングシステムではデーモン (バックグラウンド )プロセスとして動作します。

OMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェント プロセスを開始または停止するには、OMi MP for SAP
の [Tool Bank]ウィンドウで適切なツールを使用します。詳細については、「OMi MP for SAP R/3パフォー

マンスエージェントの管理」を参照してください。

SAPABAP_PerfMon監視テンプレートの設定

SAPABAP_PerfMon監視テンプレートにはデフォルト設定があります。デフォルト設定は変更を行うことな

く、インストール後すぐに使用できます。ただし、特定のSAP環境向けに SAPABAP_PerfMon監視テンプ

レートを設定する場合は、次のリストのキーワードの有効化または無効化、適切なパラメータの設定や

変更により、設定を変更する必要があります。

l TraceLevel

TraceLevelキーワードでは、次のパラメータを使用できます。

TraceLevel =<ホスト名> =<トレース レベル>

ホスト名 :

=ALL OMi MP for SAPを含むすべてのホストを監視します。

これはデフォルト設定です。

=<SAPホスト> トレースレベルを指定するSAPサーバの名前。ホスト

を 1行ずつ指定します。

トレースレベル:

=0 無効化。これはデフォルト設定です。

=1 エラーメッセージのみをログに記録します。

=2 すべてのメッセージをログに記録します。

=3 デバッグメッセージのみをログに記録します。このトレースレベルでは大量の情

報がログに記録され、トレースファイルの容量が短期間で非常に大きくなる可

能性があります。

l TraceFile:
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TraceFileキーワードでは、次のパラメータを使用できます。

Tracefile =<ホスト名> =<ファイル名>

ホスト名 :

=ALL OMi MP for SAPを含むすべてのSAPサーバを監視します。これはデフォ

ルト設定です。

=<SAP ホスト> トレースが有効化され、トレースレベルを指定する特定のホストの名前。

ファイル名 :

=r3perfmon.log -これはデフォルト設定です。ログファイルをデフォルトのログファイルディレクトリに書

き込みます。または、トレースログを書き込むファイルの名前と、必要に応じてパスを指定できます。こ

のパスは作業ディレクトリの絶対パスまたは相対パスです。

l AgentHostname

AgentHostnameキーワードは、ALLに設定します。

l SyncBack

SyncBackキーワードでは、次のパラメータを使用できます。

SyncBack =<有効化|無効化> =<SyncBack のしきい値>

有効化 /無効化 :

=0 スケジューラの同期を無効化します。

=1 スケジューラの同期を有効化します。こ

れはデフォルト設定です。

SyncBackのしきい値 :

=<n>分 定義済みスケジュールと実際のスケジュールの差 (分単位 )。SyncBack しきい

値に達すると、たとえばスケジューラがスケジュールよりn分遅れている場合、

スケジューラが再起動され、定義済みスケジュールに戻ります。SyncBack しき

い値は、BehindSyncMessageキーワードに関連して設定されている Message
Thresholdの値より大きい必要があります。これは、スケジューラが再起動さ

れる前に、スケジュールの問題に関する警告メッセージを受け取るためです。

l BehindSyncMessage

BehindSyncMessageキーワードでは、次のパラメータを使用できます。
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BehindSyncMessage =<有効化|無効化> =<OpC 重大度> \

=<OpC オブジェクト> =<OpC メッセージ グループ> =<メッセージのしきい値>

有効化 /無効化 :

=0 スケジュール遅れメッセージの送信を無効化します。

=1 スケジュール遅れメッセージの送信を有効化します。これはデフォルト設定で

す。

OpC 重大度 :

=WARNING 送信するスケジュール遅れメッセージの重大度。これはデフォルト値

です。

OpC オブジェクト :

=r3perfagent スケジュール遅れメッセージと関連付けるHPOM forWindowsオブ

ジェクト。これはデフォルト値です。

OpC メッセージ グループ:

=R3_General スケジュール遅れメッセージが属するHPOM forWindows メッセージグルー

プ。これはデフォルト値です。

メッセージのしきい値 :

=<n>分 スケジュール遅れメッセージがHPOM管理サーバに送信されるまでの経過

時間 (分単位 )。メッセージのしきい値は、SyncBackキーワードに関連して

設定されている SyncBack Thresholdの値より小さい必要があります。これ

は、スケジューラが再起動される前に、スケジュールの問題に関する警告メッ

セージを受け取るためです。

l RemoteMonitoring

RemoteMonitoringキーワードでは、次のパラメータを使用できます。

RemoteMonitoring =<ローカルホスト> =<リモートホスト>

ローカルホスト :

OMi MP for SAPソフトウェアが実行され、パフォーマンスエージェントを使用してリモート ホストに定義

されているSAPサーバをリモート監視するホストの名前。

リモートホスト :
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ローカルホストに定義されているSAPサーバで、OMi MP for SAPを使用して監視するリモート SAP
サーバの名前。通常、リモート ホストはOMi管理対象ノードではなく、エージェントはインストールされ

ていません。

l PerfMon

Perfmonキーワードでは、次のパラメータ値が必要です。

PerfMon =<SAP ホスト名> =<SAP システム> =<SAP 番号> \

=<SAP クライアント> =<RFC 関数> =<有効化|無効化> \

=<ポーリング間隔> =<接続保持>

SAP ホスト名 :

=ALL OMi MP for SAPですべてのSAPホストを監

視します。これはデフォルト設定です。

=<SAP ホスト> パフォーマンスを監視対象とする特定のSAP
サーバの名前。ホストを 1行ずつ指定します。

SAP システム:

=ALL OMi MP for SAPですべてのSAPシステムを監視します。これはデフォ

ルト設定です。

=<SAP SID> パフォーマンスを監視対象とするSAPシステムの ID (例 : DEV)。SID
を 1行ずつ指定します。

SAP 番号 :

=ALL OMi MP for SAPですべてのSAP番号を監視します。これはデフォ

ルト設定です。

=<インスタンス> パフォーマンスを監視対象とする特定のSAPインスタンス番号

(例 : 00、99)。新しいSAP番号を 1行ずつ指定します。

SAP クライアント :

=ALL OMi MP for SAPですべてのSAPクライアントを監視します。これは

デフォルト設定です。

=<クライアント ID> パフォーマンスを監視対象とする特定のSAPクライアント番号 (例 :
099)。SAPクライアントを 1行ずつ指定します。

RFC 関数 :
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=<メトリック名>_PERF。ここで、メトリック名はパフォーマンスモニタが使用する特定のメトリックリストを

指します (例 : DBINFO_PERF、SAPMEMORY_PERF)。使用できる値の詳細は、「OMi MP for
SAPパフォーマンスモニタ 」を参照してください。

有効化 /無効化 :

=0 パフォーマンスモニタを無効化します。

=1 パフォーマンスモニタを有効化します。これはデフォルト設定です。

ポーリング間隔 :

=nn nnはパフォーマンスモニタの実行間隔 (分単位 )です。

接続保持 :

=0 無効化: 呼び出し完了後にRFC接続を終了します。これはデフォル

ト設定です。

=1 有効化: 呼び出し完了後にRFC接続を保持します。

OMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェントの管理

OMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェントを制御するには、コマンドラインオプションを使用します。

コマンドラインオプションは、プラットフォームやオペレーティングシステムによって異なります。OMi MP for
SAP R/3パフォーマンスエージェントの管理には、コマンドラインオプションか、OMi MP for SAPによってイ

ンストールされているツールを使用します。

OMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェントのコマンドライン構文

UNIX管理対象ノードのインストルメンテーションディレクトリから r3perfagentコマンドに次のオプションを

付けて使用することで、OMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェントをコマンドラインから制御できま

す。

l r3mon-perl -S SAPMP_Tool.pl Start

l r3mon-perl -S SAPMP_Tool.pl Stop

l r3mon-perl -S SAPMP_Tool.pl Status

Statusオプションを使用できるのは SAP UNIX ノードのみです。

Windows管理対象ノードのインストルメンテーションディレクトリから r3perfagentコマンドを次の構文で

使用することで、OMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェントをコマンドラインから制御できます。
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l r3mon-perl -S SAPMP_Tool.pl Start

l r3mon-perl -S SAPMP_Tool.pl Stop

また、Windows コントロールパネルでサービスオプションを使用してWindowsサービスを制御することもで

きます。

OMi MP for SAPR/3パフォーマンスエージェント

OMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェントは、SAP関連メトリックを収集するためにSAPにアクセス

する必要があります。SAP関連メトリックを使用して、レポートやグラフを生成します。SAPABAP_
PerfMon監視テンプレートでは、SAPユーザ名とパスワードの組み合わせを入力する必要があります。

OMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェントは SAPABAP_PerfMon監視テンプレートの設定から

SAPログイン情報を起動時に 1回のみ読み取ります。SAPにログインできない場合は起動できないた

め、これは特に重要です。OMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェントがSAPへのログインを試みて

失敗した場合、認証の問題のため起動できなかったことを示すメッセージをOMiに送信します。

OMi MP for SAPがSAPへのログインに使用するSAPユーザ名とパスワードの組み合わせを変更した場

合、変更がSAPABAP_PerfMon監視テンプレートのパラメータに反映されていること、SAPABAP_
PerfMon監視テンプレートの設定の情報を使用するOMi MP for SAPコンポーネントが再起動されて変

更が認識されていることを確認する必要があります。

OMi MP for SAPがSAPにアクセスするために必要とするSAPユーザ名およびパスワードを変更する前

に、次のようにSAP/パフォーマンスエージェントを停止します。

1. SAP/パフォーマンスエージェントの停止

SAP/パフォーマンスエージェントが動作しているすべてのOMi MP for SAP管理対象ノードで、

SAP/パフォーマンスエージェントを停止します。各管理対象ノードで、次のとおり入力します。

r3mon-perl -S SAPMP_Tool.pl Stop

2. SAP へのログイン

管理者として SAPにログインし、OMi MP for SAPがSAPにログインするために使うユーザパスワー

ドの組み合わせを必要に応じて変更します。

注 :ダイアログユーザのパスワードの変更は、他のタイプのSAPユーザよりも頻繁に行う必要が

あります。

3. SAPABAP_PerfMon 監視テンプレート設定の更新

SAPABAP_PerfMon監視テンプレートを使用して、SAP ABAP Application Server CIを設定しま

す。ユーザ名、パスワード、クライアント番号の入力が必要です。

4. SAP/パフォーマンスエージェントの再起動

SAP/パフォーマンスエージェントが動作している各 OMi MP for SAP管理対象ノードで、SAP/パ
フォーマンスエージェントを再起動します。各管理対象ノードで、次のとおり入力します。
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r3mon-perl -S SAPMP_Tool.pl Start

注 : SAP/パフォーマンスエージェントの動作停止期間中、OMi MP for SAPはパフォーマンスメ

トリックを収集できません。

SAP/パフォーマンスエージェントの各種ツール

次の表に、OMi MP for SAPで使用できるSAP/パフォーマンスエージェントの各種ツール (SAP R/3 NT
または SAP R/3 UNIX)を示します。

ツール名 SAP R/3 NT SAP R/3 UN*X

開始 ✓ ✓

停止 ✓ ✓

ステータス ✓

OMi MP for SAPパフォーマンスモニタ

OMi MP for SAPパフォーマンスモニタには、スナップショット タイプと期間タイプの2種類があります。スナッ

プショット モニタは 1回のみ実行され、1セットの値のみを収集します。SAP NetWeaver環境のパフォーマ

ンスの全体像を把握するため、スナップショット モニタを定期的に実行する必要があります。期間モニタは

その名が示すとおり、一定期間にわたって実行されます。

次に、OMi MP for SAPで使用できるパフォーマンスモニタを示します。詳細については、この後の各項で

説明します。

l 「DBINFO_PERF」

データベースパフォーマンス分析値を監視します。

l 「DOCSTAT_PERF」

最後の1時間のドキュメント ボリューム統計を収集します。

l 「EP_PERF」

SAP Enterprise Portalのステータスおよびパフォーマンスを監視します。

l 「ICMSTAT_PERF」

SAP Internet CommunicationManagerのステータスおよびパフォーマンスを監視します。

l 「JOBREP_PERF」

状態 (スケジュール済み、実行中 )ごとのジョブ数をカウントします。
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l 「SAPBUFFER_PERF」

SAPインスタンスのSAPバッファ使用値を返します。

l 「SAPABAP_PerfMon」

SAPインスタンスのSAPユーザによるSAP メモリ使用率を監視します。

l 「SPOOL_PERF 」

さまざまな状態のスプール要求数をカウントします。

l 「SYSUP_PERF 」

SAP NetWeaverインスタンスのステータスを監視します。

l 「UPDATE_PERF」

更新プロセス数を監視します。

l 「STATRECS_PERF」

SAP トランザクションの統計レコードを監視します。

l 「USER_PERF 」

SAPクライアントあたりのユーザおよびユーザセッション数を監視します。

l 「WLSUM_PERF 」

パフォーマンスワークロード統計を 1時間ごとに収集します。

l 「WP_PERF」

SAPアプリケーションサーバのSAPクライアントあたりのユーザおよびセッション数を監視します。

DBINFO_PERF

DBINFO_PERFパフォーマンスモニタは、SAPデータベースパフォーマンス分析ページに表示されている

値セットを返します。この情報を使用してデータベースパフォーマンスの問題を検知し、データベース

チューニングによってデータベースのパフォーマンスを向上できるかどうかを評価します。

注 : DBINFO_PERFパフォーマンスモニタは、Oracleデータベースのデータ構造でのみ動作します。

他のデータベース製品のデータ構造では動作しません。

タイプ

DBINFO_PERFパフォーマンスモニタはスナップショット タイプです。1回のモニタ実行で収集されるのは 1
つの値セットのみです。

頻度
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DBINFO_PERFパフォーマンスモニタの実行頻度は 15分に 1回とすることをお勧めします。

データソース

DBINFO_PERFパフォーマンスモニタは SAP トランザクション ST04 (DBパフォーマンス概要 )をデータソー

スとして使用します。

メトリック

次の表に、DBINFO_PERFパフォーマンスモニタが返すパフォーマンステーブルの値を示します。

順序 メトリック名 説明 % 値 累計

1 CPUUSAGE データベースCPU使用率 いいえ

2 BUFPREADS 物理読み取り はい

3 BUFPWRITES 物理書き込み はい

4 BUFQUAL データベースバッファプールの品質 % いいえ

5 BUFSIZE データベースバッファプールサイズ 静的

6 BUFWAITS バッファビジー待機 はい

7 BUFWTIME バッファビジー待機時間 はい

8 DICTSIZE ディクショナリキャッシュサイズ 静的

9 DDQUAL データディクショナリキャッシュの品質 % いいえ

10 LOGBLOCKS REDOログブロック書き込み はい

11 LOGENTRIES REDOログバッファエントリ はい

12 LOGSIZE REDOログバッファサイズ 静的

13 LOGFAULT REDOログバッファの割り当てエラー率 % いいえ

14 LOGALLOC REDOログバッファ割り当ての再試行 はい

15 ROLLBACKS ロールバック はい

16 SCANLONG 長いテーブルスキャン はい

17 SORTDISK ディスクの並べ替え はい

18 SORTMEM メモリの並べ替え はい

19 SORTROWS 行の並べ替え はい

DOCSTAT_PERF

DOCSTAT_PERFパフォーマンスモニタは、最後の1時間に生成され処理されたドキュメント ボリューム

に関する統計を収集します。このモニタは、監視対象の各 SAP NetWeaverシステムに対して 1回のみ

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 272 / 416ページ



設定できます。

タイプ

DOCSTAT_PERFパフォーマンスモニタはスナップショット タイプです。1回のモニタ実行で収集されるのは

1つの値セットのみです。

頻度

DOCSTAT_PERFパフォーマンスモニタの実行頻度は 1時間に 1回とすることをお勧めします。

データ ソース

DOCSTAT_PERFパフォーマンスモニタは SAP トランザクション ST07 (品質構造 )をデータソースとして使

用します。

メトリック

次の表に、DOCSTAT_PERFパフォーマンスモニタが返すパフォーマンステーブルの値を示します。

順序 メトリック名 説明

1 SID SAPシステム ID

2 DESCRIPTION アプリケーションモニタオブジェクトの説明

3 CNTHEADER ドキュメント ヘッダ

4 CNTITEM ドキュメント項目

5 CNTDIV ドキュメント分割

6 CNTTOTAL レコードの合計数

7 CNTLINE 項目数

8 CNTCHGDOC 変更されたドキュメント数

9 CNTTEXT テキスト

EP_PERF

EP_PERFパフォーマンスモニタは、依存するすべてのJ2EEコンポーネントなどを含むSAP Enterprise
Portal (EP)のステータスおよびパフォーマンスを監視します。

注 : EP_PERFは Enterprise Portalが使用可能な場合に使用できます。

タイプ

EP_PERFパフォーマンスモニタは期間タイプです。1回のモニタ実行で収集されるのは 1つの値セットの

みです。
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頻度

EP_PERFパフォーマンスモニタの実行頻度は 15分に 1回程度とすることをお勧めします。

データソース

EP_PERFモニタはCCMSをデータソースとして使用します。

メトリック

次の表に、EP_PERFパフォーマンスモニタが返すパフォーマンステーブルの値を示します。

順序 メトリック名 説明

1 SID_EP Enterprise PortalをホスティングしているSAP
システムの ID

2 HOSTNAME_EP Enterprise Portalをホスティングしているシス

テムの名前

3 START_TIME_EP EPモニタの実行開始時刻

4 NO_REQ_EP Enterprise Portalへの要求数

5 AVG_RESP_TIME_EP Enterprise Portalへの要求の平均応答時

間

6 AVG_CPU_TIME_EP* Enterprise Portalへの要求に応答するのに

かかる平均 CPU時間

7 REQ_PER_SEC_EP Enterprise Portalへの1秒あたりの要求数

8 AVG_OUTBND_DATA_EP Enterprise Portalへの要求 1件あたりの平

均送信データ量

9 ACC_RESP_TIME_EP Enterprise Portalへの要求の累計応答時

間

10 ACC_CPU_TIME_EP* Enterprise Portalへの要求に応答するのに

かかる累積 CPU時間

11 OUTBND_DATA_REQ_EP 送信データを提供する要求

12 ACC_OUTBND_DATA_EP 累計送信データ量 (バイト単位 )

13 NO_COMPCALLS_REQ_EP Enterprise Portalへのすべての要求によるコ

ンポーネント呼び出し数

14 AVG_CMPCALLPERREQ_EP EP要求 1件あたりの平均コンポーネント呼

び出し数

15 VALID_MONDATA_REQ_EP 正しいモニタデータを提供するEP要求
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順序 メトリック名 説明

16 REQ_NOT_CORR_CLSD_EP 正常に終了されなかった EP要求 (コンポー

ネントを含む)

17 REQCLSD_TOOMNYCMP_EP コンポーネント数が多すぎるために終了され

た EP要求の数

18 REQS_RUNLEVEL_0_EP レベル0で実行中のEP要求

19 REQS_RUNLEVEL_1_EP レベル1で実行中のEP要求

20 REQS_RUNLEVEL_2_EP レベル2で実行中のEP要求

21 USRS_SINCE_1_REQ_EP 最初の要求以降にEP要求を行っている

ユーザの数

22 USRS_SINCE_LSTRST_EP 最後のユーザリセット以降にEP要求を行っ

ているユーザの数

23 LST_REQ_RST_TSTMP_EP 最後のEP要求リセットの時刻

24 LST_CMPREQ_TSTMP_EP 最後のコンポーネント リセットの時刻

25 LST_USRREQ_TSTMP_EP 最後のEPユーザリセットの時刻

*SAP NetWeaverポータルバージョン 7.0のみ

注 :データが見つけられず、SAP CCMSで null文字列が見つかった場合、パフォーマンスメトリック

は「0」としてログに記録されます。これは正常な動作です。

ICMSTAT_PERF

ICMSTAT_PERFパフォーマンスモニタは SAP Internet CommunicationManager (ICM)のステータスおよ

びパフォーマンスを監視します。

タイプ

ICMSTAT_PERFパフォーマンスモニタはスナップショット タイプです。1回のモニタ実行で収集されるのは

1つの値セットのみです。

頻度

ICMSTAT_PERFパフォーマンスモニタの実行頻度は 15分に 1回程度とすることをお勧めします。

データソース

ICMSTAT_PERFパフォーマンスモニタは SAP トランザクションSMICM (ICMモニタ)をデータソースとして

使用します。

メトリック

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 275 / 416ページ



次の表に、 ICMSTAT_PERFパフォーマンスモニタが返すパフォーマンステーブルの値を示します。

順序 メトリック名 説明

1 ICM_Status Internet CommunicationManagerのステータス

2 Max_Threads ICMで開けるスレッドの最大数

3 Peak_Threads ICMで一定期間に開くスレッドのピーク数

4 Cur_Threads ICMで現在開いているスレッドの数

5 Max_
Connections

ICMで開ける接続の最大数

6 Peak_
Connections

ICMで一定期間にオープンする接続のピーク数

7 Cur_Connections ICMでの現在の接続数

8 Max_
QueueEntries

ICMで許可されているキューに入れられた要求の最大数

(icm/req_queue_lenで定義 )

9 Peak_
QueueEntries

ICMで一定期間にキュー入れられた要求のピーク数

10 Cur_
QueueEntries

ICMで現在キューに入れられた要求の数

11 Running_Threads 要求を待機している (アイドル)ワークスレッドの数

12 Dead_Threads 問題のある状態 (停止、ハング)のワークスレッドの数

13 Processed_
Threads

現在要求を処理しているワークスレッドの数

JOBREP_PERF

JOBREF_PERFパフォーマンスモニタは、最後のモニタ実行の終了日時と実際のモニタ実行の開始日

時の間の期間、状態ごとのジョブをカウントします。

タイプ

JOBREF_PERFパフォーマンスモニタは期間タイプです。1回のモニタ実行で収集されるのは 1つの値

セットのみです。

頻度

JOBREF_PERFパフォーマンスモニタの実行頻度は 1時間に 1回から 1日に 1回の間とすることをお勧

めします。
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データソース

JOBREF_PERFパフォーマンスモニタは SAP トランザクションSM37 (バックグラウンド ジョブ概要 )をデータ

ソースとして使用します。

メトリック

次の表に、JOBREF_PERFパフォーマンスモニタが返すパフォーマンステーブルの値を示します。

順序 メトリック名 説明

1 RUNNING 最後のモニタ実行以降のステータスが実行中になっている

ジョブの数

2 READY 最後のモニタ実行以降のステータスが準備完了になってい

るジョブの数

3 SCHEDULED 最後のモニタ実行以降のステータスがスケジュール済みに

なっているジョブの数

4 RELEASED 最後のモニタ実行以降のステータスがリリース済みになって

いるジョブの数

5 ABORTED 最後のモニタ実行以降のステータスが中止になっているジョ

ブの数

6 FINISHED 最後のモニタ実行以降のステータスが完了になっているジョ

ブの数

7 PUT_ACTIVE 最後のモニタ実行以降のステータスがput_activeになって

いるジョブの数

8 UNKNOWN_
STATE

最後のモニタ実行以降のステータスが不明になっているジョ

ブの数

SAPBUFFER_PERF

SAPBUFFER_PERFパフォーマンスモニタは、特定のインスタンスで SAPユーザが使用するSAP メモリ

バッファの値を返します (NetWeaverリポジトリ、プログラム、データベーステーブルのヒット率、バッファ品

質、空き容量など)。

タイプ

SAPBUFFER_PERFパフォーマンスモニタは期間タイプです。

頻度

SAPBUFFER_PERFパフォーマンスモニタの実行頻度は 15分に 1回とすることをお勧めします。

データ ソース

SAPBUFFER_PERFモニタは SAPバッファトランザクション ST02から情報を読み取ります。

メトリック

次の表に、SAPBUFFER_PERFパフォーマンスモニタが返すパフォーマンステーブルの値を示します。
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順序 メトリック名 説明

1 BUFFER_
NAME

バッファ名

2 HITRATIO バッファオブジェクト読み取り/論理要求。

バッファヒット率はパーセンテージとして表示

されます

3 ALLOCATED_
SIZE

バッファに割り当てられている容量 1

4 FREE_
SPACE

バッファの使用可能な空き容量 (KB)

5 FREE_
SPACE_
PERCENT

バッファの使用可能な空き容量の全体にお

けるパーセンテージ

6 MAXDIR_
ENTR

バッファの使用可能なディレクトリの数 2

7 FREEDIR_
ENTR

バッファの使用可能な空きディレクトリの数 b

8 FDIR_ENTR_
PERCENT

バッファの使用可能な空きディレクトリのパー

センテージ

9 BUFFER_
SWAPS

システム起動以降の内向き/外向きスワップ

アクティビティ 3

10 BUFFER_
SWAPS_
DELTA

今回と前回のモニタ実行で測定されたバッ

ファスワップ数の差

11 DB_
ACCESSES

システム起動以降のデータベースアクセスの

数 4

12 DB_
ACCESSES_
DELTA

今回と前回のモニタ実行で測定されたデー

タベースアクセス数の差

1. バッファ容量の一部はバッファ管理に使用されるため、バッファサイズと「使用可能なバッファサイズ」

は異なります。

2. バッファディレクトリはバッファ内に格納されているオブジェクトの場所を指します。

3. 空き容量または空きディレクトリが不足している場合、バッファのバッファスワップオブジェクトに新しい
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オブジェクトが読み込まれます。

4. バッファからオブジェクトを読み込むことができない場合、データベースアクセスが発生します。

タイプ

SAPMEMORY_PERFモニタはスナップショット タイプです。1回のモニタ実行で収集されるのは 1つの値

セットのみです。

頻度

SAPMEMORY_PERFパフォーマンスモニタの実行頻度は 15分に 1回とすることをお勧めします。

データ ソース

SAPMEMORY_PERFモニタは SAPバッファトランザクション ST02から情報を読み取ります。

メトリック

次の表に、SAPMEMORY_PERFパフォーマンスモニタが返すパフォーマンステーブルの値を示します。

順序 メトリック名 説明

1 MEMORY_
AREA

メモリバッファのタイプ

2 CURRENT_
USE_
PERCENT

現在使用中の容量の全体におけるパーセン

テージ

3 CURRENT_
USE

現在使用中の容量 (KB)

4 MAX_USE システム起動以降の最大値 (最大使用率 )

5 IN_MEMORY 共有メモリ使用量

6 ON_DISK ディスク使用量

SPOOL_PERF

SPOOL_PERFパフォーマンスモニタは、さまざまな状態のスプール要求数をカウントします。

タイプ

SPOOL_PERF監視テンプレートは期間タイプで、アラート タイプやパラメータを使用しません。1回のモニ

タ実行で収集されるのは 1つの値セットのみです。SPOOL_PERFパフォーマンスモニタは SID関連メト

リックを収集します。監視対象の各 SID (SAPセントラルインスタンスまたは 1つのアプリケーションサーバ)
に対して 1回のみ実行します。

頻度

SPOOL_PERFパフォーマンスモニタの実行頻度は 10～ 30分に 1回とすることをお勧めします。
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データ ソース

SPOOL_PERFパフォーマンスモニタは SAP トランザクション SP01 (出力コントローラ)をデータソースとして

使用します。

メトリック

次の表に、SPOOL_PERFパフォーマンスモニタが返すパフォーマンステーブルの値を示します。

順序 メトリック名 説明

1 ALL_SJ スプールジョブの合計数

2 SJ_
ARCHIVE

状態がアーカイブになっているス

プールジョブの数

3 PRINT_REQ 印刷要求の合計数

4 OPEN_PR 未処理の印刷要求の数

5 SUCCESS_
PR

正常に処理が完了した印刷要

求の数

6 ERROR_PR エラーになった印刷要求の数

7 FAILED_PR 失敗した印刷要求の数

SYSUP_PERF

SYSUP_PERFパフォーマンスモニタでは、SAP NetWeaverシステムが使用可能かどうかを判断できま

す。

タイプ

SYSUP_PERFパフォーマンスモニタはスナップショット タイプです。1回のモニタ実行で収集されるのは 1
つの値セットのみです。

頻度

SYSUP_PERFパフォーマンスモニタは 1分に 1回実行されます。実行頻度を変更することはできませ

ん。

データ ソース

SYSUP_PERFパフォーマンスモニタは内部 SAP RFC呼び出しをデータソースとして使用します。

メトリック

次の表に、SYSUP_PERFパフォーマンスモニタが返すパフォーマンステーブルの値を示します。

メトリック名 説明
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SYSTEM_
STATUS

次の値に基づくシステムのステータス (アップ/ダウン):

l SAPシステム使用可能

l SAPシステムへのログオン失敗

l SAPシステムの通信に問題

l SAPシステム不明

パフォーマンスエージェントが動作しておらず、データを

収集できなかったことを示します。

UPDATE_PERF

UPDATE_PERFパフォーマンスモニタでは、更新エラーが発生しているかどうかを判断できます。

SAP NetWeaverシステムが正常に動作している場合、更新エラーは発生しません。ただし、削除済み

のデータベーステーブルレコードに対して更新が行われた場合は、更新エラーが発生します。通常の更

新プロセスでは、更新タスクで INITステータスを 5分以上待機する必要はありません。 INITステータスの

ワークプロセスが大量に存在する場合、テーブル容量がいっぱいになっている可能性があります。

タイプ

UPDATE_PERFモニタはスナップショット タイプです。1回のモニタ実行で収集されるのは 1つの値セット

のみです。

頻度

UPDATE_PERFパフォーマンスモニタの実行頻度は 1分に 1回とすることをお勧めします。

データ ソース

UPDATE_PERFパフォーマンスモニタは SAP トランザクション SM13 (更新レコード )をデータソースとして

使用します。

メトリック

次の表に、UPDATE_PERFパフォーマンスモニタが返すパフォーマンステーブルの値を示します。

順序 メトリック名 説明

1 すべて すべてのVB更新タスクの数

2 INITIAL 初期 VB更新タスクの数

3 ERRONEOUS エラーになった VB更新タスクの数

4 VB1 V1が実行された更新タスクの数

5 VB2 V2が実行された更新タスクの数

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 281 / 416ページ



STATRECS_PERF

SAPABAP_StatRecMon監視テンプレートは統計レコードを読み取り、トランザクションごとの平均応答

時間を返します。

SAPABAP_StatRecMon監視テンプレートはアラート タイプRESPONSE_TIME とパラメータ

TRANSACTIONを使用して、選択されているデータを制限します。監視対象のトランザクションはパラ

メータ TRANSACTIONで指定します。このパラメータを指定しない場合、指定した期間のローカル統計

ファイルの各トランザクションの平均応答時間がレポートされます。詳細については、「SAPABAP_
StatRecMon」監視テンプレートを参照してください。

USER_PERF

USER_PERFパフォーマンスモニタは、特定のSAPアプリケーションサーバのSAPクライアントごとのユー

ザおよびユーザセッション数について重要な情報を提供します。

タイプ

USER_PERFモニタはスナップショット タイプです。

頻度

USER_PERFパフォーマンスモニタの実行頻度は 5分に 1回とすることをお勧めします。

データ ソース

USER_PERFパフォーマンスモニタは SAP トランザクションSM04 (ユーザ概要 )をデータソースとして使用

します。

メトリック

次の表に、USER_PERFパフォーマンスモニタが返すパフォーマンステーブルの値を示します。

順序 メトリック名 説明

1 USER_
CLIENT

ユーザと関連付けられているSAPク

ライアント番号

2 USER_CNT クライアントあたりのログインユーザ数

3 SESSION_
CNT

クライアントあたりのユーザセッションの

合計数

WLSUM_PERF

WLSUM_PERFパフォーマンスモニタは最後の1時間のパフォーマンスワークロード統計を収集します。

すべてのタスクタイプ (ダイアログ、バックグラウンド、RFC、ALE、更新など)のワークロード統計を表示で

きます。WLSUM_PERFパフォーマンスモニタは必須です。監視するアプリケーションサーバごとに設定す

る必要があります。
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注 :WLSUMモニタのデータ収集は内部 SAPジョブCOLLECTOR_FOR_
PERFORMANCEMONITORに基づいています。このジョブは、SAPABAP_PerfMon監視テンプ

レートのWLSUM_PERFで指定したのと同じ頻度である必要があります。WLSUM_PERFはその

後、COLLECTOR_FOR_PERFORMANCEMONITORの最後の実行で収集されたデータを取得

します。

タイプ

WLSUM_PERFパフォーマンスモニタは期間タイプです。1回のモニタ実行で収集されるのは 1つの値

セットのみです。

頻度

WLSUM_PERFパフォーマンスモニタが時間を測定し記録する方法に合わせて、WLSUM_PERFパ

フォーマンスモニタの実行頻度を 1時間に 1回とする必要があります。

データ ソース

WLSUM_PERFパフォーマンスモニタは SAP トランザクション ST03 (ワークロード分析 )をデータソースとし

て使用します。

メトリック

次の表に、WLSUM_PERFパフォーマンスモニタが返すパフォーマンステーブルの値を示します。

順序 メトリック名 説明

1 ホスト名 SAPシステムのホスト名

2 SID SAPシステム ID

3 INSTANCE SAPインスタンス番号 (SAPバージョンが4.6xより前

の場合 )

4 TASKTYPE SAP NetWeaverタスクのタイプ (RFC、ダイアログ)

5 CNT ダイアログステップの数

6 DBACTIVCNT データベースアクティブダイアログステップのカウンタ

7 RESPTI ダイアログのディスパッチャへの要求送信から応答受

信までの経過時間

8 CPUTI ワークプロセスで使用されるCPU時間

9 QUEUETI 未処理のダイアログステップがディスパッチャキューで

空きワークプロセスを待機する時間

10 LOADGENTI データベースからのABAPソースコードや画面情報な

どのオブジェクトの読み込みと生成にかかる時間
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順序 メトリック名 説明

11 COMMITTI コミット完了にかかる時間

12 DDICTI データディクショナリにかかる時間

13 QUETI バッチ入力キューにかかる時間

14 CPICTI RFCおよびCPI-Cにかかる時間

15 ROLLINCNT ロールイン数 (ロールインユーザコンテキスト )

16 ROLLINTI ロールインの処理時間

17 ROLLOUTCNT ロールアウト数 (ロールアウト ユーザコンテキスト )

18 ROLLOUTTI ロールアウトの処理時間

19 READDIRCNT 直接読み取りアクセスの数

20 READDIRTI 直接読み取りアクセスの時間

21 READSEQCNT 順次読み取り試行の数

22 READSEQTI 順次読み取りアクセスの時間

23 CHNGCNT 変更されたデータベースアクセス数

24 CHNGTI 変更されたデータベースアクセス時間

25 BYTES バイト数

26 GUITIME ディスパッチャがGUI要求を実行するのにかかる合計

時間

27 GUICNT GUIステップの数

28 GUINETTIME アプリケーションサーバがSAP GUIからの要求に応

答するのにかかる時間

WP_PERF

OMi MP for SAPパフォーマンスエージェントはWP_PERFモニタを使用して、SAPワークプロセスのパ

フォーマンスに関する問題を検知します。たとえば、WP_PERFで次の状況を検知し、レポートできます。

l ワークプロセスがセマフォを待機する必要がある

l ワークプロセスがprivateモード
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l ダイアログワークプロセスが使用 /リリース後にアイドルに戻らない

タイプ

WP_PERFモニタはスナップショット タイプです。1回のモニタ実行で収集されるのは 1つの値セットのみで

す。

頻度

WP_PERFパフォーマンスモニタの実行頻度は 15分に 1回とすることをお勧めします。

データ ソース

WP_PERFパフォーマンスモニタは SAP トランザクション SM50 (ワークプロセス概要 )をデータソースとして

使用します。

メトリック

次の表に、このパフォーマンスモニタが返すパフォーマンステーブルの値を示します。

順序 メトリック名 説明

1 ALL_WP すべてのワークプロセスの数

2 SEMAPHORE_
WP

セマフォを待機しているワークプロ

セスの数

3 DEBUG_WP デバッグモードのワークプロセスの

数

4 LONG_
RUNNING

長時間実行されているダイアログ

ワークプロセスの数

5 PRIVAT_WP privateモードのダイアログワークプ

ロセスの数

6 NOSTART_WP 再起動できないダイアログワーク

プロセスの数

7 DIA_IDLE アイドルダイアログワークプロセス

の数

8 DIA_ALL ダイアログワークプロセスの数

9 DIA_
RUNNING

実行中のダイアログワークプロセ

スの数

10 BTC_IDLE アイドルバッチワークプロセスの数

11 BT_ALL バッチワークプロセスの数
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順序 メトリック名 説明

12 BTC_
RUNNING

実行中のバッチワークプロセスの

数

13 SPO_IDLE アイドルスプールワークプロセスの

数

14 SPO_ALL スプールワークプロセスの数

15 SPO_
RUNNING

実行中のスプールワークプロセス

の数

16 ENQ_IDLE アイドルエンキューワークプロセス

の数

17 ENQ_ALL エンキューワークプロセスの数

18 ENQ_
RUNNING

実行中のエンキューワークプロセ

スの数

19 UPD_IDLE アイドル更新ワークプロセスの数

20 UPD_ALL 更新ワークプロセスの数

21 UPD_
RUNNING

実行中の更新ワークプロセスの

数

22 UPD2_IDLE アイドル更新 2ワークプロセスの

数

23 UPD2_ALL 更新 2ワークプロセスの数

24 UPD2_
RUNNING

実行中の更新 2ワークプロセスの

数

OMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェントの削除

OMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェントを管理対象ノードから削除するには、次の手順を順番

に実行する必要があります。

1. OMi MP for SAPパフォーマンスエージェントを管理対象ノードから削除するプロセスを開始する前

に、パフォーマンスエージェントを停止します。OMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェントを停

止するには、次のいずれかの方法に従います。
a. SAP ABAPアプリケーションサーバを使用してOMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェント

を停止する場合、次の手順に従います。
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i. [割り当ておよび調整 ]ペインに移動します。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [割り当ておよび調整 ]をク

リックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [割り当ておよび調整 ]をクリックします。

ii. [ビューの参照 ]タブからSAP_Deploymentビューを選択します。パフォーマンスエージェン

トを停止するSAP ABAPアプリケーションサーバまたは SAP J2EEアプリケーションサーバ

を選択します。

iii. 右クリックして [ツールを起動 ]を選択します。

iv. [パフォーマンスエージェントの停止 ]ツールを選択して [ツールの実行 ]をクリックします。

ABAP の場合 :

SAP ABAP アプリケーション サーバ - パフォーマンス エージェントの停止

J2EE の場合 :

SAP J2EE アプリケーション サーバ - パフォーマンス エージェントの停止

選択した SAPアプリケーションサーバでOMi MP for SAPパフォーマンスエージェントが停

止します。

b. コマンドラインを使用してOMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェントを停止する場合、

rootユーザとしてコマンドラインで次のコマンドを使用します。

r3mon-perl -S SAPMP_Tool.pl Stop

選択した SAP CIでOMi MP for SAPパフォーマンスエージェントが停止します。

2. SAP ABAPアプリケーションサーバ -パフォーマンスパッケージの削除ツールを起動にするには、次の

手順を実行します。
a. [割り当ておよび調整 ]ウィンドウに移動します。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [割り当ておよび調整 ]をクリックし

ます。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [割り当ておよび調整 ]をクリックします。

b. [ビューの参照 ]タブからSAP_Deploymentビューを選択します。パフォーマンスエージェントを削

除するSAP ABAPアプリケーションサーバまたは SAP J2EEアプリケーションサーバを選択しま

す。

c. 右クリックして [ツールを起動 ]を選択します。

d. [パフォーマンスパッケージの削除 ]ツールを選択して [ツールの実行 ]をクリックします。

ABAP の場合 :
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SAP ABAP アプリケーション サーバ - パフォーマンス パッケージの削除

J2EE の場合 :

SAP J2EE アプリケーション サーバ - パフォーマンス パッケージの削除

選択した SAPアプリケーションサーバからOMi MP for SAPパフォーマンスエージェントが削除さ

れます。

SAPABAP_ProcMon

SAPABAP_ProcMon監視テンプレートでは、さまざまな SAP ABAPプロセスを監視できます。

この項では、次のトピックについて説明します。

l 「ファイルの場所」

l 「環境変数 」

l 「監視条件」

l 「設定例」

ファイルの場所

次の表に、SAPABAP_ProcMon監視テンプレートに含まれるファイルを示します。

ファイル 説明

r3monpro(.exe) プロセスモニタの実行可能ファイル。

r3monpro.cfg プロセスモニタの設定ファイル。

r3monpro.his モニタ実行後にデータを格納するための履歴ファイル。

環境変数

次の表に、SAPABAP_ProcMon監視テンプレートが使用する環境変数を示します。

環境変数 説明

SAPOPC_DRIVE HPOMエージェントが動作するWindows ドライブ (例 :
E:\usr\...)

SAPOPC_HISTORYPATH r3monpro履歴ファイルのパス
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SAPOPC_R3MONPRO_
CONFIGFILE

r3monpro設定ファイルの名前

SAPOPC_SAPDIR SAP NetWeaverが動作するWindows ドライブ (例 : E:\usr\sap)

SAPOPC_TRACEPATH r3monpro トレースファイルのパス

監視条件

SAPABAP_ProcMon監視テンプレートの監視条件は、テンプレート設定で指定します。各行に特定プ

ロセスの監視条件を定義します。SAPABAP_ProcMon監視テンプレートを使用して、実行中のプロセ

ス数をどのように測定し、プロセス数が定義した制限を超えた場合に生成されるアラートにどの重大度

レベルを割り当てるかを定義するルールを設定できます。

特定プロセスの監視条件を以下のいずれかのモードに設定できます。

l 一致

管理対象ノードで実行中のプロセス数が指定した数と一致する必要があります。

l 最小

管理対象ノードで実行中のプロセス数が指定した数以上である必要があります。

l 最大

管理対象ノードで実行中のプロセス数が指定した数以下である必要があります。

l デルタ

SAPABAP_ProcMon監視テンプレートでは、管理対象ノードで実行中のプロセス数が変化した場

合、または同じプロセスのインスタンス数で許可されている変更が定義済みの制限を超えた場合

に、アラートがトリガされます。このモードでは、管理対象ノードのプロセスの絶対数を定義することな

く、変更を認識できます。

たとえば、デルタを 2とした場合、管理対象ノードで実行された前回のモニタと現在のモニタでプロセ

ス数の差が2以上ある場合にアラートがトリガされます。SAPABAP_ProcMon監視テンプレートがア

ラートをトリガした場合、nは最新のモニタ実行で検出されたプロセス数にリセットされ、実行中と検

出された新しいプロセス数に基づいて新しいデルタが計算されます。

設定例

次の例の最初の行では、すべての設定済みホストで saposcolプロセスを監視するよう指定しています。

このようなプロセスは一度に 1つずつ実行する必要があります。1つずつ実行しない場合、問題が発生

します。OMiプロセスsaposcolが影響を受けます。関連するOMi MP for SAP メッセージグループは R3_
Stateです。
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この例の最後の行では、すべてのホストで実行する dw.sapSIDプロセスのインスタンス数を 8までと指定

しています。インスタンス数が8を超える場合、モニタはOMi MP for SAPオブジェクト dw.sapおよびOMi
MP for SAP メッセージグループR3_Stateに関する注意域メッセージを生成します。

文字列 SIDはこのコンテキストで特別な意味を持っています。SIDは管理対象ノードで SAPシステム

名に置き換えられます。これにより、さまざまな SAPシステムのグローバル定義が可能です。

AlertInstMonPro =ALL =00 =saposcol =1 =Exact=1 =CRITICAL =saposcol =R3_State

AlertInstMonPro =C01 =00 =explorer =1 =Max =1 =CRITICAL =explorer =R3_State

AlertInstMonPro =T11 =00 =dw.sapSID =1 =Min =8 =WARNING =dw.sap =R3_State

また、プロセスが実行中でないことを確認することも可能です。そのためには、一致モードを使用し、数

値として 0を入力します。

注 : UNIXオペレーティングシステムを実行しているサーバでは、SAPABAP_ProcMon監視テンプ

レートはインスタンスレベルでプロセスを識別できます。Windowsオペレーティングシステムを実行して

いるサーバでは、ノードのワークプロセスの合計数を 1行に定義する必要があります。たとえば、SAP
インスタンスが2つあり、それぞれに 4つのワークプロセスがある場合、プロセスの合計数は 8です。

UNIXオペレーティングシステムを実行しているSAPサーバでは、個々のSAP SID と関連付けられた特

定のSAPゲートウェイ読み取りプロセスgwrdを監視するようにSAPABAP_ProcMon監視テンプレート

を設定できます。これはマルチ SID環境で特に有用です。同じ SIDで実行されているSAPインスタンス

が複数ある場合は、それぞれ個々のインスタンスに割り当てられた特定のSAPゲートウェイ読み取りプロ

セスgwrdを監視するようにSAPABAP_ProcMon監視テンプレートを設定できます。複数のSAPインス

タンスまたは複数のSAP SIDが同じ SAPサーバで実行されている環境で個々のgwrdプロセスを監視

するようにSAPABAP_ProcMon監視テンプレートを設定する方法の詳細は、次の例を参照してくださ

い。

l 「SIDごとのSAPゲートウェイ読み取りプロセスの監視」

l 「SAPインスタンスごとのSAPゲートウェイ読み取りプロセスの監視」

「SIDごとのSAPゲートウェイ読み取りプロセスの監視」では、複数のSAP IDがあるSAPサーバで特定

のSID と関連付けられた個々のgwrdプロセスを監視するようにSAPABAP_ProcMon監視テンプレート

を設定する方法を示します。

SID ごとの SAP ゲートウェイ読み取りプロセスの監視

AlertInstMonPro =Q12 =ALL =gwrd -dp pf=/usr/sap/

SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL \

=gwrd =R3_State

AlertInstMonPro =Q22 =ALL =gwrd -dp pf=/usr/sap/

SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL \

=gwrd =R3_State

AlertInstMonPro =Q32 =ALL =gwrd -dp pf=/sapmnt/

SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL \
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=gwrd =R3_State

AlertInstMonPro =Q52 =ALL =gwrd -dp pf=/usr/sap/

SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL \

=gwrd =R3_State

「SAPインスタンスごとのSAPゲートウェイ読み取りプロセスの監視」では、SAP SIDごとに複数のSAP
インスタンスがあるSAPサーバで特定のSAPインスタンスと関連付けられた個々のゲートウェイプロセス

を監視するようにSAPABAP_ProcMon監視テンプレートを設定する方法を示します。

SAP インスタンスごとの SAP ゲートウェイ読み取りプロセスの監視

AlertInstMonPro =Q12 =12 =gwrd -dp pf=/usr/sap/

SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL \ =gwrd =R3_State

AlertInstMonPro =Q22 =21 =gwrd -dp pf=/usr/sap/Q22/SYS/profile/

Q22_D21_sap2ap1 \ =1 =Exact =1 =CRITICAL =gwrd =R3_State

AlertInstMonPro =Q22 =22 =gwrd -dp pf=/usr/sap/Q22/SYS/profile/

Q22_D22_sap2ap1 \ =1 =Exact =1 =CRITICAL =gwrd =R3_State

AlertInstMonPro =Q32 =32 =gwrd -dp pf=/sapmnt/

SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL \ =gwrd =R3_State

AlertInstMonPro =Q52 =52 =gwrd -dp pf=/usr/sap/

SID* =1 =Exact =1 =CRITICAL \ =gwrd =R3_State

SAPABAP_ProcMon監視テンプレート設定のpfパラメータで定義するSAPインスタンスプロファイルの

パスでは、大文字と小文字が区別されます。問題を回避するため、SAPABAP_ProcMon監視テンプ

レート設定で定義するSAPインスタンスプロファイルのパスがpsコマンドの出力で表示されるパスと一致

するようにしてください。次に例を示します。

[root@accra]# ps -eaf | grep gwrd

Q22adm 15691 15688 0 Jun 6 ?52:54 gwrd -dp \ pf=/usr/sap/Q22/SYS/profile/Q22_D21_
sap2ap1

root 20756 20599 0 10:22:58 pts/tb 0:00 grep gwrd

SAPABAP_RFCDestMon

SAPABAP_RFCDestMon監視テンプレートでは、SAP RFC宛先の接続タイプや名前に基づいて、失

敗した SAP RFC宛先を監視できます。SAPABAP_RFCDestMon監視テンプレートはRFC宛先を参

照します。RFC宛先を表示、作成、管理するには、SAP NetWeaverトランザクション SM59を使用しま

す。

モニタ タイプ

SAPABAP_RFCDestMon監視テンプレートはスナップショット タイプです。1回のモニタ実行で収集される

のは 1つの値セットのみです。
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アラート タイプ

SAPABAP_RFCDestMon監視テンプレートには次のアラート タイプがあり、これはスナップショット レポート

タイプを使用します。

CHECK

失敗した SAP-RFC接続のアラート条件を定義します。

ファイルの場所

次の表に、SAPABAP_RFCDestMon監視テンプレートが使用するファイルを示します。

ファイル 説明

r3moncol(.exe) SAP-RFCモニタのコレクタ実行可能ファイル。

r3monrfc.cfg SAP-RFCモニタの設定ファイル。

r3monrfc.log トレースデータ格納のためのトレースファイル。

SAPABAP_RFCDestMon監視テンプレートは、特定の履歴ファイルに履歴情報を書き込みません。

環境変数

SAPABAP_RFCDestMon監視テンプレートが使用する環境変数については、「環境変数」を参照して

ください。

コマンドラインパラメータ

SAPABAP_RFCDestMon監視テンプレートが使用するコマンドラインパラメータについては、「コマンドラ

インパラメータ」を参照してください。

リモート監視

別のSAPシステムをリモートで監視するためのSAPABAP_RFCDestMon監視テンプレートの設定の詳

細は、「SAP ABAP監視テンプレートによるリモート監視 」を参照してください。

RFC宛先のアラート タイプの設定

SAPABAP_RFCDestMon監視テンプレートであるRFC宛先モニタのすべてのアラート タイプに対し、パラメー

タCONNECTION_TYPEおよびNAMEを設定する必要があります。SAPABAP_RFCDestMon監視テンプ

レートの [除外 ]および [含める]パラメータには、次の一般ルールがあります。

パラメータの値
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この項では、SAPABAP_RFCDestMon監視テンプレートがアラート タイプエントリに対して [含める]およ

び [除外 ]パラメータをどのように解釈するかを説明します。SAPABAP_RFCDestMon監視テンプレート

では、異なるパラメータの値の比較に「and」を使用し、同じパラメータの値の比較を次のように行います。

l 含める: 「or」を使用してパラメータを比較します。

l 除外 : 「and」を使用してパラメータを比較します。

OMi MP for SAPは、 [除外 ]の値の前に [含める]値を評価します。

CHECK

CHECKは、OMi MP for SAPのRFC宛先モニタであるSAPABAP_RFCDestMon監視テンプレートの

スナップショット アラート タイプです。スナップショット アラート タイプは、モニタ実行と同時にSAPシステムを

把握します。

CHECKアラート タイプでは、失敗した SAP-RFC接続のアラート条件を定義します。CHECKアラート

タイプを使用して、ターゲット システムのRFC接続テストが失敗した場合にアラートを生成するように

SAPABAP_RFCDestMon監視テンプレートを設定します。次の表に、CHECKアラート タイプの設定に

使用できるパラメータと、各パラメータにデフォルトで割り当てられる値を示します。

パラメータCHECKは必須です。次の表に、アラート コレクタモニタ設定ファイルのクエリ条件の意味を示

します。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

CONNECTION_
TYPE

監視するSAP RFC接続のタイプ (例 :
1、3、M、T)。タイプ 1=アプリケーション

サーバ、3= SAP NetWeaverシステム、

M= CMC、T =TCP/IP、G=外部サーバ

へのHTTP接続、H= SAP NetWeaver
システムへのHTTP接続です。

= Sign I, E I

= Opt:EQ EQ

= Low 3

= High

NAME SAP-RFC接続に割り当てた名前 (トラ

ンザクション /NSM59に表示 )。
= Sign:I, E I

= Opt:EQ, CP EQ

= Low:<SID> **

= High:

Check-RFC_DESTINATION のデフォルト設定

「Check-RFC_DESTINATIONのデフォルト設定」では、RFC_DESTINATIONテストがタイプ 3のSAP-
RFC宛先のいずれかで失敗した場合にアラートを生成するイベントが発生します。

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =RFC_DESTINATION =1 \

=WARNING =RFC_Destinations =R3_RFC \

=CHECK =CONNECTION_TYPE =I =EQ =3 =
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Check-RFC_DESTINATION 設定

次のCheck-RFC_DESTINATIONの設定例では、RFC_DESTINATIONテストが1つのSAP-RFC宛

先 (OV_C01_099)で失敗した場合にアラートを生成するイベントが発生します。

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =RFC_DESTINATION =1 \

=WARNING =RFC_Destinations =R3_RFC \

=CHECK =NAME =I =CP =OV_C01_099 =

SAPABAP_SecMon

SAPABAP_SecMon監視テンプレートでは、SAP全体に影響を及ぼす、主要な SAPユーザの権限や

認可などのSAP ABAPセキュリティパラメータを監視できます。

SAPABAP_SecMon監視テンプレートが起動する前に、OMi MP for SAPで必要な他のSAPユーザ

ロールや権限に加え、SAPユーザロール /HPOV/SAPSPI_SECURITY_MONに定義されている権限を

SAPABAP_SecMon監視テンプレートを実行するOMiユーザに割り当てる必要もあります。ユーザロー

ル /HPOV/SAPSPI_SECURITY_MONには、SAPレポートを実行するために必要な権限 (S_
TCODE、S_USER_AUTなど)が含まれており、SAPABAP_SecMon監視テンプレートは SAP RFC イ

ンターフェイスを使用してこれを呼び出します。

この項では、次のトピックについて説明します。

l 「ファイルの場所」

l 「アラート タイプ」

l 「SAPABAP_SecMon監視テンプレートを使用したリモート監視 」

ファイルの場所

次の表に、SAPABAP_SecMon監視テンプレートが使用するファイルを示します。

ファイル 説明

r3monsec(.exe) SAPシステムセキュリティモニタの実行可能ファイル。

r3monsec.cfg SAPシステムセキュリティモニタの設定ファイル。

r3monsecpw.msg SAP環境の標準 Oracleユーザの暗号化パスワードが含まれています。

r3monsec.log SAPシステムセキュリティモニタが収集したトレースデータの格納に使用

するファイル。

アラート タイプ

SAPABAP_SecMon監視テンプレートは次のアラート タイプを使用します。
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l 「SAP_PARAMETERS」

SAPレポート RSPFPARに定義されているようなセキュリティ関連パラメータを監視します。

l 「DEFAULT_USERS」

安全ではないデフォルト パスワードが使用されないよう、SAPおよびOracleユーザに定義されている

パスワードの設定を監視します。

l 「PRIVILEGED_USERS」

SAPユーザに付与されている特別な権限や、通常は資格のないユーザによって要求されている特

別な権限を監視します。

OMi MP for SAPは、その値が表示されるパラメータが同じか異なるかによって、アラート タイプエントリの

[含める]および [除外 ]パラメータ値を解釈します。 異なるパラメータでは「and」を使用して、同じパラメー

タでは次の方法で値が比較されます。

l 含める: 「or」を使用してパラメータを比較します。

l 除外 : 「and」を使用してパラメータを比較します。

OMi MP for SAPは、 [除外 ]の値の前に [含める]値を評価します。

OMi MP for SAPは SAPABAP_SecMon監視テンプレートのアラート タイプSAP_PARAMETERSおよ

びDEFAULT_USERSの [含める]および [除外 ]パラメータを無視します。ただし、アラート タイプ

PRIVILEGED_USERSには [含める]および [除外 ]パラメータを使用する必要があります。

SAP_PARAMETERS

SAP_PARAMETERSアラート タイプは、セキュリティ関連のSAPパラメータの設定 (および変更 )を監視

するようにSAPABAP_SecMon監視テンプレートを設定するために使用します。SAP_PARAMETERS
アラート タイプでは、SAPABAP_SecMon監視テンプレートに定義した値と、監視対象のSAPインスタ

ンスのセキュリティ関連パラメータを含むSAPレポート RSPFPARの内容が比較されます。

アラート タイプSAP_PARAMETERSのデフォルト設定には、SAPレポート RSPFPARに定義されてい

るごく一部しか反映されません。SAP環境に合わせて、SAPABAP_SecMonMonitoring監視テンプレー

トのSAP_PARAMETERSセクションの内容を変更できます (値の追加、変更、削除 )。

注 :アラート タイプSAP_PARAMETERSでは、 [含める] (=I)および [除外 ] (=E)パラメータは無視さ

れます。

SAP_PARAMETERS の設定例

「SAP_PARAMETERSの設定例」に、SAPパラメータを監視するためのSAPABAP_SecMonの設定

方法を示します。これは、夜間にロックされた SAPユーザを自動的にロック解除するかどうかを定義しま

す。設定例では、SAPABAP_SecMon監視テンプレートがロックされた SAPユーザの自動ロック解除が

SAPで無効化されている (=EQ =0)かどうかをチェックします。この例では、SAPでパラメータが有効になっ
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ている場合に SAPABAP_SecMon監視テンプレートによって重大度レベルが「危険域」のメッセージが生成

され、生成されたメッセージがOMi メッセージグループR3_Securityに割り当てられます。

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SECURITY =1\

=CRITICAL =SAP_PARAMETERS =R3_Security\

=SAP_PARAMETERS =login/failed_user_auto_unlock =I =EQ =0 =

「SAP_PARAMETERSのデフォルト設定」に、SAP_PARAMETERSアラート タイプのデフォルト設定を

示します。SAPシステムの設定がこれとは異なる場合、SAPABAP_SecMon監視テンプレートによってア

ラートが生成されます。たとえば、デフォルト設定では、SAPユーザパスワードは 6文字以上で、少なくと

も 4つの文字と2つの整数を含む必要があります。5文字しかない、または整数を含まないパスワードの

ように、SAPABAP_SecMon監視テンプレート設定で定義されているルールに適合しないパスワードを使

用できるSAPインスタンスを設定すると、SAPABAP_SecMon監視テンプレートからメッセージブラウザに

メッセージが送信されます。

SAPABAP_SecMon監視テンプレートがSAPパスワードそのものを読み取ったりチェックしたりするわけで

はありません。SAPABAP_SecMon監視テンプレートは、ポリシー設定で定義されているSAPパスワード

の長さやフォームに関するルールと、SAPで定義されているパスワード作成に関するルールを比較します。

SAPABAP_SecMon監視テンプレートのパスワード作成、フォーム、長さに関するルールがSAPで定義

されているパスワードのルールと異なる場合、OMi MP for SAPによりメッセージブラウザにメッセージが送

信されます。

SAP_PARAMETERS のデフォルト設定

パラメータ デフォルト値

login/failed_user_auto_unlock 0 (0=無効、1=有効 )

login/fails_to_session_end 3

login/fails_to_user_lock 5

login/min_password_diff 3

login/min_password_lng 6

login/min_password_letters 4

login/min_password_digits 2

login/min_password_specials 0

login/no_automatic_user_sapstar 1

login/password_max_new_valid 10

login/password_max_reset_valid 2

login/password_expiration_time 30

login/disable_password_logon 0 (0=無効、1=有効 )

login/disable_multi_gui_login 0 (0=無効、1=有効 )
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パラメータ デフォルト値

login/disable_cpic 0 (0=無効、1=有効 )

login/system_client 100

login/disable_multi_rfc_login 0 (0=無効、1=有効 )

rdisp/gui_auto_logout 1800

DEFAULT_USERS

DEFAULT_USERSアラート タイプは、標準のSAPまたはOracleデータベースユーザのパスワードを

チェックし、既知のデフォルト パスワードが使用されていないかどうかを判別するようにSAPABAP_
SecMonを設定するために使用します。標準のSAPユーザには、SAP*、DDIC、SAPCPIC、
EARLYWATCHが含まれています。DEFAULT_USERSアラート タイプでは、SAPレポート RSUSR003
が使用されます。

SAPABAP_SecMon監視テンプレート設定により、アラート タイプDEFAULT_USERSのデフォルト設定

が提供されます。アラート タイプDEFAULT_USERSでは、 [含める] (=I)および [除外 ] (=E)パラメータは

無視されます。

標準設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SECURITY =1\

=CRITICAL =DEFAULT_USERS =R3_Security\

=DEFAULT_USERS

DEFAULT_USERSアラート タイプのデフォルト設定により、SAPおよびOracleユーザのチェックが可能に

なります。つまり、デフォルト パスワードが使用されていることが見つかった場合、モニタによりアラートが生

成されます。

PRIVILEGED_USERS

PRIVILEGED_USERSアラート タイプは、OMi MP for SAPを使用して監視しているシステムのSAP
ユーザに付与されている権限をチェックするようにSAPABAP_SecMon監視テンプレートを設定するため

に使用します。PRIVILEGED_USERSアラート タイプでは、SAPABAP_SecMon監視テンプレートに定

義した値と、SAPユーザに付与された重要な権限に関する情報をリスト表示するSAPレポート

RSUSR005の内容が比較されます。SAPABAP_SecMon監視テンプレートにより、重要な権限を持

ち、SAPABAP_SecMon監視テンプレート設定には定義されていないSAPユーザについてアラートが生

成されます。

注 : SAPレポート RSUSR005は SAPクライアントに依存します。SAPABAP_SecMon監視テンプ

レートで監視されるのは、監視テンプレート設定に定義されているSAPクライアントのユーザのみで

す。

SAPABAP_SecMon監視テンプレートでは、アラート タイプPRIVILEGED_USERSのデフォルト設定は提

供されません。SAPで監視するユーザ権限を決定し、それらを定義する文字列をモニタテンプレート設
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定に手動で挿入する必要があります。監視する権限を定義する文字列 (たとえば、「PRIVILEGED_
USERSの設定例」では「All rights for background jobs」)を見つけるには、レポート RSUSR005を使用

します。監視するユーザ権限を 1行ずつ指定する必要があります。

監視するユーザ権限を決めた後、 [含める] (=I)または [除外 ] (=E)パラメータを設定して、定義済みの

権限の使用 (または不適切な使用 )をチェックするSAPユーザを指定します。「PRIVILEGED_USERS
の設定例」に、外部オペレーティングシステムコマンドの実行権限を持つユーザを判別するためのチェック

からSAPユーザKWAMEを除外する方法を示します。

PRIVILEGED_USERS の設定例

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SECURITY =1\

=CRITICAL =PRIVILEGED_USERS =R3_Security\

=PRIVILEGED_USERS =All rights for background jobs =I =EQ =ALL =

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SECURITY =1\

=CRITICAL =PRIVILEGED_USERS =R3_Security\

=PRIVILEGED_USERS =Execute external operating system commands\

=E =EQ =KWAME =

SAPABAP_SecMon監視テンプレートに貼り付ける文字列は、SAPの既存の文字列と一致する必要

があります。SAPABAP_SecMon監視テンプレート設定に貼り付けた文字列が (綴りに間違いがあった

り、既知のSAPユーザ権限文字列の一部のみであったりするため) SAPに存在しない場合は不一致

が発生し、SAPABAP_SecMon監視テンプレートはメッセージブラウザにメッセージを送信しません。たと

えば、「Execute external operating」は、SAPABAP_SecMon監視テンプレートに定義されている完全な

ユーザ権限文字列「Execute external operating system commands」の一部のみであるため、不一致と

なります。

SAPABAP_SecMon監視テンプレートを使用したリモート監視

SAPABAP_SecMon監視テンプレートのリモート監視機能を使用して、OMi MP for SAPでサポートされ

ていないオペレーティングシステムで動作しているSAPサーバや、Operations Agentがインストールされて

いないSAP ノードのセキュリティを監視するには、SAPABAP_SecMon監視テンプレート設定で

RemoteMonitoringキーワードを有効にする必要があります (ハッシュ記号「#」を削除します)。

また、監視を実行するローカルホストの名前と、監視対象のセキュリティ設定を含むリモート SAPサーバ

の名前も指定する必要があります。リモート監視の対象とするSAPサーバ権限を 1行ずつ指定する必

要があります。

SAPABAP_SecMon 監視テンプレートのデフォルト設定

#------------------------------------------------------------

# TraceLevel hostname Disable=0 only error messages=1

# info messages=2 debug messages=3

#

TraceLevel =ALL =0

#---------------------------------------------------------------------------
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# TraceFile hostname filename TraceMode TracePeriod

# (a=append/w=create(default)) (in mins)

TraceFile =ALL =r3monsec.log =w =60

#--------------------------------------------------------------------------

# History hostname path

# Path

#

HistoryPathUnix =ALL =default

HistoryPathAIX =ALL =default

HistoryPathWinNT =ALL =default

#--------------------------------------------------------------------------

# Remote Local Remote

# Monitoring Host Host

RemoteMonitoring =sap1 =sdsap

#--------------------------------------------------------------------------

# AlertMonFun SAP SAP SAP SAP Alertmonitor Enable =1/

\

# Hostname System Number Client Disable=0

\

#

# OpC OpC OpC \

# Severity Object MsgGroup \

#

# Alerttype RFC Parameter

# =Parameter =Sign =Opt =Low =High

# [=Param =Sign =Opt =Low =High] ...

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SECURITY =1\

=CRITICAL =SAP_PARAMETERS =R3_Security\

=SAP_PARAMETERS =login/failed_user_auto_unlock =I =EQ =0 =

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SECURITY =1\

=CRITICAL =DEFAULT_USERS =R3_Security\

=DEFAULT_USERS = = = = =

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 299 / 416ページ



AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SECURITY =1\

=CRITICAL =PRIVILEGED_USERS =R3_Security\

=PRIVILEGED_USERS =All rights for background jobs =I =EQ =ALL =

SAPABAP_SplMon

SAPABAP_SplMon監視テンプレートは、印刷要求の次のエントリを監視します。

l スプーラエントリ:アラートを生成するスプール要求の数

l エラーになったスプール要求 :アラートを生成する、エラーになったスプール要求の数

l 誤ったスプーラエントリ:指定したプリンタが誤ったスプール要求を受け取った

SAPABAP_SplMon監視テンプレートは、SAP NetWeaverトランザクション SP01の出力タスクを参照

し、SAP NetWeaverトランザクション SE38のソースをレポートします。

モニタ タイプ

SAPABAP_SplMon監視テンプレートはスナップショット タイプです。1回のモニタ実行で収集されるのは 1
つの値セットのみです。

アラート タイプ

SAPABAP_SplMon監視テンプレートには次のアラート タイプがあります。

l 「SPOOL_ENTRIES_RANGE」

超過した場合にアラートを生成するスプール要求の数を定義します。

l 「SPOOL_ERROR_RANGE」

超過した場合にアラートを生成する、エラーになったスプール要求の数を定義します。

l 「PRINT_ERROR_EXISTS」

スプールエラーが存在する場合にアラートを生成するプリンタの名前を指定します。

ファイルの場所

次の表に、SAPABAP_SplMonモニタが使用するファイルを示します。

ファイル 説明

r3moncol(.exe) スプーラモニタのコレクタ実行可能ファイル。

r3monspl.cfg スプーラモニタの設定ファイル。

r3monspl.log トレースデータ格納のためのトレースファイル。

SAPABAP_SplMon監視テンプレートは、特定の履歴ファイルに履歴情報を書き込みません。
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環境変数

SAPABAP_SplMon監視テンプレートが使用する環境変数については、「環境変数」を参照してくださ

い。

コマンドライン パラメータ

SAPABAP_SplMon監視テンプレートが使用するコマンドラインパラメータについては、「コマンドラインパ

ラメータ」を参照してください。

リモート監視

別のSAPシステムをリモートで監視するためのSAPABAP_SplMon監視テンプレートの設定の詳細は、

「SAP ABAP監視テンプレートによるリモート監視 」を参照してください。

アラート タイプの設定

スプーラモニタであるSAPABAP_SplMon監視テンプレートをアラート タイプごとに設定し、さまざまな監

視条件の例外を定義できます。詳細については、各アラート タイプのパラメータと設定を示すアラート タ

イプの表を参照してください。

SPOOL_ENTRIES_RANGE

SPOOL_ENTRIES_RANGEアラート タイプは、超過した場合にアラートを生成するスプール要求の数を

定義します。SPOOL_ENTRIES_RANGEアラート タイプを使用して、スプールエントリ数が指定した範

囲を超えた場合にアラートを生成するようにSAPABAP_SplMon監視テンプレートを設定します。次の

表に、SPOOL_ENTRIES_RANGEアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラメータにデ

フォルトで割り当てられる値を示します。

RANGEパラメータの設定は必須です。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

RANGE 超過した場合にアラートが生成されるス

プールエントリの数。

名前はRANGEですが、このパラメータを

オプション選択範囲として指定する必要

はありません。

= Sign:I, E I

= Opt:EQ, GT,
GE, LE, LT, BT

GT

= Low: * 50

= High:

*このパラメータは数値として指定します。数値以外で指定した場合、モニタはダンプして終了します。

「SPOOL_ENTRIES_RANGEのデフォルト設定」では、スプーラエントリが50を超えた場合にアラートを

生成するイベントが発生します。

SPOOL_ENTRIES_RANGE のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SPOOLER =1\

=CRITICAL =Spool =R3_Spooler \
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=SPOOL_ENTRIES_RANGE =RANGE =I =GT =50 =

SPOOL_ERROR_RANGE

SPOOL_ERROR_RANGEアラート タイプは、超過した場合にアラートを生成する、エラーになったスプー

ル要求の数を定義します。SPOOL_ERROR_RANGEアラート タイプを使用して、エラーになったスプー

ルエントリ数が指定した範囲を超えた場合にアラートを生成するようにSAPABAP_SplMon監視テンプ

レートを設定します。次の表に、SPOOL_ERROR_RANGEアラート タイプの設定に使用できるパラメー

タと、各パラメータにデフォルトで割り当てられる値を示します。

注 : RANGEパラメータの設定は必須です。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

RANGE 超過した場合にアラートが生成さ

れる、エラーになったスプール要求の

数。

名前はRANGEですが、このパラ

メータをオプション選択範囲として

指定する必要はありません。

= Sign:I, E I

= Opt:EQ, GT,
GE,LE, LT, BT

GT

= Low: * 50

= High:

*このパラメータは数値として指定します。数値以外で指定した場合、モニタはダンプして終了します。

「SPOOL_ERROR_RANGEのデフォルト設定」では、エラーになったスプーラ要求が50を超えた場合に

アラートを生成するイベントが発生します。

SPOOL_ERROR_RANGE のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SPOOLER =1\

=CRITICAL =Spool =R3_Spooler \

=SPOOL_ERROR_RANGE =RANGE =I =GT =50 =

PRINT_ERROR_EXISTS

PRINT_ERROR_EXISTSアラート タイプは、スプールエラーを監視するプリンタを定義します。PRINT_
ERROR_EXISTSアラート タイプを使用して、指定したプリンタにスプールエラーが存在する場合にア

ラートを生成するようにSAPABAP_SplMon監視テンプレートを設定します。次の表に、PRINT_
ERROR_EXISTSアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラメータにデフォルトで割り当てら

れる値を示します。

SAPABAP_SplMon監視テンプレートは、指定したプリンタにスプールエラーが存在する場合にアラートを

生成します。PRINTERパラメータの設定は必須です。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値
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PRINTER エラー状態のスプールエントリの有無を

チェックするプリンタ。

= Sign:I, E I

= Opt: CP

= Low: *

= High:

「PRINT_ERROR_EXISTSのデフォルト設定」では、プリンタにエラー状態のスプールエントリが存在する

場合にSAPABAP_SplMon監視テンプレートがアラートを生成します。

PRINT_ERROR_EXISTS のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SPOOLER =1\

=WARNING =Spool =R3_Spooler \

=PRINT_ERROR_EXISTS =PRINTER =I =CP =* =

SAPABAP_StatRecMon

SAPABAP_StatRecMon監視テンプレートは統計レコードを読み取り、トランザクションごとの平均応答

時間を返します。

SAPABAP_StatRecMon監視テンプレートはアラート タイプRESPONSE_TIME とパラメータ

TRANSACTIONを使用して、選択されているデータを制限します。監視対象のトランザクションはパラ

メータ TRANSACTIONで指定します。このパラメータを指定しない場合、指定した期間のローカル統計

ファイルの各トランザクションの平均応答時間がレポートされます。

タイプ

SAPABAP_StatRecMon監視テンプレートは期間ベースです。1回の実行で収集されるのは 1つの値

セットのみです。値セットを収集するには、モニタを定期的にスケジュールする必要があります。要件はモニ

タによって異なるため、各モニタの間隔を個別に指定する必要があります。このモニタは最後の開始時

間と現在の開始時間の期間を使用し、指定した期間内に完了するトランザクションのみ考慮します。

SAPABAP_StatRecMon監視テンプレートはアプリケーションサーバ固有メトリックを収集します。パフォー

マンスを監視するアプリケーションサーバごとに実行する必要があります。

頻度

SAPABAP_StatRecMon監視テンプレートを 1分に 1回実行するよう設定することをお勧めします。

データ ソース

SAPABAP_StatRecMon監視テンプレートはデータソースとして次のSAP トランザクションを使用します。

l SAP 7.0以上 : STAD

メトリック

次の表に、SAPABAP_StatRecMon監視テンプレートが返すパフォーマンステーブルの値を示します。
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順序 メトリック名 説明

1 SAP_TCODE 測定されるトランザクションに関連付

けられているトランザクションコード。

このメトリックはHP Performance
Managerでのみ表示されます。

2 SAP_RESPONSE_TIME SAPの応答時間。

3 SAP_NET_TIME 正味時間。

4 SAP_REC_COUNT 測定されるトランザクションの発生回

数。

SAPABAP_StatusMon

SAPABAP_StatusMon監視テンプレートでは、SAP ABAPアプリケーションサーバの可用性ステータスを

監視できます。

SAPABAP_StatusMon監視テンプレートは期間タイプです。2分ごとに実行され、現在の値と履歴ファ

イルに格納されている前の値を比較して、レポートする必要がある差異が見つかった場合はメッセージを

生成します。

注 : SAPからの応答がないことが、システムがダウンしていることを意味する問題とは限りません。たと

えば、使用可能なダイアログワークプロセスがすべて割り当てられている場合、SAPは応答しませ

ん。SAPABAP_StatusMon監視テンプレートがSAPからの応答をどのように解釈するかについての

詳細は、「SAPステータスの確定」を参照してください。

ファイルの場所

次の表に、SAPABAP_StatusMon監視テンプレートが使用するファイルを示します。

ファイル 説明

r3status(.exe) SAPABAP_StatusMon監視テンプレートの実行可能ファイル。

r3status.log SAPABAP_StatusMon監視テンプレートはモニタを実行するたびに、ログ/トレース

ファイルを作成します。トレースファイルは標準のOMi MP for SAP Agentログディ

レクトリに格納されます。

r3itosap.cfg SAPABAP_StatusMon監視テンプレートは r3itosap.cfgの初期ユーザ名およ

びパスワードを使用して、監視するSAPインスタンスを決定します。

r3status.cfg SAPABAP_StatusMon監視テンプレートはテンプレート設定の情報を使用して、

履歴パス、トレースレベル、監視するリモート SAPサーバ上のSAPインスタンスを

決定します。
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ファイル 説明

r3status.his SAPABAP_StatusMon監視テンプレートを実行するたびにデータを格納するため

の履歴ファイル。SAPABAP_StatusMon監視テンプレートはこのファイルの情報を

使用して、ステータスに変化が生じたかどうかを判断します。詳細については、

「履歴ファイル」を参照してください。

環境変数

次の表に、SAPABAP_StatusMon監視テンプレートが使用する環境変数を示します。

環境変数 説明

SAPOPC_RFC_TIMEOUT RFC接続のタイムアウト値を設定します。

デフォルトは 20秒です。

SAPOPC_HISTORYPATH r3status.his履歴ファイルのパス。

SAPOPC_R3STATUS_CONFIGFILE SAPABAP_StatusMon監視テンプレート

が使用する設定ファイルの名前。

SAPOPC_R3ITOSAP_CONFIGFILE OMi MP for SAPが使用する情報が格納

されている一般設定ファイルの名前。

SAPOPC_TRACEPATH SAPABAP_StatusMon監視テンプレート

のトレースファイルのパス。

履歴ファイル

SAPABAP_StatusMon監視テンプレートを初めて実行すると、結果が履歴ファイルr3status.hisに書

き込まれます。SAPABAP_StatusMon監視テンプレートの次回の実行時には、r3status.hisファイル

の情報を使用して、モニタの最終実行から (OMiにメッセージを送信する必要があるような)ステータスの

変化が生じたかどうかが判断されます。

SAPABAP_StatusMon監視テンプレートは各実行の終了時に r3status.hisファイルのエントリを更新

し、現在のタイムスタンプと監視するSAPインスタンスの現在のステータスを書き込みます。

次の「r3status.hisファイルからの抜粋」に、r3status.hisファイルの書式と内容を示します。

r3status.his ファイルからの抜粋

021028-11:18:29

#---------------------------------------------------------------

021028-11:18:29 #Keyword SAP SAP SAP State

021028-11:18:29 # System Number Instance

021028-11:18:29 #
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021028-11:18:29 ConfiguredInstance =DEV =00 =DVEBMGS00 =UP

021028-11:18:29 ConfiguredInstance =PKR =99 =DVEBMGS99 =DOWN

-----------------------------------------------------------------------------

---

SAPABAP_StatusMon監視テンプレートの設定

SAPABAP_StatusMon監視テンプレートを設定するには、次のキーワードを使用して、環境の要件を

満たすようにデフォルト設定から変更します。キーワードに使用可能な値も適宜示します。SAPABAP_
StatusMon監視テンプレートのデフォルト設定は、完全な監視テンプレート設定を示しています。これは

ローカルとリモートの両方のSAPシステムのステータスを監視します。

次の標準キーワードは、SAPABAP_StatusMon監視テンプレートのコンテキストで期待どおりに動作しま

す。

l TraceLevel

l TraceFile

l HistoryPath [Unix | AIX |WinNT]

次のキーワードをOMi MP for SAP SAPABAP_StatusMon監視テンプレートのコンテキストで使用すると

きには特別な注意が必要です。

l EnableDPQueueCheck

SAPABAP_StatusMon監視テンプレートでは、SAPにログオンしてシステムのステータスを判断するた

めに、ダイアログワークプロセスが必要です。ステータスを監視しているSAPシステムにパフォーマンス

の問題が発生し、モニタ実行を開始する前にSAPABAP_StatusMon監視テンプレートで ABAP
ディスパッチャのサイズおよびステータスをチェックするには、EnableDPQueueCheck keyword (=1)を有

効にします。使用可能なダイアログワークプロセスがないか不足している場合、SAPABAP_
StatusMon監視テンプレートはダイアログプロセスに定義されているしきい値の違反のため起動しな

かったことを示すメッセージをメッセージブラウザに送信します。コマンドにより、ダイアログワークプロセス

のしきい値の違反が発生した SIDについてのみモニタ実行が無効になります。

SAPABAP_StatusMon監視テンプレートで EnableDPQueueCheckキーワードを使用する場合、

SAPABAP_DispMon監視テンプレート設定でキーワード DPQueueCheckおよび

DisableMonitoringWithSeverity も設定します。SAPABAP_DispMon監視テンプレートの監視の詳

細は、「SAPABAP_DispMon」 監視テンプレートを参照してください。

SAPABAP_StatusMon監視テンプレートのデフォルトの実行間隔は 2分です。多数のSAPインスタ

ンスが複数のホストで実行されているSAP環境では、ネットワークの輻輳が発生したりSAPからの

応答が遅かったりする場合、SAPABAP_StatusMon監視テンプレートが次の実行を開始する前に、

設定されているすべてのSAPインスタンスのABAPディスパッチャのステータスをEnableDPQueueが
チェックできないことがあります。万一発生した場合は、SAPABAP_StatusMon監視テンプレートの

古いインスタンスは中断され、まだチェックしていないディスパッチャのステータスはレポートされません。こ
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の問題の再発を防止するため、SAPABAP_StatusMon監視テンプレートの実行間隔を大きくしま

す。

l RemoteMonitoring

SAPABAP_StatusMon監視テンプレートは、OMi MP for SAPがリモート監視しているSAPシステム

のABAPディスパッチャのステータスをチェックできません。

SAPステータスの確定

SAPABAP_StatusMon監視テンプレートがSAPシステムの可用性をチェックすると、実行中、停止、接

続タイムアウトのいずれかがステータスとしてレポートされます。「実行中」、「停止」の意味は明らかです

が、接続タイムアウト ステータスには少し説明が必要です。タイムアウト ステータスは、SAPシステムがハ

ングした場合に発生します。原因としてはRFC タイムアウトが考えられ、それ自体に調査が必要です。

これは、OMi MP for SAPが監視しているSAPシステムの正確な状態を確定することの難しさを示すよ

い例です。

SAPABAP_StatusMon監視テンプレートは、SAPインスタンスが60秒以内に応答しない場合、その

SAPインスタンスを「使用不可」と見なします。ただし、SAPからの応答がないことが、システムがダウンし

ていることを意味する問題とは限りません。たとえば、使用可能なダイアログワークプロセスがすべて割り

当てられていたり、使用可能な SAPゲートウェイ接続がすべてビジーであったりします。OMi MP for SAP
のSAPABAP_StatusMon監視テンプレートは、次のルールに従って、監視しているSAPシステムのス

テータスをレポートします。

l 使用可能 :

SAPABAP_StatusMon監視テンプレートは、SAPインスタンスにログインでき、SAP機能モジュール

RFC_SYSTEM_INFOを開始し、応答を 60秒以内に受け取った場合に、SAPシステムを使用可

能とレポートします。

l 使用不可 :

SAPABAP_StatusMon監視テンプレートは、たとえばそのインスタンスが停止しているため、SAPイン

スタンスが60秒以内に応答しなかったり、機能モジュールRFC_SYSTEM_INFOを開始できなかっ

たりする場合に、SAPシステムを使用不可とレポートします。

SAPのリモート監視

OMi MP for SAPのリモート監視機能を使用して、たとえばOMi MP for SAPでサポートされていないオペ

レーティングシステムで動作しているSAPサーバを監視するには、SAPABAP_StatusMon監視テンプ

レートで RemoteMonitoringキーワードを有効にする必要があります (ハッシュ記号「#」を削除します)。次

に、同じ行に、リモート SAPサーバの監視に使用するローカルホストの名前を定義します。最後に、監

視するリモート SAPサーバの名前を定義する必要があります。SAPABAP_StatusMon監視テンプレート

のデフォルト設定で、リモート監視する追加のSAPサーバを 1行ずつ定義する必要があります。

注 :複数のリモート SAPサーバを 1つのローカルホストに、または 1つのリモート ホストを個々の異な

るローカルホストに関連付けることができます。「SAPABAP_StatusMon監視テンプレートのデフォル
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ト設定」では、1つのローカルホスト「sap1」を使用して 2つのリモート ホスト「sdsap」および

「sapwolf」を監視する混合方式を示しています。3つ目のローカルホスト「sap2」はリモート ホスト

「triosap」をリモート監視します。

ローカルおよびリモート サーバの名前の定義に使用するキーワードやパラメータなど、SAPABAP_
StatusMon監視テンプレートの設定内容の詳細は、「SAPABAP_StatusMon監視テンプレートの設

定」の「リモート監視」に関する項を参照してください。

SAPABAP_StatusMon 監視テンプレートのデフォルト設定

#----------------------------------------------------------------------

# TraceLevel hostname Disable=0 only error messages=1

# info messages=2 debug messages=3

#

TraceLevel =ALL =0

#-----------------------------------------------------------------------

# TraceFile hostname filename TraceMode TracePeriod

# (a=append/w=create(default)) (in mins)

TraceFile =ALL =r3status.log =w =60

#----------------------------------------------------------------------

# History hostname path

# Path

#

HistoryPathUniX =ALL =default

HistoryPathAIX =ALL =default

HistoryPathWinN =ALL =default

#------------------------------------------------------------

# Check the ABAP dispatcher before a connection to SAP is

# opened.If the dialog queue is too full or not enough

# free work processes are available, monitoring is disabled.

#

# This feature should only be enabled in special cases.For

# regular dispatcher monitoring, use the r3mondisp.

#

# EnableDPQueueCheck hostname SAP SAP Enable=1/

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 308 / 416ページ



System Number Disable=0

EnableDPQueueCheck =ALL =ALL =ALL =0

#----------------------------------------------------------

# Remote Local Remote

# Monitoring Host Host

RemoteMonitoring =sap1 =sdsap

RemoteMonitoring =sap1 =sapwolf

RemoteMonitoring =sap2 =triosap

#------------------------------------------------------------

SAPABAP_SysChgOptMon

SAPABAP_SysChgOptMon監視テンプレートでは、グローバル編集ステータスフラグ、名前空間、およ

びソフトウェアコンポーネントに基づいて SAP ABAPシステム変更オプションを監視できます。SAPABAP_
SysChgOptMon監視テンプレートは、SAP NetWeaverトランザクション SE06をリファレンスとして使用し

て、SAPシステム変更オプションをダブルチェックします。

モニタ タイプ

SAPABAP_SysChgOptMon監視テンプレートはスナップショット タイプで、アラート タイプやパラメータを使

用しません。1回のモニタ実行で収集されるのは 1つの値セットのみです。

アラート タイプ

SAPABAP_SysChgOptMon監視テンプレートのアラート タイプは次の1つのみです。

CHANGE_OPT

SAPシステム変更オプションを監視およびダブルチェックし、オプションが設定する場合にアラートを生成し

ます。

ファイルの場所

次の表に、SAPABAP_SysChgOptMon監視テンプレートが使用するファイルを示します。

ファイル 説明

r3moncol(.exe) システム変更オプションモニタのコレクタ実行可能ファイル。

r3monchg.cfg システム変更オプションモニタの設定ファイル。

r3monchg.log トレースデータ格納のためのトレースファイル。

SAPABAP_SysChgOptMon監視テンプレートは、特定の履歴ファイルに履歴情報を書き込みません。

環境変数
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SAPABAP_SysChgOptMon監視テンプレートが使用する環境変数については、「環境変数」を参照し

てください。

コマンドライン パラメータ

SAPABAP_SysChgOptMon監視テンプレートが使用するコマンドラインパラメータについては、「コマンド

ラインパラメータ」を参照してください。

リモート監視

別のSAPシステムをリモートで監視するためのSAPABAP_SysChgOptMon監視テンプレートの設定の

詳細は、「SAP ABAP監視テンプレートによるリモート監視 」を参照してください。

SAPABAP_SysChgOptMon監視テンプレートのアラート タイプの設定

次の項では、 [除外 ]および [含める]パラメータの値の使用に関する一般ルールを説明します。これらの

ルールは、SAPABAP_SysChgOptMon監視テンプレートのアラート タイプで特に重要です。

パラメータの値

この項では、OMi MP for SAPがアラート タイプエントリに対して [含める]および [除外 ]パラメータをどのよ

うに解釈するかを説明します。異なるパラメータでは「and」を使用して、同じパラメータでは次の方法で

値が比較されます。

l 含める: 「or」を使用してパラメータを比較します。

l 除外 : 「and」を使用してパラメータを比較します。

OMi MP for SAPでは、次の表に示すように、 [除外 ]の値より前に [含める]の値が評価されます。

選択オプション

アラート タイプ: CHANGE_OPT (SAP 4.6x)選択オプ

ションの設定例 比較

1 =SYSTEM_CHANGE_OPTION =1 =WARNING
=SystemChange =R3_Security = NSP_EDTFLAG =I
= CP= /0* =

OR

2 =SYSTEM_CHANGE_OPTION =1 =WARNING
=SystemChange = =R3_Security = NSP_EDTFLAG
=I =EQ =/SAPQUERY/ =

OR

3 =SYSTEM_CHANGE_OPTION =1 =WARNING
=SystemChange =R3_Security = NSP_EDTFLAG
=E =EQ =LOCAL =

AND

CHANGE_OPT

CHANGE_OPTアラート タイプでは、SAPシステム変更オプションを監視してダブルチェックし、フラグパラ

メータの設定で編集が許可されている場合にアラートを生成します。すべてのパラメータの設定が必須で

す。1行に複数のパラメータエントリを指定することはできません。複数の設定がある場合、1行ずつエン

トリを指定します。監視テンプレートのクエリ条件の意味の詳細は、「パラメータと区切り文字 」を参照し
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てください。次の表に、CHANGE_OPTアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラメータにデ

フォルトで割り当てられる値を示します。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

EDTFLAG オブジェクトが編集可能

であるかどうかを示すフラ

グ。

= Sign:I I

= Opt:EQ EQ

= Low:ON, OFF, PATCH (PATCH=
パッチシステムに設定 )

PATCH

= High:

NSP_EDTFLAG どの指定された名前空

間をONに設定するかを

示すフラグ。

= Sign:I I

= Opt:EQ, CP CP

= Low (SAP 4.6. Xの名前空間の変

更オプションのリストについては表 30を
参照 )

*

= High:

SWC_EDTFLAG どの指定されたソフトウェ

アコンポーネントをONに

設定するかを示すフラ

グ。

= Sign:I I

= Opt:EQ, CP CP

= Low:<指定されたソフトウェアコン

ポーネント> (SAP 4.6. Xの名前空間

の変更オプションのリストについては表

30を参照 )

*

= High:

「CHANGE_OPTのデフォルト設定」では、グローバルシステム変更がOFFになっている場合、指定され

た名前空間がローカルオブジェクト (/0LOCAL/)である場合、または指定されたソフトウェアコンポーネント

がローカル開発 (自動移送なし)である場合にアラートを生成するイベントが発生します。

「CHANGE_OPT のデフォルト設定」

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SYSTEM_CHANGE_OPTION =1\

=WARNING =SystemChange =R3_Security \

=CHANGE_OPT =NSP_EDTFLAG =I =EQ =/0LOCAL/ =

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SYSTEM_CHANGE_OPTION =1\

=WARNING =SystemChange =R3_Security \

=CHANGE_OPT =SWC_EDTFLAG =I =EQ = LOCAL =

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SYSTEM_CHANGE_OPTION =1\

=WARNING =SystemChange =R3_Security \
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=CHANGE_OPT =EDTFLAG =I =EQ =OFF =

CHANGE_OPT のカスタマイズ設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =SYSTEM_CHANGE_OPTION =1\

=WARNING =SystemChange =R3_Security \

=CHANGE_OPT =NSP_EDTFLAG =I =EQ =/SAPQUERY/ =

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SYSTEM_CHANGE_OPTION =1\

=WARNING =SystemChange =R3_Security \

=CHANGE_OPT =SWC_EDTFLAG =I =EQ = SAP_HR =

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =SYSTEM_CHANGE_OPTION =1 \

=WARNING =SystemChange =R3_Security \

=CHANGE_OPT =EDTFLAG =I =EQ =OFF =

「CHANGE_OPTのカスタマイズ設定」では、グローバル変更オプションがOFFになっている場合、システ

ム空間の変更オプションABAP クエリ/SAPがONになっている場合、またはソフトウェアコンポーネントの

変更オプションがONになっている場合にアラートを生成するイベントが発生します。

ソフトウェアコンポーネントの変更オプション

技術 ID 説明

HOME カスタマ開発

LOCAL ローカル開発 (自動移送なし)

SAP_ABA クロスアプリケーションコンポーネント

SAP_APPL 物流および会計

SAP_BASIS SAP基本コンポーネント

SAP_HR 人事

SAP 6.xの名前システムの変更オプション

技術 ID 説明

/0CUST/ カスタマの名前範囲

/0SAP/ 一般的な SAPの名前範囲

/1BCABA/ ABAP & GUIツール

/1BCDWB/ 開発ワークベンチ

/1BCDWBEN/ エンキュー機能グループ
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技術 ID 説明

/1COPA/ CO-PAの生成済みオブジェクト

/1ISRWP/ IS-R商品および仕分制御

/1ISU/ CIC (カスタマインタラクションセンタ)の生成名前空間

/1PAPA/ 人材管理

/1PAPAXX/ 人材管理 -一般

/1PSIS/ プロジェクト情報システム -論理データベースPSJ

/1PYXXFO/ PY-XXフォームツール:生成済みオブジェクト

/1SAP1/ 一般的な SAP生成名前空間

/1SDBF12L/ 価格レポートの生成

/BI0/ ビジネス情報ウェアハウス: SAPの名前空間

/BIC/ ビジネス情報ウェアハウス: カスタマの名前空間

/SAPQUERY/ ABAPクエリ/SAP

/SAPRRR/ 実行可能な状態のSAP

/SAPSMOSS/ インターフェイス: SAPオンラインサービスシステムへのSAP メッセージ

/SAPTRAIN/ SAP トレーニング

SAPABAP_TraceMon

SAPABAP_TraceMon監視テンプレートでは、すべてのSAP トレースファイルおよびログファイルの

「ERROR」を監視できます。SAPABAP_TraceMon監視テンプレートが監視するのは、前回の実行以降

のみです。トレースファイル内のエラーに対してはアラートが1つのみ生成されます。ファイルモニタは次の

ディレクトリをスキャンします (<SID>は SAPシステム ID、<インスタンス番号>は監視対象のSAPシステ

ムのSAPインスタンス番号 )。

l UNIX/Linuxの場合 : /usr/sap/<SID>/<インスタンス番号>/work/

l Windowsの場合 : <ドライブ:>\usr\sap\<SID>\<インスタンス番号>\work

このモニタが生成するメッセージには、viエディタを呼び出すオペレータ開始アクションが含まれています。

viはすべてのトレースファイルおよびログファイルのリストを表示し、リストからファイルを選択するようユー

ザに促して、内容を表示します。

ファイルの場所
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次の表に、SAPABAP_TraceMon監視テンプレートに含まれるファイルを示します。

ファイル 説明

r3mondev(.exe) ファイルモニタの実行可能ファイル。

r3mondev.cfg 監視対象ファイルの設定ファイル。

r3mondev.his モニタ実行後にデータを格納するための履歴ファイル。

環境変数

次の表に、SAPABAP_TraceMon監視テンプレートが使用する環境変数を示します。

環境変数 説明

SAPOPC_DRIVE HPOMエージェントが動作するWindows ドライブ (例 : E:\usr\...)

SAPOPC_HISTORYPATH r3mondev履歴ファイルのパス

SAPOPC_R3MONDEV_
CONFIGFILE

r3mondev設定ファイルの名前

SAPOPC_SAPDIR SAP NetWeaverが動作するWindows ドライブ (例 : E:\usr\sap)

SAPOPC_TRACEPATH r3mondev トレースファイルのパス

監視条件

SAPABAP_TraceMon監視テンプレートのこのセクションでは、OMi MP for SAPのデバイス監視の詳細

を指定できます。

キーワードと使用可能な値、編集可能なパラメータの説明など、SAPABAP_TraceMon監視テンプレー

トのエントリの詳細は、次の抜粋を参照してください。

#----------------------------------------------------------------------------

-

# TraceLevel hostname only error messages=1 info messages=2 debug

messages=3

# Disable=0

TraceLevel =ALL =0

#----------------------------------------------------------------------------

-

# TraceFile hostname filename TraceMode TracePeriod

# (a=append/w=create(default)) (in mins)

TraceFile =ALL =r3moncts.log =w =60
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#---------------------------------------------------------------------------

# History hostname path

# Path

#

HistoryPathUnix =ALL =default

HistoryPathAIX =ALL =default

HistoryPathWinNT =ALL =default

#------------------------------------------------------------

# AlertDevMon SAP SAP Enable =1 Filemask Severity Opc OpC

# Sys Number Disable=0 Object MsgGro

up

#AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_* =WARNING =r3mondev =R3_Trace

#AlertDevMon =ALL =ALL =1 =std* =CRITICAL =r3mondev =R3_Trace

#Dispatcher trace file

AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_disp =WARNING =r3mondev =R3_Trace

#Workprocess trace file for workprocess with number 0

AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_w0 =WARNING =r3mondev =R3_Trace

#message server trace file

AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_ms =WARNING =r3mondev =R3_Trace

#screen processor trace file

AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_dy0 =WARNING =r3mondev =R3_Trace

#tp process trace file

AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_tp =WARNING =r3mondev =R3_Trace

-----------------------------------------------------------------------------

---

SAPABAP_TraceMon監視テンプレートの監視条件セクションは、デフォルトで次のように設定がされて

います。

# AlertDevMon SAP SAP Enable =1 Filemask Severity OpcObject OpCMsgGroup

# System Number Disable=0

#AlertDevMon =ALL =ALL =1 =dev_* =WARNING =r3mondev =R3_Trace

#AlertDevMon =ALL =ALL =1 =std* =MAJOR =r3mondev =R3_Trace

SAPABAP_TraceMon 監視テンプレートの設定
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SAPABAP_TraceMon監視テンプレート設定は、次のように編集できます。

l メッセージの無効化

OMi MP for SAPを使用して監視しているSAPシステムのdev_*ファイルに関連するメッセージを受

信しないようにするには、SAPABAP_TraceMon監視テンプレートの1行目を次のように変更しま

す。

AlertDevMon =ALL =ALL =0 =dev_* =WARNING =r3mondev =R3_Trace

l メッセージの重大度レベルの変更

std*ファイルに関連するすべてのメッセージの重大度を危険域から注意域に下げるには、

SAPABAP_TraceMon監視テンプレートの2行目を次のように変更します。

AlertDevMon =ALL =ALL =1 =std* =WARNING =r3mondev =R3_Trace

l 一般ルールに対する例外の定義

SAPシステムLP2で、dev_*ファイルに関連するメッセージの重大度を注意域から危険域に上げる

には、デフォルト設定を変更せず、次の行を追加します。

AlertDevMon =LP2 =ALL =1 =dev_* =CRITICAL =r3mondev =R3_Trace

注 :ワイルドカードは文字列の最後でのみ使用できます。対象は作業ディレクトリにあるSAP トレー

スファイルのみです (ファイル名の先頭に devかstdが付いている必要があります)。

SAPABAP_TransMon

SAPABAP_TransMon監視テンプレートでは、正常にインポート /エクスポートされた SAP ABAP移送、

失敗したインポート /エクスポート、確認済み/未確認の修復の可用性、設定済みシステムへの接続 /TP
テストを監視できます。

SAPABAP_TransMon監視テンプレートはアプリケーションサーバに依存せず、移送システムの次の部分

をチェックできます。

l 監視対象システムの成功または失敗したインポート /エクスポート

l 監視対象システムの確認済み/未確認の修復の存在

l 接続テスト (PING)を使用した設定済みシステムへの接続

l 設定済みシステムのTPテスト

SAPABAP_TransMon監視テンプレートは SAP NetWeaverトランザクション STMSおよび SE01の移送

ルートを参照します。

モニタ タイプ
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SAPABAP_TransMon監視テンプレートはスナップショット タイプです。1回のモニタ実行で収集されるの

は 1つの値セットのみです。

アラート タイプ

移送アラート モニタには次のアラート タイプがあり、スナップショット レポート タイプと期間レポート タイプが

混在しています。

l TRANS

成功または失敗した移送インポート /エクスポートのアラート条件を定義します。

l REPAIR

確認済み/未確認の修復のアラート条件を定義します。

l RFCONNECT

システム間のRFC接続のアラート条件を定義します。

l TPTEST

データベースとのTPインターフェイスに関するアラート条件を定義します。接続テスト (PING)、接続し

ているデータベースへのTP呼び出し、TPインターフェイスのチェック (バージョン、移送ディレクトリ、

TPPARAMパス、ファイルチェック、TPLOGチェック)を含みます。

ファイルの場所

次の表に、SAPABAP_TransMon監視テンプレートが使用するファイルを示します。

ファイル 説明

r3moncol(.exe) 移送モニタのコレクタ実行可能ファイル。

r3montra.cfg 移送モニタの設定ファイル。

r3montra.log トレースデータ格納のためのトレースファイル。

SAPABAP_TransMon監視テンプレートは、特定の履歴ファイルに履歴情報を書き込みません。

環境変数

SAPABAP_TransMon監視テンプレートが使用する環境変数については、「環境変数」を参照してくだ

さい。

コマンドライン パラメータ

SAPABAP_TransMon監視テンプレートが使用するコマンドラインパラメータについては、「コマンドライン

パラメータ」を参照してください。

リモート監視

別のSAPシステムをリモートで監視するためのSAPABAP_TransMon監視テンプレートの設定の詳細

は、「SAP ABAP監視テンプレートによるリモート監視 」を参照してください。
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移送モニタのアラート タイプの設定

SAPABAP_TransMon監視テンプレートのすべてのアラート タイプに対し、パラメータ ALERT_
THRESHOLDを設定する必要があります。他のすべてのパラメータはオプションです。SAPABAP_
TransMon監視テンプレートの [除外 ]および [含める]パラメータには、次の一般ルールがあります。

パラメータの値

この項では、OMi MP for SAPがアラート タイプエントリに対して [含める]および [除外 ]パラメータをどのよ

うに解釈するかを説明します。異なるパラメータでは「and」を使用して、同じパラメータでは次の方法で

値が比較されます。

l 含める: 「or」を使用してパラメータを比較します。

l 除外 : 「and」を使用してパラメータを比較します。

OMi MP for SAPは、 [除外 ]の値の前に [含める]値を評価します。

TRANS

TRANSは SAPABAP_TransMon監視テンプレートの期間ベースのアラート タイプです。SAPABAP_
TransMon監視テンプレートは、移送インポート /エクスポートの成功または失敗回数が定義済みのしき

い値を超えた場合にアラートを生成します。TRANSアラート タイプでは、パラメータUSERNAMEは必

須です。

次の表に、TRANSアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラメータにデフォルトで割り当て

られる値を示します。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

ALERT_
THRESHOLD

許容する移送状態のリターンコード (例 :
4 (注意域 ))。これを超えるとアラートが発

生します。

= Sign:I, E I

= Opt:GT, GE,
LT, LE

GT

= Low: 1 4

= High:

E_SUCCESS エクスポートが成功したすべての移送を

含めるためのフィルタオプション。

= Sign:I, E I

= Opt:EQ EQ

= Low: 2 X

= High:
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パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

E_FAILURE エクスポートが失敗したすべての移送を

含めるためのフィルタオプション。

= Sign:I, E I

= Opt:EQ EQ

= Low: 2 X

= High:

I_SUCCESS インポートが成功したすべての移送を含

めるためのフィルタオプション。

= Sign:I, E I

= Opt:EQ EQ

= Low:b X

= High:

I_FAILURE インポートが失敗したすべての移送を含

めるためのフィルタオプション。

= Sign:I, E I

= Opt:EQ EQ

= Low 2 X

= High:

USERNAME SAP NetWeaverユーザ3のログイン名。

このパラメータは必須です。

= Sign I, E I

= Opt:EQ,CP EQ

= Low:<ユーザ名

>
ddic 4

= High:

1. 数値として指定します。数値以外で指定した場合、モニタはダンプして終了します。

2. デフォルト以外のすべてのエントリはスペースとして扱われます。

3. 要求 /タスクはユーザに依存するため、これを使用してデータを制限できます。

4. データベース管理タスクに使用するSAPユーザ名。

「TRANS のデフォルト設定」では、インポート /エクスポート移送のしきい値が4より大きい場合にアラート

を生成するイベントが発生します。

注 :パラメータ ALERT_THRESHOLDのしきい値に定義されている「4」は、インポートの合計回数を

指すわけではありません。インポートに関連付けられた SAP リターンコードを指します。この例では、
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リターンコード 4 (注意域 )とそれより上 (GT=4)の移送インポートについてアラートが生成されます。イ

ンポートのリターンコードの詳細は、SAP製品マニュアルを参照してください。

TRANS のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =TRANSPORT =1\

=WARNING =Trans =R3_Transport\

=TRANS =I_FAILURE =I =EQ =X =\

=USERNAME =I =EQ =ITOUSER =\

=ALERT_THRESHOLD =I =GT =4 =

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =TRANSPORT =1\

=WARNING =Trans =R3_Transport\

=TRANS =I_SUCCESS =I =EQ =X =\

=USERNAME =I =EQ =ITOUSER =\

=ALERT_THRESHOLD =I =GE =4 =

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =TRANSPORT =1\

=WARNING =Trans =R3_Transport\

=TRANS =E_FAILURE =I =EQ =X =\

=USERNAME =I =EQ =ITOUSER =\

=ALERT_THRESHOLD =I =GT =4

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =TRANSPORT =1\

=WARNING =Trans =R3_Transport\

=TRANS =E_SUCCESS =I =EQ =X =\

=USERNAME =I =EQ =ITOUSER =\

=ALERT_THRESHOLD = I = GT = 4 =

REPAIR

REPAIRは SAPABAP_TransMon監視テンプレートの期間ベースのアラート タイプです。SAPABAP_
TransMon監視テンプレートは、確認済み/未確認の修復の回数が指定したしきい値を子会えた場合

にアラートを生成します。

次の表に、REPAIRアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラメータにデフォルトで割り当て

られる値を示します。パラメータ ALERT_THRESHOLDは必須です。
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パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

R_CONFIRM 確認済みのすべての修復を

含めるためのフィルタオプショ

ン。

= Sign:I, E I

= Opt:EQ EQ

= Low:1 X

= High:

R_UNCONFIR 未確認のすべての修復を含

めるためのフィルタオプション。

= Sign:I, E I

= Opt: EQ

= Low: 1 X

= High:

USERNAME SAP NetWeaverユーザ2のロ

グイン名。このパラメータは必

須です。

= Sign I, E I

= Opt:EQ,CP EQ

= Low:<ユーザ名> ddic 3

= High:

ALERT_
THRESHOLD

許容する修復回数。これを

超えるとアラートが発生しま

す。

= Sign I, E I

= Opt:GT, GE, LT,
LE

GT

= Low: 4 4

= High:

1. デフォルト以外のすべてのエントリはスペースとして扱われます。

2. 要求 /タスクはユーザに依存するため、これを使用してデータを制限できます。

3. データベース管理タスクに使用するSAPユーザ名。

4. このパラメータは数値として指定します。数値以外で指定した場合、モニタはダンプして終了しま

す。

「REPAIRのデフォルト設定」では、指定したターゲット システムのR_CONFIRMまたはR_UNCONFIR
エラーがアラートしきい値 4 (=GT =4)を超えた場合にアラートを生成するイベントが発生します。

REPAIR のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =TRANSPORT =1 \
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=WARNING =Repair =R3_Transport \

=REPAIR =R_CONFIRM =I =EQ =X = \

=ALERT_THRESHOLD =I =GT =4 =

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =TRANSPORT =1 \

=WARNING =Repair =R3_Transport \

=REPAIR =R_UNCONFIR =I =EQ =X = \

=ALERT_THRESHOLD =I =GT =4 =

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =TRANSPORT =1 \

=WARNING =Repair =R3_Transport \

=REPAIR =USERNAME =I =CP =* =\

=ALERT_THRESHOLD =I =GT =4 = =

RFCONNECT

RFCONNECTは SAPABAP_TransMon監視テンプレートのスナップショップアラート タイプです。スナップ

ショット アラート タイプは、モニタ実行と同時にシステムを把握します。SAPABAP_TransMon監視テンプ

レートは、ターゲット システムのRFC接続エラーの回数が指定したアラートしきい値を超えた場合にア

ラートを生成します。

次の表に、RFCONNECTアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラメータにデフォルトで割

り当てられる値を示します。パラメータ ALERT_THRESHOLDは必須です。他のすべてのパラメータはオ

プションです。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

ALERT_
THRESHOLD

許容する再接続エラー

回数。これを超えるとア

ラートが発生します。

= Sign I, E I

= Opt:GT, GE, LT, LE GT

= Low: # 4

= High:

CHECKSYSTEM 監視しているシステムの

システム ID。
= Sign:I, E I

= Opt:EQ, CP EQ

= Low:<SID> '*'

= High:

#このパラメータは数値として指定します。数値以外で指定した場合、モニタはダンプして終了します。
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「RFCONNECTのデフォルト設定」では、指定したターゲット システムへの4つのRFC接続エラーがア

ラートしきい値を超えた場合にアラートを生成するイベントが発生します。

RFCONNECT のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =TRANSPORT =1\

=WARNING =RfcConnect =R3_Transport\

=RFCCONNECT =CHECKSYSTEM =I =CP =* =\

=ALERT_THRESHOLD =I =GT =4 =

TPTEST

TPTESTは SAPABAP_TransMon監視テンプレートのスナップショップアラート タイプです。スナップショット

アラート タイプは、モニタ実行と同時にシステムを把握します。SAPABAP_TransMon監視テンプレート

は、ターゲット システムへのTPTEST接続エラーの回数が定義済みのしきい値を超えた場合にアラート

を生成します。

次の表に、TPTESTアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラメータにデフォルトで割り当て

られる値を示します。パラメータ ALERT_THRESHOLDは必須です。他のすべてのパラメータはオプション

です。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

ALERT_
THRESHOLD

許容する TPTEST
エラー回数。これを

超えるとアラートが

発生します。

= Sign I, E I

= Opt:GT, GE, LT, LE GT

= Low: * 4

= High:

CHECKSYSTEM テストまたは監視

しているシステムの

ID。

= Sign:I, E I

= Opt:EQ, CP EQ

= Low:<SID> ''

= High:

*このパラメータは数値として指定します。数値以外で指定した場合、モニタはダンプして終了します。

「TPTESTのデフォルト設定」では、指定したターゲット システムへの4つのTPTESTエラーがアラートしき

い値を超えた場合にアラートを生成するイベントが発生します。

TPTEST のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =TRANSPORT =1\

=WARNING =TpTest =R3_Transport\

=TPTEST =CHECKSYSTEM =I =EQ =<SID> =\

=ALERT_THRESHOLD =I =GT =4 =
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SAPABAP_UpdProcMon

SAPABAP_UpdProcMon監視テンプレートでは、非アクティブ状態やエラーなどのSAP ABAP更新プロ

セスのさまざまな状態を監視できます。

SAPABAP_UpdProcMon監視テンプレートは、アクティブな更新と、SAPユーザまたはシステムによって

停止された更新の両方のステータスを監視します。SAPABAP_UpdProcMon監視テンプレートは、SAP
NetWeaverトランザクション SM13の更新エラーおよび更新ステータスを参照します。

モニタ タイプ

SAPABAP_UpdProcMon監視テンプレートはスナップショット タイプです。1回のモニタ実行で収集される

のは 1つの値セットのみです。

アラート タイプ

更新モニタには次のアラート タイプがあります。

l UPDATE_ACTIVE

更新プロセスのステータス情報を取得し、プロセスが非アクティブである場合にアラートを送信します。

l UPDATE_ERRORS_EXIST

エラーになった更新プロセスに関する情報を取得します。

ファイルの場所

次の表に、SAPABAP_UpdProcMon監視テンプレートが使用するファイルを示します。

ファイル 説明

r3moncol(.exe) 更新モニタのコレクタ実行可能ファイル。

r3monupd.cfg 更新モニタの設定ファイル。

r3monupd.log トレースデータ格納のためのトレースファイル。

SAPABAP_UpdProcMon監視テンプレートは、特定の履歴ファイルに履歴情報を書き込みません。

環境変数

SAPABAP_UpdProcMon監視テンプレートが使用する環境変数については、「環境変数」を参照してく

ださい。

コマンドライン パラメータ

SAPABAP_UpdProcMon監視テンプレートが使用するコマンドラインパラメータについては、「コマンドライ

ンパラメータ」を参照してください。

リモート監視
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別のSAPシステムをリモートで監視するためのSAPABAP_UpdProcMon監視テンプレートの設定の詳

細は、「SAP ABAP監視テンプレートによるリモート監視 」を参照してください。

更新モニタのアラート タイプの設定

SAPABAP_UpdProcMon監視テンプレートのアラート タイプの設定には、パラメータを使用しません。設

定の編集やカスタマイズは不要です。

UPDATE_ACTIVE

UPDATE_ACTIVEは、SAPABAP_UpdProcMon監視テンプレートのアラート タイプです。SAPABAP_
UpdProcMon監視テンプレートは、更新タスクが非アクティブである場合にアラートを生成します。次の例

は、UPDATE_ACTIVEアラート タイプのデフォルト設定を示します。

「UPDATE_ACTIVEのデフォルト設定」では、更新が停止された場合にアラートを生成するイベントが発

生します。

UPDATE_ACTIVE のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =UPDATE =1\

=CRITICAL =UpdActive =R3_Update =UPDATE_ACTIVE

UPDATE_ERRORS_EXIST

UPDATE_ERRORS_EXISTは、SAPABAP_UpdProcMon監視テンプレートのアラート タイプです。

SAPABAP_UpdProcMon監視テンプレートは、更新エラーがある場合にアラートを生成します。次の例

は、UPDATE_ERRORS_EXISTアラート タイプのデフォルト設定を示します。

「UPDATE_ERRORS_EXISTのデフォルト設定」では、更新エラーが発生した場合にアラートを生成す

るイベントが発生します。

UPDATE_ERRORS_EXIST のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =UPDATE =1\

=CRITICAL =UpdError =R3_Update =UPDATE_ERRORS_EXIST

SAPABAP_UsrMon

SAPABAP_UsrMon監視テンプレートでは、SAP ABAPにログインしているユーザを監視できます。

SAPABAP_UsrMon監視テンプレートにより、ログインしているユーザの数が識別され、レポートされます。

アプリケーションサーバごとにチェックが実行されます。ユーザ数が非常に多い場合、パフォーマンスの問題

が発生する可能性があります。アラートを使用して、ユーザにログアウトを促したり強制したりすることがで

きます。SAPABAP_UsrMon監視テンプレートは、SAP NetWeaverトランザクション SM04を参照します。

モニタ タイプ

SAPABAP_UsrMon監視テンプレートはスナップショット タイプです。1回のモニタ実行で収集されるのは 1
つの値セットのみです。

アラート タイプ

SAPユーザモニタのアラート タイプは次の1つのみです。

USER_LOGGEDIN_MAX

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 325 / 416ページ



ログインしているユーザの最大数を定義します。

ファイルの場所

次の表に、SAPABAP_UsrMon監視テンプレートが使用するファイルを示します。

ファイル 説明

r3moncol(.exe) ユーザモニタのコレクタ実行可能ファイル。

r3monusr.cfg ユーザモニタの設定ファイル。

r3monusr.log トレースデータ格納のためのトレースファイル。

SAPABAP_UsrMon監視テンプレートは、特定の履歴ファイルに履歴情報を書き込みません。

環境変数

SAPABAP_UsrMon監視テンプレートが使用する環境変数については、「環境変数」を参照してくださ

い。

コマンドライン パラメータ

SAPABAP_UsrMon監視テンプレートが使用するコマンドラインパラメータについては、「コマンドラインパ

ラメータ」を参照してください。

リモート監視

別のSAPシステムをリモートで監視するためのSAPABAP_UsrMon監視テンプレートの設定の詳細は、

「SAP ABAP監視テンプレートによるリモート監視 」を参照してください。

USER_LOGGEDIN_MAX

USER_LOGGEDIN_MAXは、SAPABAP_UsrMon監視テンプレートのアラート タイプです。SAPABAP_
UsrMon監視テンプレートは、SAPユーザの最大数が定義済みのしきい値を超えた場合にアラートを生

成します。次の表に、USER_LOGGEDIN_MAXアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラ

メータにデフォルトで割り当てられる値を示します。パラメータMAXの設定は必須です。

APSERVERパラメータでは、アプリケーションサーバに依存するモニタである r3monwpa、r3monusr、
r3monomsが特定のアプリケーションサーバを監視するように設定できます。次のように、APSERVERを

設定する必要があります (<ホスト名>はトランザクションSM51に表示されているアプリケーションサーバリ

ストにある監視対象アプリケーションサーバ名です)。

=APSERVER =I =CP =<ホスト名>_<SID>_<インスタンス番号> =

また、次のように、APSERVERで指定するアプリケーションサーバのSAP NetWeaverセントラルインスタ

ンスのホスト名も明示的に定義することをお勧めします。

アプリケーション サーバの指定

AlertMonFun =<Central_Inst_Hostname> =ALL =ALL =ALL =USER =1 \

=WARNING =Login =R3_WP \

=USER_LOGGEDIN_MAX =MAX =I =GT =30 = \
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=APSERVER =I =CP =hpdev01_MP3_00 =

これ以降では、このアラート モニタの具体的な設定要件について説明します。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

APSERVER 監視するアプリケーションサーバを指

定します。

= Sign:I, E

= Opt:CP

= Low :<アプリケーショ

ンサーバ ID>

= High:

MAX ログインしているユーザの最大数。こ

れを超えるとアラートが発生します。a
= Sign:I, E

= Opt:GT, GE I

= Low: GT

= High: 5

a. このパラメータは数値として指定する必要があります。数値以外で指定した場合、モニタはダンプして

終了します。

「USER_LOGGEDIN_MAXのデフォルト設定」では、ログインしているユーザが30を超えた場合にアラー

トを生成するイベントが発生します。

USER_LOGGEDIN_MAX のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =USER =1\

=WARNING =Login =R3_User\

=USER_LOGGEDIN_MAX =MAX =I =GT =30 =

SAPABAP_WPMon

SAPABAP_WPMon監視テンプレートでは、実行中のワークプロセスや待機中のワークプロセスを監視

し、Debug/Private/No Restartなどのワークプロセスの各種ステータスを確認できます。

SAPABAP_WPMon監視テンプレートは SAP NetWeaverトランザクション SM50を参照し、各アプリケー

ションサーバで実行されているワークプロセスについて次の条件をレポートします。

l 現在の操作モードのプロファイルに設定されている各ワークプロセスタイプについて、実行中のワーク

プロセス数をレポートします。

l 現在の操作モードのプロファイルに設定されている各ワークプロセスタイプについて、待機中のワーク

プロセス数をレポートします。
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l 現在の操作モードのプロファイルに設定されている (同じワークプロセスタイプの)アクティブワークプロ

セス数と設定済みワークプロセス数を比較します。

l 次のように、ワークプロセスのステータスをチェックします。
n D (Debug)

稼働中のシステムで実行中のプロセスはありません。

n P (Private)

使用可能な最大のシステムリソースを使用してプロセスが実行されています。

n R (No Restart)

失敗したプロセスは再開されず、依存ジョブも失敗します。

SAPABAP_WPMon監視テンプレートが監視できるのは、セントラルインスタンスのエンキューワークプロ

セスからのアラートのみです。スタンドアロンのエンキューサーバのエンキューワークプロセスからのアラートは

監視できません。スタンドアロンのエンキューワークプロセスを監視するには、SAPABAP_
CCMSIntegrationMon監視テンプレートを使用して、エンキューサーバによって生成された SAP CCMS
アラートをチェックします。

モニタ タイプ

SAPABAP_WPMon監視テンプレートはスナップショット タイプです。1回のモニタ実行で収集されるのは

1つの値セットのみです。

アラート タイプ

ワークプロセスモニタには次のアラート タイプがあります。

l WP_AVAILABLE

WP_AVAILABLEアラート タイプは、予想される実行中のワークプロセス数に関するアラート条件を

定義します。

l WP_IDLE

WP_IDLEアラート タイプは、待機中のアイドルワークプロセス数に関するアラート条件を定義しま

す。

l WP_CHECK_CONFIGURED

WP_CHECK_CONFIGUREDアラート タイプは、実行中のワークプロセスの実際の数と、現在の操

作モードのプロファイルに設定されているワークプロセス数を比較するためのアラート条件を定義しま

す。比較されるのは同じタイプのワークプロセスのみです。

l WP_STATUS

WP_STATUSアラート タイプは、D (Debug)、P (Private)、R (NoRestart)などの問題のある状態で

あることがわかったワークプロセスのアラート条件を定義します。

ファイルの場所
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次の表に、SAPABAP_WPMon監視テンプレートに含まれるファイルを示します。

ファイル 説明

r3moncol(.exe) ワークプロセスモニタのコレクタ実行可能ファイル。

r3monwpa.cfg ワークプロセスモニタの設定ファイル。

r3monwpa.log トレースデータ格納のためのトレースファイル。

SAPABAP_WPMon監視テンプレートは、特定の履歴ファイルに履歴情報を書き込みません。

環境変数

SAPABAP_WPMon監視テンプレートが使用する環境変数については、「環境変数」を参照してくださ

い。

コマンドライン パラメータ

SAPABAP_WPMon監視テンプレートが使用するコマンドラインパラメータについては、「コマンドラインパ

ラメータ」を参照してください。

リモート監視

別のSAPシステムをリモートで監視するためのSAPABAP_WPMon監視テンプレートの設定の詳細は、

「SAP ABAP監視テンプレートによるリモート監視 」を参照してください。

ワークプロセスモニタのアラート タイプの設定

この項では、SAPABAP_WPMon監視テンプレートのアラート タイプの設定について説明します。 [除外 ]
および [含める]パラメータの値の使用に関する次の一般ルールに注意してください。これらのアラート タイ

プではルールが特に重要です。

パラメータの値

この項では、OMi MP for SAPがアラート タイプエントリに対して [含める]および [除外 ]パラメータをどのよ

うに解釈するかを説明します。異なるパラメータでは「and」を使用して、同じパラメータでは次の方法で

値が比較されます。

l 含める: 「or」を使用してパラメータを比較します。

l 除外 : 「and」を使用してパラメータを比較します。

OMi MP for SAPでは、次の表に示すように、 [除外 ]の値より前に [含める]の値が評価されます。

選択オプション

アラート タイプ: WP_
AVAILABLE 選択オプション

の設定例 比較

1 =DIA =I =BT =50 =100
=OPMODE =I =CP =DAY

OR
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2 =DIA =I =GT =5 =OPMODE
=I =CP =NIGHT

OR

3 =DIA = E =LT =60 AND

WP_AVAILABLE

WP_AVAILABLEは、SAPABAP_WPMon監視テンプレートのアラート タイプです。SAPABAP_WPMon
監視テンプレートは、選択した各ワークプロセスタイプの実行中のワークプロセス数が指定した最大 (ま
たは最小 )しきい値を超えた (または下回った)場合にアラートを生成します。次の表に、WP_
AVAILABLEアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラメータにデフォルトで割り当てられる

値を示します。WP_AVAILABLEアラート タイプにリストされているパラメータの設定は必須です。すべて

のしきい値パラメータは数値として指定する必要があります。数値以外で指定した場合、モニタはダンプ

して終了します。

APSERVERパラメータでは、アプリケーションサーバに依存するモニタである r3monwpa、r3monusr、
r3monomsが特定のアプリケーションサーバを監視するように設定できます。次のように、APSERVERを

設定する必要があります (<ホスト名>はトランザクション SM51に表示されているアプリケーションサーバリ

ストにある監視対象アプリケーションサーバ名です)。

=APSERVER =I =CP =<ホスト名>_<SID>_<インスタンス番号> =

また、「アプリケーションサーバの指定」に示すように、APSERVERで指定するアプリケーションサーバの

SAP NetWeaverセントラルインスタンスのホスト名も明示的に定義することをお勧めします。

アプリケーション サーバの指定

AlertMonFun =<セントラル インスタンスのホスト名> =ALL =ALL =ALL =WP =1 \

=WARNING =Availability =R3_WP \

=WP_AVAILABLE =DIA =I =GT =50 = \

=APSERVER =I =CP =hpdev01_MP3_00 =

これ以降では、このアラート モニタの具体的な設定要件について説明します。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

APSERVER 監視するアプリケーション

サーバを指定します。

= Sign:I, E

= Opt:CP

= Low :<アプリケーションサーバ

ID>

= High:
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パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

BTC バッチワークプロセスのし

きい値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High:

DIA ダイアログワークプロセス

のしきい値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High:

ENQ エンキューワークプロセス

のしきい値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High:

OPMODE このパラメータの操作

モードを定義します。*
= Sign I, E I

= Opt:CP, EQ= Low:<操作モード

>
EQ

= Low:<操作モード> current

= High:

SPO スプールワークプロセス

のしきい値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High:
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パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

UPD 更新ワークプロセスのし

きい値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High:

UP2 更新 2ワークプロセスの

しきい値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High:

*存在しないモードを指定した場合、危険域アラートが発生します。

「WP_AVAILABLEのデフォルト設定」では、使用可能なダイアログワークプロセス数が50より少ない場

合にアラートを生成するイベントが発生します。

WP_AVAILABLE のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =WP =1\

=WARNING =Availability =R3_WP\

=WP_AVAILABLE =DIA =I =LT =50 =

注 : SAPABAP_WPMon監視テンプレートで監視するワークプロセスタイプがSAPインスタンスプロファイ

ルで正しく設定されていることを確認してください。

SAPABAP_WPMon監視テンプレートが監視できるのは、SAPインスタンスプロファイルに設定されてい

るワークプロセスタイプのみです。DIAワークプロセスタイプがSAPインスタンスプロファイルで設定されて

いない場合 (つまり、「rdisp/wp_no_dia = 0」)、DIAワークプロセスは開始されません。DIAワークプロ

セスが0個ということは、WP_AVAILABLEアラート タイプのデフォルト設定 (「WP_AVAILABLEのデフォ

ルト設定」)で指定されている最小値 (50)より明らかに少ないため、通常の状況ではアラートが生成さ

れます。

ただし、DIAワークプロセスタイプがSAPインスタンスプロファイルで設定されていない場合、r3monwpa
は任意の時点で実行中のDIAワークプロセス数を監視できないため、アラートは生成されません。SAP
インスタンスプロファイルとSAPABAP_WPMon監視テンプレートの設定ファイルの間で、アラート タイプWP_
CHECK_CONFIGUREDに相違がないかどうか確認してください。

WP_IDLE

WP_IDLEは、SAPABAP_WPMon監視テンプレートのアラート タイプです。SAPABAP_WPMon監視テ

ンプレートは、選択した各ワークプロセスタイプの待機中のワークプロセス数が指定した最大 (または最
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小 )しきい値を超えた (または下回った)場合にアラートを生成します。

次の表に、WP_IDLEアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラメータにデフォルトで割り当

てられる値を示します。WP_IDLEアラート タイプのパラメータの設定は必須です。すべてのしきい値パラ

メータは数値として指定する必要があります。数値以外で指定した場合、モニタはダンプして終了しま

す。

APSERVERパラメータでは、アプリケーションサーバに依存するモニタである r3monwpa、r3monusr、
r3monomsが特定のアプリケーションサーバを監視するように設定できます。次のように、APSERVERを

設定する必要があります (<ホスト名>はトランザクションSM51に表示されているアプリケーションサーバリ

ストにある監視対象アプリケーションサーバ名です)。

=APSERVER =I =CP =<ホスト名>_<SID>_<インスタンス番号> =

また、「アプリケーションサーバの指定」に示すように、APSERVERで指定するアプリケーションサーバの

SAP NetWeaverセントラルインスタンスのホスト名も明示的に定義することをお勧めします。

アプリケーション サーバの指定

AlertMonFun =<セントラル インスタンスのホスト名> =ALL =ALL =ALL =WP =1 \

=WARNING =Idle =R3_WP \

=WP_IDLE =BTC =I =GT =20 = \

=APSERVER =I =CP =hpdev01_MP3_00 =

次の表に、WP_IDLEの設定パラメータを示します。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

APSERVER 監視するアプリケーションサーバ

を指定します。

= Sign:I, E

= Opt:CP

= Low :<アプリケーション

サーバ ID>

= High:

BTC バッチワークプロセスのしきい値 = Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High:
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パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

DIA ダイアログワークプロセスのしき

い値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High:

ENQ エンキューワークプロセスのしき

い値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:

= High:

OPMODE このパラメータの操作モードを定

義します。1
= Sign I, E I

= Opt:CP, EQ EQ

= Low:<操作モード> current

= High:

SPO スプールワークプロセスのしきい

値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High:

UPD 更新ワークプロセスのしきい値 = Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High:

UP2 更新 2ワークプロセスのしきい

値

= Sign:I, E

= Opt:GT, GE, LT, LE

= Low:<数値>

= High:
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1. 存在しないモードを指定した場合、危険域アラートが発生します。

「WP_IDLEのデフォルト設定」では、アイドル状態のダイアログワークプロセス数が10より少ない場合に

アラートを生成するイベントが発生します。

WP_IDLE のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =WP =1\

=WARNING =Idle =R3_WP\

=WP_IDLE =DIA =I =LT =10 =

注 : SAPABAP_WPMon監視テンプレートで監視するワークプロセスタイプがSAPインスタンスプロ

ファイルで正しく設定されていることを確認してください。

SAPABAP_WPMon監視テンプレートが監視できるのは、SAPインスタンスプロファイルに設定されてい

るワークプロセスタイプのみです。DIAワークプロセスタイプがSAPインスタンスプロファイルで設定されて

いない場合 (つまり、「rdisp/wp_no_dia = 0」)、DIAワークプロセスは開始されません。DIAワークプロセス

が0個ということは、WP_IDLEアラート タイプのデフォルト設定 (「WP_IDLEのデフォルト設定」)で指定さ

れている最小値 (10)より明らかに少ないため、通常の状況ではアラートが生成されます。

ただし、DIAワークプロセスタイプがSAPインスタンスプロファイルで設定されていない場合、SAPABAP_
WPMon監視テンプレートは任意の時点で実行中のDIAワークプロセス数を監視できないため、アラー

トは生成されません。SAPインスタンスプロファイルとSAPABAP_WPMon監視テンプレートの設定ファイ

ルの間で、アラート タイプWP_CHECK_CONFIGUREDに相違がないかどうか確認してください。

WP_CHECK_CONFIGURED

WP_CHECK_CONFIGUREDは、SAPABAP_WPMon監視テンプレートのアラート タイプです。WP_
CHECK_CONFIGUREDアラート タイプは、実行中のワークプロセスの実際の数と、現在の操作モード

のプロファイルに設定されているワークプロセス数を比較します。比較されるのは同じタイプ (例 : DIA、
BTC)のワークプロセスのみです。

APSERVERパラメータでは、SAPABAP_WPMon、SAPABAP_UsrMonなどの監視テンプレートが特定

のアプリケーションサーバを監視するように設定できます。次のように、APSERVERを設定する必要があ

ります (<ホスト名>はトランザクション SM51に表示されているアプリケーションサーバリストにある監視対象

アプリケーションサーバ名です)。

=APSERVER =I =CP =<ホスト名>_<SID>_<インスタンス番号> =

また、「アプリケーションサーバの指定」に示すように、APSERVERで指定するアプリケーションサーバの

SAP NetWeaverセントラルインスタンスのホスト名も明示的に定義することをお勧めします。

アプリケーション サーバの指定

AlertMonFun =<セントラル インスタンスのホスト名> =ALL =ALL =ALL =WP =1 \

=WARNING =Check =R3_WP \

=WP_CHECK_CONFIGURED \

=APSERVER =I =CP =hpdev01_MP3_00 =
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次の表に、WP_CHECK_CONFIGUREDアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラメータ

にデフォルトで割り当てられる値を示します。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

APSERVER 監視するアプリケーショ

ンサーバを指定しま

す。

= Sign:I, E

= Opt:CP

= Low:<アプリケーション サーバ

ID>

= High:

「WP_CHECK_CONFIGUREDのデフォルト設定」では、SAPABAP_WPMon監視テンプレートは実行

中のワークプロセス数が特定のワークプロセスタイプに設定されているワークプロセス数と一致しない場

合にアラートを生成します。

WP_CHECK_CONFIGURED のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =WP =1\

=WARNING =Check =R3_WP\

=WP_CHECK_CONFIGURED \

=APSERVER =I =CP =ALL =

WP_STATUS

WP_STATUSは、SAPABAP_WPMon監視テンプレートのアラート タイプです。WP_STATUSは、D
(Debug)、P (Private)、R (NoRestart)などの問題のある状態であることがわかったワークプロセスのアラー

ト条件を定義します。SAPABAP_WPMon監視テンプレートは、OMi MP for SAPで監視しているSAP
システムで実行中のワークプロセスが次のパラメータに定義されている条件と一致した場合にアラートを

生成します。次のパラメータの設定はオプションです。

APSERVERパラメータでは、SAPABAP_WPMon、SAPABAP_UsrMonなどのアプリケーションサーバ

依存モニタが特定のアプリケーションサーバを監視するように設定できます。次のように、APSERVERを

設定する必要があります (<ホスト名>はトランザクションSM51に表示されているアプリケーションサーバリ

ストにある監視対象アプリケーションサーバ名です)。

=APSERVER =I =CP =<ホスト名>_<SID>_<インスタンス番号> =

また、「アプリケーションサーバの指定」に示すように、APSERVERで指定するアプリケーションサーバの

SAP NetWeaverセントラルインスタンスのホスト名も明示的に定義することをお勧めします。

アプリケーション サーバの指定

AlertMonFun =<セントラル インスタンスのホスト名> =ALL =ALL =ALL =WP =1 \

=WARNING =WP_Status =R3_WP \

=WP_STATUS =STATUS =I =GT =30 = \

=APSERVER =I =CP =hpdev01_MP3_00 =
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次の表に、WP_STATUSアラート タイプの設定に使用できるパラメータと、各パラメータにデフォルトで割

り当てられる値を示します。

パラメータ名 説明 クエリ条件 デフォルト値

APSERVER 監視するアプリケーションサーバ

を指定します。

= Sign:I, E

= Opt:CP

= Low:<アプリケーション

サーバ ID>

= High:

STATUS 1 監視対象のステータス = Sign:I, E

= Opt:

= Low: 2

= High:

1. その他の取り得る値 : MAX_ENTRIES

2. 取り得る値 : D=Debug、P=Private、R=Restart (アラートなし)

「WP_STATUSのデフォルト設定」では、実行中のワークプロセスのステータスが危険域である場合にア

ラートを生成するイベントが発生します。「WP_STATUSのデフォルト設定」では、OMi MP for SAPがメッ

セージを生成する前に存在する必要がある定義済みステータスのワークプロセス数を =MAX_ENTRIES
を使用して定義する方法も示しています。

WP_STATUS のデフォルト設定

AlertMonFun =ALL =ALL =ALL =ALL =WP =1\

=CRITICAL =WP_Status =R3_WP\

=WP_STATUS =STATUS =I =CP =* =

TempSeqFileMon

TemSeファイルの監視

実行時のコストを軽減するため、OMi MP for SAPは SAPに設定したレポートを使用して SAPの一時

シーケンシャルファイル (TemSe)の整合性を監視します。ただし、管理対象ノードへのSAPABAP_
TempSeqFileMon監視テンプレートの割り当ては必要です。

モニタ タイプ

TemSeモニタはスナップショット タイプです。1回のモニタ実行で収集されるのは 1つの値セットのみです。
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レポートの詳細

TemSeレポートは、SAP NetWeaverトランザクション SP12を参照します。TEMSEデータベースの不整

合は重大な問題です。ログイン SP12を使用して、ディスク障害などの不整合の原因を修正してくださ

い。

TemSe モニタの実行

TemSeモニタを監視するためには、/HPOV/ZHPSPIT1というレポートを参照するジョブをSAP NetWeaver
で設定する必要があります。

注 : レポートを使用できるのは SAPバージョン 4.6以降のみです。

レポートを設定するには、次の手順を実行します。

1. SAP NetWeaverにログインします。

2. トランザクション SM36を使用してジョブを設定します。

3. ジョブで次の詳細を指定します。
a. レポートを開始する日付

b. レポートを実行する頻度

SAP ABAP監視テンプレートのカスタマイズ

この項では、ABAP監視テンプレートを監視要件に合わせてカスタマイズする方法について説明します。

注 : SAP ABAP監視テンプレートを設定またはカスタマイズした後、対応するSAP ABAPアスペクト

およびSAP ABAP監視テンプレートのバージョンを上げる必要があります。SAP ABAPアスペクトと

対応するSAP ABAP監視テンプレートの詳細は、「SAP ABAP監視テンプレート、監視テンプレー

トの設定ファイル、履歴ファイル」を参照してください。

SAP ABAP監視テンプレート、監視テンプレートの設定ファイル、履歴ファイ

ル

OMi MP for SAPのABAP監視テンプレートは SAPモニタを使用して、SAP ABAPアプリケーションサー

バのさまざまな機能を監視します。一部のSAPモニタでは、それぞれの実行後に特定の情報にアクセス

するために履歴ファイルにデータが格納されます。この項では、SAP ABAP監視テンプレート、対応する

SAP ABAPアスペクト、さまざまな SAPモニタ、SAP ABAP監視テンプレートが使用する履歴ファイルに

ついて説明します。

SAP ABAP アスペクト

SAP ABAP 監視テンプ

レート

監視テンプレート

設定ファイル

(cfg) 履歴ファイル

SAP ABAPバッチジョブ状況 SAPABAP_BatJobMon r3monjob
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SAP ABAP アスペクト

SAP ABAP 監視テンプ

レート

監視テンプレート

設定ファイル

(cfg) 履歴ファイル

SAP CCMS統合 SAPABAP_
CCMSIntegrationMon

r3monal r3monal.his

SAP ABAP移送 /修正システム

ステータス

SAPABAP_CTSMon r3moncts

SAP ABAPプロセスおよびディス

パッチャステータス

SAPABAP_DispMon r3mondisp

SAP ABAPダンプステータス SAPABAP_DmpMon r3mondmp

SAP ABAP Idocステータス SAPABAP_
IdocStatusMon

r3monale

SAP ABAPロックステータス SAPABAP_LckChkMon r3monlck

SAP ABAPパフォーマンスモニタ SAPABAP_PerfMon r3perfagent

SAP ABAPプロセスおよびディス

パッチャステータス

SAPABAP_ProcMon r3monpro r3monpro.his

SAP ABAP RFC宛先ステータス SAPABAP_
RFCDestMon

r3monrfc

SAP ABAPセキュリティステータ

ス

SAPABAP_SecMon r3monsec

SAP ABAPスプール状況 SAPABAP_SplMon r3monspl

SAP ABAPパフォーマンスモニタ SAPABAP_StatRecMon r3perfstat

SAPシステム状況 SAPABAP_StatusMon r3status r3status.his

SAP ABAP システム変更オプ

ションステータス

SAPABAP_
SysChgOptMon

r3monchg

SAP一時シーケンシャルファイ

ル監視

SAPABAP_
TempSeqFileMon

r3monaco

SAPシステム状況 SAPABAP_TraceMon r3mondev r3mondev.his

SAP ABAP移送ステータス SAPABAP_TransMon r3montra

SAP ABAP更新タスク状況 SAPABAP_UpdProcMon r3monupd
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SAP ABAP アスペクト

SAP ABAP 監視テンプ

レート

監視テンプレート

設定ファイル

(cfg) 履歴ファイル

SAP ABAPユーザ状況 SAPABAP_UsrMon r3monusr

SAP ABAPワークプロセス状況 SAPABAP_WPMon r3monwpa

履歴パス

ABAP監視テンプレート設定ファイルのHistoryPath[Unix | AIX |WinNT]キーワードでは、次のパラメータ

を使用できます。

HistoryPath<Unix|Aix|WinNT> <ホスト名> =<パス>

l ホスト名 :

=ALL: SPI for SAPが含まれるすべてのホストを監視します。これはデフォルト設定です。

=<SAP_host>:履歴ファイルを監視するためのパスを指定するSAPサーバの名前。ホストを 1行ずつ

指定します。

l パス:

UNIXの場合 : =default

AIXの場合 : =default

Windowsの場合 : =default

=defaultという値は、OMi MP for SAP監視テンプレートが書き込む履歴ファイルのデフォルトのパスと関

連付けられています。

SAPABAP_IdocStatusMon、SAPABAP_DmpMonのような ABAP監視テンプレートは、モニタ固有の

履歴ファイルに履歴情報を書き込みません。代わりに、OMi MP for SAPアラート コレクタモニタが見つけ

た SAPアラートに関する情報は SAPデータベースに直接書き込まれ、ABAP監視テンプレート コレクタ

が認識できるようになります。ABAP監視テンプレートは各モニタの実行開始時に関連するテーブルを読

み取り、その情報を使用してOMi監視サーバに通知されたイベントの有無や追加メッセージを生成する

かどうかを判断します。

履歴ファイルを使用するSAP ABAP監視テンプレートでは、履歴パスを指定する必要があります。この

ディレクトリパスを使用して、監視テンプレートの履歴ファイルを参照できます。SAP ABAP監視テンプ

レートには、UNIX、AIX、Windowsの各サーバの次のデフォルト パスが含まれています。

HistoryPathUnix =ALL =default

HistoryPathAIX =ALL =default

HistoryPathWinNT =ALL =default

注 : ABAP監視テンプレートがデフォルト (=default)以外のWindows管理対象ノードの特定の履

歴パス (例 : %OvAgentDir%\Tmp)を使用するように設定することはできません。詳細については、
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SAPOPC_HISTORYPATH環境変数とアラート モニタ設定ファイルのキーワードを参照してくださ

い。

SAP ABAP監視テンプレートごとに履歴ファイルが作成されます。SAP ABAP監視テンプレート モニタが

実行を完了するたびに、履歴ファイルに新しいセクションが追加されます。この機能により、SAP ABAP
監視テンプレート モニタは前回の実行から変更がないかどうかをチェックできます。

注 :モニタ履歴 (*.his)ファイルは編集しないでください。モニタ履歴ファイルを編集すると、レコード

の精度と整合性が損なわれる可能性があります。モニタは履歴ファイルを使用して、全回の実行

以降にイベントが発生したかどうか、メッセージを送信するかどうかを判断します。

次に、SAP ABAP監視テンプレートの設定の一部を示します。

#---------------------------------------------------------------------------

# History hostname path

# Path

#

HistoryPathUnix =ALL =default

HistoryPathAIX =ALL =default

HistoryPathWinNT =ALL =default

#------------------------------------------------------------
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キーワードとパラメータ

キーワード キーワード パラメータ/設定フィールド 説明

TraceLevel Tracelevel =<ホスト名> =<トレースレ

ベル>
ホスト名 :
=ALL: SPI for SAPが含まれるす

べてのSAPホストを監視します。

これはデフォルト設定です。

=<SAPホスト>: トレースレベルを

指定するSAPサーバの名前。ホ

ストを 1行ずつ指定します。

トレースレベル:

=0:ログ記録を無効にします。こ

れはすべての設定ファイルのデフォ

ルト設定です。

=1:エラーメッセージのみをログに

記録します。

=2:すべてのメッセージをログに記

録します。

=3:デバッグメッセージを含むすべ

てをログに記録します。
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キーワード キーワード パラメータ/設定フィールド 説明

TraceFile Tracefile =<ホスト名> =<ファイル名>
=<トレースモード> =<トレース期間>

ホスト名 :
=ALL: SPI for SAPが含まれるす

べてのSAPサーバを監視します。

これはデフォルト設定です。

=<SAP ホスト>: トレースが有効化

され、トレースレベルを指定する

特定のホストの名前。ホストを 1
行ずつ指定します。

ファイル名 :

=r3mon<アラート モニタ名>.log
(例 : r3mondev.log、
r3mondmp.log)。これはデフォルト

設定です。または、トレースログを

書き込むファイルの名前を指定で

きます。デフォルトでは、モニタのト

レースファイルは次のディレクトリ

にあります。

l UNIXの場合 :
/var/opt/OV/log

l AIXの場合 :

HTTPS:/var/opt/OV/log

l Microsoft Windowsの場合 :

HTTPS:%OvDataDir%\log

トレースモード :

=w:デフォルト値

=a:追加

トレース期間 :

モニタは、既存のファイルの期間

がABAP監視テンプレートに指

定されている期間を過ぎていない

かどうかを検証します。期間を過

ぎている場合、新しいファイルが

作成されます。その他の場合、

新しいトレースログエントリが既

存ファイルに追加されます。
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キーワード キーワード パラメータ/設定フィールド 説明

RFCTimeOut RFCTimeOut
=%%RFCTimeOutInterval%%

RFCTimeOutは、RFC XMI/XAL
関数呼び出しがキャンセルされる

までの最大時間を秒単位で定

義します (例 : =120)。RFC呼び

出しの完了に (つまり、初期要求

への応答を受け取るまでに)予想

以上の時間がかかる場合、シス

テムが停止し、重大なパフォーマ

ンスの問題が発生している可能

性があります。
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キーワード キーワード パラメータ/設定フィールド 説明

EnableDPQueueCheck EnableDPQueueCheck =<ホスト名>
=<SAP SID> =<SAP番号> \ =<有
効化 /無効化>

ホスト名 :
開始前にOMi MP for SAPで

チェックするABAPディスパッチャの

インスタンスが実行されている

SAPサーバの名前。

=ALL: OMi MP for SAPが監視し

ているすべてのホスト。これはデ

フォルト設定です。

=<SAP ホスト>:ディスパッチャ

キューのチェックを有効化する

SAPサーバの名前。ホストを 1行
ずつ指定します。

SAP SID:

開始前にOMi MP for SAPモニタ

でチェックするABAPディスパッチャ

のインスタンスのSAPシステム

ID。

=ALL: OMi MP for SAPが監視す

るすべてのシステム ID。これはデ

フォルト設定です。

=<SAP_SID>:チェックするABAP
ディスパッチャのインスタンスの

SAPシステム ID (例 : 「SP1」)。

SAP 番号 :

開始前にOMi MP for SAPモニタ

でチェックするABAPディスパッチャ

のSAPインスタンスの番号。

=ALL: OMi MP for SAPが監視す

るすべてのインスタンス。これはデ

フォルト設定です。

=<SAP_InstNr>: OMi MP for
SAPモニタでチェックするABAP
ディスパッチャのSAPインスタンス

の番号 (例 : 「45」)。

有効化 /無効化 :

有効化 (=1)または無効化 (=0):
定義済みのSAPインスタンスの

ABAPディスパッチャを監視するこ

の特定のモニタ (例 : 1)。デフォルト

は無効化 (=0)です。OMi MP for
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キーワード キーワード パラメータ/設定フィールド 説明

SAPモニタを個々に有効化する

必要があります。

リモート監視 RemoteMonitoring =<ローカルホスト

> =<リモートホスト>
ローカルホスト :
すでにOMi MP for SAPによって

監視されており、エージェントを使

用して Remotehostに定義され

ているSAPサーバをリモート監視

しているホストの名前。

リモートホスト :

「ローカルホスト」に定義されてい

るSAPサーバで、OMi MP for
SAPを使用して監視するリモート

SAPサーバの名前。

AlertMonFun AlertMonFun =<SAP ホスト名>
=<SAP システム> =<SAP 番号> \
=<SAP クライアント> =<アラート モニタ

> =<有効/無効> \ =<OpC 重大度

> =<OpC オブジェクト> =<OpC メッ

セージ グループ> \ =<アラート タイプ

> =<RFC パラメータ>

AlertMonFunでサポートされてい

るパラメータ/フィールドの詳細は、

「ABAP監視テンプレートの設定

フィールド」を参照してください。

監視テンプレートのクエリ条件

監視テンプレートのデータは多数のアラート タイプに分けられます。たとえば、JOBREPORTモニタには、

JOB_MAX_RUN-TIME、JOB_MIN_RUN_TIME、START_PASSED、JOB_ABORTEDの4つのア

ラート タイプがあります。特定のアラート モニタの定義済みアラート タイプごとに、次の操作を行う必要が

あります。

l チェックするSAP NetWeaverシステムの指定

l アラートを生成する状況を定義する選択条件の入力。これについては後で説明します。

パラメータ データ タイプ

ABAP監視テンプレートの各アラート タイプに関する監視条件セクションのパラメータは、アラートを生成

する条件を定義します。一般に、パラメータデータには 2つのタイプがあります。

l 名前

パラメータ名は、監視条件を定義するSAP NetWeaverシステムの属性を示します。たとえば、

MAX_RUNTIMEやJOBNAMEは、JOBREPORTモニタと関連付けられているアラート タイプ JOB_
MAX_RUN_TIMEのパラメータ名です。
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l 区切り文字

パラメータ区切り文字は、各パラメータの「選択」オプションを指定するために使用します。パラメータ区

切り文字は、アラートを生成する状況を定義します。指定した条件と一致するイベントごとに、メッ

セージが送信されます。パラメータ区切り文字には、SIGN、OPT(ION)、LOW、HIGHの4タイプがあ

り、この順序で指定する必要があります。

クエリ条件の指定

次の点は、一般的に、パラメータ区切り文字を使用してクエリ条件を指定する場合に当てはまりま

す。

n クエリ条件の設定には、使用可能かつ妥当なあらゆる条件を使用できますが、次の制限があり

ます。

n 定義済みの条件によって除外されているメッセージは、OMi メッセージブラウザに表示されません。

次の表に、ABAP監視テンプレートの設定に使用するパラメータ区切り文字を示します。

注 : クエリ条件のパラメータ区切り文字の順序は、次の表に記載されている順序 (SIGN、
OPTION、LOW、HIGH)と同じである必要があります。

パラメータと区切り文字

パラメータ区切り

文字 説明

SIGN I:含める

E:除外

OPT この項で説明しているアラート タイプの設定では、標準のSAP演算子であるNE
(等しくない)、NB (範囲外 )、NP (パターンを含まない)は使用できません。次の演

算子のみ使用してください。

l EQ:等しい

l BT:範囲

l CP:パターンを含む

l LE:以下

l GE:以上

l GT: より大きい

l LT: より小さい
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パラメータ区切り

文字 説明

LOW l 演算子 CPを使用している場合、文字列などの比較値。

l 演算子 BTと組み合わせて使用している場合、範囲の下限値。

HIGH 範囲の上限値を指定するための比較数値。このパラメータ区切り文字は、演算

子 BTと組み合わせてのみ使用します。

ABAP監視テンプレートの設定フィールド

次の表に、SAP ABAP監視テンプレートのさまざまなユーザ設定可能フィールドと説明を示します。

フィールド 説明

#AlertMonFun 特定のジョブを監視するためのキーワードの名前。

=<SAP Hostname> 監視するSAPサーバのホスト名。

=<SAPシステム> 監視するSAPシステムの ID。

=<SAP番号> 監視するSAPインスタンスの番号。

=<SAPクライアント> 監視するSAPクライアントのクライアント ID。

=<アラート モニタ> 監視に使用するアラート タイプ。

=<有効化 /無効化> 監視の有効化または無効化。

=<OpC重大度> SAPアラートをマッピングするメッセージの重大度レベル。

=<OpCオブジェクト> 生成されたメッセージと関連付けられているMPオブジェクト。

=<OpC メッセージグループ> OMi メッセージが属するメッセージグループの名前。

=<アラート タイプ> アラート タイプの名前。

=<RFCパラメータ> 特定のアラート タイプのパラメータの名前。

環境変数

この項では、すべての監視テンプレートの環境変数について説明します。監視テンプレートの名前以外

の設定は、すべてのSAP ABAP監視テンプレートに共通です。

環境変数 説明
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SAPOPC_ <R3MONNAME>*_CONFIGFILE 設定ファイル名

SAPOPC_R3ITOSAP_CONFIGFILE 一般的な SAP NetWeaverログイン

設定ファイル

SAPOPC_TRACEPATH トレースパス設定ファイル

*<R3MONNAME>は、場所を変更する監視テンプレート設定ファイルを持つモニタの名前です。例 :
SAPOPC_R3MONDMP_CONFIGFILE

コマンドラインパラメータ

この項では、すべてのSAP ABAP監視テンプレートのコマンドラインパラメータについて説明します。同様

に、環境変数では、監視テンプレートの名前以外の設定はすべてのSAP ABAP監視テンプレートに共

通です。

パラメータ 説明

-cfgfile モニタの設定ファイル名。例 : -cfgfile <R3MONNAME>*.cfg

-trace モニタは初期トレースファイルwritetrace.logに書き込みます、これには、

設定ファイルr3itosapとモニタ固有の設定ファイル

<R3MONNAME>*.cfgについての情報が含まれています。

*<R3MONNAME>は、場所を読み取る設定ファイルを持つモニタの名前です。例 : r3mondmp

次の例では、監視テンプレートは初期トレースファイルwritetrace.logに書き込みます、これは、一般設

定ファイル r3itosapとモニタ固有の設定ファイル r3monjob.cfgについての情報が含まれています。

r3moncol -cfgfile r3monjob.cfg -trace

SAPパラメータ
パラメータは、SAP管理テンプレート、アスペクト、ポリシーテンプレートに不可欠なコンポーネントとなる

変数です。各パラメータは 1つの変数に対応します。パラメータにはデフォルト値が設定され、SAPアプリ

ケーションサーバの各種コンポーネントの監視に使用されます。また、監視要件に合うように変数の値を

変更することもできます。

パラメータのタイプ

OMi MP for SAPでは、ABAPおよび J2EEアプリケーションサーバを監視するために次のパラメータセット

が用意されています。

l SAP J2EEアプリケーションサーバパラメータ

l SAP ABAPアプリケーションサーバパラメータ
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l SAP ABAP監視テンプレート パラメータ

SAP J2EEアプリケーションサーバパラメータ

OMi MP for SAPには、J2EEアプリケーションサーバを監視するために次のパラメータがあります。

パラメータ パラメータ タイプ 説明 デフォルト値

VeryHighスケジューラ

の頻度

エキスパート 極めて短い間隔で実行されるスケ

ジューラの頻度 (分単位 )。
5

Highスケジューラの頻

度

エキスパート 短い間隔で実行されるスケジューラ

の頻度 (分単位 )。
15

Mediumスケジューラ

の頻度

エキスパート 中程度の間隔で実行されるスケ

ジューラの頻度 (時間単位 )。
1

Lowスケジューラの頻

度

エキスパート 長い間隔で実行されるスケジューラ

の頻度 (時間 )。
24

アプリケーションインス

タンス

必須 データを取得するアプリケーションイ

ンスタンス。

CI名

<J2EEアスペクト名>
頻度

従属 割り当てられた J2EEコンポーネント

を監視する頻度。

VERYHIGH

<J2EEアスペクト名>
重要度

従属 監視されるイベントまたはコンポーネ

ントの重要度。

MAJOR

<J2EEアスペクト名>
しきい値

従属 監視されるイベントまたはコンポーネ

ントのしきい値。

10000000.000000

SAP ABAPアプリケーションサーバパラメータ

OMi MP for SAPには、ABAPアプリケーションサーバを監視するために次のパラメータがあります。

パラメータ パラメータ タイプ 説明

デフォルト /サンプ

ル値

VeryHighスケジューラの頻

度

エキスパート 極めて短い間隔で実行される

スケジューラの頻度 (分単位 )。
5

Highスケジューラの頻度 エキスパート 短い間隔で実行されるスケ

ジューラの頻度 (分単位 )。
15

Mediumスケジューラの頻度 エキスパート 中程度の間隔で実行されるス

ケジューラの頻度 (時間単

位 )。

1
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Lowスケジューラの頻度 エキスパート 長い間隔で実行されるスケ

ジューラの頻度 (時間 )。
24

<監視されるアスペクト名>
のConfgurationFileName

読み取り専用 ABAPアプリケーションサーバ

監視の設定ファイル。

例 :r3monjob.cfg

ABAP <監視されるアスペク

ト名>のFREQ
従属 割り当てられたアスペクトを監

視する頻度。

VERYHIGH

ABAP <監視されるアスペク

ト名>のTraceLevel
従属 割り当てられた ABAPアスペク

トを監視するためのトレースレ

ベル。

0

ABAP <監視されるアスペク

ト名>のTraceFileName
従属 割り当てられた ABAPアスペク

トを監視するためのトレース

ファイル名。

例 :r3monjob.log

ABAP <監視されるアスペク

ト名>のTraceMode
従属 割り当てられた ABAPアスペク

トを監視するためのトレース

ファイルモード。

w

ABAP <監視されるアスペク

ト名>のTracePeriod
従属 割り当てられた ABAPアスペク

トを監視するためのトレース期

間 (分 )。

60

ABAP <監視されるアスペク

ト名>の
RFCTimeOutInterval

従属 割り当てられた ABAPアスペク

トを監視するための

RFCTimeout (秒 )。

120

ABAP <監視されるアスペク

ト名>の
IsDPQCheckEnabled

従属 割り当てられた ABAPアスペク

トを監視するための

DPQCheck。

0

SAP ABAP監視テンプレート パラメータ

OMi MP for SAPでは、ABAPアプリケーションサーバを監視するためのABAP監視テンプレートを設定

するパラメータセットが用意されています。これらのパラメータはユーザが設定可能であり、監視要件に

従ってデフォルト値を変更できます。OMi MP for SAPでは、ABAPアプリケーションサーバの特定の機能

や領域を監視するために必要なカスタムパラメータを作成できるようにすることで、ABAP監視機能を拡

張します。次の表は、ABAPアプリケーションサーバ監視をサポートするために用意されているユーザが設

定可能なパラメータの一覧です。

パラメータ名 変数名 説明

<監視テンプレート名>の

ConfigurationFileName*
ConfigurationFileName SAP ABAP 監視テンプレートが使用

する設定ファイル名。
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<監視テンプレート名>のFREQ FREQ SAP ABAP監視テンプレートが使用

する頻度。

<監視テンプレート名>の

TraceLevel
TraceLevel SAP ABAP 監視テンプレート監視のト

レースレベル。

<監視テンプレート名>の

TraceFileName
TraceFileName SAP ABAP 監視テンプレート監視のト

レースファイル名。

<監視テンプレート名>の

TraceMode
TraceMode SAP ABAP 監視テンプレート監視のト

レースファイルモード。

<監視テンプレート名>の

TracePeriod
TracePeriod SAP ABAP 監視テンプレート監視のト

レース期間 (分 )。

<監視テンプレート名>の

RFCTimeOutInterval
RFCTimeOutInterval SAP ABAP 監視テンプレートの

RFCTimeout (秒 )。

<監視テンプレート名>の

IsDPQCheckEnabled
IsDPQCheckEnabled SAP ABAP監視テンプレート監視の

DPQCheck。

*記載されたパラメータのデフォルトの命名規則では、パラメータ名の後にABAP監視テンプレート名が入

ります。

ABAP監視テンプレート パラメータの設定

この項では、ABAP監視テンプレート パラメータの編集方法について説明します。

ABAP監視テンプレート パラメータは、監視要件に合わせて編集できます。ABAP監視テンプレート パラ

メータを編集するには、以下の手順を実行します。

1. ポリシーテンプレート グループを開きます。

2. パラメータを調整するには、以下の操作を行います。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [ポリシーテンプレート ] > [SAP ABAP
管理テンプレート ]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [ポリシーテンプレート ]をクリックします。

3. [ポリシーテンプレート グループ]タブ (BSM)または [ポリシーテンプレート ]ペインで、[タイプ別にグルー

プ化されたテンプレート ](OMi)をクリックします。

4. [SAP ABAP 監視 ]を選択します。

5. [ポリシーテンプレート ]ペインで、パラメータを編集するSAP ABAP監視テンプレートを選択します。

選択した監視テンプレートのパラメータが [詳細 ]ペインに表示されます。

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 352 / 416ページ



6. 編集するパラメータをダブルクリックします。

監視テンプレートのエディタメニューが開きます。

7. [ポリシーデータ]タブを選択します。 [ポリシーの生データ]ペインが開きます。

8. [ポリシーパラメータ]ペインで、編集するパラメータを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]
ダイアログボックスが開きます。名前、変数名、UI順、変数タイプ、デフォルト値、フラグを編集でき

ます。

9. 編集するアイテムをクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

SAP ABAP 監視テンプレートのカスタムパラメータの作成

OMi MP for SAPを使用すると、監視テンプレート設定文字列内で頻繁に変更する要素または値をパ

ラメータ化できます。例として、SAPABAP_DispMon監視テンプレートをパラメータ化する手順を以下に

示します。

1. SAP ABAP監視テンプレートを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [ポリシーテンプレート ] > [SAP ABAP
管理テンプレート ]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [ポリシーテンプレート ] > [SAP ABAP 監視テンプレート ]をクリックし

ます。

2. カスタムパラメータを作成するSAPABAP_DispMon  監視テンプレート を選択します。

3. をクリックして [ポリシーテンプレートの編集 (RAW モード )]を選択します。 [ポリシー関連情報 ]
ウィンドウが開きます。

4. [ポリシーデータ]タブを選択します。SAP ABAP監視テンプレートの設定が表示されます。

5. DisableMonitoringWithSeverityキーワード設定文字列に移動します。

DisableMonitoringWithSeverity =ALL =ALL =ALL =WARNING

6. WARNING設定文字列値をパラメータ化するには、以下に示すようにWARNING値の先頭と末

尾に %%を付けます。

DisableMonitoringWithSeverity =ALL =ALL =ALL =%%WARNING%%

7. [ポリシーパラメータ]タブで、 [パラメータを同期 ]をクリックします。 [パラメータを同期 ]ダイアログボッ

クスが開きます。

8. [変更 ]をクリックして、SAPABAP_DispMon監視テンプレートのパラメータリストにWARNINGを追

加します。

9. ここで、WARNINGパラメータの名前、変数名、UI順、変数タイプ、デフォルト値、フラグを定義ま
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たは編集できます。

以下に、カスタムパラメータの変数名の定義例を示します。

a. WARNINGパラメータの [パラメータの編集 ]ウィンドウで [変数名 ]テキスト フィールドを選択しま

す。

b. WARNINGパラメータの変数名を定義します。

注 :デプロイメント中パラメータは変数名で表示されるため、変数名にはわかりやすい名前

を付けることをお勧めします。たとえば、WARNINGカスタムパラメータの変数名として

DisableMonitoringWithSeverity_ALL_Severityを指定すると、デプロイメントがしやす

くなります。

c. [OK]をクリックして、 [パラメータを同期 ]をクリックします。 [パラメータを同期 ]ダイアログボックス

が開きます。

d. [変更 ]をクリックしてパラメータへの変更を更新します。

注 :SAPABAP_DispMon監視テンプレートのデプロイメント中に [すべてのパラメータ]タブから

WARNINGカスタムパラメータを編集することもできます。

OMi MP for SAP パラメータの調整

SAP CIにデプロイ済みのSAP管理テンプレートとアスペクトのパラメータは編集が可能です。

1. 次の手順で [割り当ておよび調整 ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [割り当ておよび調整 ]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [割り当ておよび調整 ]をクリックします。

2. [ビューの参照 ]タブで、パラメータを調整するアプリケーションサーバCIを含むRTSMビューを選択し

ます。または、[検索 ]タブを使用して CIを検索できます。

3. SAP CIのリストで、CIをクリックします。 [含まれるCIに対する直接割り当て]ペインに、選択したCI
に対する既存の割り当ての詳細が表示されます。

4. パラメータを調整する割り当てをクリックします。 [割り当ての詳細 ]ペインに、現在のパラメータ値が

表示されます。

5. [割り当て詳細 ]ペインで、パラメータを変更します。
a. オプション:デフォルトでは、リストには必須パラメータのみ表示されます。すべてのパラメータを参

照するには、 をクリックします。

b. リストのパラメータを選択して、 をクリックします。
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標準パラメータの場合、 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。

[値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

インスタンスパラメータの場合、 [インスタンスパラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。

必要に応じてインスタンス値を変更したら、各インスタンス値の従属パラメータ値も変更しま

す。インスタンス値と従属パラメータ値を変更したら、[OK]をクリックします。

6. [割り当ての詳細 ]ペインで、[変更を保存 ]をクリックします。操作コンソールによって、新しいパラメー

タ値が関連するHP Operations Agentにデプロイされます。

ランタイムサービスモデル (RTSM)のビュー
RTSMビューでは、RTSMモデル全体のサブセットを作成し、表示することができます。

RTSMビューにアクセスする方法

1. RTSMビューを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [RTSM 管理 ] > [モデリング] > [モデリングスタジオ]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [RTSM 管理 ] > [モデリング] > [モデリングスタジオ]をクリックします。

2. ビューでリソースタイプをクリックします。

3. [オペレーション管理 ] > [SAP]をクリックします。

OMi MP for SAPには、次のRTSMビューがあります。

l SAP_Deployment: このRTSMビューは、SAP System、SAP J2EE Application Server、J2EE SAP
Central Services、Database、SAP ABAP Application Server、SAPWork Process、ABAP SAP
Central Servicesの各 CI タイプを参照します。SAP_Deploymentビューでは、監視するSAP
Application Server CIのイベントおよび状況パースペクティブを表示できます。SAP_Deployment
ビューを使用して、監視対象のSAPアプリケーションサーバに固有のイベントを表示できます。また、

SAP_Deploymentビューで、SAPアプリケーションサーバ環境のOMi MP for SAPデプロイメントの割

り当てと調整を行うこともできます。次の図は上記のCI タイプの関係を示します。
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l SAP_ABAP_Deployment: このRTSMビューは、SAP System、SAP ABAP Application Server、
ABAP SAP Central Services、SAP Work Process、Databaseの各 CI タイプを参照します。SAP_
ABAP_Deploymentビューでは、監視するSAP ABAP Application Server CIのイベントおよび状況

パースペクティブを表示できます。SAP_ABAP_Deploymentビューを使用して、監視対象のSAP
ABAPアプリケーションサーバに固有のイベントを表示できます。また、SAP_ABAP_Deployment
ビューで、SAPアプリケーションサーバ環境のOMi MP for SAPデプロイメントの割り当てと調整を行う

こともできます。次の図は上記のCI タイプの関係を示します。
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l SAP_J2EE_Deployment: このRTSMビューは、SAP System、Database、SAP J2EE Application
Server、J2EE SAP Central Servicesの各 CTタイプを参照します。SAP_J2EE_Deploymentビュー

では、監視するSAP J2EE Application Server CIのイベントおよび状況パースペクティブを表示できま

す。SAP_J2EE_Deploymentビューを使用して、監視対象のSAP J2EEアプリケーションサーバに固

有のイベントを表示できます。また、SAP_J2EE_Deploymentビューで、SAP J2EEアプリケーション

サーバ環境のOMi MP for SAPデプロイメントの割り当てと調整を行うこともできます。次の図は上記

のCI タイプの関係を示します。

l SAP_Cluster_Deployment:このRTSMビューは、SAPクラスタ構成内のSAP システム、データベー

ス、SAP ABAPアプリケーションサーバ、ABAP SAP セントラルサービス、ClusterSoftware、
ClusterResourceGroup、Failover Clusterなどを参照します。SAP_Cluster_Deploymentビューを使
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用して、クラスタ内のSAP ABAPアプリケーションサーバに固有のイベントを表示できます。次の図は

上記のCI タイプの関係を示します。

イベント タイプインジケータ (ETI)
ETI とは、発生のタイプに基づいてイベントを分類したものです。OMi MP for SAPでは、SAP関連イベン

トの監視に次のETIを使用できます。

イベント タイプインジケータにアクセスする方法

1. [CI タイプ]ペインで、次のとおり選択します。
BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [インジケータ]をクリックします。

OMiでは、 [管理 ] [サービス状況 ] > [CI ステータスの計算 ] > [状況インジケータとイベント タイプイン

ジケータ]をクリックします。

2. [CI タイプ]ペインで、[Configuration Item] > [InfrastructureElement] > [Application Resource]
> (関連する CI タイプを選択 )をクリックします。

CI タイプ ETI 説明 値 /重要度

sap_r3_server TemSe File
Inconsistency

一時シーケンシャルファイルの矛盾を提

示します。

高 /注意域
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CI タイプ ETI 説明 値 /重要度

sap_r3_server IDoc Status SAP IDocのステータスを提供します。 高 /注意域、

正常域 /正常域

sap_r3_server LoggedIn Users
Max

任意の時点で SAPシステムにログインし

ているユーザの数を示します。

高 /注意域

sap_r3_server SAP User Login
Status

SAPシステムにログインしているユーザの

ステータスを提供します。

高 /注意域

sap_r3_server ABAP Dump
Rate

SAPシステムで発生するランタイムエラー

の頻度を示します。

高 /注意域

sap_r3_server RFC Error Rate アプリケーションサーバ間またはさまざまな

RFC宛先間の通信中に発生するRFC
エラーの頻度を示します。

高 /注意域

sap_r3_server Logon Failure ログオン失敗ステータスを提供します。 はい/重要警戒

域

sap_r3_server System Change
Option Status

SAPシステム変更オプションステータスを

示します

高 /注意域、

正常域 /正常域

sap_r3_server SAP Process
Status

SAPプロセスのステータスを提供します 正常域 /正常

域、

低 /注意域

sap_r3_server ABAP
Dispatcher
Status

SAP ABAPディスパッチャのステータスを

提示します。

高 /注意域、

正常域 /正常域

sap_r3_server SAP Transport
Error Rate

アプリケーションサーバの移送エラーを示

します。これには、インポートまたはエクス

ポートによるエラーが含まれます。

正常域 /正常

域、

高 /重要警戒域

sap_j2ee_app_
server

SAP J2EE
Kernel

SAP J2EEアプリケーションサーバのすべ

てのカーネル関連メトリクスの汎用インジ

ケータ

正常域 /正常

域、

注意域 /注意

域、

重要警戒域 /重
要警戒域
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CI タイプ ETI 説明 値 /重要度

sap_j2ee_app_
server

SAP J2EE
Services

SAP J2EEアプリケーションサーバのすべ

てのサービス関連メトリクスの汎用インジ

ケータ。

正常域 /正常

域、

注意域 /注意

域、

重要警戒域 /重
要警戒域

sap_j2ee_app_
server

Unsuccessful
Logon Attempts
Rate

サーバの起動時以降のすべてのユーザに

よる失敗したログオン試行の合計数を示

します。

正常域 /正常

域、

高 /重要警戒域

sap_system SAP System Log
Status

SAPシステムログメッセージのステータス

を提供します。

高 /注意域

正常域 /正常域

sap_system CTS
Performance

SAP移送 /修正システムのパフォーマンス

を示します。

高 /注意域

sap_system SAP FileSystem
Utilization

SAPファイルシステムの使用状況に関す

る情報を提供します。

高 /注意域

sap_system SAP System
Security Status

SAPシステムセキュリティパラメータのス

テータスを提供します。

高 /注意域

正常域 /正常

域、

低 /注意域

sap_system Work Load
Performance

SAPシステムのワークロード パフォーマン

スを示します。

正常域 /正常域

状況インジケータ (HI)
HIは、SAP CIで発生したイベントを分析し、SAP CIの状況を報告します。OMi MP for SAPでは、

SAP関連イベントの監視に次のHIを使用できます。

状況インジケータ (HI)にアクセスする方法

1. [CI タイプ]ペインで、次のとおり選択します。
BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [インジケータ]をクリックします。

OMiでは、 [管理 ] [サービス状況 ] > [CI ステータスの計算 ] > [状況インジケータとイベント タイプイン

ジケータ]をクリックします。

2. [CI タイプ]ペインで、[Configuration Item] > [InfrastructureElement] > [Application Resource]
> (それぞれのCT タイプを選択 )をクリックします。
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CI タイプ HI 説明 値 /重要度

database Database CPU
Usage

SAPシステムのデータベースCPU使

用率を示します

正常域 /正常

域、

高 /注意域

sap_work_
process

Batch
WorkProcess
Availability

SAPバックグラウンド ワークプロセスの

可用性を示します。

利用可能 /正常

域、

利用不可 /重要

警戒域

sap_work_
process

Gateway
WorkProcess
Performance

SAPゲートウェイワークプロセスのパ

フォーマンスを示します

正常域 /正常

域、

低 /重要警戒域

sap_work_
process

Spool
WorkProcess
Performance

スプールワークプロセスのパフォーマンス

を示します

正常域 /正常

域、

低 /重要警戒域

sap_work_
process

Batch
WorkProcess
Performance

SAPバックグラウンド ワークプロセスの

パフォーマンスを示します

正常域 /正常

域、

低 /重要警戒域

sap_work_
process

Spool
WorkProcess
Availability

SAPスプールワークプロセスの可用性

を示します

利用可能 /正常

域、

利用不可 /重要

警戒域

sap_system SAP System
Memory Utilization

SAPシステムで使用されているメモリを

示します

正常域 /正常

域、

高 /重要警戒域

sap_system SAP System
Status

SAPシステムが稼働中かダウンしてい

るかを示します

アップ/正常域、

ダウン/危険域

sap_j2ee_app_
server

SAP J2EE
Application Server
Status

SAP J2EEアプリケーションサーバが稼

働中かダウンしているかを示します

アップ/正常域、

ダウン/危険域

sap_work_
process

Dialog
WorkProcess
Availability

SAPシステム上のダイアログワークプロ

セスの可用性を示します

利用可能 /正常

域、

利用不可 /重要

警戒域

sap_work_
process

Update
WorkProcess
Performance

更新ワークプロセスのパフォーマンスを

示します

正常域 /正常

域、

低 /重要警戒域
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CI タイプ HI 説明 値 /重要度

sap_work_
process

Gateway
WorkProcess
Availability

ゲートウェイワークプロセスの可用性を

示します

利用可能 /正常

域、

利用不可 /重要

警戒域

sap_work_
process

Enqueue
WorkProcess
Performance

SAPエンキューワークプロセスのパ

フォーマンスを示します

正常域 /正常

域、

低 /重要警戒域

sap_j2ee_app_
server

J2EE Transaction
Success Rate

コミットされたトランザクション数と合計ト

ランザクション数の比を示します

正常域 /正常

域、

低 /重要警戒域

database Database
Performance

SAPシステムのデータベースパフォーマ

ンスを示します

正常域 /正常

域、

低 /注意域

sap_system SAP System CPU
Utilization

SAPシステムのCPUの平均使用率を

示します

正常域 /正常

域、

高 /重要警戒域

sap_work_
process

Dialog
WorkProcess
Performance

SAPダイアログワークプロセスの可用

性を示します

正常域 /正常

域、

低 /重要警戒域

sap_system SAP Transaction
Rate

SAP トランザクションの平均応答時間

と正味時間を示します

正常域 /正常

域、

低 /重要警戒域

sap_j2ee_app_
server

Application Thread
Pool Utilization

アプリケーションスレッド プールの割り当

て済みタスクスロット数と合計タスクス

ロット数の比を示します

正常域 /正常

域、

高 /重要警戒域

sap_work_
process

Enqueue
WorkProcess
Availability

SAPエンキューワークプロセスの可用

性を示します

利用可能 /正常

域、

利用不可 /重要

警戒域

sap_work_
process

Update
WorkProcess
Availability

更新ワークプロセスの可用性を示しま

す

利用可能 /正常

域、

利用不可 /重要

警戒域
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CI タイプ HI 説明 値 /重要度

sap_j2ee_app_
server

JARMRequests
Average Response
Time

J2EEアプリケーションサーバ上のすべ

てのJARM要求の平均応答時間を

示します

正常域 /正常

域、

高 /重要警戒域

sap_r3_server SAP ABAP
Application Server
Status

ABAPアプリケーションサーバが稼働中

かダウンしているかを示します

アップ/正常域、

ダウン/危険域

sap_j2ee_app_
server

Cache Hit Rate J2EEアプリケーションサーバのキャッ

シュヒット率を示します

正常域 /正常

域、

高 /重要警戒域

sap_j2ee_app_
server

J2EE Memory
Usage Rate

使用済みメモリと使用可能メモリの比

を示します

正常域 /正常

域、

高 /重要警戒域

sap_system SAP Buffer Hit
Ratio

データベースの関与を必要とせずにバッ

ファから満たすことができたデータベース

要求の割合を示します

正常域 /正常

域、

低 /重要警戒域

sap_j2ee_app_
server

JARMRequests
Average CPU Time

すべてのJARM要求の平均 CPU時

間を示します

正常域 /正常

域、

高 /重要警戒域

sap_j2ee_app_
server

System Thread
Pool Utilization

システムスレッド プールの割り当て済み

タスクスロット数と合計タスクスロット数

の比を示します

正常域 /正常

域、

高 /重要警戒域

構成アイテム (CI)と構成アイテムタイプ (CIT)
次の表は、OMi MP for SAPを使用してOMiのRTSMにマッピングされているCI タイプの一覧です。

パッケージ CI タイプ

OMi_MgmtPack_SAP SAP System

SAP ABAP Application Server

ABAP SAP Central Services

Database

J2EE SAP Central Services

SAP J2EE Application Server

SAPWork Process
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注 : OMi MP for SAPクラスタデプロイメント ビューには、ClusterSoftware、
ClusterResourceGroup、Failover Clusterの各 CITが含まれます。

トポロジベースのイベント相関処理 (TBEC)ルール
OMi MP for SAPには、SAPアプリケーションサーバ関連イベントを相関するために次のトポロジベースの

イベント相関処理ルール (TBECルール)が含まれます。

相関ルールのしくみの詳細は、『Operations Manager iコンセプト・ガイド』を参照してください。

トポロジベースのイベント相関 (TBEC)ルールにアクセスする方法

1. [TBECルール]を開くには、次を選択します。
BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [イベント相関 ] > [トポロジ ベースのイベント相関 ]をク

リックします。

OMiでは、[管理 ] > [イベント処理 ] > [相関 ] > [トポロジ ベースのイベント相関 ]をクリックします。

2. [相関 ]ペインで、それぞれの相関ルールを選択します。

SAP::コンピュータ: ノード ステータス>>SAP ABAP アプリケーション サーバステータス

説明 : ノード ステータスを SAP ABAP アプリケーション サーバの可用性に相関させます

現象

CIT: SAP ABAP Application Server ETI:SAPABAPApplicationServerStatus 値 :ダウン

原因

CIT: Computer ETI:Node Status 値 :ダウン

値 :応答停止

値 :停止

SAP::コンピュータ: Ping 可用性>>SAP ABAP アプリケーション サーバステータス

説明 : ノードの非可用性を SAP の非可用性に相関させます

現象

CIT: SAP ABAP Application Server ETI:SAPABAPApplicationServerStatus 値 :ダウン

原因

CIT: Computer ETI:Ping Availability 値 :ダウン

値 :利用不可
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SAP::コンピュータ: メモリ使用レベル>>SAP バッチおよびダイアログワークプロセスパフォーマンス

説明 : コンピュータ メモリ使用レベルを SAP バッチ ワークプロセスパフォーマンスとダイアログワークプロ

セスパフォーマンスに相関させます

現象 1

CIT: SAPWork Process ETI:BatchWorkprocessperformance 値 :低

現象 2

CIT: SAPWork Process ETI:Dialogworkprocessperformance 値 :低

原因

CIT: Computer ETI:Memory Usage Level 値 :正常域より非常に高

SAP::SAP システム: SAP システムメモリ使用率>>コンピュータ メモリ使用レベル

説明 : SAP システムのメモリ使用率をコンピュータ メモリ使用レベルに相関させます

現象

CIT: Computer ETI:Memory Usage Level 値 :正常域より非常に高

原因

CIT: SAP System ETI:SAPSystemMemoryUtilization 値 :正常域より非常に高

値 :高

SAP::SAP システム: SAP システム CPU 使用率>>コンピュータ CPU 負荷

説明 : SAP システム CPU 使用率をコンピュータ CPU 負荷に相関させます

原因

CIT: SAP System ETI:SAPSystemCPUUtilization 値 :高

現象

CIT: Computer ETI:CPU Load 値 :ビジー

値 :制約

値 :過負荷

値 :ボトルネック

SAP::コンピュータ: CPU 負荷>>SAP バッチおよびダイアログワークプロセスパフォーマンス
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説明 : コンピュータ CPU 負荷を SAP バッチ ワークプロセスパフォーマンスとダイアログワークプロセス

パフォーマンスに相関させます

現象 1

CIT: SAPWork Process ETI:BatchWorkprocessperformance 値 :低

現象 2

CIT: SAPWork Process ETI:Dialogworkprocessperformance 値 :低

原因

CIT: Computer ETI:CPU Load 値 :ビジー

値 :制約

値 :過負荷

値 :ボトルネック

SAP::SAP ABAP アプリケーション サーバ: ABAP ダンプ率>>SAP バッチ ワークプロセス可用性および

パフォーマンス

説明 : SAP ABAP ダンプ率を SAP バッチ ワークプロセスパフォーマンスおよび可用性に相関させます

現象 1

CIT: SAPWork Process ETI:BatchWorkProcessPerformance 値 :低

現象 2

CIT: SAPWork Process ETI:Batchworkprocessavailability 値 :使用不可

原因

CIT: SAP ABAP Application Server ETI:ABAPDumpRate 値 :高

SAP::コンピュータ: ノード ステータス>>SAP J2EE アプリケーション サーバステータス

説明 : コンピュータのノード ステータスを SAP J2EE アプリケーション サーバの可用性に相関させます

現象

CIT: SAP J2EE Application Server ETI:SAPJ2EEApplicationServerStatus 値 :ダウン

原因

CIT: Computer ETI:Node Status 値 :ダウン

値 :応答停止

値 :停止
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SAP::コンピュータ: Ping 可用性>>SAP J2EE アプリケーション サーバステータス

説明 : コンピュータの可用性を SAP J2EE アプリケーション サーバステータスに相関させます

現象

CIT: SAP J2EE Application
Server

ETI:SAPJ2EEApplicationServerStatus 値 :ダウン

原因

CIT: Computer ETI:Ping Availability 値 :利用不可

SAP::SAP J2EE アプリケーション サーバ: メモリ使用率およびトランザクション成功率>>コンピュータ

CPU 負荷

説明 : SAP J2EE アプリケーション サーバメモリ使用率とトランザクション成功率をコンピュータ CPU 負

荷に相関させます

原因 1

CIT: SAP J2EE Application
Server

ETI:J2EEMemoryUsageRate 値 :高

原因 2

CIT: SAP J2EE Application
Server

ETI:J2EETransactionSuccessRate 値 :低

現象

CIT: Computer ETI:CPULOAD 値 :過負荷

SAP::コンピュータ:CPU 負荷>>SAP JARM 要求平均応答時間

説明 : コンピュータ CPU 負荷を SAP JARM 要求平均応答時間に相関させます

現象

CIT: SAP J2EE Application
Server

ETI:JARMRequestsAverageResponseTime 値 :高

原因

CIT: Computer ETI:CPULOAD 値 :過負荷

SAP::コンピュータ: メモリ使用レベル>>SAP J2EE アプリケーション サーバステータスおよびトランザクショ

ン成功率および平均要求応答時間

説明 : コンピュータ メモリ使用レベルを、SAP J2EE アプリケーション サーバステータス、SAP J2EE トラ

ンザクション成功率、SAP JARM 平均要求応答時間に相関させます
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現象 1

CIT: SAP J2EE
Application Server

ETI:J2EETransactionSuccessRate 値 :低

現象 2

CIT: SAP J2EE
Application Server

ETI:SAPJ2EEApplicationServerStatus 値 :ダウン

現象 3

CIT: SAP J2EE
Application Server

ETI:JARMRequestsAverageResponseTime 値 :高

原因

CIT: Computer ETI:Memory Usage Level 値 :正常域より非常に

高

SAP::SAP J2EE アプリケーション サーバ:J2EE メモリ使用率>>SAP J2EE アプリケーション サーバ平均

要求応答時間および平均要求 CPU 時間

説明 : SAP J2EE メモリ使用率を SAP JARM 平均要求応答時間および SAP JARM 平均要求

CPU 時間に相関させます

現象 1

CIT: SAP J2EE Application
Server

ETI:JARMRequestsAverageResponseTime 値 :高

現象 2

CIT: SAP J2EE Application
Server

ETI:JARMRequestsAverageCPUTime 値 :高

原因

CIT: SAP J2EE Application
Server

ETI:J2EEMemoryUsageRate 値 :高

ツール
OMi MP for SAPでは、SAP CIの管理や監視に使用できるツールがパッケージ化されています。

注 : OMi MP for SAPツールは、リモートで監視されているSAPアプリケーションサーバCIには使用

できません。

前提条件
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さまざまなトランザクションに対して SAP GUIを起動するOMi MP for SAP ABAP ツールは、WEBGUI
ポートを使用します。OMi MP for SAP ABAPツールをお使いの環境内のSAPシステムで使用するに

は、SAPのWEB-GUIを有効にする必要があります。SAPのWEB-GUIを設定するには、以下の手順

を実行します。

1. トランザクション SICFに移動し、次のサービスを有効にします。

a. /default_host/sap/bc/gui/sap/its/webgui

b. /default_host/sap/public/bc/ur

c. /default_host/sap/public/bc/its/mimes

2. 次のトランザクションを使用してすべてのサービスを公開します。

SIAC_PUBLISH_ALL_INTERNAL

3. トランザクション SMICMに移動します

4. メニューから、[Parameters Display]メニューを開きます。

[GOTO] > [Parameters] > [Display]

5. icm/server_port_0 fieldポート番号を書き留めます。これは、WEBGUIベースのトランザクションの
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起動中に、OMi MP for SAPツールが使用するWEBGUIポート番号です。

SAP トランザクションの詳細と、WEBGUIポートの有効化についての詳細は、SAP ドキュメントを参照し

てください。

以下の表に、OMi MP for SAPに備わっているツールを示します。

CI タイプ ツール名 説明

SAP ABAP Application
Server

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
パフォーマンス

エージェントの停

止

このツールはパフォーマンスエージェントを停止しま

す。

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
ワークロード モニ

タ

このツールは SAPGUIで SAP トランザクションST03
を表示します。

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
バックグラウンド

ジョブ概要

このツールは SAPGUIで SAP トランザクション

SM37を表示します。

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
HTML用
SAPGUI

このツールはHTMLに対応した SAPGUIを起動し

ます。
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CI タイプ ツール名 説明

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
WorkProcess概
要

このツールは SAPGUIで SAP トランザクション

SM50を表示します。

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
インスタンス情報

このツールは SAPアプリケーションサーバの実行中

のインスタンスに関する情報を提供します。

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
パフォーマンスパッ

ケージのインス

トール

このツールはパフォーマンスパッケージをインストール

します。

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
パフォーマンスパッ

ケージの削除

このツールはパフォーマンスパッケージを削除しま

す。

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
バックグラウンド

ジョブ定義

このツールは SAPGUIで SAP トランザクション

SM36を表示します。

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
パフォーマンス

エージェントの開

始

このツールはパフォーマンスエージェントを開始しま

す。

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
システムログ概

要

このツールは SAPGUIで SAP トランザクション

SM21を表示します。

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
ログインユーザ概

要

このツールは SAPGUIで SAP トランザクションAL08
を表示します。

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
設定済みインス

タンスステータス

(Unix ノードのみ)

このツールはUnix ノードについてのみ設定済み

SAPインスタンスのステータスを表示します。
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CI タイプ ツール名 説明

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
ゲートウェイ接続

このツールは SAPGUIで SAP トランザクション

SMGW を表示します。

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
データベースパ

フォーマンス

このツールは SAPGUIで SAP トランザクション

DB02を表示します。

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
バックグラウンド

ジョブステータス

このツールは SAPGUIで SAP トランザクションSMX
を表示します。

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
SAPサーバ概要

このツールは SAPGUIで SAP トランザクション

SM51を表示します。

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
CCMS制御パネ

ル

このツールは SAPGUIで SAP トランザクションRZ03
を表示します

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
パフォーマンス

エージェント ス

テータス (Unix
ノードのみ)

このツールはパフォーマンスエージェントのステータス

を提供します。

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
SAPデータベース

可用性 (Unix
ノードのみ)

このツールはUnix ノードについてのみ SAPデータ

ベースの可用性をチェックします

SAP ABAPアプリ

ケーションサーバ -
プロファイルメンテ

ナンス

このツールは SAPGUIで SAP トランザクションRZ10
を表示します。
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CI タイプ ツール名 説明

SAP J2EE Application
Server

SAP J2EEアプリ

ケーションサーバ -
パフォーマンスパッ

ケージの削除

このツールはパフォーマンスパッケージを削除しま

す。

SAP J2EE
Application
Server -接続ス

テータス

このツールは SAP J2EEアプリケーションサーバの接

続ステータスをチェックして表示します。

SAP J2EEアプリ

ケーションサーバ -
パフォーマンス

エージェント ス

テータス (Unix
ノードのみ)

このツールはUNIX ノードのみでパフォーマンスエー

ジェントのステータスを提供します。

SAP J2EEアプリ

ケーションサーバ -
パフォーマンス

エージェントの停

止

このツールはパフォーマンスエージェントを停止しま

す。

SAP J2EE
Application
Server -設定の

作成

このツールはノード レベルでのSAP J2EEアプリケー

ションサーバ監視用の設定を作成します。

SAP J2EEアプリ

ケーションサーバ -
パフォーマンスパッ

ケージのインス

トール

このツールはパフォーマンスパッケージをインストール

します。

SAP J2EEアプリ

ケーションサーバ -
パフォーマンス

エージェントの開

始

このツールはパフォーマンスエージェントを開始しま

す。

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 373 / 416ページ



第4章 : SAP管理テンプレートの作成

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]を開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ]

3. [SAP NetWeaverアプリケーションサーバ] フォルダを選択します。新しい構成フォルダを作成する必

要がある場合は、 をクリックします。 [構成フォルダの作成 ]ダイアログボックスが開きます。

4. 新しい構成フォルダの名前と説明を入力します。たとえば、新しい構成フォルダの名前を「<Test>」
と入力します。

5. [OK]をクリックします。新しい構成フォルダが作成されます。

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [Test]

6. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインで、新しい構成フォルダを選択し、 [管理テンプレートの

作成 ]をクリックします。 [管理テンプレートの作成 ]ウィザードが開きます。

7. [一般 ]タブで、新しいSAP管理テンプレートの [名前 ]を入力します。[次へ]をクリックします。

8. SAP管理テンプレートでは、ABAP とJ2EEアプリケーションサーバおよびそれに関連するすべての従

属 CIを管理できます。管理要件に応じて、トポロジビューとして、リストから [SAP ABAP アプリ

ケーション サーバ]または [SAP J2EE アプリケーション サーバ]を選択します。

9. トポロジマップのアイテムをクリックし、この管理テンプレートで管理できるCIのCI タイプを選択しま

す。これは、管理テンプレートの割り当てが可能な CIのタイプです。たとえば、SAPランドスケープ

内のSAP J2EEアプリケーションサーバを監視するためにSAP J2EEアプリケーションサーバを選択

できます。

[次へ]をクリックします。

10. [アスペクト ]タブで、管理テンプレートにアスペクトを追加します。既存のアスペクトを追加するには、

以下の手順を実行します。

a. [次のCI タイプに一致する利用可能なアスペクト ]ペインから追加するアスペクトを選択します。

複数のアスペクトを選択するには、[Ctrl]キーまたは [Shift]キーを使用します。
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b. をクリックし、アスペクトを [選択したアスペクト ]ペインに移動します。管理テンプレートにアス

ペクトが追加されます。

11. アスペクトを追加する場合は、それぞれにターゲット CIを 1つ以上指定する必要があります。

リストのアスペクトをクリックします。続いて、トポロジマップで、この管理テンプレートを割り当てるとき

にアスペクトで監視するCITをクリックします。複数のCITを選択するには、[CTRL]または [SHIFT]
を使用します。ここで選択する各 CITは、アスペクト内で割り当てたCITの1つ (または、こうした

CITの子 )と対応させる必要があります。たとえば、トポロジマップからSAP CIを選択できます。

12. [パラメータ]タブで、この管理テンプレートに追加したアスペクトにあるすべてのパラメータの一覧を参

照できます。

パラメータを結合するには、以下の操作を行います。

a. [CTRL]を押して、結合するパラメータをクリックします。

b. をクリックします。 [パラメータの編集 /結合 ]ダイアログボックスが開きます。

c. 結合パラメータの [名前 ]を入力します。

d. オプション:[説明 ]および [デフォルト値 ]を指定します。また、結合パラメータが [読み取り専用 ]、
[エキスパート設定 ]、[非表示 ]のいずれかも指定します。

特定のデフォルト値を指定できるほか、[CI 属性から]をクリックして CI属性を参照することもで

きます。CI属性を指定する場合、Operations ManagementはこのCI属性の実際の値を使用

して、基になるポリシーテンプレートのデプロイ時に自動的にパラメータ値を設定します。また、

条件付きパラメータ値を変更することもできます。(条件は読み取り専用で、管理テンプレート

レベルでは変更できません。)

[読み取り専用 ]にすることで、構成アイテムに管理テンプレートを割り当てる際にパラメータ値が

変更されないようにできます。 [非表示 ]にしても変更を防げますが、管理テンプレートの割り当

て時やパラメータの調整中はパラメータも見えなくなります。ユーザは割り当て時に、エキスパー

ト設定を表示するかどうかを選択できます。

e. [OK]をクリックします。

また、複数のパラメータを結合せずに編集し、アスペクトまたはポリシーテンプレートのデフォルト

値を上書きすることもできます。パラメータを 1つクリックし、 をクリックします。 [パラメータの編集

/結合 ]ダイアログボックスが開きます。

13. [管理テンプレートの作成 ]ウィザードで [完了 ]をクリックし、管理テンプレートを保存してからウィザー

ドを閉じます。新しい管理テンプレートが、 [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインに表示されま

す。

SAP 管理テンプレートの編集
SAP 管理テンプレートを編集して、以下のコンポーネントを変更できます。
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l パラメータ

l アスペクト

パラメータの編集

事例 :基本 SAP ABAP 管理テンプレートを使用して、SAPシステムで実行しているバッチジョブのステー

タスとパフォーマンスを監視しています。SAP ABAP バッチジョブを監視しており、SAP ABAP バッチジョブ

状況をより詳しく監視するために対応するパラメータを変更したいと考えています。

SAP ABAP バッチジョブ状況をより詳しく監視するには、SAP ABAP バッチジョブモニタパラメータ

(ABAPバッチジョブのFREQ、ABAPバッチジョブのTraceLevel、ABAP バッチジョブのTraceFileName、
ABAP バッチジョブのTraceMode、ABAP バッチジョブのTracePeriod、ABAP バッチジョブ

RFCTimeOutInterval)を変更する必要があります。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]を開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、 [管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [SAP ABAP アプリ

ケーション サーバ管理テンプレート ]

3. リストから [基本 SAP ABAP 管理テンプレート ]を選択し、 をクリックします。 [管理テンプレートの

編集 ]ダイアログボックスが開きます。

4. [パラメータ]タブをクリックします。パラメータのリストが表示されます。

5. [ABAPバッチジョブ]パラメータをダブルクリックします。

このインスタンスでは、ABAPバッチジョブのFREQ、ABAPバッチジョブのTraceLevel、ABAP バッチ

ジョブのTraceFileName、ABAP バッチジョブのTraceMode、ABAP バッチジョブのTracePeriod、
ABAP バッチジョブのRFCTimeOutIntervalです。

[パラメータの編集 ]ダイアログボックスが表示されます。

6. ドロップダウンテキストを使用して、デフォルト値を変更できます。たとえば、監視要件によっては、

ABAPバッチジョブのFREQパラメータ値をHIGHからVERYHIGHに変更できます。

7. [OK]をクリックします。 [管理テンプレートの編集 ]ダイアログボックスが開きます。

8. [OK]をクリックします。SAP管理テンプレートのバージョンが1つ増加します。
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注 :SAP管理テンプレートのバージョン番号は、SAP管理テンプレートがカスタマイズされるたびに増

加します。

アスペクトの編集

事例 :詳細 SAP J2EE管理テンプレートを使用して、J2EE環境を監視しています。詳細 SAP J2EE
管理テンプレートの一部であるアスペクトのうちいくつかは使用しません。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]を開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、 [管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [ERP 管理 ] > [SAP NetWeaver アプリケーション サーバ] > [SAP J2EE アプリ

ケーション サーバ管理テンプレート ]

3. リストから [詳細 SAP J2EE 管理テンプレート ]を選択し、 をクリックします。 [管理テンプレートの

編集 ]ダイアログボックスが開きます。

4. [アスペクト ]タブをクリックします。アスペクトのリストが表示されます。

5. リストから削除するアスペクトを選択します。たとえば、SAP J2EE接続マニピュレータパフォーマンス

を削除します。

6. をクリックして、選択したアスペクトを削除します。

7. [OK]をクリックします。詳細 SAP J2EE管理テンプレートのバージョンが1つ増加します。
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第5章 :デプロイメント シナリオ
OMi MP for SAPを使用すると、スタンドアロンのABAP アプリケーションサーバを備えた SAPシステム、

同じシステム上にセントラルサーバを備えた J2EE アプリケーションサーバインスタンス、リモート ノード上

のSAP ABAPアプリケーションサーバなどのさまざまな SAP アプリケーションサーバの構成を監視できま

す。この項では、各種 SAPサーバ構成へのOMi MP for SAPのデプロイについて説明します。

単一のホスト上のSAP J2EEアプリケーションサーバの監視

OMi MP for SAPを使用すると、単一のSAPホスト システムで実行される複数のSAP J2EEアプリケー

ションサーバを監視できます。単一のホストで実行されるSAP J2EE アプリケーションサーバ上にOMi MP
for SAPをデプロイするには、以下の手順を実行します。

1. 監視するノードをOMiコンソールに追加する必要があります。

2. J2EEアプリケーションサーバCIを検出するためのSAP J2EE検出アスペクトをSAP管理対象ノー

ドにデプロイします。

3. 監視要件に従って、SAP J2EE管理テンプレートを特定してデプロイします。SAP管理テンプレート

の特定およびデプロイの詳細は、「タスク 5: SAP管理テンプレートの特定とデプロイ」(BSM)および

「タスク 5: SAP管理テンプレートの特定とデプロイ」(OMi)を参照してください。

次の図は、単一のホスト上のSAP J2EEアプリケーションサーバを監視するためにOMi MP for SAPをデ

プロイする典型的なデプロイメント シナリオを示しています。
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複数のホスト上のSAP J2EEアプリケーションサーバの監視

OMi MP for SAPを使用すると、複数のSAPホスト システムで実行される J2EEアプリケーションサーバ

を監視できます。複数のホストで実行されるSAP J2EE アプリケーションサーバ上にOMi MP for SAPを

デプロイするには、以下の手順を実行します。

注 :OMi MP for SAPでは、SAP J2EEセントラルサーバインスタンスが実行されるSAP ノードにの

みエージェントをインストールします。

1. 監視するノードをOMiコンソールに追加する必要があります。

2. J2EEアプリケーションサーバCIを検出するためのSAP J2EE検出アスペクトをSAP ノードにデプロ

イします。

3. 監視要件に従って、SAP J2EE管理テンプレートを特定してデプロイします。SAP管理テンプレート

の特定およびデプロイの詳細は、「タスク 5: SAP管理テンプレートの特定とデプロイ」(BSM)および

「タスク 5: SAP管理テンプレートの特定とデプロイ」(OMi)を参照してください。
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次の図は、複数のホストで実行されるSAP J2EEアプリケーションサーバを監視するためにOMi MP for
SAPをデプロイする典型的なデプロイメント シナリオを示しています。

スタンドアロンのSAP ABAPアプリケーションサーバの監視

OMi MPでは、SAPランドスケープ内のスタンドアロンのSAP ABAPアプリケーションサーバを監視できま

す。SAP ABAPアプリケーションサーバにOMi MP for SAPをデプロイするには、以下の手順を実行しま

す。

1. 監視するノードをOMiコンソールに追加する必要があります。

2. ABAPアプリケーションサーバCIを検出するためのSAP ABAP検出アスペクトをSAP環境にデプ

ロイします。

3. SAP ABAP構成アスペクトをデプロイします。

4. 監視要件に従って、SAP ABAP管理テンプレートを特定してデプロイします。SAP管理テンプレー

トの特定およびデプロイの詳細は、「タスク 5: SAP管理テンプレートの特定とデプロイ」(BSM)および

「タスク 5: SAP管理テンプレートの特定とデプロイ」 (OMi) 「タスク 5: SAP管理テンプレートの特定と

デプロイ」(17ページ)を参照してください。

5. SAP ABAP監視テンプレートを設定します。
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次の図は、SAP CIで実行されるSAP ABAPアプリケーションサーバを監視するためにOMi MP for SAP
をデプロイする典型的なデプロイメント シナリオを示しています。

リモート SAP ABAPアプリケーションサーバの監視

OMi MP for SAPを使用すると、Operations Agentがインストールされていないリモート ノードで実行され

るABAPアプリケーションサーバを監視できます。この機能を使用する場合、SAP ABAP リモート構成ア

スペクトをデプロイする必要があります。SAP ABAP リモート構成アスペクトを使用すると、リモート ノードで

実行されるABAP アプリケーションサーバを監視し、このサーバから必要な情報を収集するためのホスト

として使用するプロキシノードを (エージェントを使用して)構成できます。

注 :リモート ノードで実行されるすべてのSAP ABAP アプリケーションサーバを監視するためにOMiで
管理されるSAP CIを設定できます。

リモート ノードで実行されるABAP アプリケーションサーバを監視するためにOMi MP for SAPをデプロイ

するには、以下の手順を実行します。

1. エージェントをインストールしたノードをOMiコンソールに追加します。

2. SAP環境内にABAPアプリケーションサーバCIを設定するためにSAP リモート構成アスペクトをデ

プロイします。

リモート ノード上のABAPアプリケーションサーバがRTSMビューに表示されます。

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for SAP (1.00) 381 / 416ページ



3. RemoteHostキーワードを追加してリモート監視をサポートするためのABAP監視テンプレートを設

定します。

ABAP リモート管理をサポートするためのABAP監視テンプレートの設定の詳細は、「SAP ABAP
監視テンプレートによるリモート監視 」(220ページ)を参照してください。

4. 監視要件に従って、SAP ABAP管理テンプレートを特定してデプロイします。SAP管理テンプレー

トの特定およびデプロイの詳細は、「タスク 5: SAP管理テンプレートの特定とデプロイ」(BSM)および

「タスク 5: SAP管理テンプレートの特定とデプロイ」(OMi)を参照してください。

次の図は、リモート ノードで実行されるSAP ABAPアプリケーションサーバを監視するためにOMi MP for
SAPをデプロイする典型的なデプロイメント シナリオを示しています。

高可用性クラスタ内でのOMi MP for SAPの設定

OMi MP for SAPを使用すると、高可用性クラスタ内に設定された SAPアプリケーションサーバを監視で

きます。この項で説明する内容は、MC/ServiceGuardクラスタなどの高可用性環境内で実行される

SAPサーバ上のOMi MP for SAPの設定プロセスを理解するのに役立ちます。この項での説明では、
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MC/ServiceGuardを使用してクラスタ構成を説明しますが、監視における基本概念は高可用性環境

内でも同様です。

前提条件

この項では、高可用性環境内でOMi MP for SAPを設定する方法について説明しています。高可用

性ソフトウェアやHP Operations Manager iの設定方法について説明するものではありません。高可用性

環境内でOMi MP for SAPの設定プロセスを開始する前に、以下の項の説明をお読みになり、その内

容を考慮してください。

l 「設定の要件」

l 「レポート」

l 「ビュー」

設定の要件

SAP高可用性クラスタでOMi MP for SAPの設定を開始する前に、次のタスクを実行する必要がありま

す。

l あらかじめ高可用性ソフトウェアをSAPランドスケープ内に正しくインストールし構成して、クラスタが

正しく動作するようにします。たとえば、事前にMC/ServiceGuardクラスタ内のSAPサーバをOMi管
理対象ノードとして設定し、適切な Operations Agent ソフトウェアと機能をインストールして動作させ

ておく必要があります。セントラルインスタンスとデータベースサーバ用に 1つのパッケージを設定するの

か、それぞれの部分に別々のパッケージを設定するのかを決定しておく必要があります。

l クラスタ内のすべてのノードに SAP ABAP 検出アスペクトをデプロイします。

l OMi MP for SAPのSAP ABAP 構成アスペクトを設定しデプロイする必要があります。SAP ABAP 構
成アスペクトを使用すると、HA環境から検出された SAP ABAPアプリケーションサーバCIを設定で

きます。

注 :SAP ABAP Application Server Message Node for HAのHostNameエントリは、SAP高可

用性クラスタ内のノードが生成するメッセージを関連付けるホスト名を定義します。

レポート

MC/ServiceGuardクラスタ内のすべてのノードに対してOMi MP for SAPレポートを生成するようにする場

合は、以下の状態にする必要があります。

l クラスタ内のすべてのノードでOMi MP for SAPのR3パフォーマンスエージェント サービスが起動して

いること

l HP Service Health Reporter (SHR)がインストールされ、適切に構成されていること

ビュー

OMi MP for SAPには、RTSMモデル全体のサブセットの作成および表示が可能な SAP_Cluster_
Deploymentビューが備えられています。OMi MP for SAPビューの詳細は、「ランタイムサービスモデル

(RTSM)のビュー」を参照してください。
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注 :OMi MP for SAPがSAP_Cluster_Deploymentビューを生成するために、すべてのクラスタノード

にSAP ABAP検出アスペクトとSAP ABAP構成アスペクトをデプロイする必要があります。

高可用性環境内でのOMi MP for SAP の設定

この項では、高可用性環境内でのOMi MP for SAPの設定方法について説明します。

SAP高可用性クラスタ環境内でOMi MP for SAPを設定するには、以下の手順を実行します。

1. SAP ABAP  構成アスペクトとログイン資格情報

高可用性環境内で SAPクラスタノードを特定するために、SAP ABAP 検出アスペクトをデプロイ

する必要があります。次に、高可用性クラスタ内で検出されたすべてのSAP CIにSAP ABAP 構
成アスペクトをデプロイする必要があります。

SAP ABAP 構成アスペクトに提供された SAPログイン資格情報に、SAPクラスタ内のノードへの

十分なアクセス権限があることを確認してください。

2. OMi MP for SAPABAP 監視テンプレートの設定

監視要件に従って SAP ABAP アプリケーションサーバを監視するために、OMi MP for SAPに備え

られているSAP ABAP 監視テンプレートを設定し、それぞれのアスペクトをデプロイする必要がありま

す。SAP ABAP監視テンプレートの設定の詳細は、「SAP ABAP監視テンプレート」を参照してくだ

さい。

注 :SAP ABAP 管理テンプレートの設定またはカスタマイズ後には SAP ABAP 管理テンプレー

トのバージョンを増やし、管理テンプレートの設定への変更が管理テンプレート レベルで確実に

同期されるようにする必要があります。SAP ABAPアスペクトと対応するSAP ABAP監視テン

プレートの詳細は、「SAP ABAP監視テンプレート、モニタ、履歴ファイル」を参照してください。

3. OMi MP for SAP 管理テンプレートのデプロイ

監視要件に従ってクラスタ内のSAP SIDにOMi MP for SAPの管理テンプレートをデプロイする必

要があります。管理テンプレートとアスペクトのデプロイの詳細は、「作業の開始」(BSM)および「作

業の開始」(OMi)を参照してください。

4. OMi MP for SAP 監視テンプレート履歴ファイルの可用性

フェイルオーバーパッケージの切り替え前および後にMC/ServiceGuardクラスタ内の各ノードがそれ

ぞれの履歴ファイル (r3<monitor_name>.his)にアクセスできることを確認する必要があります。SAP
ABAP監視テンプレートが使用する履歴パスと履歴ファイルの設定の詳細は、「SAP ABAP監視テ

ンプレート、監視テンプレートの設定ファイル、履歴ファイル」を参照してください。

高度な設定

この項では、SAPの高可用性環境でのOMi MP for SAPの設定に関する追加情報について説明しま

す。

クラスタ ノードでのホスト マッピング
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複数の IPアドレスが高可用性クラスタ内の単一の物理ノードに割り当てられていることをAgentが検出

すると、エージェントが送信するメッセージには、クラスタノードのOMi管理サーバに登録されている IPア

ドレスに関連付けられたホスト名が表示されます。このホスト名は、メッセージの送信時にクラスタパッ

ケージが実行されていたノード名です。

この動作は、クラスタ環境内のOMi HTTPSエージェントの機能によるものですが、この動作により、OMi
MP for SAPのホスト マッピング機能がオーバーライドされ、メッセージブラウザ内に表示されたメッセージ

に、間違った名前が関連付けられているように思われる事態が発生します。ホスト マッピング機能が期

待どおりに動作し、高可用性クラスタから送信されるOMi MP for SAP メッセージに確実に正しいホスト

名が表示されるようにするには、以下の手順を実行して管理対象ノード上でOMi HTTPSエージェント

機能を無効にする必要があります。

1. OMi HTTPSエージェントが実行されている高可用性クラスタ内の各物理ノードに、管理者特権を

持つユーザとしてログオンし、コマンド シェルを開きます。

2. UNIX用のOMiによって管理されるHTTPSエージェントの場合 :

ovconfchg -ns eaagt -set OPC_SET_PROXY_FLAG_FOR_IP_ADDRESSES

'<IP_Address,IP_Address,...>'

高可用性クラスタ内の各物理ノード上で ovconfchgコマンドを使用して、メッセージブラウザにクラ

スタノードの1つから送信されたメッセージが表示されたときに、OMi管理サーバに登録されているク

ラスタノード名に置き換えるパッケージ (仮想ノード )の IPアドレスを指定します。クラスタ内に複数

のパッケージが実行されている場合 (たとえば、OMi用とOracle用 )、リスト内の複数の IPアドレスを

カンマで区切って指定します。

注 :OPC_SET_PROXY_FLAG_FOR_IP_ADDRESSESで定義する IPアドレスのリストにはス

ペースを含めないようにしてください。 IPアドレスのリストにはOPC_IP_ADDRESSで指定した

IPアドレスを含めないでください。

3. 次のコマンドを使用して、新しい設定でエージェントを再起動します。

opcagt -kill; opcagt -start

高可用性クラスタ内の SAP ABAP 監視テンプレート履歴ファイル

SAPABAP_CCMSIntegrationMon、SAPABAP_TraceMon、SAPABAP_ProcMon、SAPABAP_
StatRecMon SAP ABAP監視テンプレートには、拡張子 .hisを持つ独自の履歴ファイル (例 :
r3monal.his)が含まれています。これらのOMi MP for SAP SAP ABAP監視テンプレートは、開始する

たびに、その履歴ファイルr3<monitor_name>.hisの内容を信頼して監視対象となる直前のイベント、

つまり、現在のモニタ実行の開始地点を決定します。これは、重複するメッセージの発生を回避すること

を目的としています。

SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレートがその履歴ファイルに新しい情報を書き出すのは、

監視するSAPシステムが使用可能な状態で、OMi MP for SAPモニタが接続可能である場合に限られ

ます。監視するSAPシステムが使用不能な状態の場合、SAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テン

プレートは、最新のモニタ実行の時間を反映するためにタイムスタンプのみを更新します。一方、監視テ

ンプレート SAPABAP_TraceMon、SAPABAP_ProcMon、SAPABAP_StatRecMon SAP ABAPは、監
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視するSAPシステムが使用可能であるかどうかに関係なく、各モニタ実行後にそれぞれの履歴ファイル

に情報を書き出します。

SAPABAP_CCMSIntegrationMon 監視テンプレートの履歴ファイル r3monal.his

#-----------------------------------------------------------

# Keyword SAP SAP SAP Last Scan

# System Number Instance Time

LastScannedSystem =SP6 =33 =DVEBMGS33 =1073908785

----------------------------------------------------------------

OMi MP for SAP SAP ABAP監視テンプレートの履歴ファイルは通常、モニタが実行されている管理対

象ノード上に格納されます。その管理対象ノード上での格納先は、各モニタの設定ファイル

r3<monitor_name>.cfgで指定されたディレクトリです。デフォルトで、AIXを除くすべてのUNIX管理対象

ノードの場合、このディレクトリは /var/opt/OV/conf/sapspiです。AIXの場合 /var/lpp/OV/conf/sapspiで
す。Microsoft Windows管理対象ノードの場合、%OVAGENTDIR%/conf/sapspiです。ただし、クラス

タパッケージが別のノードに切り替わると、OMi MP for SAPABAP 監視テンプレートは、失敗したクラスタ

ノード上に格納されている最新の履歴ファイルにアクセスできなくなります。その結果、OMiに既に送信さ

れていたメッセージが重複して生成される場合があります。SAPABAP_CCMSIntegrationMonの場合、

CCMSAcknowledgeMessageを有効にすることで重複メッセージの作成を避けることができます。詳細に

ついては、「SAPABAP_CCMSIntegrationMon」を参照してください。

注 :OMi MP for SAPコレクタモニタは、SAPテーブルにモニタ自身の履歴情報を保持します。このた

め、このモニタには .his履歴ファイルが保存されません。SAPABAP_TraceMonモニタは SAP ト

レースおよびログファイルを読み込み、各ファイルの行番号を r3mondev.hisに保持します。したがっ

て、原則的にSAPABAP_TraceMonは、パッケージが他のノードに切り替わると、重複メッセージを

送信する可能性が高くなります。r3mondev.hisがローカルディスクと新しいノード上のSAPABAP_
TraceMonに格納されると、前のノードで既にスキャンされた地点からスキャニングが開始されます。

ただし、SAPインスタンスが開始された後は dev_*ファイルが新規に作成されます。dev_*ファイルの多く

は、新しいファイルの作成前に dev_*.oldにコピーされます。したがって、r3mondevは dev_*.oldファイ
ルを監視しません。

SAPABAP_TraceMonは、ファイルが新規として作成されている場合 (r3mondev.hisのInodeを使用

して)これを検出し、新規ファイルの先頭からスキャニングを開始します。したがって、SAPABAP_
TraceMonのデフォルト設定を使用できるため、共有ディスクに r3mondev.hisを置く必要がありません。

SAP ABAP監視テンプレートのマッピングにおけるSAPモニタの詳細は、「OMi MP for SAP ABAP 監視

テンプレート設定ファイル」を参照してください。

SAP ABAP 監視テンプレートについての特別な考慮事項

この項では、高可用性環境でOMi MP for SAPアラート モニタを設定するための情報を記載していま

す。高可用性環境でOMi MP for SAP SAP ABAP 監視テンプレートを設定するには、以下の手順を

実行します。

1. SAPのCCMSアラートに対するSAPABAP_CCMSIntegrationMon監視テンプレートの自動確

認機能を有効 (=1)にして、OMi メッセージブラウザに重複メッセージが表示されないようにします。
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2. 「OMi」などのCCMSモニタセットと、「SAPMP Monitoring」などのCCMSモニタを、CCMSからOMi
メッセージブラウザに転送するメッセージに対して定義します。モニタセット機能は、XALインターフェ

イスでのみ使用可能です。

特殊な事例シナリオ

効率性あるいは費用の理由から、高可用性クラスタ内のセカンダリ (またはバックアップ)ノードはアプリ

ケーションサーバとして既に使用されている場合があります。現在の環境がこのような状況で、常に負荷

が高いために、セントラルインスタンスのパフォーマンスをフェイルオーバーパッケージの切り替え後も同じレ

ベルで維持する必要がある場合、フェイルオーバー後にセカンダリノード上のアプリケーションサーバを

シャットダウンして、マシンのパフォーマンスがセントラルインスタンスに対してのみ使用可能にすることがで

きます。そのうえで、他の使用可能なすべてのアプリケーションサーバ間でユーザの負荷を共有できます。

現在の環境でパフォーマンスの問題がなければ、フェイルオーバーパッケージの切り替え後も、セカンダリ

ノード上で実行されているアプリケーションサーバインスタンスをそのまま動作させるように設定できます。

ただし、SAPアプリケーションサーバのインスタンスがSAPセントラルインスタンスと同じマシン上で実行さ

れている場合、OMi MP for SAPSAP ABAP監視テンプレートのモニタがこの状態を認識し、セントラル

インスタンスとアプリケーションサーバの両方でメッセージを生成しないようにする必要があります。セントラ

ルインスタンスでのみ動作するように設計されているOMi MP for SAPSAP ABAP監視テンプレートのモ

ニタは、アプリケーションサーバインスタンスの監視を除外するように設定する必要があります。OMi MP
for SAPコレクタモニタと、たとえば SAPABAP_ProcMonには特別な配慮が必要です。

各 OMi MP for SAPSAP ABAP監視テンプレートのモニタには設定ファイルが含まれており、これを使用

して、監視対象となるSAPランドスケープ内のSAP NetWeaverインスタンスと、収集する情報の内容を

定義します。たとえば、SAPABAP_ProcMon監視テンプレートの設定を使用して、セントラルインスタン

スプロセス、またはアプリケーションサーバインスタンスに結び付いたプロセスのどちらかの情報を収集する

ようにすることができます。

注 :既にセカンダリノード上で実行されているアプリケーションサーバに関連付けられた SAPインスタ

ンス番号を、フェイルオーバーパッケージの切り替え後にセカンダリノード上で開始されるSAPセント

ラルインスタンスに関連付けられた SAPインスタンス番号と同一にすることはできません。

OMi MP for SAP ABAP 監視テンプレート設定ファイル

SAP ABAP 監視テンプレート

監視テンプレート設

定ファイル (cfg)
セントラルインス

タンス

アプリケーション

サーバ

SAPABAP_TempSeqFileMon r3monaco ✓

SAPABAP_IdocStatusMon r3monale ✓

SAPABAP_
CCMSIntegrationMon

r3monal a ✓

SAPABAP_SysChgOptMon r3monchg ✓

SAPABAP_CTSMon r3moncts ✓
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SAPABAP_TraceMon r3mondev ✓ ✓

SAPABAP_DispMon r3mondisp ✓ ✓

SAPABAP_DmpMon r3mondmp ✓

SAPABAP_BatJobMon r3monjob ✓

SAPABAP_StatRecMon r3perfstat ✓ ✓

SAPABAP_PerfMon r3perfagent ✓ ✓

SAPABAP_LckChkMon r3monlck ✓

SAPABAP_ProcMon r3monpro ✓ ✓

SAPABAP_RFCDestMon r3monrfc ✓

SAPABAP_SplMon r3monspl ✓

SAPABAP_SecMon r3monsec ✓

SAPABAP_StatusMon r3status ✓ ✓

SAPABAP_TransMon r3montra ✓

SAPABAP_UpdProcMon r3monupd ✓

SAPABAP_UsrMon r3monusr ✓

SAPABAP_WPMon r3monwpa ✓

a. CCMS 4.xのみ

高可用性クラスタのOMi MP for SAP コレクタ

OMi MP for SAPコレクタは、SAP ABAP Idocステータス監視テンプレートやSAP ABAPダンプステータス

監視テンプレートなどの、すべてのOMi MP for SAP ABAP 監視テンプレートからのアラートを収集しま

す。アラート モニタによって、アラート コレクタは定義済みのスケジュールに従って確実に実行され、呼び

出された関数から返されるすべてのメッセージを報告します。

注 :OMi MP for SAPコレクタモニタは、SAPセントラルインスタンスでのみ実行されるもので、アプリ

ケーションサーバ上で実行されるようには設計されていません。

高可用性クラスタ内のセカンダリノード上でアプリケーションサーバが実行されている場合、フェイルオー

バー切り替え後にセカンダリノード上でセントラルインスタンスが起動したときに開始されるモニタが、アプ

リケーションサーバとセントラルインスタンスのどちらのSAPインスタンスを監視するのかについて混乱が生

じないように注意を払う必要があります。
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セントラルインスタンスとアプリケーションサーバが同時に同じクラスタノード上で実行されているときに問

題が発生しないようにするには、たとえば、システムのフェイルオーバー後に、セカンダリノード上でセントラ

ルインスタンスが実行されたときにコレクタモニタが起動する各モニタに対し、アプリケーションサーバに関

連付けられたアラートを無視し、セントラルインスタンスに属するアラートのみをモニタするように設定する

必要があります。つまり、OMi MP for SAPの各セントラルインスタンスのモニタの設定ファイルを修正して、

モニタを特定のSAPセントラルインスタンス番号 (00など)に確実に結び付けるようにします。デフォルト

では、OMi MP for SAP ABAP 監視テンプレートのモニタは、ノード上に存在するすべてのSAPインスタン

スを監視するように設定されていますが、この特殊な事例シナリオでは、不要なアプリケーションサーバイ

ンスタンスも含まれています。

「SAPABAP_IdocStatusMonのSAPインスタンス番号への結び付け」は、セカンダリノード上の

SAPABAP_IdocStatusMon監視テンプレートの設定例です。この例では、既に実行されているアプリ

ケーションサーバのインスタンス (01)ではなく、セカンダリノード nodename2.com上のセントラルインスタン

ス (00など)のみを監視するように監視テンプレートを設定しています。このファイルに指定するノード名

は、物理クラスタノードの名前です。

SAPABAP_IdocStatusMon 監視テンプレートの SAP インスタンス番号への結び付け

#AlertMonFun SAP SAP SAP SAP Alert Enable=1 (...)

# Host System Number Client Monitor Disable=0 (...)

#----------------------------------------------------------------------------

--

AlertMonFun =ClusterNodeA =CI =00 =099 =ALE =1 (...)

AlertMonFun =ClusterNodeB =CI =00 =099 =ALE =1 (...)

高可用性クラスタでの SAPABAP_ProcMon 監視テンプレート

SAPABAP_ProcMon監視テンプレートはスキャンを実行し、ダイアログ、エンキュー、更新、バッチ、ディス

パッチ、メッセージ、ゲートウェイ、スプールワークプロセスなどの、特定のSAPインスタンスに関連付けら

れたすべてのプロセスをチェックします。SAPABAP_ProcMon監視テンプレートは、データベースプロセスを

監視する際にも使用できます。

パッケージによって起動された SAPABAP_ProcMon監視テンプレートは、セントラルインスタンスに属して

いるプロセスとともに、アプリケーションサーバに関連付けられたプロセスも監視する必要があることを前提

としていません。高可用性クラスタ内のセカンダリノード上でアプリケーションサーバが実行されている場

合、パッケージの切り替え後にはこの点について注意する必要があります。このための1つの方法は、

SAPABAP_ProcMon監視テンプレートが監視する必要がある正確なプロセス数を設定内 (カラム:プロ

セス番号=#)に指定することです。監視するプロセス数は、フェイルオーバーパッケージの切り替えの前後

で、各ノードで同じ数である必要があります。

さらに、SAPABAP_ProcMon監視テンプレートが、たとえばパッケージの切り替え後に、複数のSAPイン

スタンスが実行されているノード上の特定のSAPインスタンスに属するプロセスのみを監視するようにする

場合、監視対象のSAPインスタンスをSAPABAP_ProcMon監視テンプレートが確実に認識するように

する必要があります。これを行うには、次の例に示すように、各 SAPインスタンス番号 (カラム: SAP番号

で定義される)が適切なプロセス名にリンクされるように、クラスタ内の引き継がれるノード上の

SAPABAP_ProcMon監視テンプレートの設定を変更します。

SAPABAP_ProcMon 監視テンプレートの SAP インスタンス番号への結び付け

#AlertInstMonPro SAP SAP Process Enable Mode Process (...)
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# System Number name =1 number (...)

#--------------------------------------------------------------------------

AlertInstMonPro =T11 =00 =saposcol =1 =Exact =1 (...)

AlertInstMonPro =T11 =01 =saposcol =1 =Exact =1 (...)

OMi MP for SAP 高可用性環境でのR3パフォーマンスエージェント

注 :OMi MP for SAPパフォーマンスエージェントは、クラスタ環境内で常に物理ホスト名を使用する

ので、手動モードで (r3perfconfig -manual) OMi MP for SAPパフォーマンスエージェントを設定し

て、クラスタ化された SAPシステムの詳細を指定する必要があります。

フェイルオーバーが発生し、それに続きパッケージの切り替えが行われると、パフォーマンスエージェントはホ

スト ノード上で SAP メトリックの値の収集を停止し、セカンダリノード上でパッケージが起動されるとすぐ

に、監視を開始し、セカンダリノード上の適切な SAP メトリックを報告します。CPUやディスクパフォーマ

ンスなどの物理コンポーネントのメトリックは、パッケージの実行に関係なく両方のノード上で継続して収

集されます。パフォーマンスレポートとグラフを生成および発行する際は、このことに留意する必要がありま

す。

高可用性環境でのOMi MP for SAPの削除

OMi MP for SAPソフトウェアと機能は、製品をインストールし構成したMC/ServiceGuardクラスタ内の

各物理ノードから削除する必要があります。このためには、次の手順を実行します。

1. クラスタ内の管理対象ノード上にOMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェントをインストールし

た場合は、ステップ 2に進む前にMC/ServiceGuardクラスタ内のSAP管理対象ノードからこのエー

ジェントとそのコンポーネントを削除する必要があります。詳細については、「OMi MP for SAP R/3パ
フォーマンスエージェントの削除」を参照してください。

2. OMi MP for SAP R/3パフォーマンスエージェントを削除した後、MC/ServiceGuardクラスタ内の

SAP管理対象ノードからOMi MP for SAPコンポーネントを削除する必要があります。

次の図は、OMi MP for SAPを高可用性環境にデプロイする場合の典型的なデプロイシナリオを示して

います。
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第6章 :トラブルシューティング
この項では、トラブルシューティングについて説明します。

注 :UNIX ノードでは、この項に記載されているコマンドを実行する際に、%OvDataDir%を
/var/opt/OVに置き換える必要があります。

MAサーバで同じ表示ラベルの複数のSAP CIが検出される

問題 :表示ラベルに名前属性がありません。

解決策 : SAP ABAP Application ServerおよびSAP J2EE Application Server CIのデフォルトの表示ラ

ベルの一部として nameを追加する必要があります。詳細については、『OMi MP for SAPインストールガ

イド』を参照してください。

SAP MP移送をインポート キューに追加する際に「要求がコンポーネント バージョンに一致しません」エ

ラーが発生する

問題 :SAP MP移送をインポート キューに追加する際に、「要求がコンポーネント バージョンに一致しませ

ん」エラーが表示されます。

解決策 :移送要求をインポートする際に、 [無効なコンポーネント バージョンを無視する]オプションを選択

できます。 [無効なコンポーネント バージョンを無視する]オプションを使用できるのは、OMi MP for SAP移

送の内容がコンポーネント バージョンおよびSAPサポート パックに依存しないからです。

SAP ABAPパフォーマンスモニタがDBINFO_PERFパフォーマンスモニタのパフォーマンスデータをログに

記録しない

問題 :SAPは、r3perfmon.log内のエラーに加えて、次の実行時エラーを報告します。

実行時エラーDBIF_DSQL2_OBJ_UNKNOWN

例外 CX_SY_NATIVE_SQL_ERROR

日付と時刻 [...]

SAP システム上の r3perfmon.log には、次のエラーが記録されます。

140520-11:10:23 情報 :ASE インターフェイスからパフォーマンス データを取得しようとしています

140520-11:10:23 情報 :rfc 関数モジュール /HPOV/OV_DISPATCH を呼び出しています

140520-11:10:23 情報 :タイムアウト変数は次の値に設定されています: 30.000000

140520-11:10:28 ERROR:RFC CALL ERROR.KEY :

140520-11:10:28 ERROR:RFC CALL ERROR.STATUS :

140520-11:10:28 ERROR:RFC CALL ERROR.MESSAGE:- テーブルがデータベースに存在しません。

140520-11:10:28 ERROR:RFC CALL ERROR.INTSTAT:

140520-11:10:28 情報 :RfcLastError を呼び出します

140520-11:10:28 情報 :rfc エラー変数を設定します
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140520-11:10:28 ERROR:OvCHandleIO::vHandle > パフォーマンス モニタを呼び出せません :-
DBINFO_PERF

140520-11:10:28 ERROR:OvCPerfScheduler::RemoveSAPLoginPtr - SAP との接続がありません

140520-11:10:28 情報 :スケジュールされた監視:- Wed May 20 11:10:28 2014

S99 00 DBINFO_PERF

解決策 : DBINFO_PERFパフォーマンスモニタは、Oracleデータベースのデータ構造に対してのみ動作しま

す。他のデータベース製品のデータ構造に対しては動作しません。不要なエラーを避けるため、OMi MP
for SAPアスペクトに関連するポリシーテンプレート r3perfagent.cfgで DBINFO_PERFを無効にしてくだ

さい。DBINFO_PERFパフォーマンスモニタの詳細は、「DBINFO_PERF」を参照してください。

OMi MP for SAPアスペクトの実行中に「librfc32.dllが見つかりません」エラーが発生する

問題 :OMi MP for SAPのデプロイ中に、OMi MP for SAPで、SAP RFC SDKファイルが見つからないと

いうエラーが表示されます。

解決策 : SAP RFC SDKファイルが見つからないというエラーを解決するには、次の手順を実行します。

1. SAPソフトウェアダウンロード センタからSAP RFC SDK 6.40をダウンロードします。

注 :お使いの環境のSAPバージョンが何であっても、SAP RFC SDK 6.40をダウンロードする必

要があります。監視するSAPシステムのオペレーティングシステムに基づいて、適切な RFC ライ

ブラリをリストから選択します。

2. ダウンロードしたRFC ライブラリを展開し、ライブラリをSAP管理対象ノードのインストルメンテーショ

ンフォルダにコピーします。インストルメンテーションフォルダは次の場所にあります。

Windows ノード :

%OvAgentDir%\bin\instrumentation

UNIX ノード :

/var/opt/OV/bin/instrumentation

OMi MP for SAP移送と移送ファイルの展開の詳細は、『OMi MP for SAPインストールガイド』を参

照してください。

SAPシステムに現在インストールされているOMi MP for SAP移送の確認

問題 :OMi MP for SAP ABAP監視が期待したとおりに動作しません。SAPシステムに現在インストール

されている移送を確認しようとしています。

解決策 : SAPシステムに現在インストールされているOMi MP for SAP移送を確認するには、次の手順

を実行します。

1. SAPGUIを使用して SAPシステムにログインします。

2. STMS (/nstms)トランザクションを開きます。
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3. [Menu Overview] > [Imports (F5)]を選択します。確認するSAPシステムのSIDのキューを選択

します。

4. [履歴 ] > [履歴のインポート ]をクリックします。 [選択した領域にログ情報がありません]通知ウィンドウ

が表示されます。ウィンドウを閉じます。先週のインポート履歴が表示されます。リストは空の場合も

あります。

5. [日付 ]列を選択し、[編集 ] > [フィルタ (Ctrl+F10)]をクリックします。ウィンドウで、対象にするOMi
MP for SAP移送のインストール日付の範囲の開始日を選択します。指定した時間範囲内の要

求のリストが表示されます。

6. 結果のリストにOMi MP for SAP以外の移送が多数含まれる場合は、移送の所有者でフィルタす

ることでリストを絞り込むことができます。

7. [所有者 ]列のタイトルを選択し、[編集 ] > [フィルタ (Ctrl+F10)]をクリックします。ウィンドウで、所有

者として HPMPを指定し、ENTERを押します。移送のリストが所有者 HPMPに制限されます。

OMi MP for SAP JAVA検出が期待したとおりに動作しない

問題 :OMi MP for SAP JAVA検出が期待したとおりに動作しません。

解決策 : OMi MP for SAP JAVA検出のトラブルシューティングを行うには、SAP管理対象ノードに対し

て次のチェックを実行します。

1. 環境変数のチェック:

SAPMP_REMOTE_CLUSTID環境変数を、SAP NetWeaver 7.0のリモート アプリケーションサーバクラ

スタ IDに設定します。

2. SAP J2EE検出 ovpolicy -l -polname SAPJ2EE_Discoveryが存在し、有効になっているかど

うかを確認します。

SAP J2EE検出 ovpolicy -l -polname SAPJ2EE_Discoveryが存在しない場合は、SAP
J2EE検出アスペクトをデプロイします。デプロイが成功したかどうかを、OMiサーバのデプロイメント タ

ブで確認します。SAP J2EE検出アスペクトのデプロイの詳細は、「タスク 2: SAP検出アスペクトの

デプロイ」(BSM)および「タスク 2: SAP検出アスペクトのデプロイ」(OMi)を参照してください。

3. SAP J2EE検出ポリシーが有効状態かどうかを確認します。

SAP J2EE検出ポリシーが有効状態でない場合は、ovpolicy -e -polname SAPJ2EE_
Discoveryを使用して SAP J2EE検出ポリシーを有効にします。

4. OMi MP for SAPインストルメンテーションがSAP ノード上の次の場所にあるかどうかを確認します。

%ovDataDir%\bin\instrumentation\

OMi MP for SAPインストルメンテーションが必要な場所に存在しない場合は、SAP J2EE検出ア

スペクトをデプロイします。

5. エラーを調べるには、次の場所にある sapmp_j2ee_discovery.logファイルを確認します。
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%OvDataDir%\App_Monitoring\SAPJ2EE\log\sapmp_j2ee_discovery.log

6. 検出ポリシー IDがある場合、次のファイルが存在するかどうかを確認します。

ファイルの場所は %OvDataDir%\tmp\agtrepです。

n <Policy ID>.cis.xml

n <Policy ID>.out

n <Policy ID>.services.xml

n <Policy ID>_ci.xml

n <Policy ID>.ci_refs.xml

検出ポリシー IDがない場合、SAP管理対象ノード上で次のコマンドを実行することにより、ポリ

シー IDを取得できます。

ovpolicy -list -level 4 -polname "SAPJ2EE_Discovery"

フェールオーバーの場合、上記のファイルがすべてのクラスタノードで更新されているかどうかを確認

します。

ポリシーファイルを更新するには、対応するクラスタノードで次のコマンドを実行します。

Ovagtrep -run "SAPJ2EE_Discovery"

OMi MP for SAP ABAP リモート検出が期待したとおりに動作しない

問題 :OMi MP for SAP ABAP リモート検出が期待したとおりに動作しません。

解決策 : OMi MP for SAP ABAP リモート検出のトラブルシューティングを行うには、SAP管理対象ノード

に対して次のチェックを実行します。

1. SAP ABAP検出 ovpolicy -l -polname SAPABAP_RemoteDiscoveryが使用可能かどうかを確

認します。

ポリシーを使用可能にするには、SAP ABAP リモート構成アスペクトをデプロイします。デプロイの

後、OMiサーバのデプロイメント タブでデプロイメント ジョブが成功したかどうかを確認できます。

2. リモート検出ポリシーが有効状態かどうかを確認します。

ポリシーを有効にするには、ovpolicy -e -polname SAPABAP_RemoteDiscoveryを使用します。

3. OMi MP for SAPインストルメンテーションがSAP ノード上の次の場所にあるかどうかを確認します。

%ovDataDir%\bin\instrumentation\

OMi MP for SAPインストルメンテーションを使用可能にするには、SAP ABAP リモート構成アスペク

トをデプロイします。
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4. エラーを確認して調べるには、次の場所にある sapmp_abap_remotediscovery.logファイルを参

照します。

%OvDataDir%\App_Monitoring\SAPABAP\log\sapmp_abap_remotediscovery.log

5. 検出ポリシー IDがある場合、次のファイルが存在するかどうかを確認します。

ファイルの場所は %OvDataDir%\tmp\agtrepです。

n <Policy ID>.cis.xml

n <Policy ID>.out

n <Policy ID>.services.xml

n <Policy ID>_ci.xml

n <Policy ID>.ci_refs.xml

検出ポリシー IDがない場合、SAP管理対象ノード上で次のコマンドを実行することにより、ポリ

シー IDを取得できます。

ovpolicy -list -level 4 -polname "SAPABAP_RemoteDiscovery"

フェールオーバーの場合、上記のファイルがすべてのクラスタノードで更新されているかどうかを確認

します。

ポリシーファイルを更新するには、対応するクラスタノードで次のコマンドを実行します。

Ovagtrep -run "SAPABAP_RemoteDiscovery"

SAP ABAP検出が期待したとおりに動作しない

問題 :SAP ABAP検出アスペクトをデプロイした後、SAP ABAP検出が動作しません。

解決策 : OMi MP for SAP ABAP検出のトラブルシューティングを行うには、SAP管理対象ノードに対し

て次のチェックを実行します。

1. すべてのSAP管理対象ノードの完全修飾コンピュータ名を指定してあることを確認します。

2. SAP ABAP検出 ovpolicy -l -polname SAPABAP_Discoveryが使用可能かどうかを確認しま

す。

ABAP検出を使用可能にするには、SAP ABAP検出アスペクトをデプロイします。デプロイメント

ジョブが成功したかどうかは、OMiサーバのデプロイメント タブで確認できます。

3. SAP ABAP検出ポリシーが有効状態かどうかを確認します。

SAP ABAP検出ポリシーを有効にするには、ovpolicy -e -polname SAPABAP_Discoveryを使

用します。
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4. OMi MP for SAPインストルメンテーションがSAP ノード上の次の場所にあるかどうかを確認します。

%ovDataDir%\bin\instrumentation\

インストルメンテーションを使用可能にするには、SAP ABAP検出アスペクトをデプロイします。

5. エラーを調べるには、次の場所にある r3sdisc.logファイルを確認します。

%OvDataDir%\App_Monitoring\SAPABAP\log\r3sdisc.log

6. 検出ポリシー IDがある場合、次のファイルが存在するかどうかを確認します。

ファイルの場所は %OvDataDir%\tmp\agtrepです。

n <Policy ID>.cis.xml

n <Policy ID>.out

n <Policy ID>.services.xml

n <Policy ID>_ci.xml

n <Policy ID>.ci_refs.xml

検出ポリシー IDがない場合、SAP管理対象ノード上で次のコマンドを実行することにより、ポリ

シー IDを取得できます。

ovpolicy -list -level 4 -polname "SAPABAP_Discovery"

フェールオーバーの場合、上記のファイルがすべてのクラスタノードで更新されているかどうかを確認

します。

ポリシーファイルを更新するには、対応するクラスタノードで次のコマンドを実行します。

Ovagtrep -run "SAPABAP_Discovery"

OMi MP for SAP検出がノードに対して動作しているが、RTSMで CIが検出されない

問題 :OMi MP for SAP検出がノードに対して動作していますが、RTSMで CIが検出されません。

解決策 : OMi MP for SAP検出がノードに対して正常に動作している場合、MAサーバ上の特定の場

所にある次のログを確認することで問題のトラブルシューティングを実行できます。

OMiサーバ上 (サービス検出をデバッグする場合 )

1. 次の手順で、トレースレベルを DEBUGに設定できます。
a. %TOPAZ_HOME%\conf\core\Tools\log4j\wde\opr-svcdiscserver.propertiesで次の操

作を行います。

b. 値 loglevel=を選択し、値を DEBUGに更新します。

c. 値 loglevelcitrace=を選択し、値を DEBUGに更新します。
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2. エラーを確認して調べるには、次の場所にある検出ログを参照します。

n %TOPAZ_HOME%\log\wde\opr-svcdiscserver-citrace.log

n %TOPAZ_HOME%\log\wde\opr-svcdiscserver.log

n %OvDataDir%\shared\server\log\OvSvcDisc.log

OMi MP for SAP J2EEデータコレクションが失敗しているか、アラートがMAイベント ブラウザに到達して

いない

問題 :OMi MP for SAP J2EEデータコレクションが失敗しているか、アラートがMAイベント ブラウザに到

達していません。

解決策 :問題のトラブルシューティングを行うには、SAP管理対象ノードに対して次のチェックを実行しま

す。

1. SAP J2EE検出ポリシーが使用可能で、有効状態かどうかを確認します。

2. OMi MP for SAPインストルメンテーションが次の場所で使用可能かどうかを確認します。

%ovDataDir%\bin\instrumentation\

インストルメンテーションは使用可能だが、sapmpで始まるインストルメンテーションファイルが存在し

ない場合は、SAP J2EE検出アスペクトを再デプロイします。

3. 次の場所で SiteConfigが使用可能かどうかを確認します。

%OvDataDir%\conf\sapspi\global\SiteConfig

SiteConfigが使用可能でない場合、インストルメンテーションフォルダから次のコマンドを実行して、

OMi MP for SAP検出を実行します。

r3mon_perl -S sapmp_j2ee_discovery.pl

4. 次の場所にあるSAP J2EE検出ログでエラーをチェックします。

%OvDataDir%\App_Monitoring\SAPJ2EE\log\sapmp_j2ee_cfg.log

ログでエラーを調べて解決します。インストルメンテーションフォルダから次のコマンドを実行して、

SAP J2EE構成を再実行できます。

r3mon_perl -S sapmp_j2ee_cfg.pl

5. OMi MP for SAPは J2EEデータコレクション用にMetricDefinitions.xmlファイルを使用します。

MetricDefinitions.xmlは次の場所にあります。

%OvDataDir%/conf/sapspi/global/

MetricDefinitions.xmlが使用可能でない場合は、インストルメンテーションフォルダから次のコマンド

を実行します。
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r3mon_perl -S r3mon_configCheck -f

6. SAPJ2EE_*で始まるOMi MP for SAP J2EEポリシーが使用可能で、有効状態かどうかを確認しま

す。

確認するには、次のコマンドを実行します。

ovpolicy -l

7. SAP J2EEデータコレクションを手動でデバッグモードで実行して、ログを確認してエラーを調べること

ができます。SAP J2EEデータコレクションを手動でデバッグモードで実行するには、次のコマンドを

実行します。

SAPMP_CollMgr -app=SAPJ2EE -freq=<VERYHIGH|HIGH|MEDIUM|LOW> -d

次のログを確認して、エラーを調べます。

n %OvDataDir%\App_Monitoring\SAPJ2EE\log\SAPMP_CollMgr.pl.log

n %OvDataDir%\App_Monitoring\SAPJ2EE\log\SAPMP_ConfHandler.pl.log

OMi MP for SAP J2EEデータログが失敗する

問題 : J2EEデータログがOMi MP for SAPに対して失敗します。

解決策 : SAP管理対象ノードに対して次のチェックを実行します。

1. SAPJ2EE_*で始まるSAP J2EEポリシーが使用可能で、有効状態かどうかを確認します。

確認するには、次のコマンドを実行します。

ovpolicy -l

2. データソースの使用可能性を確認します。

データソースの使用可能性を確認するには、次のコマンドを実行します。

ovcodautil -showds SAPSPINW_RPT_METRICS

データソースが使用可能でない場合、次のコマンドを実行してデータソースをアクティブにします。

Windowsの場合 :

"%OvDataDir%\bin\R3PerfAgent\bin\r3PerfConfig.exe" -j2ee

UNIX の場合 :

"/var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/bin/r3PerfConfig" -j2ee

3. SAP J2EEデータログが有効かどうかを確認します。

次の場所にある構成ファイルで、値 DATA_LOGGING_ENABLED=TRUEを確認します。
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%OvDataDir%\conf\sapspi\global\SPIConfig

4. SAP J2EEデータコレクションを手動でデバッグモードで実行して、ログを確認してエラーを調べること

ができます。SAP J2EEデータコレクションを手動でデバッグモードで実行するには、次のコマンドを

実行します。

SAPMP_CollMgr -app=SAPJ2EE -freq=<VERYHIGH|HIGH|MEDIUM|LOW> -d

次のログを確認して、エラーを調べます。

n %OvDataDir%\App_Monitoring\SAPJ2EE\log\SAPMP_CollMgr.pl.log

n %OvDataDir%\App_Monitoring\SAPJ2EE\log\SAPMP_ConfHandler.pl.log

OMi MP for SAP ABAPデータコレクションが失敗しているか、アラートがMAイベント ブラウザに到達して

いない

問題 :OMi MP for SAPデータコレクションが失敗しているか、アラートがMAイベント ブラウザに到達して

いません。

解決策 : SAP管理対象ノードに対して次のチェックを実行します。

1. SAP ABAP検出ポリシーが使用可能で、有効状態かどうかを確認します。

2. 次の場所でOMi MP for SAPインストルメンテーションが使用可能かどうかを確認します。

%ovDataDir%/bin/instrumentation/

OMi MP for SAPインストルメンテーションは使用可能だが、sapmpで始まるファイルが存在しない場

合は、SAP ABAP検出アスペクトをもう一度デプロイします。

3. 次の場所で r3itodsapが使用可能かどうかを確認します。

%OvDataDir%/conf/sapspi/global/r3itosap

r3itosapが使用可能でない場合、インストルメンテーションフォルダから次のコマンドを実行して、

SAP ABAP構成を再実行します。

r3mon_perl -S sapmpcfg.pl

4. SAP ABAP構成ログファイルでエラーを確認できます。SAP ABAP構成ログファイルが使用可能か

どうかを確認するには、次の場所を調べます。

%OvDataDir%/App_Monitoring/SAPABAP/log/sapmp_abap_cfg.log

ログファイルを使用して、エラーを確認して解決できます。SAP ABAP構成を再実行するには、イ

ンストルメンテーションフォルダから次のコマンドを実行します。

r3mon_perl -S sapmpcfg.pl
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5. r3itosapファイル内のクライアントとユーザ名 (パスワードは暗号化されています)が、SAP ABAP構

成アスペクトのデプロイ時に指定したものと同じかどうかを確認します。

6. sapconfigfileタイプ用のSAP ABAPポリシーが使用可能で、有効状態かどうかを確認します。

7. SAP ABAPデータコレクションを手動でデバッグモードで実行して、ログを確認してエラーを調べるこ

とができます。SAP ABAPデータコレクションを手動でデバッグモードで実行するには、次のコマンドを

実行します。

SAPMP_CollMgr -app=SAPABAP -freq=<VERYHIGH|HIGH|MEDIUM|LOW> -d

次のログを確認して、エラーを調べます。

n %OvDataDir%/App_Monitoring/SAPABAP/log/SAPMP_CollMgr.pl.log

n %OvDataDir%/App_Monitoring/SAPABAP/log/SAPMP_ConfHandler.pl.log

OMi MP for SAP ABAPデータログが失敗する

問題 :OMi MP for SAP ABAPデータログが失敗します。

解決策 : SAP管理対象ノードに対して次のチェックを実行します。

1. OMi MP for SAPパフォーマンスエージェントがパフォーマンスエージェント ツールを使用してMAサー

バから起動されていることを確認します。

OMi MP for SAPパフォーマンスエージェントのステータスを確認するには、次のコマンドを実行しま

す。

UNIX ノードの場合 :

/var/opt/OV/bin/instrumentation/r3mon_perl -S SAPMP_Tool.pl Status

パフォーマンスエージェントを開始するには、次のコマンドを実行します。

/var/opt/OV/bin/instrumentation/r3mon_perl -S SAPMP_Tool.pl Start

Windows ノードの場合 :

%OvAgentDir%\bin\instrumentation\r3mon_perl -S SAPMP_Tool.pl Start

2. データソースの使用可能性を確認します。

設定済みインスタンスのデータソースのステータスを表示するには、次のコマンドを実行します。

ovcodautil -showds

設定済みインスタンスのデータソースをアクティブにするには、次のコマンドを実行します。

UNIX の場合 :
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"/var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/bin/r3PerfConfig.exe" -abap

Windowsの場合 :

"%OvDataDir%\bin\R3PerfAgent\bin\r3PerfConfig" -abap

3. リモート アプリケーションサーバのデータソースは、次のコマンドを使用して手動で作成する必要があ

ります。

UNIX の場合 :

"/var/opt/OV/bin/R3PerfAgent/bin/r3PerfConfig.exe" -manual

Windowsの場合 :

"%OvDataDir%\bin\R3PerfAgent\bin\r3PerfConfig" -manual

データソースを作成するには、SAP SID、ホスト名、インスタンスを指定する必要があります。

4. 管理対象ノードの次の場所で r3PerfConfigファイルが使用できない場合、エージェントのインス

トールコマンドはエラーを返します。

%OvDataDir%\bin\R3PerfAgent\bin\r3PerfConfig

OMi MP for SAPパフォーマンスエージェントを再インストールするには、次のコマンドを実行します。

%OvAgentDir%\bin\instrumentation\r3mon_perl -S SAPMP_Tool.pl Install

5. データソースのエラーを調べるには、次の場所にある sapmp_abap_dscmd.logファイルを確認しま

す。

%OvDataDir%\App_Monitoring\SAPABAP\log\sapmp_abap_dscmd.log

HA環境のABAPアプリケーションサーバでのOMi MP for SAP ABAPデータコレクションが失敗している

か、アラートがMAイベント ブラウザに到達していない

問題 :HA環境のABAPアプリケーションサーバでのOMi MP for SAP ABAPデータコレクションが失敗し

ているか、アラートがMAイベント ブラウザに到達していません。

解決策 :問題のトラブルシューティングを行うには、管理対象ノードに対して次のチェックを実行します。

1. SAP ABAP検出ポリシーおよびSAP ABAP構成ポリシーが使用可能で、有効状態かどうかを確

認します。

2. 次の場所でOMi MP for SAPインストルメンテーションが使用可能かどうかを確認します。

%ovDataDir%\bin\instrumentation\

OMi MP for SAPインストルメンテーションは使用可能だが、sapmpで始まるファイルが存在しない場

合は、SAP ABAP検出アスペクトをもう一度デプロイします。
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3. 次の場所で r3itosapが使用可能かどうかを確認します。

%OvDataDir%/conf/sapspi/global/r3itosap

r3itosapが使用可能でない場合、インストルメンテーションフォルダから次のコマンドを実行して、

SAP ABAP構成を再実行します。

r3mon_perl -S sapmpcfg.pl

4. SAP ABAP構成ログファイルでエラーを確認できます。SAP ABAP構成ログファイルが使用可能か

どうかを確認するには、次の場所を調べます。

%OvDataDir%\App_Monitoring\SAPABAP\log\sapmp_abap_cfg.log

ログファイルを使用して、エラーを確認して解決できます。SAP ABAP構成を再実行するには、イ

ンストルメンテーションフォルダから次のコマンドを実行します。

r3mon_perl -S sapmpcfg.pl

5. r3itosapファイル内のクライアントとユーザ名 (パスワードは暗号化されています)が、SAP ABAP構

成アスペクトのデプロイ時に指定したものと同じかどうかを確認します。

6. r3itosapファイルのHostMapping値を確認します。HostMapping値は、HA環境に参加している

クラスタノードに関する、セントラルインスタンス、SID、仮想サーバノード名、MAイベント ブラウザで

メッセージを関連付けるホスト名の詳細を指定します。

HostMapping行の構文の例を次に示します。

HostMapping =<SID> = <セントラル インスタンス> =<物理ノード名 1>, <物理ノード名 2>,<仮
想ノード名> = <メッセージ ノード名>

メッセージノード名はオプションです。指定しない場合、仮想サーバ名がメッセージノード名として使

用されます。

HostMapping構成の例を次に示します。

HostMapping =NA9 =09
=ipv6winclus1.hpswv6lab.com,ipv6winclus2.hpswv6lab.com,saphanw.hpswv6lab.com
=IWFVM01239.hpswlabs.adapps.hp.com

HostMappingエントリに指定されている詳細が正しいことを確認してください。HostMapping構成が

正しくない場合、次の場所にある sapmp_cluster_details.txtで詳細を確認できます。

%OvDataDir%\App_Monitoring\SAPABAP\sapmp_cluster_details.txt

OMi MP for SAPクラスタ検出が期待したとおりに動作しない

問題 :OMi MP for SAPクラスタ検出が期待したとおりに動作しません。

解決策 :問題のトラブルシューティングを行うには、次のチェックを実行します。
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1. すべてのSAP管理対象ノードの完全修飾コンピュータ名を指定してあることを確認します。

2. SAP ABAP検出 ovpolicy -l -polname SAPABAP_Discoveryが使用可能かどうかを確認しま

す。

ABAP検出を使用可能にするには、SAP ABAP検出アスペクトをデプロイします。デプロイメント

ジョブが成功したかどうかは、OMiサーバのデプロイメント タブで確認できます。

3. SAP ABAP検出ポリシーが有効状態かどうかを確認します。

SAP ABAP検出ポリシーを有効にするには、ovpolicy -e -polname SAPABAP_Discoveryを使

用します。

4. 次の場所でOMi MP for SAPインストルメンテーションが使用可能かどうかを確認します。

%ovDataDir%\bin\instrumentation\

OMi MP for SAPインストルメンテーションが使用可能でない場合は、SAP ABAP検出アスペクトを

もう一度デプロイします。

5. 詳細を知るには、次の場所にある検出ログファイルを確認します。

n %OvDataDir%\App_Monitoring\SAPABAP\log\r3sdisc.log

n OvDataDir%\App_Monitoring\SAPABAP\log\sapmp_cluster_discovery.log

6. 検出ポリシー IDがある場合、次のファイルが存在するかどうかを確認します。

ファイルの場所は %OvDataDir%/tmp/agtrepです。

n <Policy ID>.cis.xml

n <Policy ID>.out

n <Policy ID>.services.xml

n <Policy ID>_ci.xml

n <Policy ID>.ci_refs.xml

検出ポリシー IDがない場合、SAP管理対象ノード上で次のコマンドを実行することにより、ポリ

シー IDを取得できます。

ovpolicy -list -level 4 -polname "SAPABAP_Discovery"

フェールオーバーの場合、上記のファイルがすべてのクラスタノードで更新されているかどうかを確認

します。

ポリシーファイルを更新するには、対応するクラスタノードで次のコマンドを実行します。
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Ovagtrep -run "SAPABAP_Discovery"

7. 検出の後で、removeRelationOnPassiveファイルがアクティブノードの次の場所にのみ存在するこ

とを確認します。

%OvDataDir%\App_Monitoring\SAPABAP\

注 :removeRelationOnPassiveファイルが使用可能でない場合、SAPクラスタデプロイメント

ビューはパッシブノードに対しては更新されません。

8. SAP_Cluster_Deploymentビューは、フェールオーバー直後の検出の最初の実行では更新されませ

ん。SAP_Cluster_Deploymentビューは、パッシブノードに対するスケジュールされた検出の最初の

実行の後で更新されます。

スケジュールされた検出の実行より前にビューを更新するには、フェールオーバー後に次のコマンドを

使用して、アクティブノード (フェールオーバー前はパッシブ)に対して手動で検出を実行します。

SAP ABAP検出を実行するには、次のコマンドを実行します。

Ovagtrep -run "SAPABAP_Discovery"

CIをRTSMに発行するには、次のコマンドを実行します。

Ovagtrep -publish -all

SAPクラスタのフェールオーバー後にSAPクラスタデプロイメント ビューが現在のSAPアクティブノードに

よって更新されない

問題 :SAPクラスタのフェールオーバー後に、SAPクラスタデプロイメント ビューが現在のSAPアクティブ

ノードによって更新されません。

解決策 : SAPクラスタデプロイメント ビューは、SAP ABAP検出の次のスケジュール時に更新されます。

SAP ABAP検出のスケジュールされた実行より前にSAPクラスタデプロイメント ビューを更新するには、

SAP ABAP検出アスペクトを現在のアクティブノードにデプロイします。

「ノードに接続できませんでした。エージェントが稼働中で、証明書が有効化されており、ファイアウォール

設定が正しいことを確認してください」というエラーが、SAP管理テンプレートをリモート SAPシステムにデ

プロイする際に発生する

問題 :リモート構成 SAP Application Server CIで、管理テンプレートのデプロイ時に、「ノードに接続でき

ませんでした。エージェントが稼働中で、証明書が有効化されており、ご使用のファイアウォール設定が

正しいことを確認してください」というエラーが、デプロイメント ジョブウィザードで発生します。

解決策 : このエラーは、Operations AgentがインストールされていないSAPシステムでのみ発生します。

SAPアスペクトは正常にデプロイされているので、このエラーは無視してかまいません。このエラーは、

Operations AgentがないSAPシステムで、システムがSAP管理テンプレート内にインフラストラクチャアス

ペクトをデプロイしようとするために表示されます。詳細については、「タスク 4: SAP ABAP リモート構成ア

スペクトのデプロイ」(BSM)および「タスク 4: SAP ABAP リモート構成アスペクトのデプロイ」(OMi)を参照し

てください。
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付録 :メトリックとデータソース
OMi MP for SAPは、メトリックからのデータ収集を可能にするために、データストアテーブルを作成しま

す。OMi MP for SAPは、2つの別々のデータソースと関連メトリックを使用して、SAP環境内のSAP
ABAPアプリケーションサーバおよびSAP J2EEアプリケーションサーバから収集したデータのログを記録し

ます。

SAP ABAPアプリケーションサーバ
OMi MP for SAPは、次のデータストアテーブルを作成して、SAP ABAPアプリケーションサーバからのメ

トリックによって収集されたデータのログを記録します。

注 : R3_<SAP ホスト名>_<SAP_SID>_<SAP インスタンス番号>_DATAは、SAP ABAPアプリケーショ

ンサーバポリシーテンプレートによって使用されるデータソースです。R3_<SAP ホスト名>_<SAP_
SID>_<SAP インスタンス番号>_DATAデータソースは、各 SAP ABAPアプリケーションサーバに対し

て、収集したデータのログを記録するために作成されます。

アスペクト名

ポリシーテンプ

レート名 テーブル名 メトリック名

メトリックのデータ

タイプ

SAP ABAPパ

フォーマンスモニ

タ

SAPABAP_
PerfMon

DBINFO_PERF CPUUSAGE

BUFPREADS

BUFPWRITES

BUFQUAL

BUFSIZE

BUFWAITS

BUFWTIME

DICTSIZE

DDQUAL

LOGBLOCKS

LOGENTRIES

LOGSIZE

LOGFAULT

LOGALLOC

ROLLBACKS

R64

I32

I32

R64

I32

I32

I32

I32

R64

I32

I32

I32

R64

I32

I32
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アスペクト名

ポリシーテンプ

レート名 テーブル名 メトリック名

メトリックのデータ

タイプ

SCANLONG

SORTDISK

SORTMEM

SORTROWS

HOSTNAME_
DBINFO

SID_DBINFO

INSTANCE_
DBINFO

KEY_DBINFO

I32

I32

I32

I32

UTF8

UTF8

UTF8

UTF8

SAP ABAPパ

フォーマンスモニ

タ

SAPABAP_
PerfMon

DOCSTAT_
PERF

APPMODE_DOC

CNTHEADER

CNTITEM

CNTDIV

CNTTOTAL

CNTLINE

CNTCHGDOC

CNTTEXT

HOSTNAME_
DOCSTAT

SID_DOCSTAT

INSTANCE_
DOCSTAT

KEY_DOCSTAT

UTF8

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

UTF8

UTF8

UTF8

UTF8

SAP ABAPパ

フォーマンスモニ

タ

SAPABAP_
PerfMon

EP_PERF SID_EP

HOSTNAME_EP

START_TIME_EP

NO_REQ_EP

AVG_RESP_TIME_
EP

UTF8

UTF8

UTF8

I32

R64

R64
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アスペクト名

ポリシーテンプ

レート名 テーブル名 メトリック名

メトリックのデータ

タイプ

AVG_CPU_TIME_
EP

REQ_PER_SEC_EP

AVG_OUTBND_
DATA_EP

ACC_RESP_TIME_
EP

ACC_CPU_TIME_
EP

OUTBND_DATA_
REQ_EP

ACC_OUTBND_
DATA_EP

NO_COMPCALLS_
REQ_EP

AVG_
CMPCALLPERRE
Q_EP

VALID_MONDATA_
REQ_EP

REQ_NOT_CORR_
CLSD_EP

REQCLSD_
TOOMNYCMP_EP

REQS_RUNLEVEL_
0_EP

REQS_RUNLEVEL_
1_EP

REQS_RUNLEVEL_
2_EP

USRS_SINCE_1_
REQ_EP

USRS_SINCE_
LSTRST_EP

LST_REQ_RST_
TSTMP_EP

I32

I32

R64

R64

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

UTF8

UTF8

UTF8
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アスペクト名

ポリシーテンプ

レート名 テーブル名 メトリック名

メトリックのデータ

タイプ

LST_CMPREQ_
TSTMP_EP

LST_USRREQ_
TSTMP_EP

SAP ABAPパ

フォーマンスモニ

タ

SAPABAP_
PerfMon

ICMSTAT_
PERF

ICM_STATUS

MAX_THREADS

PEAK_THREADS

CUR_THREADS

MAX_
CONNECTIONS

PEAK_
CONNECTIONS

CUR_
CONNECTIONS

MAX_
QUEUEENTRIES

PEAK_
QUEUEENTRIES

CUR_
QUEUEENTRIES

RUNNING_
THREADS

DEAD_THREADS

PROCESSED_
THREADS

HOSTNAME_
ICMSTAT

SID_ICMSTAT

INSTANCE_
ICMSTAT

KEY_ICMSTAT

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

UTF8

UTF8

UTF8

SAP ABAPパ

フォーマンスモニ

タ

SAPABAP_
PerfMon

JOBREP_PERF RUNNING

READY

UTF8

I32
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アスペクト名

ポリシーテンプ

レート名 テーブル名 メトリック名

メトリックのデータ

タイプ

SCHEDULED

RELEASED

ABORTED

FINISHED

PUT_ACTIVE

UNKNOWN_STATE

HOSTNAME_
JOBREP

SID_JOBREP

INSTANCE_
JOBREP

KEY_JOBREP

I32

I32

I32

I32

I32

I32

UTF8

UTF8

UTF8

UTF8

SAP ABAPパ

フォーマンスモニ

タ

SAPABAP_
PerfMon

SAPBUFFER_
PERF

BUFFER_NAME

HITRATIO

ALLOCATED_SIZE

FREE_SPACE

FREE_SPACE_
PERCENT

MAXDIR_ENTR

FREEDIR_ENTR

FDIR_ENTR_
PERCENT

BUFFER_SWAPS

BUFFER_SWAPS_
DELTA

DB_ACCESSES

DB_ACCESSES_
DELTA

HOSTNAME_
SAPBUFFER

SID_SAPBUFFER

UTF8

R64

I32

I32

R64

I32

I32

R64

I32

I32

I32

I32

UTF8

UTF8

UTF8

UTF8
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アスペクト名

ポリシーテンプ

レート名 テーブル名 メトリック名

メトリックのデータ

タイプ

INSTANCE_
SAPBUFFER

KEY_SAPBUFFER

SAP ABAPパ

フォーマンスモニ

タ

SAPABAP_
PerfMon

SAPMEMORY_
PERF

MEMORY_AREA

CURRENT_USE_
PERCENT

CURRENT_USE

MAX_USE

IN_MEMORY

ON_DISK

HOSTNAME_
SAPMEMORY

SID_SAPMEMORY

INSTANCE_
SAPMEMORY

KEY_SAPMEMORY

UTF8

R64

I32

I32

I32

I32

UTF8

UTF8

UTF8

UTF8

SAP ABAPパ

フォーマンスモニ

タ

SAPABAP_
PerfMon

SPOOL_PERF ALL_SJ

SJ_ARCHIVE

PRINT_REQ

OPEN_PR

SUCCESS_PR

ERROR_PR

FAILED_PR

HOSTNAME_
SPOOL

SID_SPOOL

INSTANCE_SPOOL

KEY_SPOOL

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

UTF8

UTF8

UTF8

UTF8

SAP ABAPパ

フォーマンスモニ

タ

SAPABAP_
PerfMon

SAP_
STATRECS_
PERF

SAP_TCODE

SAP_RESPONSE_T

UTF8

I32
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アスペクト名

ポリシーテンプ

レート名 テーブル名 メトリック名

メトリックのデータ

タイプ

IME

SAP_NET_TIME

SAP_REC_COUNT

SAP_HOST_
STATRECS

SAP_SID_
STATRECS

SAP_INSTNO_
STATRECS

SAP_KEY_
STATRECS

I32

I32

UTF8

UTF8

UTF8

UTF8

SAP ABAPパ

フォーマンスモニ

タ

SAPABAP_
PerfMon

UPDATE_PERF ALL_TASKS

INITIAL_TASKS

ERRONOUS_
TASKS

VB1

V2

HOSTNAME_
UPDATE

SID_UPDATE

INSTANCE_
UPDATE

KEY_UPDATE

UTF8

I32

I32

I32

I32

UTF8

UTF8

UTF8

UTF8

SAP ABAPパ

フォーマンスモニ

タ

SAPABAP_
PerfMon

USER_PERF USER_CLIENT

USER_CNT

SESSION_CNT

HOSTNAME_USER

SID_USER

INSTANCE_USER

KEY_USER

UTF8

I32

I32

UTF8

UTF8

UTF8

UTF8

SAP ABAPパ SAPABAP_ SAP_WLSUM_ SAP_HOSTNAME _ UTF8
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アスペクト名

ポリシーテンプ

レート名 テーブル名 メトリック名

メトリックのデータ

タイプ

フォーマンスモニ

タ

PerfMon PERF WLSUM

SAP_SID_WLSUM

SAP_INSTANCE_
WLSUM

SAP_KEY_WLSUM

SAP_TASKTYPE

SAP_CNT

SAP_DBACTIVCNT

SAP_RESPTI

SAP_CPUTI

SAP_QUEUETI

SAP_LOADGENTI

SAP_COMMITTI

SAP_DDICTI

SAP_QUETI

SAP_CPICTI

SAP_ROLLINCNT

SAP_ROLLINTI

SAP_ROLLOUTCNT

SAP_ROLLOUTTI

SAP_READDIRCNT

SAP_READDIRTI

SAP_
READSEQCNT

SAP_READSEQTI

SAP_CHNGCNT

SAP_CHNGTI

SAP_BYTES

SAP_GUITIME

SAP_GUICNT

UTF8

UTF8

UTF8

UTF8

I32

I32

R64

R64

R64

R64

R64

R64

R64

R64

I32

R64

I32

R64

I32

R64

I32

R64

I32

R64

I32

R64

I32

R64
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アスペクト名

ポリシーテンプ

レート名 テーブル名 メトリック名

メトリックのデータ

タイプ

SAP_GUINETTIME

SAP ABAPパ

フォーマンスモニ

タ

SAPABAP_
PerfMon

WP_PERF ALL_WP

SEMAPHORE_WP

DEBUG_WP

LONG_RUNNING

PRIVAT_WP

NOSTART_WP

DIA_IDLE

DIA_ALL

DIA_RUNNING

BTC_IDLE

BT_ALL

BTC_RUNNING

SPO_IDLE

SPO_ALL

SPO_RUNNING

ENQ_IDLE

ENQ_ALL

ENQ_RUNNING

UPD_IDLE

UPD_ALL

UPD_RUNNING

UPD2_IDLE

UPD2_ALL

UPD2_RUNNING

HOSTNAME_WP

SID_WP

INSTANCE_WP

KEY_WP

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

I32

UTF8

UTF8

UTF8

UTF8
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アスペクト名

ポリシーテンプ

レート名 テーブル名 メトリック名

メトリックのデータ

タイプ

SYSUP_PERF SYSTEM_STATUS

HOSTNAME_
SYSUP

SID_SYSUP

INSTANCE_SYSUP

KEY_SYSUP

UTF8

UTF8

UTF8

UTF8

UTF8

注 : SYSUP_PERF可用性監視のデフォルトの頻度は 1分であり、値は変更できません。

SAP J2EEアプリケーションサーバ
OMi MP for SAPは、次のデータストアテーブルを作成して、SAP J2EEアプリケーションサーバからのメト

リックによって収集されたデータのログを記録します。

注 : SAPSPINW_RPT_METRICSは、SAP J2EEアプリケーションサーバポリシーテンプレートによって、

収集したデータのログ記録のために使用されるテーブルです。

テーブル名 メトリック名

メトリックのデータ

タイプ

SAPSPINW_RPT_METRICS METRICID

VALUEID

VALUE

SORTID

SERVERNAME

OBJECTNAME

I32

I32

R64

UTF8

UTF8

UTF8
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ドキュメントのフィードバックを送信
本ドキュメントについてのご意見、ご感想については、電子メールでドキュメント制作チームまでご連絡く

ださい。このシステムで電子メールクライアントが設定されていれば、このリンクをクリックすることで、以下の

情報が件名に記入された電子メールウィンドウが開きます。

Feedback on オンライン ヘルプの PDF 版 (OMi Management Pack for SAP 1.00)

本文にご意見、ご感想を記入の上、 [送信 ]をクリックしてください。

電子メールクライアントが利用できない場合は、上記の情報をコピーしてWebメールクライアントの新規

メッセージに貼り付け、docfeedback@hp.com宛にお送りください。

お客様からのご意見、ご感想をお待ちしています。
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